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はじめに

この前書きは、次の項で構成されています。

•対象読者（xvページ）
•表記法（xvページ）
• Cisco Nexus 9000シリーズスイッチの関連資料（xviページ）
•マニュアルに関するフィードバック（xviページ）
•通信、サービス、およびその他の情報（xviiページ）

対象読者
このマニュアルは、Cisco Nexusスイッチの設置、設定、および維持に携わるネットワーク管理者
を対象としています。

表記法
コマンドの説明には、次のような表記法が使用されます。

説明表記法

太字の文字は、表示どおりにユーザが入力するコマンドおよび

キーワードです。

bold

イタリック体の文字は、ユーザが値を指定する引数です。italic

省略可能な要素（キーワードまたは引数）は、角かっこで囲んで

示しています。

[x]

いずれか 1つを選択できる省略可能なキーワードや引数は、角
かっこで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y]

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワードや引
数は、波かっこで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}
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説明表記法

角かっこまたは波かっこが入れ子になっている箇所は、任意また

は必須の要素内の任意または必須の選択肢であることを表しま

す。角かっこ内の波かっこと縦棒は、省略可能な要素内で選択す

べき必須の要素を示しています。

[x {y | z}]

ユーザが値を入力する変数であることを表します。イタリック体

が使用できない場合に使用されます。

variable

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用し
ないでください。引用符を使用すると、その引用符も含めてstring
と見なされます。

string

例では、次の表記法を使用しています。

説明表記法

スイッチが表示する端末セッションおよび情報は、スクリーン

フォントで示しています。

screen フォント

ユーザが入力しなければならない情報は、太字の screenフォント
で示しています。

太字の screen フォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screenフォントで
示しています。

イタリック体の screenフォン

ト

パスワードのように出力されない文字は、山カッコ（< >）で囲
んで示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで

囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合に
は、コメント行であることを示します。

!、#

Cisco Nexus 9000シリーズスイッチの関連資料
Cisco Nexus 9000シリーズスイッチ全体のマニュアルセットは、次の URLにあります。

https://www.cisco.com/en/US/products/ps13386/tsd_products_support_series_home.html

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。ご協力を
よろしくお願いいたします。
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通信、サービス、およびその他の情報
•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップして
ください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、Cisco Servicesにアクセスしてくださ
い。

•サービスリクエストを送信するには、Cisco Supportにアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、お
よびサービスを探して参照するには、Cisco DevNet [英語]にアクセスしてください。

•一般的なネットワーキング、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、Cisco Press
にアクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセスして
ください。

Ciscoバグ検索ツール
シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリスト
を管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに関す
る詳細な障害情報を提供します。

マニュアルに関するフィードバック

シスコのテクニカルドキュメントに関するフィードバックを提供するには、それぞれのオンライ

ンドキュメントの右側のペインにあるフィードバックフォームを使用してください。
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C H A P T E R 1
New and Changed Information

• New and Changed Information, on page 1

New and Changed Information
Table 1: New and Changed Features

Where DocumentedChanged in ReleaseDescriptionFeature

NA10.5(1)FNo new features added in
this release.

NA

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS SAN Switching Configuration Guide, Release 10.5(x)
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第 2 章

SANスイッチングのハードウェアサポート

• SANスイッチングのハードウェアサポート（3ページ）

SANスイッチングのハードウェアサポート
次の表に、SANスイッチングをサポートする Cisco Nexus 9000シリーズハードウェアを示しま
す。

表 2 : Cisco Nexus 9300シリーズスイッチ：サポートするハードウェア

FEXサポートFCoEエッジ
ポート

FCエッジポー
ト

FCoE Eポー
ト

FC Eポートモデル（PID）

いいえはいはいはい〇N9K-C9336C-FX2-E

いいえはいはいはいはいN9K-C93180YC-FX

いいえはいはいはいはいN9K-C93360YC-FX2

Cisco NX-OSリリース 10.2(3)F以降、FCoE Eポートがサポートされています。（注）

次の FC SFPがサポートされています。

• DS-SFP-4X32G-SWは N9K-C9336C-FX2-Eでのみサポートされます

• DS-SFP-FC8G-SWはN9K-C93180YC-FXおよびN9K-C93360YC-FX2でのみサポートされます

• DS-SFP-FC16G-SWは N9K-C93180YC-FXおよび N9K-C93360YC-FX2でのみサポートされま
す

• DS-SFP-FC32G-SWは N9K-C93180YC-FXおよび N9K-C93360YC-FX2でのみサポートされま
す

• DS-SFP-FC32G LWは長距離 ISLでのみサポートされます（N9K-C93180YC-FXでサポート）

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS SAN Switching Configuration Guide, Release 10.5(x)
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C H A P T E R 3
概要

この章は、次の内容で構成されています。

•ライセンス要件（5ページ）
• SANスイッチングの概要（5ページ）
• SANスイッチングの一般的な注意事項と制限事項（10ページ）

ライセンス要件
Cisco NX-OSライセンス方式の推奨の詳細と、ライセンスの取得および適用の方法については、
『Cisco NX-OSライセンスガイド』および『Cisco NX-OSライセンスオプションガイド』を参照
してください。

SANスイッチングの概要
この章では、Cisco Nexus 9000デバイスの SANスイッチングの概要について説明します。この章
は、次の項で構成されています。

拡張モジュールを使用した場合、使用可能なファイバチャネルポートは、Cisco Nexus 5010スイッ
チで最大 8個、Cisco Nexus 5020スイッチで最大 16個です。

ドメインパラメータ

ファイバチャネルドメイン（fcdomain）機能では、FC-SW-2標準で記述されているように、主要
スイッチ選択、ドメイン ID配信、FC ID割り当て、ファブリック再設定機能が実行されます。ド
メインは VSAN単位で設定されます。ドメイン IDを設定しない場合、ローカルスイッチはラン
ダムな IDを使用します。

Nポート仮想化

Cisco NX-OSソフトウェアは業界標準の Nポート IDバーチャライゼーション（NPIV）をサポー
トします。NPIVを使用すると、単一の物理ファイバチャネルリンクで複数の Nポートファブ
リックが同時にログインできます。NPIVをサポートする HBAでは、ホスト上の各仮想マシン
（OSパーティション）についてゾーン分割とポートセキュリティを個別に設定できるようにす

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS SAN Switching Configuration Guide, Release 10.5(x)
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ることで、SANセキュリティを改善できます。NPIVはサーバ接続に有効なだけでなく、コアお
よびエッジの SANスイッチ間の接続にも有効です。

Nポートバーチャライザ（NPV）は、コアエッジ SANのファイバチャネルドメイン ID数を減
らすことができる補完的な機能です。NPVモードで動作するCiscoMDS 9000ファミリファブリッ
クスイッチはファブリックに参加せず、コアスイッチリンクとエンドデバイス間でトラフィッ

クを通過させるだけです。このため、スイッチのドメイン IDは不要です。NPIVは、NPVコアス
イッチへのリンクを共有する複数のエンドデバイスにログインするために、NPVモードのエッジ
スイッチで使用されます。この機能を使用できるのは、Cisco MDSブレードスイッチシリーズ、
Cisco MDS 9124マルチレイヤファブリックスイッチ、および Cisco MDS 9134マルチレイヤファ
ブリックスイッチだけです。

Nポートバーチャライザ（NPV）は、コアエッジ SANのファイバチャネルドメイン ID数を減
らすことができる補完的な機能です。NPVモードで動作する Cisco Nexus 9000シリーズファブ
リックスイッチはファブリックに参加せず、コアスイッチリンクとエンドデバイス間でトラ

フィックを通過させるだけです。このため、スイッチのドメイン IDは不要です。NPIVは、NPV
コアスイッチへのリンクを共有する複数のエンドデバイスにログインするために、NPVモード
のエッジスイッチで使用されます。

VSANトランキング

トランキングは、VSANトランキングとも呼ばれ、複数の VSAN内で、同一の物理リンクを介し
て、ポートが相互接続してフレームを送受信することを可能にします。トランキングは Eポート
および Fポートでサポートされます

SANポートチャネル

ポートチャネルは、ファイバチャネルトラフィックについて、複数の物理 ISLを帯域幅が大き
く、またポートの耐障害性が高い 1つの論理リンクに集約します。この機能を使用すると、最大
16の拡張ポート（Eポート）またはトランキングEポート（TEポート）をポートチャネルにバン
ドルできます。ISLポートは任意のスイッチングモジュールに配置できるため、特定のプライマ
リポートは必要ありません。ポートまたはスイッチングモジュールに障害が発生した場合、ファ

ブリックを再設定しなくても、ポートチャネルは引き続き正常に機能します。

Cisco NX-OSソフトウェアでは、隣接するスイッチ間でポートチャネル設定情報を交換するとき
にプロトコルを使用するので、ポートチャネル管理が簡易化されます。たとえば、誤設定の検出

や、互換性のある ISLでのポートチャネルの自動作成などの管理機能です。自動設定モードでは、
互換性のあるパラメータを使用する ISLによって、チャネルグループが自動的に構成されます。
手動操作は必要ありません。

ポートチャネルでは、発信元 FC-IDと宛先 FC-IDのハッシュ、さらにオプションで交換 IDを使
用して、ファイバチャネルトラフィックのロードバランスが実行されます。ポートチャネルを

使用するロードバランシングは、ファイバチャネルリンクと FCIPリンクの両方で実行されま
す。また、Cisco NX-OSソフトウェアを設定して、コストが同じ複数の FSPFルート間でロード
バランスを実行することもできます。

仮想 SAN

仮想 SAN（VSAN）は、単一の物理 SANを複数の VSANに分割します。VSANを使用すると、
Cisco NX-OSソフトウェアで、大規模な物理ファブリックを個々の分離された環境に論理的に分
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割して、ファイバチャネル SANのスケーラビリティ、アベイラビリティ、管理性、およびネッ
トワークセキュリティを高めることができます。

それぞれの VSANは、独自の一連のファイバチャネルファブリックサービスを持つ論理的およ
び機能的に別個のSANです。ファブリックサービスのこの分割は、個々のVSAN内にファブリッ
クの再設定およびエラー条件を含めることにより、ネットワークの不安定さを大幅に軽減します。

VSANが実現する厳密なトラフィック分離は、特定のVSANの制御およびデータトラフィックを
VSAN独自のドメイン内に限定することにより、SANセキュリティを高めるために役立ちます。
VSANは、アベイラビリティを低下させることなく、分離されたSANアイランドを共通のインフ
ラストラクチャに容易に統合できるようにすることで、コスト削減に貢献します。

ユーザーは、特定の VSANの範囲内に限定される管理者ロールを作成できます。たとえば、すべ
てのプラットフォーム固有の機能を設定できるネットワーク管理者ロールを設定する一方で、特

定の VSAN内のみで設定および管理ができるその他のロールを設定できます。この手法は、ス
イッチポートまたは接続されたデバイスのWWN（World Wide Name）に基づいてメンバーシップ
を割り当てることができる、特定の VSANに対するユーザー操作の効果を分離することにより、
SANの管理性を高め、人為的エラーを原因とする中断を減らします。

VSANは、離れた場所にあるデバイスを含めるために VSANを拡張する、SAN間の Fibre Channel
over IP（FCIP）リンク全体にわたりサポートされます。Cisco SANスイッチは、VSANのトラン
キングも実装します。トランキングでは、ISL（スイッチ間リンク）によって、同じ物理リンク上
で複数の VSANのトラフィックを伝送できます。

ゾーン分割

ゾーン分割は、SAN内のデバイスのアクセスコントロールを提供します。Cisco NX-OSソフト
ウェアは、次の種類のゾーン分割をサポートしています。

• Nポートゾーン分割：エンドデバイス（ホストおよびストレージ）ポートに基づいてゾーン
メンバーを定義します。

• WWN

•ファイバチャネル ID（FC-ID）

• Fxポートゾーン分割：スイッチポートに基づいてゾーンメンバーを定義します。

• WWN

• WWNおよびインターフェイスインデックス、またはドメイン IDおよびインターフェイ
スインデックス

•ドメイン IDおよびポート番号（Brocadeの相互運用性用）。

• iSCSIゾーン分割：ホストゾーンに基づいてゾーンメンバーを定義します。

• iSCSI名

• IPアドレス

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS SAN Switching Configuration Guide, Release 10.5(x)
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• LUNゾーン分割：Nポートゾーン分割と組み合わせて使用すると、論理ユニット番号（LUN）
ゾーン分割は、特定のホストだけがLUNにアクセスできるようにし、異種ストレージサブシ
ステムアクセスを管理するための単一制御点を提供します。

•読み取り専用ゾーン：属性を設定して、任意のゾーンタイプでの I/O操作をSCSI読み取り専
用コマンドに制限できます。この機能は、バックアップ、データウェアハウジングなど、

サーバー間でボリュームを共有する場合に役立ちます。

•ブロードキャストゾーン：任意のゾーンタイプ用の属性を設定して、ブロードキャストフ
レームを特定のゾーンのメンバーに制限できます。

厳密なネットワークセキュリティを実現するため、入力スイッチで適用されるアクセスコント

ロールリスト（ACL）を使用して、ゾーン分割はフレームごとに常に適用されます。すべての
ゾーン分割ポリシーはハードウェアで適用され、パフォーマンスの低下を引き起こすことはあり

ません。拡張ゾーン分割セッション管理機能では、一度に 1人のユーザーだけがゾーンを変更で
きるようにすることで、セキュリティがさらに高まります。

デバイスエイリアスサービス

ソフトウェアでは、VSAN単位およびファブリック全体のデバイスエイリアスサービス（デバイ
スエイリアス）がサポートされます。デバイスエイリアス配信により、エイリアス名を手動で再

度入力することなく、VSAN間で HBA（ホストバスアダプタ）を移動できます。

ファイバチャネルルーティング

Fabric Shortest Path First（FSPF）は、ファイバチャネルファブリックで使用されるプロトコルで
す。FSPFは、どのファイバチャネルスイッチでも、デフォルトでイネーブルになっています。
特に考慮が必要な設定を除いて、FSPFサービスを設定する必要はありません。FSPFはファブリッ
ク内の任意の 2つのスイッチ間の最適パスを自動的に計算します。特に、FSPFは次の機能を実行
するために使用されます。

•任意の 2つのスイッチ間の最短かつ最速のパスを確立して、ファブリック内のルートを動的
に計算します。

•特定のパスで障害が発生した場合は、代替パスを選択します。FSPFは複数のパスをサポート
し、障害リンクを迂回する代替パスを自動的に計算します。2つの同等パスを使用できる場
合は、推奨ルートを設定します。

SCSIターゲット

SCSIターゲットにはディスク、テープ、およびその他のストレージデバイスが含まれます。これ
らのターゲットは、ネームサーバーに論理ユニット番号（LUN）を登録しません。SCSI LUN検
出機能は、CLI（コマンドラインインターフェイス）または SNMP（簡易ネットワーク管理プロ
トコル）を通して、オンデマンドで開始されます。近接スイッチがCiscoNexusデバイスに属する
場合、この情報は近接スイッチとも同期されます。

拡張ファイバチャネル機能

分散サービス、エラー検出、およびリソース割り当てのためにファイバチャネルプロトコル関連

タイマーの値を設定できます。
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単一のスイッチにWWNを一意に関連付ける必要があります。主要スイッチを選択するとき、お
よびドメイン IDを割り当てるときは、WWNを使用します。Cisco Nexusデバイスは、3つの
Network Address Authority（NAA）アドレスフォーマットをサポートします。

ファイバチャネル標準では、任意のスイッチの Fポートに接続された Nポートに、一意の FC ID
を割り当てる必要があります。使用する FC ID番号を節約するために、Cisco Nexusデバイスでは
特殊な割り当て方式を使用しています。

FC-SPおよび DHCHAP

Fibre Channel Security Protocol（FC-SP）は、スイッチ間およびホストとスイッチ間で認証を実行し
て、企業全体のファブリックに関するセキュリティ問題を解決します。Diffie-Hellman Challenge
Handshake Authentication Protocol（DHCHAP）は、スイッチとその他のデバイス間で認証を行う
FC-SPプロトコルです。DHCHAPは、CHAPプロトコルと Diffie-Hellman交換を組み合わせて構
成されています。

FC-SPの使用により、スイッチ、ストレージデバイス、およびホストは信頼性の高い管理可能な
認証メカニズムを使ってそれぞれのアイデンティティを証明できます。FC-SPの使用により、ファ
イバチャネルトラフィックをフレーム単位で保護することで、信頼できないリンクであってもス

ヌーピングやハイジャックを防止できます。ポリシーと管理アクションの一貫した組み合わせが

ファブリックを介して伝播されて、ファブリック全体での均一なレベルのセキュリティが実現し

ます。

ポートセキュリティ

ポートセキュリティ機能は、1つ以上の所定のスイッチポートへのアクセス権を持つ特定の
World-Wide Name（WWN）をバインドすることによって、スイッチポートへの不正なアクセスを
防止します。

スイッチポートでポートセキュリティをイネーブルにしている場合は、そのポートに接続するす

べてのデバイスがポートセキュリティデータベースになければならず、所定のポートにバインド

されているものとしてデータベースに記されている必要があります。これらの両方の基準を満た

していないと、ポートは動作上アクティブな状態にならず、ポートに接続しているデバイスは

SANへのアクセスを拒否されます。

ファブリックバインディング

ファブリックバインディングは、ファブリックバインディング設定で指定されたスイッチ間のみ

でスイッチ間リンク（ISL）がイネーブルにされるようにします。これによって、無許可のスイッ
チが、ファブリックに参加したり、現在のファブリック処理が中断したりできないようにします。

この機能では、Exchange Fabric Membership Data（EEMD）プロトコルを使用することによって、
許可されたスイッチのリストがファブリック内の全スイッチで同一になります。

ファブリック構成サーバー

Fabric Configuration Server（FCS）を使用すると、トポロジ属性を検出したり、ファブリック要素
の設定情報リポジトリを維持したりすることができます。通常、管理アプリケーションは Nポー
トを通してスイッチの FCSに接続されます。複数のVSANがファブリックを構成し、VSANごと
に 1つの FCSインスタンスが存在します。
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9

概要

SANスイッチングの概要



SANスイッチングの一般的な注意事項と制限事項
次に、SANスイッチングの一般的な注意事項と制限事項を示します。

• SANスイッチングは、Cisco Nexus C93180YC-FXおよびC93360YC-FX2スイッチでのみサポー
トされます。Cisco NX-OSリリース10.2(2)F以降、SANスイッチングはCisco N9K-C9336C-FX2-E
プラットフォームスイッチでもサポートされています。

• VEポートまたは仮想拡張ポート（ISL）は、Cisco NX-OSリリース 10.2(3)Fからサポートさ
れています。

•ダイナミックポート VLANメンバーシップ（DPVM）はサポートされていません。

•スイッチモードのファブリックエクステンダ（FEX）はサポートされていません

• IP over Fibre Channel（IPFC）機能はサポートされていません。

• Inter VSAN Routing（IVR）はサポートされていません

• CLIの XMLおよび DMEはサポートされていません。

• OBFL（show logging onboard）機能のサポートは、エラー統計に限定されています。

OBFLの詳細については、Cisco Nexus 9000シリーズ NX-OSトラブル

シューティングガイド、リリース 9.3(x)を参照してください。

（注）

• 8Gサーバーおよびターゲットポートはサポートされていません。

• 8G ISLの場合、ピアスイッチでフィルパターンを IDLEに設定する必要があります。

• Cisco NX-OSリリース 10.2(2)以降、Cisco Nexus N9K-C9336C-FX2-Eプラットフォームスイッ
チの動作速度と san-poへのメンバーの追加には、次の制限が課されています。

• fc-boの速度変更：

•デフォルトの速度は 32Gです。

•速度変更は、単一の fc-boインターフェイスレベルでは実行できません。

• fc-boの速度変更は、fc-boインターフェイスレベルの範囲で行われます。

•範囲には、フロントパネルのポートに対応する fc-boのフルセットが含まれて
いる必要があります。

範囲の一部を指定すると、速度設定でERR_01エラーが表示されます。（注）

• san-poの一部である fc-boを範囲に含めないでください。

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS SAN Switching Configuration Guide, Release 10.5(x)
10

概要

SANスイッチングの一般的な注意事項と制限事項



範囲に san-poメンバーが含まれている場合、速度設定はERR_02エラー
を表示します。

（注）

•範囲には、複数の前面パネルポートに対応する fc-boポートを設定できます。

• san-poの速度変更：

• san-poのデフォルトの速度は 32Gです。

• san-poの速度変更は、そのメンバーにフロントパネルのポートに対応するすべての
fc-boポートが含まれている場合にのみ許可されます。

san-poがフロントパネルポートに対応する fc-boポートを部分的に設定
している場合、速度変更により ERR_03エラーが表示されます。

（注）

• san-poの速度を変更するには、san-poインターフェイスの範囲を指定します。

•実行中の構成の速度設定：

•速度設定（デフォルトではない）は、fc-boインターフェイスの範囲レベルで表示さ
れます。 sh runnコマンドの個々の fc-breakoutインターフェイスの下には表示され
ません。

•速度設定（デフォルトではない）は、show interface fc<int no>コマンドで表示され
ます。

• san-poへのメンバーの追加（channel-group x）：

•インターフェイスの範囲には、フロントパネルのポートに対応する fc-boのフルセッ
トが含まれている必要があります。

チャネルの追加は成功しますが、一部の範囲に対してWARN_01警告
メッセージが表示されます。

（注）

•範囲には、複数の前面パネルポートに対応する fc-boポートを設定できます。

ERR_01 : if-range contains partial set of fc1/18/1-4 fc-bo ports
ERR_02 : if-range contains fc1/21/1-4 ports; some are part sanpo
ERR_03 : san-port-channel21 does not contain full set of fc1/22/1-4 fc-bo ports
WARN_01 : Warning: if-range contains partial set of fc1/22/1-4 fc-bo ports
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• Cisco NX-OSリリース 10.2(3)F以降、ファイバチャネルフォワーダ（FCF）間の仮想 Eポー
ト（VEポート）接続は、Cisco N9K-C93180YC-FX、N9K-C9336C-FX2-E、および
N9K-C93360YC-FX2プラットフォームスイッチでサポートされます。
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第 4 章

FC/FCoEスイッチモードの有効化

この章は、次の内容で構成されています。

Cisco Nexus 9000シリーズスイッチでFC/FCoEスイッチモードを有効にするには、feature-set fcoe
を設定する必要があります。

Cisco Nexus 9000シリーズスイッチで NPVモードを有効にする方法の詳細については、cisco.com
の Cisco Nexus 9000 Series NX-OS FC-NPV and FCoE-NPV Configuration Guideを参照してください。

（注）

• FCoE機能を有効にする（13ページ）
• FCスイッチングモードに関する注意事項と制限事項（13ページ）
• FC/FCoEの有効化 , on page 14
• FC/FCoEの無効化 , on page 15
• FCoEリンクの LANトラフィックの無効化（16ページ）
• FC-Mapの設定 , on page 17
•ファブリックプライオリティの設定, on page 18
•ジャンボMTUの設定（19ページ）
•アドバタイズメント間隔の設定, on page 19

FCoE機能を有効にする

FCスイッチングモードに関する注意事項と制限事項
•リリース 10.1(1)以降、FCスイッチモードはCisco Nexus 93360YC-FX2でサポートされます。

•リリース 10.2(2)以降、FCスイッチモードはCisco Nexus C9336C-FX2-Eでサポートされます。

• FC/FCoE構成はロールバックをサポートしていません。FC/FCoE構成が存在する場合は、ベ
ストエフォートオプションを使用します。他のすべての構成は成功しますが、FC/FCoE構成
ではエラーメッセージが表示されます。
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FC/FCoEの有効化
スイッチで FC/FCoEをイネーブルにできますが、VLAN 1で FCoEをイネーブルにすることはで
きません。

または、Cisco NX-OSセットアップユーティリティに含まれている FCセットアップスクリプト
を使用して、FC/FCoEを有効にすることもできます。詳細については、対応するバージョンの
Cisco Nexus 9000シリーズ NX-OS基本設定ガイドを参照してください。cisco.comに掲載されてい
ます。

Note

Cisco Nexusデバイスのファイバチャネル機能はすべて、FCプラグインにパッケージ化されてい
ます。FC/FCoEを有効にすると、スイッチソフトウェアにより SAN_ENTERPRISE_PKG
FC_FEATURES_PKGライセンスのチェックが行われます。ライセンスが検出されると、ソフト
ウェアによりプラグインがロードされます。FCポートライセンスを有効にするには、パッケー
ジ FC_PORT_ACTIVATION_PKGが必要です。

FCプラグインのロード後は、次の 2つが使用可能となります。

•ファイバチャネルおよび FCoEに関するすべての CLI

•インストールされている拡張モジュールのファイバチャネルインターフェイス。

180日が経過すると、有効なライセンスが消失し、FCプラグインは無効となります。スイッチの
次回リブート時に、すべての FC/FCoEコマンドがCLIから削除され、FC/FCoE設定が消去されま
す。

Note

Before you begin

FC_FEATURES_PKG（N5010SSまたはN5020SS）ライセンスがインストールされていることが必
要です。次の表に、SANスイッチングのライセンス要件に関する詳細情報を示します。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# install feature-set fcoe
3. switch(config)# feature-set fcoe
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DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalStep 1

機能セット FCoEをインストールします。switch(config)# install feature-set fcoeStep 2

FC/FCoE機能を有効にします。switch(config)# feature-set fcoeStep 3

Example

次の例は、スイッチで FC/FCoEを有効にする方法を示しています。
switch# configure terminal
switch(config)# install feature-set fcoe
switch(config)# feature-set fcoe

FC/FCoEの無効化
FC/FCoEを無効にすると、すべての FC/FCoEコマンドがCLIから削除され、FC/FCoE構成が削除
されます。

スイッチに FCポートがある場合、コマンド no feature-set fcoeは許可されません。スイッチに FC
ポートがある場合は、このコマンドを発行する前に、それらをイーサネットポートに変換する必

要があります。Cisco Nexus C93180YC-FX、C9336C-FX2-E、およびC93360YC-FX2スイッチでは、
機能セット fcoeを無効にした後にスイッチをリロードする必要があります。

Note

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# no feature-set fcoe
3. switch(config)# no install feature-set fcoe
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DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalStep 1

FC/FCoE機能を無効にします。switch(config)# no feature-set fcoeStep 2

機能セット FCoEをアンインストールします。switch(config)# no install feature-set fcoeStep 3

Example

次の例は、スイッチの FCoEを無効にする方法を示したものです。
switch# configure terminal

switch(config)# no feature-set fcoe

switch(config)# no install feature-set fcoe

FCoEリンクの LANトラフィックの無効化
FCoEリンクの LANトラフィックを無効にできます。

DCBXを使用すると、スイッチから、直接接続されたCNAへLAN論理リンクステータス（LLS）
メッセージを送信できます。CNAへ LLSダウンメッセージを送信する場合は、shutdown lanコ
マンドを入力します。このコマンドにより、インターフェイスの VLANのうち、FCoEに対応し
ていないすべての VLANをダウンできます。インターフェイスの VLANのうち FCoEに対応して
いる VLANでは、中断されることなくそのまま SANトラフィックを伝送できます。

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# interface ethernet slot/port

3. switch(config-if)# shutdown lan

4. （任意） switch(config-if)# no shutdown lan

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalStep 1
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目的コマンドまたはアクション

設定するインターフェイスを指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface ethernet slot/portStep 2

（注）

これが 10Gブレイクアウトポートの場合、slot/port
構文は QSFP-module/portになります。

インターフェイス上のイーサネットトラフィックを

シャットダウンします。インターフェイスが FCoE
switch(config-if)# shutdown lanStep 3

VLANの一部である場合は、シャットダウンを実行
しても、その FCoEトラフィックに影響はありませ
ん。

インターフェイス上のイーサネットトラフィックを

再び有効にします。

（任意） switch(config-if)# no shutdown lanStep 4

FC-Mapの設定

ファブリックの分離を維持し、FC-MAPのデフォルトを残すには、VLANへの VSANのマッピン
グ方式を使用することをお勧めします。

Note

対象となる Cisco Nexuxデバイスのファイバチャネルファブリックを識別するための FC-Mapを
設定することにより、ファブリック間の通信に伴うデータの破損を防ぐことができます。FC-Map
が設定されると、現在のファブリックの一部ではないMACアドレスがスイッチによって廃棄さ
れます。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# fcoe fcmap fabric-map

3. (Optional) switch(config)# no fcoe fcmap fabric-map

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalStep 1
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PurposeCommand or Action

グローバルFC-Mapを設定します。デフォルト値は、
0E.FC.00です。有効な範囲は、0E.FC.00～ 0E.FC.FF
です。

switch(config)# fcoe fcmap fabric-mapStep 2

グローバル FC-Mapをデフォルト値の 0E.FC.00にリ
セットします。

(Optional) switch(config)# no fcoe fcmap fabric-mapStep 3

Example

次に示すのは、グローバル FC-Mapの設定例です。
switch# configure terminal

switch(config)# fcoe fcmap 0x0efc2a

ファブリックプライオリティの設定
Cisco Nexusデバイスはプライオリティをアドバタイズします。ファブリック内の CNAでは、こ
のプライオリティを基に、接続先として最適なスイッチが決定されます。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# fcoe fcf-priority fabric-priority

3. (Optional) switch(config)# no fcoe fcf-priority fabric-priority

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalStep 1

グローバルファブリックプライオリティを設定しま

す。デフォルト値は128です。有効な範囲は、0（高
い）～ 255（低い）です。

switch(config)# fcoe fcf-priority fabric-priorityStep 2

グローバルファブリックプライオリティをデフォル

ト値である 128にリセットします。
(Optional) switch(config)# no fcoe fcf-priority
fabric-priority

Step 3
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Example

次に示すのは、グローバルファブリックプライオリティの設定例です。

switch# configure terminal

switch(config)# fcoe fcf-priority 42

ジャンボMTUの設定
次の例は、ジャンボMTUをサポートするようにデフォルトのイーサネットシステムクラスを設
定する方法を示しています。

switch(config)# policy-map type network-qos jumbo
switch(config-pmap-nq)# class type network-qos class-fcoe
switch(config-pmap-c-nq)# pause no-drop
switch(config-pmap-c-nq)# mtu 2158
switch(config-pmap-nq)# class type network-qos class-default
switch(config-pmap-c-nq)# mtu 9216
switch(config-pmap-c-nq)# exit
switch(config-pmap-nq)# exit
switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type qos input fcoe-default-in-policy
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing input fcoe-default-in-policy
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing output fcoe-default-out-policy
switch(config-sys-qos)# service-policy type network-qos jumbo

アドバタイズメント間隔の設定
スイッチ上で、ファイバチャネルファブリックのアドバタイズメント間隔を設定できます。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# fcoe fka-adv-period interval

3. (Optional) switch(config)# no fcoe fka-adv-period interval

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalStep 1

ファブリックのアドバタイズメント間隔を設定しま

す。デフォルト値は 8秒です。有効な範囲は 4～ 60
秒です。

switch(config)# fcoe fka-adv-period intervalStep 2
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PurposeCommand or Action

ファブリックのアドバタイズメント間隔を、デフォ

ルト値の 8秒にリセットします。
(Optional) switch(config)# no fcoe fka-adv-period intervalStep 3

Example

次の例は、ファブリックのアドバタイズメント間隔を設定する方法を示したものです。

switch# configure terminal

switch(config)# fcoe fka-adv-period 42
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第 5 章

FCoEの設定

この章は、次の内容で構成されています。

• FCoEのトポロジ（21ページ）
• FCoEのベストプラクティス（22ページ）
•ガイドラインと制約事項（25ページ）
• FC/FCoEの構成（26ページ）
• FCoE設定の確認, on page 67

FCoEのトポロジ

直接接続された CNAのトポロジ
Cisco Nexusデバイスは、次の図のようにファイバチャネルフォワーダ（FCF）として配置できま
す。

図 1 :直接接続された FCF

FCFが FCoEノード（ENode）と他の FCFとの間の中継に使用されないようにするため、FIPフ
レームは次のルールに従って処理されます。この処理により、異なるファブリック内の ENodeと
FCFとの間のログインセッションも回避されます。

• CNAから受信された FIPの送信要求フレームおよびログインフレームは FCFにより処理さ
れ、転送されません。

• FCFが他の FCFからインターフェイスを介して送信要求およびアドバタイズメントを受信す
ると、次のような処理が実行されます。

•フレーム内の FC-MAP値が FCFの FC-MAP値と一致する（FCFが同一のファブリック
内にある）場合、これらのフレームは無視され、廃棄されます。

• FIPフレーム内の FC-MAP値が FCFの FC-MAP値と一致しない（FCFが異なるファブ
リック内にある）場合、インターフェイスが「FCoE孤立」状態になります。
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中継用の Cisco Nexus FCFを経由した場合に限って到達可能な FCFについては、CNAから検出す
ることもログインすることもできません。ハードウェアの制約上、Cisco Nexusデバイスでは、
CNAと他の FCFとの間の FCoE中継機能は実行できません。

Cisco Nexus FCFでは FCoE中継機能が実行できないため、FCoE VLANのアクティブな Spanning
Tree Protocol（STP）パスが必ず CNAと FCFの間の直接接続されたリンクを経由するようにネッ
トワークトポロジを設計する必要があります。FCoE VLANは、直接接続されたリンクに対して
だけ設定するようにしてください。

リモート接続された CNAのトポロジ
Cisco Nexusデバイスは、次の図のようにリモート接続された CNAに対する FCFとしては配置で
きますが、FIPスヌーピングブリッジとしては配置できません。

図 2 :リモート接続された FCF

FCFが ENodeと他の FCFとの間の中継に使用されないようにするため、FIPフレームは次のルー
ルに従って処理されます。この処理により、異なるファブリック内のENodeとFCFとの間のログ
インセッションも回避されます。

• CNAから受信された FIPの送信要求フレームおよびログインフレームは FCFにより処理さ
れ、転送されません。

• FCFが他の FCFからインターフェイスを介して送信要求およびアドバタイズメントを受信す
ると、次のような処理が実行されます。

•フレーム内の FC-MAP値が FCFの FC-MAP値と一致する（FCFが同一のファブリック
内にある）場合、これらのフレームは無視され、廃棄されます。

• FIPフレーム内の FC-MAP値が FCFの FC-MAP値と一致しない（FCFが異なるファブ
リック内にある）場合、インターフェイスが「FCoE孤立」状態になります。

Cisco Nexus FCFでは FCoE中継機能が実行できないため、FCoE VLANのアクティブな STPパス
が必ず CNAと FCFの間の直接接続されたリンクを経由するようにネットワークトポロジを設計
する必要があります。FCoE VLANは、直接接続されたリンクに対してだけ設定するようにしてく
ださい。

FCoEのベストプラクティス

直接接続された CNAのベストプラクティス
次の図は、直接接続された CNAと Cisco Nexusデバイスを使用したアクセスネットワークのベス
トプラクティストポロジを示したものです。
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図 3 :直接接続された CNA

上図の配置トポロジに対する設定のベストプラクティスは次のとおりです。

1. SAN内の仮想ファブリック（VSAN）ごとにトラフィックを伝送できるよう、それぞれの統合
アクセススイッチに一意の専用VLANを設定する必要があります（VSAN 1用にVLAN 1002、
VSAN 2用に VLAN 1003など）。マルチスパニングツリー（MST）を有効にした場合は、
FCoE VLANに対して別個のMSTインスタンスを使用する必要があります。

2. ユニファイドファブリック（UF）リンクをトランクポートとして設定する必要があります。
ネイティブ VLANとして FCoE VLANを設定しないでください。仮想ファイバチャネルイン
ターフェイスの VF_Portトランキングおよび VSAN管理を拡張できるよう、すべての FCoE
VLANを UFリンクのメンバとして設定する必要があります。

イーサネットトラフィックおよび FCoEトラフィックはどちらも、統合ワイヤにより伝送されま
す。

（注）

3. UFリンクをスパニングツリーエッジポートとして設定する必要があります。

4. FCoEトラフィックの伝送用として指定されていないイーサネットリンクのメンバとしてFCoE
VLANを設定しないでください。これは、FCoE VLANに使用する STPのスコープを UFリン
クに限定する必要があるためです。

5. LANの代替パス用に（同一または別の SANファブリックにある）統合アクセススイッチを
イーサネットリンク経由で相互に接続する必要がある場合は、すべての FCoE VLANをメン
バーシップから除外することを、これらのリンクに対して明示的に設定する必要があります。

この設定により、FCoE VLANに使用する STPのスコープが UFリンクに限定されます。

6. SAN-Aおよび SAN-Bの FCoEに対してはそれぞれ別々の FCoE VLANを使用する必要があり
ます。

直接接続されたトポロジでは、すべてのGen-1（pre-FIP）CNAおよびGen-2（FIP）CNAがサポー
トされています。

（注）

リモート接続された CNAのベストプラクティス
次の図は、リモート接続された CNAと Cisco Nexusデバイスを使用したアクセスネットワークの
ベストプラクティストポロジを示したものです。

図 4 :リモート接続された CNA
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上図の配置トポロジに対する設定のベストプラクティスは次のとおりです。

1. SAN内の仮想ファブリック（VSAN）ごとにトラフィックを伝送できるよう、それぞれの統合
アクセススイッチに一意の専用VLANを設定する必要があります（VSAN 1用にVLAN 1002、
VSAN 2用にVLAN 1003など）。MSTを有効にした場合は、FCoE VLANに対して別個のMST
インスタンスを使用する必要があります。

2. ユニファイドファブリック（UF）リンクをトランクポートとして設定する必要があります。
ネイティブ VLANとして FCoE VLANを設定しないでください。仮想ファイバチャネルイン
ターフェイスの VF_Portトランキングおよび VSAN管理を拡張できるよう、すべての FCoE
VLANを UFリンクのメンバとして設定する必要があります。

イーサネットトラフィックおよび FCoEトラフィックはどちらも、ユニファイドファブリックリ
ンクにより伝送されます。

（注）

3. CNAおよびブレードスイッチを、スパニングツリーエッジポートとして設定する必要があ
ります。

4. 新しいリンクやブレードスイッチのプロビジョニングなど、さまざまなイベントに伴って実
行される STPの再コンバージェンスの際に障害が発生しないよう、各ブレードスイッチは、
（できれば EtherChannelを介して）ただ 1つの Cisco Nexus統合アクセススイッチに接続され
る必要があります。

5. Cisco Nexus統合アクセススイッチには、それに接続されているブレードスイッチよりも高い
STPプライオリティを設定する必要があります。そうすることで、統合アクセススイッチが
スパニングツリーのルートであり、かつそれに接続されているすべてのブレードスイッチが

ダウンストリームノードとなるような FCoE VLANのアイランドを作成できます。

6. FCoEトラフィックの伝送用として指定されていないイーサネットリンクのメンバとしてFCoE
VLANを設定しないでください。これは、FCoE VLANに使用する STPのスコープを UFリン
クに限定する必要があるためです。

7. LANの代替パス用に、統合アクセススイッチやブレードスイッチをイーサネットリンク経由
で相互に接続する必要がある場合は、これらのリンクに対してすべての FCoE VLANをメン
バーシップから除外することを、明示的に設定する必要があります。この設定により、FCoE
VLANに使用する STPのスコープが UFリンクに限定されます。

8. SAN-Aおよび SAN-Bの FCoEに対してはそれぞれ別々の FCoE VLANを使用する必要があり
ます。

リモート接続されたトポロジは、Gen-2、Gen-3、Gen-4（FIP）CNAに限ってサポートされます。（注）
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ガイドラインと制約事項
FC/FCoEには、次のガイドラインと制約事項があります。

• Cisco Nexusデバイスの FCoEは、Gen-1（pre-FIP）CNAおよび Gen-2（FIP）CNA 2をサポー
トします。Cisco Nexus 2232PPファブリックエクステンダ（FEX）の FCoEでは、Gen-2 CNA
に限りサポートされています。

• VLAN 1では FCoEをイネーブルにできません。

• LLDPはデフォルトでは有効になっていないため、FCoEを有効にするには、feature lldpを使
用して LLDP機能を有効にする必要があります。

•同一の FEXに対して、ストレート型とアクティブ-アクティブを組み合わせたトポロジはサ
ポートされていません。

• FCOEは、銅線 SFPではサポートされていません。

• FC/FCoE構成はロールバックをサポートしていません。FC/FCoE構成が存在する場合は、ベ
ストエフォートオプションを使用します。他のすべての構成は成功しますが、FC/FCoE構成
ではエラーメッセージが表示されます。

• FCoEは 10ギガビット、25ギガビット、40ギガビットおよび 100ギガビットイーサネット
インターフェイスでサポートされます。100Gブレイクアウト (4x25G)および 40Gブレイクア
ウト (4x10G)は、FCoEインターフェイスでサポートされています。

• Cisco Nexusデバイスインターフェイスのポートチャネルでは、複数のインターフェイスが
設定されている場合、直接接続 FCoE（つまりバインドインターフェイスを介してCNAに直
接接続された FCoE）はサポートされていません。単一リンクのポートチャネル上では、直
接接続 FCoEがサポートされています。これにより、1つの 10/25/40/100 GBリンクを持つ仮
想ポートチャネル（vPC）を介して各アップストリームスイッチに接続された CNAからの
FCoEを実現できます。

FC/FCoEのデフォルトのQuality of Service（QoS）ポリシーの説明については、ご使用のデバイス
の Quality of Serviceについてのガイドを参照してください。ご使用の Nexusソフトウェアリリー
ス版を参照してください。このマニュアルの入手可能なバージョンは、次のサイトから取得でき

ます：https://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-9000-series-switches/
products-installation-and-configuration-guides-list.html

（注）
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FC/FCoEの構成

TCAMカービングの実行
ここでは、TCAMカービングの実行方法について説明します。

手順の概要

1. 機能 FCoEをインストールします。
2. fcoeが完全に機能するように、次のコマンドを設定します（まだ設定されていない場合）。
3. TCAMカービングを実行します。
4. 設定された TCAMリージョンサイズを確認するには、show hardware access-list tcam region
コマンドを使用します。

5. 構成を保存し、コマンド reloadを使用して、スイッチをリロードします。

手順の詳細

手順

Step 1 機能 FCoEをインストールします。
switch(config)# install feature-set fcoe

switch(config)# switch(config)# feature-set fcoe

Step 2 fcoeが完全に機能するように、次のコマンドを設定します（まだ設定されていない場合）。
hardware access-list tcam region ing-ifacl 256
hardware access-list tcam region ing-redirect 256

256は、FC/FCoEの ing-ifaclおよび ing-redirectリージョンに必要な最小 tcamスペースです。

（注）

現在の tcamの構成を確認するには、show hardware access-list tcam regionコマンドを使用します。

必要な tcamスペースが使用できない場合は、hardware access-list tcam region ing-racl 1536コマンドを

使用して ing-raclリージョンを縮小できます。

Step 3 TCAMカービングを実行します。

例：

Switch(config)# hardware access-list tcam region ing-racl 1536
Switch(config)# hardware access-list tcam region ing-ifacl 256
Switch(config)# hardware access-list tcam region ing-redirect 256

Step 4 設定された TCAMリージョンサイズを確認するには、show hardware access-list tcam regionコマンドを使
用します。
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例：

Switch(config)# show hardware access-list tcam region
Switch(config)#

Step 5 構成を保存し、コマンド reloadを使用して、スイッチをリロードします。

例：

Switch(config)# reload
Switch(config)#

次のタスク

TCAMのカービング後には、スイッチをリロードする必要があります。

LLDPの設定
ここでは、LLDPの設定方法について説明します。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] feature lldp

手順の詳細

手順

Step 1 configure terminal

グローバル設定モードを開始します。

Step 2 [no] feature lldp

デバイス上で LLDPをイネーブルまたはディセーブルにします。LLDPはデフォルトでディセーブルです。

デフォルトQoSの設定
FCoEのデフォルトポリシーには、ネットワーク QoS、出力キューイング、入力キューイング、
QoSの 4種類があります。FCoEデフォルトポリシーを有効にするには、feature-set fcoe command
コマンドを使用して FCoE NPV機能を有効にします。デフォルトの QoS入力ポリシーである
default-fcoe-in-policyは、すべてのFCおよびSANポートチャネルインターフェイスに暗黙的に付
加され、FCから FCoEへのトラフィックを可能にします。これは、show interface {fc slot/port |
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san-port-channel <no>} allを使用して確認できます。デフォルトの QoSポリシーは、すべての FC
および FCoEトラフィックに CoS3および Q1を使用します。

ユーザー定義の QoSの構成
FCoEトラフィックに別のキューまたは CoS値を使用するには、ユーザー定義のポリシーを作成
します。トラフィックが異なるキューまたは CoSを使用できるようにするには、ユーザー定義の
QoS入力ポリシーを作成し、FCインターフェイスと FCoEインターフェイスの両方に明示的にア
タッチする必要があります。ユーザー定義のQoSポリシーを作成し、システム全体のQoSに対し
てアクティブにする必要があります。

FCoEをサポートするには、イーサネットまたはポートチャネルインターフェイスをMTU 9216
(または使用可能な最大MTUサイズ)で構成する必要があります。

（注）

次の例は、すべての FCおよび FCoEトラフィックに CoS3および Q2を使用するユーザー定義の
QoSポリシーを設定し、アクティブにする方法を示しています。

•ユーザー定義のネットワーク QoSポリシーの設定：

switch(config)# policy-map type network-qos fcoe_nq
switch(config-pmap-nqos)# class type network-qos c-nq1
switch(config-pmap-nqos-c)# mtu 1500
switch(config-pmap-nqos-c)# class type network-qos c-nq2
switch(config-pmap-nqos-c)# mtu 9216
switch(config-pmap-nqos-c)# pause pfc-cos 3
switch(config-pmap-nqos-c)# class type network-qos c-nq3
switch(config-pmap-nqos-c)# mtu 1500
switch(config-pmap-nqos-c)# class type network-qos c-nq-default
switch(config-pmap-nqos-c)# mtu 1500
switch(config-pmap-nqos-c)# exit
switch(config-pmap-nqos)# exit
switch(config)#

•ユーザー定義の入力キューイングポリシーの作成：
switch(config)# policy-map type queuing fcoe-in-policy
switch(config-pmap-que)# class type queuing c-in-q2
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 50
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-in-q-default
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 50
switch(config-pmap-c-que)# exit
switch(config-pmap-que)# exit
switch(config)

•ユーザー定義の出力キューイングポリシーの作成：
switch(config)# policy-map type queuing fcoe-out-policy
switch(config-pmap-que)# class type queuing c-out-q3
switch(config-pmap-c-que)# priority level 1
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-out-q-default
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining percent 50
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-out-q1
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining percent 0
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-out-q2
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switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining percent 50
switch(config-pmap-c-que)# exit
switch(config-pmap-que)# exit
switch(config)#

•ユーザー定義の QoS入力ポリシーの作成：

switch(config)# class-map type qos match-any fcoe
switch(config-cmap-qos)# match protocol fcoe
switch(config-cmap-qos)# match cos 3
switch(config-cmap-qos)# exit
switch(config)#
switch(config)# policy-map type qos fcoe_qos_policy
switch(config-pmap-qos)# class fcoe
switch(config-pmap-c-qos)# set cos 3
switch(config-pmap-c-qos)# set qos-group 2
switch(config-pmap-c-qos)# exit
switch(config-pmap-qos)# exit
switch(config)#

•ユーザー定義のシステム QoSポリシーのアクティブ化：
switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing input fcoe-in-policy
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing output fcoe-out-policy
switch(config-sys-qos)# service-policy type network-qos fcoe_nq
switch(config-sys-qos)# exit
switch(config)#

• FCまたは FCoEインターフェイスへの QoS入力ポリシーの適用：

switch# conf
switch(config)# interface {fc <slot>/<port> | ethernet <slot>/<port> | san-port-channel
<no> | port-channel <no>}
switch(config-if)# service-policy type qos input fcoe_qos_policy

• FCまたは FCoEインターフェイスからの QoS入力ポリシーの削除：

switch# conf
switch(config)# interface {fc <slot>/<port> | ethernet <slot>/<port> | san-port-channel
<no> | port-channel <no>}
switch(config-if)# no service-policy type qos input fcoe_qos_policy

• FCまたは FCoEインターフェイスに適用される QoS入力ポリシーの確認：

switch# show running-config interface {fc <slot>/<port> | interface <slot>/<port> |
san-port-channel <no> | port-channel <no>} all

•ユーザー定義のQoSポリシーを使用する場合、同じQoS入力ポリシーをスイッチ内のすべて
の FCおよび FCoEインターフェイスに適用する必要があります。

• FCoEトラフィックは単一の CoSでのみサポートされるため、複数の QoSクラスマップで
match protocol fcoeを設定しないでください。

（注）
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トラフィックシェーピングの設定

トラフィックシェーピングにより、使用可能な帯域幅へのアクセスの制御、および送信されたト

ラフィックがリモートのターゲットインターフェイスのアクセス速度を超える場合に発生する輻

輳を回避するために、トラフィックのフローを規制できます。トラフィックシェーピングはデー

タの伝送レートを制限するため、このコマンドは必要な場合にのみ使用できます。

次の例は、トラフィックシェーパーの構成方法を示しています。

•次のコマンドは、すべての FCインターフェイスのデフォルトのシステムレベル設定を表示
します。

switch(config)# show running-config all | i i rate
hardware qos fc rate-shaper
switch(config)#

•次の例は、レートシェーパーの構成方法を示しています。このコマンドは、すべての FCイ
ンターフェイスに適用されます。

まれに、4G、8G、16G、または 32Gインターフェイスのいずれかで入
力廃棄が発生することがあります。レートシェープを設定するには、

hardware qos fc rate-shaper [low]コマンドを使用します。これはシステム
レベルの設定であるため、すべてのFCポートに適用され、すべてのFC
ポートのレートが低下します。hardware qos fc rate-shaperコマンドのデ
フォルトオプションは、すべての FCインターフェイスに適用できま
す。

（注）

switch(config)# hardware qos fc rate-shaper low
switch(config)#
switch(config)#end

vPCを伴う FCoEの設定例
Cisco NX-OSリリース 9.3(5)以降、Cisco Nexus N9K-93180YC-FXデバイスは vPCをサポートし、
Cisco NX-OSリリース 10.1(1)以降、Cisco Nexus N9K-C93360YC-FX2デバイスも vPCをサポート
します。Cisco Nexus N9K-93180YC-FX、N9K-C9336C-FX2-E、および N9K-C93360YC-FX2デバイ
スは vPCをサポートします。vPCscanは、帯域幅を増やし、イーサネットファブリックへのロー
ドバランシングを強化するように設定できます。次に、Cisco Nexus 9000シリーズスイッチでvPC
を使用するときに FCoEを設定する方法を説明する設定例を示します。

図 5 :ホスト vPCでの FCoEトラフィックフロー
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図 6 : Nexus 9000 FCoEおよび vPCラボトポロジ

FCoE VLANは、vPCピアリンク間でトランキングしないでください。（注）

コアスイッチに接続する Cisco Nexus N9K-93180YC-FXスイッチ（スイッチモード）では、FC
アップリンクのみがサポートされます。

（注）

設定例では、次のパラメータが含まれています。

switchname: tme-switch-1
switchname: tme-switch-2
mgmt ip: 172.25.182.66
mgmt ip: 172.25.182.67

設定例には、次のハードウェアが含まれています。

• Dellサーバ PE2950

• Emulex CNAまたは CISCO CNA

• Cisco NX-OSリリース 9.3(5)10.2(1)F以降のリリースを実行している 2つの Cisco Nexus 9000
スイッチ。

設定例は次の考慮事項と要件を含んでいます。

• DCBXをサポートする第 2世代 CNAが必要です。

•別のスイッチへの単一のホスト CNAポートチャネル接続。単一スイッチのポートチャネル
で、ポートチャネルまたは vPCに複数のメンバーポートが含まれている場合、FCoEイン
ターフェイスは機能しません。

• Cisco NX-OSリリース 9.3(5) 10.2(1)F以降のリリース。

• FCoEを実行するには、FC機能パッケージが必要です。これがインストールされていない場
合、90日持続する一時ライセンスがあります。

Cisco Nexus 9000シリーズスイッチの vPCの設定例

この例では、基本設定（IPアドレス（mgmt0）、スイッチ名、管理者のパスワードなど）がスイッ
チで完了していると仮定します。

設定は、vPCトポロジの両方のピアスイッチで実行する必要があります。（注）
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手順の概要

1. feature vpc
2. vPC domain
3. vpc peer-link
4. show vpc peer-keepalive
5. int po
6. vpc
7. show vpc statistics

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

両方のピアスイッチで vPC機能をイネーブルにしま
す。

feature vpc

例：

Step 1

tme-switch-1# conf t
Enter configuration commands, one per line. End
with CNTL/Z.
tme-switch-1(config)# feature vpc
tme-switch-1(config)#

tme-switch-2# conf t
Enter configuration commands, one per line. End
with CNTL/Z.
tme-switch-2(config)# feature vpc
tme-switch-2(config)#

vPCドメインおよびピアのキープアライブの宛先を
設定します。

vPC domain

例：

Step 2

（注）
tme-switch-1(config)# vpc domain 2 この設定では、スイッチ tme-switch-1の管理 IPアド

レスは 192.165.200.229、スイッチ tme-switch-2の管
理 IPアドレスは 192.165.200.230です。

tme-switch-1(config-vpc-domain)# peer-keepalive
destination 192.165.200.230

tme-switch-2(config)# vpc domain 2
tme-switch-2(config-vpc-domain)# peer-keepalive
destination 192.165.200.229

vPCピアリンクとして使用するポートチャネルイン
ターフェイスを設定します。

vpc peer-link

例：

Step 3

tme-switch-1(config)# int port-channel 1
tme-switch-1(config-if)# vpc peer-link

（注）

vPCピアリンクでは、スパニングツリーポートタ
イプは、ネットワークポートタイプに変更されま

す。これにより、STPブリッジ保証（デフォルトで
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目的コマンドまたはアクション

イネーブル）がディセーブルでなければ、vPCピア
リンクの STPブリッジ保証がイネーブルになりま
す。

tme-switch-2(config)# int port-channel 1
tme-switch-2(config-if)# vpc peer-link

ピアキープアライブに到達できることを確認します。show vpc peer-keepalive

例：

Step 4

tme-switch-1(config)# show vpc peer-keepalive
vPC keep-alive status : peer is alive
--Destination : 172.25.182.167
--Send status : Success
--Receive status : Success
--Last update from peer : (0) seconds, (975) msec
tme-switch-1(config)#

tme-switch-2(config)# show vpc peer-keepalive
--PC keep-alive status : peer is alive
--Destination : 172.25.182.166
--Send status : Success
--Receive status : Success
--Last update from peer : (0) seconds, (10336) msec
tme-switch-2(config)#

vPCピアリンクポートチャネルにメンバーポート
を追加し、このポートチャネルインターフェイスを

起動します。

int po

例：

tme-switch-1(config-if-range)# int po 1

Step 5

tme-switch-1(config-if)# switchport mode trunk
tme-switch-1(config-if)# no shut
tme-switch-1(config-if)# exit
tme-switch-1(config)# int eth 1/39-40
tme-switch-1(config-if-range)# switchport mode
trunk
tme-switch-1(config-if-range)# channel-group 1
tme-switch-1(config-if-range)# no shut
tme-switch-1(config-if-range)#

tme-switch-2(config-if-range)# int po 1
tme-switch-2(config-if)# switchport mode trunk
tme-switch-2(config-if)# no shut
tme-switch-2(config-if)# exit
tme-switch-2(config)# int eth 1/39-40
tme-switch-2(config-if-range)# switchport mode
trunk
tme-switch-2(config-if-range)# channel-group 1
tme-switch-2(config-if-range)# no shut
tme-switch-2(config-if-range)#

tme-switch-1(config-if-range)# show int po1
port-channel 1 is up
Hardware: Port-Channel, address: 000d.ecde.a92f
(bia 000d.ecde.a92f)
MTU 1500 bytes, BW 20000000 Kbit, DLY 10 usec,
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目的コマンドまたはアクション

reliability 255/255, txload 1/255, rxload 1/255
Encapsulation ARPA
Port mode is trunk
full-duplex, 10 Gb/s
Beacon is turned off
Input flow-control is off, output flow-control is
off
Switchport monitor is off
Members in this channel: Eth1/39, Eth1/40
Last clearing of "show interface" counters never
1 minute input rate 1848 bits/sec, 0 packets/sec
1 minute output rate 3488 bits/sec, 3 packets/sec
tme-switch-1(config-if-range)#

tme-switch-2(config-if-range)# show int po1
port-channel1 is up
Hardware: Port-Channel, address: 000d.ecdf.5fae
(bia 000d.ecdf.5fae) MTU 1500 bytes, BW 20000000
Kbit, DLY 10 usec,
reliability 255/255, txload 1/255, rxload 1/255
Encapsulation ARPA
Port mode is trunk
full-duplex, 10 Gb/s
Beacon is turned off
Input flow-control is off, output flow-control is
off
Switchport monitor is off
Members in this channel: Eth1/39, Eth1/40
Last clearing of "show interface" counters never
minute input rate 1848 bits/sec, 0 packets/sec
minute output rate 3488 bits/sec, 3 packets/sec
tme-switch-2(config-if-range)#

vPCを作成し、メンバーインターフェイスを追加し
ます。

vpc

例：

Step 6

（注）tme-switch-1(config)# int po 11
tme-switch-1(config-if)# vpc 11 vPCトポロジを介した FCoEを実行するには、ポー

トチャネルは単一のメンバーインターフェイスだ

けを持っている必要があります。

tme-switch-1(config-if)# switchport mode trunk
tme-switch-1(config-if)# no shut
tme-switch-1(config-if)# int eth 1/1
tme-switch-1(config-if)# switchport mode trunk
tme-switch-1(config-if)# channel-group 11

（注）tme-switch-1(config-if)# spanning-tree port type

ポートチャネルインターフェイスの下に設定され

た vPC番号は、両方の Nexus 9000スイッチで一致

edge trunk
tme-switch-1(config-if)#

警告 する必要があります。ポートチャネルインターフェ
エッジポートタイプ（PortFast）は、単一のホスト
に接続されているポートだけでイネーブルにする必

イス番号が両方のスイッチで一致している必要はあ

りません。
要があります。エッジポートタイプ（PortFast）が
イネーブルの場合、このインターフェイスにハブ、

コンセントレータ、スイッチ、ブリッジなどの一部

のデバイスを接続すると、一時的なブリッジング

ループが発生することがあります。このタイプの設

定は、慎重に行う必要があります。
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目的コマンドまたはアクション

tme-switch-2(config)# int po 11
tme-switch-2(config-if)# vpc 11
tme-switch-2(config-if)# switchport mode trunk
tme-switch-2(config-if)# no shut
tme-switch-2(config-if)# int eth 1/1
tme-switch-2(config-if)# switchport mode trunk
tme-switch-2(config-if)# channel-group 11
tme-switch-2(config-if)# spanning-tree port type
edge trunk

警告

エッジポートタイプ（PortFast）は、単一のホスト
に接続されているポートだけでイネーブルにする必

要があります。エッジポートタイプ（PortFast）が
イネーブルの場合、このインターフェイスにハブ、

コンセントレータ、スイッチ、ブリッジなどの一部

のデバイスを接続すると、一時的なブリッジング

ループが発生することがあります。このタイプの設

定は、慎重に行う必要があります。

vPCインターフェイスが起動していて、動作してい
ることを確認します。

show vpc statistics

例：

Step 7

tme-switch-1(config-if)# show vpc statistics vpc
11
port-channel11 is up
vPC Status: Up, vPC number: 11
Hardware: Port-Channel, address: 000d.ecde.a908
(bia 000d.ecde.a908)
MTU 1500 bytes, BW 10000000 Kbit, DLY 10 usec,
reliability 255/255, txload 1/255, rxload 1/255
Encapsulation ARPA
Port mode is trunk
full-duplex, 10 Gb/s
Beacon is turned off
Input flow-control is off, output flow-control is
off
Switchport monitor is off
Members in this channel: Eth1/1
Last clearing of "show interface" counters never
minute input rate 4968 bits/sec, 8 packets/sec
minute output rate 792 bits/sec, 1 packets/sec
tme-switch-1(config-if)#

tme-switch-2(config-if)# show vpc statistics vpc
11
port-channel11 is up
vPC Status: Up, vPC number: 11
Hardware: Port-Channel, address: 000d.ecdf.5fae
(bia 000d.ecdf.5fae)
MTU 1500 bytes, BW 10000000 Kbit, DLY 10 usec,
reliability 255/255, txload 1/255, rxload 1/255
Encapsulation ARPA
Port mode is trunk
full-duplex, 10 Gb/s
Beacon is turned off
Input flow-control is off, output flow-control is
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目的コマンドまたはアクション

off
Switchport monitor is off
Members in this channel: Eth1/1
Last clearing of "show interface" counters never
minute input rate 4968 bits/sec, 8 packets/sec
minute output rate 792 bits/sec, 1 packets/sec
tme-switch-1(config-if)#

Cisco Nexus 9000シリーズスイッチの FCoEの設定例

2つの Nexus 9000スイッチ間に vPCをセットアップしたら、FCoEトポロジを設定できます。こ
の手順では、IPアドレス（mgmt0）、スイッチ名、パスワード、管理者などを指定する基本設定
がNexus 9000スイッチ上で実施済みであり、前のセクションに従って vPC設定が完了していると
想定しています。次の手順では、vPCトポロジとともに FCoEトポロジをセットアップするため
に必要な FCoEの基本設定を行います。

手順の概要

1. install feature-set fcoe
2. feature-set fcoe
3. vsan database
4. interface port-channel
5. int vfc
6. show int brief
7. show flogi database
8. show vpc statistics

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

FCoE機能をインストールします。install feature-set fcoeStep 1

Cisco Nexus 9000スイッチで FCoEを有効にします。feature-set fcoe

例：

Step 2

（注）

これが完了するまでに数分かかることがあります。

この手順を実行する前に、TCAMカービングを完了tme-switch-1(config)# feature-set fcoe
Please configure the following for fcoe to be fully

する必要があります。TCAMカービングの完了後に
は、スイッチをリロードする必要があります。

functional:
- hardware access-list tcam region ing-racl TCAM
size
- hardware access-list tcam region ing-ifacl TCAM
size
- hardware access-list tcam region ing-redirect
TCAM size
tme-switch-1(config)#

tme-switch-2(config)# feature-set fcoe
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目的コマンドまたはアクション

Please configure the following for fcoe to be fully
functional:
- hardware access-list tcam region ing-racl TCAM
size
- hardware access-list tcam region ing-ifacl TCAM
size
- hardware access-list tcam region ing-redirect
TCAM size
tme-switch-2(config)#

VSANを構築して、FCoEトラフィックの伝送用とし
て指定されている VLANにマッピングします。

vsan database

例：

Step 3

（注）tme-switch-1(config)# vsan database
tme-switch-1(config-vsan-db)# vsan 100 VLAN番号とVSAN番号が同じである必要はありま

せん。
tme-switch-1(config-vsan-db)# exit
tme-switch-1(config)# vlan 100
tme-switch-1(config-vlan)# fcoe vsan 100
tme-switch-1(config-vlan)# show vlan fcoe
VLAN VSAN Status
-------- -------- --------
100 100 Operational
tme-switch-1(config-vlan)#

tme-switch-2(config)# vsan database
tme-switch-2(config-vsan-db)# vsan 101
tme-switch-2(config-vsan-db)# exit
tme-switch-2(config)# vlan 101
tme-switch-2(config-vlan)# fcoe vsan 101
tme-switch-2(config-vlan)# show vlan fcoe
VLAN VSAN Status
-------- -------- --------
101 101 Operational
tme-switch-2(config)#

vPCリンクの通過を許可されるVLANを設定します。interface port-channel

例：

Step 4

tme-switch-1(config)# interface port-channel 11
tme-switch-1(config-if)# switchport trunk allowed
vlan 1, 100
tme-switch-1(config-if)# mtu 9216
tme-switch-1(config-if)# service-policy type qos
input default-fcoe-in-policy
tme-switch-1(config-if)# show int trunk
------------------------------------------------------------------
Port Native Status Port
------------------------------------------------------------------
Eth1/1 1 trnk-bndl Po11
Eth1/39 1 trnk-bndl Po1
Eth1/40 1 trnk-bndl Po1
Po1 1 trunking --
Po11 1 trunking --

------------------------------------------------------------------
Port Vlans Allowed on Trunk
------------------------------------------------------------------
Eth1/1 1,100
Eth1/39 1-3967,4048-4093
Eth1/40 1-3967,4048-4093

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS SAN Switching Configuration Guide, Release 10.5(x)
37

FCoEの設定

Cisco Nexus 9000シリーズスイッチの FCoEの設定例



目的コマンドまたはアクション

Po1 1-3967,4048-4093
Po11 1,100

------------------------------------------------------------------
Port Vlans Err-disabled on Trunk
------------------------------------------------------------------
Eth1/1 none
Eth1/39 100
Eth1/40 100
Po1 100
Po11 none

------------------------------------------------------------------
Port STP Forwarding
------------------------------------------------------------------
Eth1/1 none
Eth1/39 none
Eth1/40 none
Po1 1
Po11 1,100
tme-switch-1(config-if)#

tme-switch-2(config)# int po 11
tme-switch-2(config-if)# switchport trunk allowed
vlan 1, 101
tme-switch-1(config-if)# mtu 9216
tme-switch-1(config-if)# service-policy type qos
input default-fcoe-in-policy
tme-switch-2(config-if)# show int trunk
------------------------------------------------------------------
Port Native Status Port
------------------------------------------------------------------
Eth1/1 1 trnk-bndl Po11
Eth1/39 1 trnk-bndl Po1
Eth1/40 1 trnk-bndl Po1
Po1 1 trunking --
Po11 1 trunking --

------------------------------------------------------------------
Port Vlans Allowed on Trunk
------------------------------------------------------------------
Eth1/1 1,101
Eth1/39 1-3967,4048-4093
Eth1/40 1-3967,4048-4093
Po1 1-3967,4048-4093
Po11 1,101

------------------------------------------------------------------
Port Vlans Err-disabled on Trunk
------------------------------------------------------------------
Eth1/1 none
Eth1/39 101
Eth1/40 101
Po1 101
Po11 none

------------------------------------------------------------------
Port STP Forwarding
------------------------------------------------------------------
Eth1/1 none
Eth1/39 none
Eth1/40 none
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目的コマンドまたはアクション

Po1 1
Po11 1,101
tme-switch-2(config-if)#

仮想ファイバチャネルインターフェイス（vfc）を
構築し、前のステップで構築した VSANに追加しま
す。

int vfc

例：

tme-switch-1(config)# int vfc 1

Step 5

tme-switch-1(config-if)# bind interface po11
tme-switch-1(config-if)# no shut
tme-switch-1(config-if)#

tme-switch-2(config)# int vfc 1
tme-switch-2(config-if)# bind interface po11
tme-switch-2(config-if)# no shut
tme-switch-2(config-if)#

tme-switch-1(config)# vsan database
tme-switch-1(config-vsan-db)# vsan 100 interface
vfc 1
tme-switch-1(config)# show vsan membership
vsan 1 interfaces:
fc2/1 fc2/2 fc2/3 fc2/4
fc2/5 fc2/6 fc2/7 fc2/8

vsan 100 interfaces:
vfc1

vsan 4079(evfp_isolated_vsan) interfaces:

vsan 4094(isolated_vsan) interfaces:
tme-switch-1(config)#

tme-switch-2(config)# vsan database
tme-switch-2(config-vsan-db)# vsan 101 interface
vfc 1
tme-switch-2(config)# show vsan membership
vsan 1 interfaces:
fc2/1 fc2/2 fc2/3 fc2/4
fc2/5 fc2/6 fc2/7 fc2/8

vsan 101 interfaces:
vfc1

vsan 4079(evfp_isolated_vsan) interfaces:

vsan 4094(isolated_vsan) interfaces:
tme-switch-2(config)#

vfcが起動し、動作していることを確認します。show int brief

例：

Step 6

tme-switch-1(config-if)# show int brief
------------------------------------------------------------------
Ethernet VLAN Type Mode Status Reason Speed
------------------------------------------------------------------
Eth1/1 1 eth trunk up none 10G(D)
Eth1/2 1 eth access up none 10G(D)
Eth1/38 1 eth access down SFP not inserted 10G(D)
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目的コマンドまたはアクション

Eth1/39 1 eth trunk up none 10G(D)
Eth1/40 1 eth trunk up none 10G(D)

------------------------------------------------------------------
Port-channel VLAN Type Mode Status Reason Speed
------------------------------------------------------------------
Po1 1 eth trunk up none a-10G(D) none
Po11 1 eth trunk up none a-10G(D) none

------------------------------------------------------------------
Port VRF Status IP Address Speed MTU
------------------------------------------------------------------
mgmt0 -- up 172.25.182.166 1000 1500

------------------------------------------------------------------
Interface Vsan Admin Admin Status SFP Oper Oper
Port
------------------------------------------------------------------
vfc1 100 F on up -- F auto --
tme-switch-1(config-if)#

tme-switch-2(config-if)# show int brief
------------------------------------------------------------------
Ethernet VLAN Type Mode Status Reason Speed Port
------------------------------------------------------------------
Eth1/1 1 eth trunk up none 10G(D) 11
Eth1/2 1 eth access up none 10G(D) --
Eth1/38 1 eth access down SFP not inserted 10G(D)
--
Eth1/39 1 eth trunk up none 10G(D) 1
Eth1/40 1 eth trunk up none 10G(D) 1

------------------------------------------------------------------
Port-channel VLAN Type Mode Status Reason Speed
Protocol
------------------------------------------------------------------
Po1 1 eth trunk up none a-10G(D) none
Po11 1 eth trunk up none a-10G(D) none

------------------------------------------------------------------
Port VRF Status IP Address Speed MTU
------------------------------------------------------------------
mgmt0 -- up 172.25.182.167 1000 1500

------------------------------------------------------------------
Interface Vsan Admin Admin Status SFP Oper Oper
------------------------------------------------------------------
vfc1 101 F on up -- F auto --
tme-switch-2(config-if)#

仮想ファイバチャネルインターフェイスがファブ

リックにログインしたことを確認します。

show flogi database

例：

Step 7

tme-switch-1# show flogi database
------------------------------------------------------------------
INTERFACE VSAN FCID PORT NAME NODE NAME
-----------------------------------------------------------------------
vfc1 100 0x540000 21:00:00:c0:dd:11:2a:01
20:00:00:c0:dd:11:2a:01
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目的コマンドまたはアクション

Total number of flogi = 1.
tme-switch-2# show flogi database
-----------------------------------------------------------------------
INTERFACE VSAN FCID PORT NAME NODE NAME
------------------------------------------------------------------------
vfc1 101 0x540000 21:00:00:c0:dd:11:2a:01
20:00:00:c0:dd:11:2a:01

Total number of flogi = 1.

vPCが起動し、動作していることを確認します。show vpc statistics

例：

Step 8

tme-switch-1(config-if)# show vpc statistics vpc
11
port-channel11 is up
vPC Status: Up, vPC number: 11
Hardware: Port-Channel, address: 000d.ecde.a908
(bia 000d.ecde.a908)
MTU 1500 bytes, BW 10000000 Kbit, DLY 10 usec,
reliability 255/255, txload 1/255, rxload 1/255
Encapsulation ARPA
Port mode is trunk
full-duplex, 10 Gb/s
Beacon is turned off
Input flow-control is off, output flow-control is
off
Switchport monitor is off
Members in this channel: Eth1/1
Last clearing of "show interface" counters never
1 minute input rate 4968 bits/sec, 8 packets/sec
1 minute output rate 792 bits/sec, 1 packets/sec

tme-switch-2(config-if)# show vpc statistics vpc
11
port-channel11 is up
vPC Status: Up, vPC number: 11
Hardware: Port-Channel, address: 000d.ecdf.5fae
(bia 000d.ecdf.5fae)
MTU 1500 bytes, BW 10000000 Kbit, DLY 10 usec,
reliability 255/255, txload 1/255, rxload 1/255
Encapsulation ARPA
Port mode is trunk
full-duplex, 10 Gb/s
Beacon is turned off
Input flow-control is off, output flow-control is
off
Switchport monitor is off
Members in this channel: Eth1/1
Last clearing of "show interface" counters never
1 minute input rate 4968 bits/sec, 8 packets/sec
1 minute output rate 792 bits/sec, 1 packets/sec

QoSの設定
QoSを設定するには、システムサービスポリシーをアタッチする必要があります。service-policy
コマンドは、システムのサービスポリシーとしてシステムクラスポリシーマップを指定します。
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手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# system qos
3. switch(config-sys-qos)# service-policy type {network-qos | qos | queuing} [input | output] fcoe default

policy-name

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalStep 1

システム QoS構成モードを開始します。switch(config)# system qosStep 2

デフォルトのFCoEポリシーマップをシステムのサー
ビスポリシーとして使用するよう指定します。FCoE
には次の4つの定義済みポリシーマップがあります。

switch(config-sys-qos)# service-policy type {network-qos
| qos | queuing} [input | output] fcoe default policy-name

Step 3

• service-policy type queuing input
fcoe-default-in-policy

• service-policy type queuing output
fcoe-default-out-policy

• service-policy type qos input fcoe-default-in-policy

• service-policy type network-qos fcoe-default-nq-policy

（注）

Cisco Nexusデバイスで FCoEをイネーブルにする前
に、事前定義された FCoEポリシーマップをタイプ
qos、タイプ network-qos、およびタイプ queuingの各
ポリシーマップに追加する必要があります。

TCAMカービングに関する情報
3値連想メモリ（TCAM）カービング機能では、TCAMのデフォルトリージョンサイズの変更を
可能にするテンプレートベースの手段を使用します。スイッチが起動すると、他のどんなテンプ

レートも設定していなければ、このデフォルトテンプレートが表示されます。次の表に、テンプ

レート内のさまざまなリージョンの種類とサイズを示します。
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表 3 :事前定義済み組み込みデフォルトテンプレート

特長サイズ（ブロック数）サイズ（エントリ

数）

[リージョン
（Region）]

入力 VLANアクセス
コントロールリスト

（VACL）、出力
VACL

161024Vacl

入力インターフェイ

ス ACL、入力レイヤ
3物理ポート/サブイ
ンターフェイス

RACL、すべての
ポートの出力

RACL、デフォルトの
コントロールプレー

ンポリシング

（CoPP）

18日1152Ifacl

入力 vlan-qos、入力
system-qos、入力
interface-qos

7448QoS

入力レイヤ 3スイッ
チ仮想インターフェ

イス、入力レイヤ 3
ポートチャネル/ポー
トチャネルサブイン

ターフェイスルータ

アクセスコントロー

ルリスト

（RACL）、出力
Cisco Trusted Security
（CTS）

18日1152Rbacl

スパン164スパン

Sup-rdt4256Sup

644096合計
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ユーザー定義テンプレートに関する情報

デフォルトテンプレートに加えて最大 16個のテンプレートを作成できます（つまり、同時に 17
個のテンプレートを保持できるということです）。希望の 3値連想メモリ（TCAM）リージョン
にどんなサイズでも設定できます。

各テンプレートで、次の操作を実行できます。

•作成（Create）

•変更

•削除

• Commit

各テンプレートは、次のうちのいずれかのステータスになっています。

•保存済み

•コミット型

作成（Create）

テンプレートを作成する場合、TCAMリージョンのサイズはデフォルト値に初期化されます。テ
ンプレートを作成する場合、テンプレートはデフォルトでは保存済みステートになっています。

テンプレートを作成すると、これを変更してどのTCAMリージョンのサイズも変更できます。各
TCAMブロックのサイズは 64エントリのため、リージョンのサイズは 64の倍数で設定する必要
があります。入力した値が 64の倍数でなかった場合、値を再入力するように求めるエラーメッ
セージが表示されます。

変更

すべての保存済みテンプレートを編集してどのTCAMリージョンのサイズでも変更できますが、
どの TCAMのリージョンのサイズも 0に設定することはできません。編集中、入力したサイズが
64の境界線にあるかがソフトウェアによってチェックされます。テンプレートを変更する場合、
すべての TCAMリージョンのサイズの合計が 4096エントリより小さくなる必要があります。変
更中は、4096エントリ未満なのかはソフトウェアではチェックされません。

テンプレートは、保存済みステートのときにのみ変更できます。テンプレートをコミットした後

は編集できません。

コミット済みのユーザー定義テンプレートは、別のユーザー定義テンプレートまたはデフォルト

テンプレートを提供することによって作成済みステートに変更できます。

別のユーザー定義テンプレートを提供するには、次のコマンドを入力します。

hardware profile tcam resource service-template user-defined-template

デフォルトテンプレートを提供するには、次のコマンドを入力します。

no hardware profile tcam resource service-template currently-committed- template
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削除

どの保存済みテンプレートも削除できます。テンプレートを削除した後では、そのテンプレート

に関するすべての情報が失われます。コミットしたテンプレートは削除できません。

コミット済みのユーザー定義テンプレートは、別のユーザー定義テンプレートまたはデフォルト

テンプレートを提供することによって作成済みステートに変更できます。

別のユーザー定義テンプレートを提供するには、次のコマンドを入力します。

hardware profile tcam resource service-template user-defined-template

デフォルトテンプレートを提供するには、次のコマンドを入力します。

no hardware profile tcam resource service-template currently-committed- template

Commit

自分のユーザ定義テンプレートまたはソフトウェアで提供されているデフォルトテンプレートは

どれでもコミットできます。テンプレートをコミットするには、commitコマンドを入力し、ス
イッチの再起動を行います。commitコマンドを入力すると、ソフトェアによってテンプレートが
検証されます。検証が成功すると、スイッチを再起動するか確認するメッセージが表示されます。

テンプレート（ユーザー定義またはデフォルト）は、再起動後に適用されます。再起動を選択し

なかった場合、TCAMリージョンへの変更は行われず、コミットされるテンプレートはありませ
ん。

Cisco NX-OSリリース 9.3(3)以降では、テンプレートをコミットすると、実行コンフィギュレー
ションをスタートアップコンフィギュレーションにコピーしてスイッチをリブートするかどうか

を確認するプロンプトが表示されます。続行に同意すると、次のことが行われます。

•コミットしたテンプレートがスタートアップコンフィギュレーションに保存されます。

•スイッチが再起動します。

•コミットしたテンプレートがソフトウェアによって使用されます。

•テンプレートが実行中ステートに移行します。

Cisco NX-OSリリース 9.3(3)より前では、テンプレートをコミットした後、システムは自動では
再起動せず commitコマンドの出力にメッセージが表示され、コミットしたテンプレートを有効
にするためにスイッチを再起動するか尋ねられます。

（注）

コミットされていないTCAMプロファイルを含むバックアップコンフィギュレーションから、書
き込み消去、リロード、および実行コンフィギュレーションのコピーを実行すると、次のことが

発生します。

1. TCAMプロファイルがコミットされると、スイッチはプロンプトなしで自動的にリロードし
ます。

2. TCAMカービング CLIの後の設定は適用されません。
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3. コミットされた TCAMプロファイルで設定を復元するには、バックアップコンフィギュレー
ションを実行コンフィギュレーションに再度コピーする必要があります。ただし、TCAMカー
ビングプロファイルはすでにコミットされているため、スイッチのリロードはありません。

新しいコミットされた TCAMプロファイルが原因でスイッチがリロードされると、show system
reset-reasonコマンドは、次に示すようにリロードの理由を表示します。

switch# show system reset-reason
----- reset reason for Supervisor-module 1 (from Supervisor in slot 1) ---
1) At 302777 usecs after Sun Jan 20 22:02:37 2019

Reason: Reload due to change in TCAM service-template
Service:
Version: 9.3(3)

2) At 314447 usecs after Sun Jan 20 21:52:58 2019
Reason: Reset Requested by CLI command reload
Service:
Version: 9.3(3)

3) At 20142 usecs after Sun Jan 20 21:27:33 2019
Reason: Reset Requested by CLI command reload
Service:
Version: 9.3(3)

スイッチを再起動後、コミットされたテンプレートが Cisco Nexusサーバー上のすべての ASICに
適用されます。Cisco Nexusデバイス上の別の ASICに別のテンプレートをコミットできません。
各テンプレートの各リージョンのサイズを指定したすべての保存済みテンプレートおよびコミッ

ト済みテンプレートは実行コンフィギュレーションに表示されます。

テンプレートがコミットされたとき、以下がチェックされます。

1. TCAM内のすべてのリージョンの合計サイズは 4096エントリです。

2. 各リージョンのサイズは TCAM内に収まります。どの時点でも、TCAMリージョンに対して
常に実行サイズがあります。実行サイズ（ハードウェアTCAM内の現在のサイズ）は、コミッ
トされ実行テンプレートとして現在使用されているデフォルトまたはユーザ定義テンプレート

のどちらかによって定義されます。現在コミットされているテンプレート内のリージョンのサ

イズを現在の実行サイズから増やす場合は、リージョンのサイズを増やすために使用可能な現

在のリージョンの外部に未使用のエントリ（他のどのリージョンにも割り当てられていないエ

ントリ）が十分にあるかチェックされます。現在コミットされているテンプレート内のリー

ジョンのサイズを現在の実行サイズから減らす場合は、TCAMリージョンのサイズを減らす
ために開放できるエントリがリージョン内に十分にあるか判断するためにチェックされます。

テンプレート内のリージョンのサイズを減らすすべての変更は、そのテンプレート内のリー

ジョンのサイズを増やす変更の前に完了します。

3. sup-regionのすべての機能をサポートするためにソフトウェアで 256エントリを必要とするた
め、スーパーバイザリージョンのサイズは 256エントリより小さく変更できません。

4. 256エントリが使用可能でも、スーパーバイザリージョンのデフォルトサイズは 128エント
リです。TCAMカービングにより、128エントリをさらに使用できます。sup-regionの値を
128、192、または 256に変更するには、CLIで supキーワードを使用できます。

5. スーパーバイザリージョンおよびスパンリージョンではハードウェアは 256エントリより多
くはサポートしません。このチェックは検査過程で実施されます。
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これらすべてのチェックを通過した場合、そのテンプレートをコミットでき、再起動してテンプ

レートを適用するかを確認するプロンプトが表示されます。

これらのチェックが失敗した場合、コミットが失敗しテンプレートは保存済みステートに戻りま

す。コミットが失敗した場合、commitコマンドの出力に失敗の原因が表示されます。

デフォルトテンプレートは変更または削除できません。このテンプレートは、保存済みからコ

ミット済み、コミット済みから保存済みへ移行のみが可能です。デフォルトテンプレートがコ

ミットされた場合、実行コンフィギュレーションには表示されません。デフォルトテンプレート

を適用するには、現在の実行テンプレートを使用して no commitコマンドを入力してください。
このコマンドを入力すると、テンプレートをコミットするときに実行されるのと同じ検証チェッ

クが実行されます。すべての検証が成功すると、スイッチを再起動するか確認するメッセージが

表示されます。再起動に同意すると、テンプレートがスタートアップコンフィギュレーションに

保存されシステムが再起動します。再起動後、デフォルトテンプレートが適用されます。スター

トアップコンフィギュレーションには、再起動前にコミットしたコミット済みテンプレートがあ

ります。再起動後に、スタートアップコンフィギュレーションのテンプレートが使用されます。

スタートアップコンフィギュレーションにコミット済みテンプレートがない場合、デフォルトテ

ンプレートが使用されます。

テンプレート管理コマンドを入力して、TCAMカービングテンプレートを作成および管理できま
す。このテンプレートベース TCAMカービング CLIは config-syncでサポートされます。テンプ
レートの作成のみが config-sync内部でサポートされます。テンプレートコミットは、config-sync
コンテクストの外部でスイッチごとに別々に実施する必要があります。

ユーザー定義テンプレートの作成

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# hardware profile tcam resource template template-name

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalStep 1

デフォルトリージョンサイズで新しいテンプレート

を作成します。最大16個のテンプレート（加えてデ
switch(config)# hardware profile tcam resource template
template-name

Step 2

フォルトテンプレート）を作成できます。

template-name引数には最大 64文字を指定できます。
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例

次に、qos-templateという名前のユーザー定義テンプレートを作成する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# hardware profile tcam resource template qos-template

ユーザー定義テンプレートに関する情報

デフォルトテンプレートに加えて最大 16個のテンプレートを作成できます（つまり、同時に 17
個のテンプレートを保持できるということです）。希望の 3値連想メモリ（TCAM）リージョン
にどんなサイズでも設定できます。

各テンプレートで、次の操作を実行できます。

•作成（Create）

•変更

•削除

• Commit

各テンプレートは、次のうちのいずれかのステータスになっています。

•保存済み

•コミット型

作成（Create）

テンプレートを作成する場合、TCAMリージョンのサイズはデフォルト値に初期化されます。テ
ンプレートを作成する場合、テンプレートはデフォルトでは保存済みステートになっています。

テンプレートを作成すると、これを変更してどのTCAMリージョンのサイズも変更できます。各
TCAMブロックのサイズは 64エントリのため、リージョンのサイズは 64の倍数で設定する必要
があります。入力した値が 64の倍数でなかった場合、値を再入力するように求めるエラーメッ
セージが表示されます。

変更

すべての保存済みテンプレートを編集してどのTCAMリージョンのサイズでも変更できますが、
どの TCAMのリージョンのサイズも 0に設定することはできません。編集中、入力したサイズが
64の境界線にあるかがソフトウェアによってチェックされます。テンプレートを変更する場合、
すべての TCAMリージョンのサイズの合計が 4096エントリより小さくなる必要があります。変
更中は、4096エントリ未満なのかはソフトウェアではチェックされません。

テンプレートは、保存済みステートのときにのみ変更できます。テンプレートをコミットした後

は編集できません。

コミット済みのユーザー定義テンプレートは、別のユーザー定義テンプレートまたはデフォルト

テンプレートを提供することによって作成済みステートに変更できます。
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別のユーザー定義テンプレートを提供するには、次のコマンドを入力します。

hardware profile tcam resource service-template user-defined-template

デフォルトテンプレートを提供するには、次のコマンドを入力します。

no hardware profile tcam resource service-template currently-committed- template

削除

どの保存済みテンプレートも削除できます。テンプレートを削除した後では、そのテンプレート

に関するすべての情報が失われます。コミットしたテンプレートは削除できません。

コミット済みのユーザー定義テンプレートは、別のユーザー定義テンプレートまたはデフォルト

テンプレートを提供することによって作成済みステートに変更できます。

別のユーザー定義テンプレートを提供するには、次のコマンドを入力します。

hardware profile tcam resource service-template user-defined-template

デフォルトテンプレートを提供するには、次のコマンドを入力します。

no hardware profile tcam resource service-template currently-committed- template

Commit

自分のユーザ定義テンプレートまたはソフトウェアで提供されているデフォルトテンプレートは

どれでもコミットできます。テンプレートをコミットするには、commitコマンドを入力し、ス
イッチの再起動を行います。commitコマンドを入力すると、ソフトェアによってテンプレートが
検証されます。検証が成功すると、スイッチを再起動するか確認するメッセージが表示されます。

テンプレート（ユーザー定義またはデフォルト）は、再起動後に適用されます。再起動を選択し

なかった場合、TCAMリージョンへの変更は行われず、コミットされるテンプレートはありませ
ん。

Cisco NX-OSリリース 9.3(3)以降では、テンプレートをコミットすると、実行コンフィギュレー
ションをスタートアップコンフィギュレーションにコピーしてスイッチをリブートするかどうか

を確認するプロンプトが表示されます。続行に同意すると、次のことが行われます。

•コミットしたテンプレートがスタートアップコンフィギュレーションに保存されます。

•スイッチが再起動します。

•コミットしたテンプレートがソフトウェアによって使用されます。

•テンプレートが実行中ステートに移行します。

Cisco NX-OSリリース 9.3(3)より前では、テンプレートをコミットした後、システムは自動では
再起動せず commitコマンドの出力にメッセージが表示され、コミットしたテンプレートを有効
にするためにスイッチを再起動するか尋ねられます。

（注）
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コミットされていないTCAMプロファイルを含むバックアップコンフィギュレーションから、書
き込み消去、リロード、および実行コンフィギュレーションのコピーを実行すると、次のことが

発生します。

1. TCAMプロファイルがコミットされると、スイッチはプロンプトなしで自動的にリロードし
ます。

2. TCAMカービング CLIの後の設定は適用されません。

3. コミットされた TCAMプロファイルで設定を復元するには、バックアップコンフィギュレー
ションを実行コンフィギュレーションに再度コピーする必要があります。ただし、TCAMカー
ビングプロファイルはすでにコミットされているため、スイッチのリロードはありません。

新しいコミットされた TCAMプロファイルが原因でスイッチがリロードされると、show system
reset-reasonコマンドは、次に示すようにリロードの理由を表示します。

switch# show system reset-reason
----- reset reason for Supervisor-module 1 (from Supervisor in slot 1) ---
1) At 302777 usecs after Sun Jan 20 22:02:37 2019

Reason: Reload due to change in TCAM service-template
Service:
Version: 9.3(3)

2) At 314447 usecs after Sun Jan 20 21:52:58 2019
Reason: Reset Requested by CLI command reload
Service:
Version: 9.3(3)

3) At 20142 usecs after Sun Jan 20 21:27:33 2019
Reason: Reset Requested by CLI command reload
Service:
Version: 9.3(3)

スイッチを再起動後、コミットされたテンプレートが Cisco Nexusサーバー上のすべての ASICに
適用されます。Cisco Nexusデバイス上の別の ASICに別のテンプレートをコミットできません。
各テンプレートの各リージョンのサイズを指定したすべての保存済みテンプレートおよびコミッ

ト済みテンプレートは実行コンフィギュレーションに表示されます。

テンプレートがコミットされたとき、以下がチェックされます。

1. TCAM内のすべてのリージョンの合計サイズは 4096エントリです。

2. 各リージョンのサイズは TCAM内に収まります。どの時点でも、TCAMリージョンに対して
常に実行サイズがあります。実行サイズ（ハードウェアTCAM内の現在のサイズ）は、コミッ
トされ実行テンプレートとして現在使用されているデフォルトまたはユーザ定義テンプレート

のどちらかによって定義されます。現在コミットされているテンプレート内のリージョンのサ

イズを現在の実行サイズから増やす場合は、リージョンのサイズを増やすために使用可能な現

在のリージョンの外部に未使用のエントリ（他のどのリージョンにも割り当てられていないエ

ントリ）が十分にあるかチェックされます。現在コミットされているテンプレート内のリー

ジョンのサイズを現在の実行サイズから減らす場合は、TCAMリージョンのサイズを減らす
ために開放できるエントリがリージョン内に十分にあるか判断するためにチェックされます。

テンプレート内のリージョンのサイズを減らすすべての変更は、そのテンプレート内のリー

ジョンのサイズを増やす変更の前に完了します。
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3. sup-regionのすべての機能をサポートするためにソフトウェアで 256エントリを必要とするた
め、スーパーバイザリージョンのサイズは 256エントリより小さく変更できません。

4. 256エントリが使用可能でも、スーパーバイザリージョンのデフォルトサイズは 128エント
リです。TCAMカービングにより、128エントリをさらに使用できます。sup-regionの値を
128、192、または 256に変更するには、CLIで supキーワードを使用できます。

5. スーパーバイザリージョンおよびスパンリージョンではハードウェアは 256エントリより多
くはサポートしません。このチェックは検査過程で実施されます。

これらすべてのチェックを通過した場合、そのテンプレートをコミットでき、再起動してテンプ

レートを適用するかを確認するプロンプトが表示されます。

これらのチェックが失敗した場合、コミットが失敗しテンプレートは保存済みステートに戻りま

す。コミットが失敗した場合、commitコマンドの出力に失敗の原因が表示されます。

デフォルトテンプレートは変更または削除できません。このテンプレートは、保存済みからコ

ミット済み、コミット済みから保存済みへ移行のみが可能です。デフォルトテンプレートがコ

ミットされた場合、実行コンフィギュレーションには表示されません。デフォルトテンプレート

を適用するには、現在の実行テンプレートを使用して no commitコマンドを入力してください。
このコマンドを入力すると、テンプレートをコミットするときに実行されるのと同じ検証チェッ

クが実行されます。すべての検証が成功すると、スイッチを再起動するか確認するメッセージが

表示されます。再起動に同意すると、テンプレートがスタートアップコンフィギュレーションに

保存されシステムが再起動します。再起動後、デフォルトテンプレートが適用されます。スター

トアップコンフィギュレーションには、再起動前にコミットしたコミット済みテンプレートがあ

ります。再起動後に、スタートアップコンフィギュレーションのテンプレートが使用されます。

スタートアップコンフィギュレーションにコミット済みテンプレートがない場合、デフォルトテ

ンプレートが使用されます。

テンプレート管理コマンドを入力して、TCAMカービングテンプレートを作成および管理できま
す。このテンプレートベース TCAMカービング CLIは config-syncでサポートされます。テンプ
レートの作成のみが config-sync内部でサポートされます。テンプレートコミットは、config-sync
コンテクストの外部でスイッチごとに別々に実施する必要があります。

ユーザー定義テンプレートの変更

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# hardware profile tcam resource template template-name

3. switch(config-tmpl)# {vacl vacl-region | ifacl ifacl-region | qos qos-region | rbacl rbacl-region | span
span-region}

4. switch(config-tmpl)# {vacl vacl-region | ifacl ifacl-region | qos qos-region | rbacl rbacl-region | span
span-region iracl iracl-region eracl eracl-region sup sup-region iracl iracl-region eracl eracl-region
sup sup-region }
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手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalStep 1

デフォルトリージョンサイズで新しいテンプレート

を作成します。最大16個のテンプレート（加えてデ
switch(config)# hardware profile tcam resource template
template-name

Step 2

フォルトテンプレート）を作成できます。このコマ

ンドは、テンプレートモードを開始するために使用

します。

リージョンブロックサイズを設定します。switch(config-tmpl)# {vacl vacl-region | ifacl ifacl-region
| qos qos-region | rbacl rbacl-region | span span-region}

Step 3

• vacl-region：このリージョンのブロックサイズは
64～ 3584です。

• ifacl-region：このリージョンのブロックサイズは
320～ 3584です。

• qos-region：このリージョンのブロックサイズは
64～ 3584です。

• rbacl-region：このリージョンのブロックサイズ
は 64～ 3584です。

• span-region：このリージョンのブロックサイズ
は 64～ 256です。

（注）

リージョンのサイズをゼロには設定できません。ブ

ロックサイズは 64の倍数にする必要があります。

リージョンブロックサイズを設定します。switch(config-tmpl)# {vacl vacl-region | ifacl ifacl-region
| qos qos-region | rbacl rbacl-region | span span-region

Step 4

• vacl-region：このリージョンのブロックサイズは
64～ 3584です。

iracl iracl-region eracl eracl-region sup sup-region iracl
iracl-region eracl eracl-region sup sup-region }

• ifacl-region：このリージョンのブロックサイズは
320～ 3584です。

• qos-region：このリージョンのブロックサイズは
64～ 3584です。

• rbacl-region：このリージョンのブロックサイズ
は 64～ 3584です。
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目的コマンドまたはアクション

• span-region：このリージョンのブロックサイズ
は 64～ 256です。

• iracl-region：このリージョンのブロックサイズ
は 64～ 3648です。

• eracl-region：このリージョンのブロックサイズ
は 64～ 3648です。

• sup-region：このリージョンのブロックサイズは
64～ 256です。

（注）

リージョンのサイズをゼロには設定できません。ブ

ロックサイズは 64の倍数にする必要があります。
iraclとeraclのブロックサイズを合計すると 3712に
なります。

例

次に、ユーザ定義 QoSテンプレートを変更する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# hardware profile tcam resource template qos-template
switch(config-tmpl) qos 64

ユーザー定義テンプレートに関する情報

デフォルトテンプレートに加えて最大 16個のテンプレートを作成できます（つまり、同時に 17
個のテンプレートを保持できるということです）。希望の 3値連想メモリ（TCAM）リージョン
にどんなサイズでも設定できます。

各テンプレートで、次の操作を実行できます。

•作成（Create）

•変更

•削除

• Commit

各テンプレートは、次のうちのいずれかのステータスになっています。

•保存済み

•コミット型

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS SAN Switching Configuration Guide, Release 10.5(x)
53

FCoEの設定

ユーザー定義テンプレートに関する情報



作成（Create）

テンプレートを作成する場合、TCAMリージョンのサイズはデフォルト値に初期化されます。テ
ンプレートを作成する場合、テンプレートはデフォルトでは保存済みステートになっています。

テンプレートを作成すると、これを変更してどのTCAMリージョンのサイズも変更できます。各
TCAMブロックのサイズは 64エントリのため、リージョンのサイズは 64の倍数で設定する必要
があります。入力した値が 64の倍数でなかった場合、値を再入力するように求めるエラーメッ
セージが表示されます。

変更

すべての保存済みテンプレートを編集してどのTCAMリージョンのサイズでも変更できますが、
どの TCAMのリージョンのサイズも 0に設定することはできません。編集中、入力したサイズが
64の境界線にあるかがソフトウェアによってチェックされます。テンプレートを変更する場合、
すべての TCAMリージョンのサイズの合計が 4096エントリより小さくなる必要があります。変
更中は、4096エントリ未満なのかはソフトウェアではチェックされません。

テンプレートは、保存済みステートのときにのみ変更できます。テンプレートをコミットした後

は編集できません。

コミット済みのユーザー定義テンプレートは、別のユーザー定義テンプレートまたはデフォルト

テンプレートを提供することによって作成済みステートに変更できます。

別のユーザー定義テンプレートを提供するには、次のコマンドを入力します。

hardware profile tcam resource service-template user-defined-template

デフォルトテンプレートを提供するには、次のコマンドを入力します。

no hardware profile tcam resource service-template currently-committed- template

削除

どの保存済みテンプレートも削除できます。テンプレートを削除した後では、そのテンプレート

に関するすべての情報が失われます。コミットしたテンプレートは削除できません。

コミット済みのユーザー定義テンプレートは、別のユーザー定義テンプレートまたはデフォルト

テンプレートを提供することによって作成済みステートに変更できます。

別のユーザー定義テンプレートを提供するには、次のコマンドを入力します。

hardware profile tcam resource service-template user-defined-template

デフォルトテンプレートを提供するには、次のコマンドを入力します。

no hardware profile tcam resource service-template currently-committed- template

Commit

自分のユーザ定義テンプレートまたはソフトウェアで提供されているデフォルトテンプレートは

どれでもコミットできます。テンプレートをコミットするには、commitコマンドを入力し、ス
イッチの再起動を行います。commitコマンドを入力すると、ソフトェアによってテンプレートが
検証されます。検証が成功すると、スイッチを再起動するか確認するメッセージが表示されます。

テンプレート（ユーザー定義またはデフォルト）は、再起動後に適用されます。再起動を選択し
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なかった場合、TCAMリージョンへの変更は行われず、コミットされるテンプレートはありませ
ん。

Cisco NX-OSリリース 9.3(3)以降では、テンプレートをコミットすると、実行コンフィギュレー
ションをスタートアップコンフィギュレーションにコピーしてスイッチをリブートするかどうか

を確認するプロンプトが表示されます。続行に同意すると、次のことが行われます。

•コミットしたテンプレートがスタートアップコンフィギュレーションに保存されます。

•スイッチが再起動します。

•コミットしたテンプレートがソフトウェアによって使用されます。

•テンプレートが実行中ステートに移行します。

Cisco NX-OSリリース 9.3(3)より前では、テンプレートをコミットした後、システムは自動では
再起動せず commitコマンドの出力にメッセージが表示され、コミットしたテンプレートを有効
にするためにスイッチを再起動するか尋ねられます。

（注）

コミットされていないTCAMプロファイルを含むバックアップコンフィギュレーションから、書
き込み消去、リロード、および実行コンフィギュレーションのコピーを実行すると、次のことが

発生します。

1. TCAMプロファイルがコミットされると、スイッチはプロンプトなしで自動的にリロードし
ます。

2. TCAMカービング CLIの後の設定は適用されません。

3. コミットされた TCAMプロファイルで設定を復元するには、バックアップコンフィギュレー
ションを実行コンフィギュレーションに再度コピーする必要があります。ただし、TCAMカー
ビングプロファイルはすでにコミットされているため、スイッチのリロードはありません。

新しいコミットされた TCAMプロファイルが原因でスイッチがリロードされると、show system
reset-reasonコマンドは、次に示すようにリロードの理由を表示します。

switch# show system reset-reason
----- reset reason for Supervisor-module 1 (from Supervisor in slot 1) ---
1) At 302777 usecs after Sun Jan 20 22:02:37 2019

Reason: Reload due to change in TCAM service-template
Service:
Version: 9.3(3)

2) At 314447 usecs after Sun Jan 20 21:52:58 2019
Reason: Reset Requested by CLI command reload
Service:
Version: 9.3(3)

3) At 20142 usecs after Sun Jan 20 21:27:33 2019
Reason: Reset Requested by CLI command reload
Service:
Version: 9.3(3)
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スイッチを再起動後、コミットされたテンプレートが Cisco Nexusサーバー上のすべての ASICに
適用されます。Cisco Nexusデバイス上の別の ASICに別のテンプレートをコミットできません。
各テンプレートの各リージョンのサイズを指定したすべての保存済みテンプレートおよびコミッ

ト済みテンプレートは実行コンフィギュレーションに表示されます。

テンプレートがコミットされたとき、以下がチェックされます。

1. TCAM内のすべてのリージョンの合計サイズは 4096エントリです。

2. 各リージョンのサイズは TCAM内に収まります。どの時点でも、TCAMリージョンに対して
常に実行サイズがあります。実行サイズ（ハードウェアTCAM内の現在のサイズ）は、コミッ
トされ実行テンプレートとして現在使用されているデフォルトまたはユーザ定義テンプレート

のどちらかによって定義されます。現在コミットされているテンプレート内のリージョンのサ

イズを現在の実行サイズから増やす場合は、リージョンのサイズを増やすために使用可能な現

在のリージョンの外部に未使用のエントリ（他のどのリージョンにも割り当てられていないエ

ントリ）が十分にあるかチェックされます。現在コミットされているテンプレート内のリー

ジョンのサイズを現在の実行サイズから減らす場合は、TCAMリージョンのサイズを減らす
ために開放できるエントリがリージョン内に十分にあるか判断するためにチェックされます。

テンプレート内のリージョンのサイズを減らすすべての変更は、そのテンプレート内のリー

ジョンのサイズを増やす変更の前に完了します。

3. sup-regionのすべての機能をサポートするためにソフトウェアで 256エントリを必要とするた
め、スーパーバイザリージョンのサイズは 256エントリより小さく変更できません。

4. 256エントリが使用可能でも、スーパーバイザリージョンのデフォルトサイズは 128エント
リです。TCAMカービングにより、128エントリをさらに使用できます。sup-regionの値を
128、192、または 256に変更するには、CLIで supキーワードを使用できます。

5. スーパーバイザリージョンおよびスパンリージョンではハードウェアは 256エントリより多
くはサポートしません。このチェックは検査過程で実施されます。

これらすべてのチェックを通過した場合、そのテンプレートをコミットでき、再起動してテンプ

レートを適用するかを確認するプロンプトが表示されます。

これらのチェックが失敗した場合、コミットが失敗しテンプレートは保存済みステートに戻りま

す。コミットが失敗した場合、commitコマンドの出力に失敗の原因が表示されます。

デフォルトテンプレートは変更または削除できません。このテンプレートは、保存済みからコ

ミット済み、コミット済みから保存済みへ移行のみが可能です。デフォルトテンプレートがコ

ミットされた場合、実行コンフィギュレーションには表示されません。デフォルトテンプレート

を適用するには、現在の実行テンプレートを使用して no commitコマンドを入力してください。
このコマンドを入力すると、テンプレートをコミットするときに実行されるのと同じ検証チェッ

クが実行されます。すべての検証が成功すると、スイッチを再起動するか確認するメッセージが

表示されます。再起動に同意すると、テンプレートがスタートアップコンフィギュレーションに

保存されシステムが再起動します。再起動後、デフォルトテンプレートが適用されます。スター

トアップコンフィギュレーションには、再起動前にコミットしたコミット済みテンプレートがあ

ります。再起動後に、スタートアップコンフィギュレーションのテンプレートが使用されます。

スタートアップコンフィギュレーションにコミット済みテンプレートがない場合、デフォルトテ

ンプレートが使用されます。
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テンプレート管理コマンドを入力して、TCAMカービングテンプレートを作成および管理できま
す。このテンプレートベース TCAMカービング CLIは config-syncでサポートされます。テンプ
レートの作成のみが config-sync内部でサポートされます。テンプレートコミットは、config-sync
コンテクストの外部でスイッチごとに別々に実施する必要があります。

ユーザー定義テンプレートのコミット

ユーザー定義テンプレートをコミットできます。

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# hardware profile tcam resource service-template template-name

3. （任意） switch# show hardware profile tcam resource template

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

必須: switch# configure terminalStep 1

事前定義済みのテンプレートを実行イメージでコミッ

トします。テンプレートをコミットすると、実行コ

switch(config)# hardware profile tcam resource
service-template template-name

Step 2

ンフィギュレーションをスタートアップコンフィギュ

レーションにコピーしてスイッチをリブートするか

どうかを確認するプロンプトが表示されます。続行

に同意すると、指定したテンプレートが再起動後に

適用されます。それ以外の場合、TCAMリージョン
は変更されず、テンプレートもコミットされません。

すべてのテンプレートを表示します。（任意） switch# show hardware profile tcam resource
template

Step 3

（注）

スイッチのリロード後、このコマンドを使用して、

コミットされたテンプレートを表示します。

例

次の例では、ユーザー定義テンプレートをコミットする方法を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# hardware profile tcam resource service-template temp1

Details of the temp1 template you are trying to commit are as follows:
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-------------------------------------------------------------------------------
Template name: temp1
Current state: Created

Region Features Size-allocated Current-size Current-usage Available/free
-------------------------------------------------------------------------------
Vacl Vacl 1024 1024 15 1009
Ifacl Ifacl 1152 1152 209 943
Rbacl Rbacl 1152 1152 3 1149
Qos Qos 448 448 30 418
Span Span 64 64 2 62
Sup Sup 256 256 58 198
-------------------------------------------------------------------------------

To finish committing the template, the system will do the following:
1> Save running config : "copy running-config startup-config"
2> Reboot the switch : "reload"

-------------------------------------------------------------------------------
Do you really want to continue with RELOAD ? (y/n) [no] yes
System is still initializing
Configuration mode is blocked until system is ready
switch(config)# [16152.925385] Shutdown Ports..
[16152.959744] writing reset reason 9
[snip]

/AFTER SWITCH RELOADS/

switch# show hardware profile tcam resource template
Template Type State Vacl Ifacl Rbacl Qos Span Sup TOTAL

------------------------------------------------------------------------------
default system Created 1024 1152 1152 448 64 256 4096
temp1 user Committed 1024 1152 1152 448 64 256 4096
temp2 user Created 1024 1152 1152 448 64 256 4096

------------------------------------------------------------------------------

次に、レイヤ 3カード側 UPCに対して、ユーザー定義のテンプレートをコミットし、適
用する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# hardware profile tcam resource service-template temp1

Details of the temp1 template you are trying to commit are as follows:

-------------------------------------------------------------------------------
Template name: temp1
Current state: Created

Region Features Size-allocated Current-size Current-usage Available/free
-------------------------------------------------------------------------------
Vacl Vacl 1984 2048 11 2037
Ifacl Ifacl 1216 1152 26 1126
Rbacl Rbacl 128 128 3 125
Qos Qos 448 448 9 439
Span Span 64 64 3 61
Sup Sup 256 128 81 47
ERacl ERacl 1920 0 0 0
IRacl IRacl 1792 0 0 0
-------------------------------------------------------------------------------
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To finish committing the template, the system will do the following:
1> Save running config : "copy running-config startup-config"
2> Reboot the switch : "reload"

-------------------------------------------------------------------------------
Do you really want to continue with RELOAD ? (y/n) [no] yes
System is still initializing
Configuration mode is blocked until system is ready
5548(config)# [166850.680711] Shutdown Ports..
[166850.716114] writing reset reason 9,
[snip]

/AFTER SWITCH RELOADS/

switch# show hardware profile tcam resource template
Template Type State ERacl Ifacl IRacl Qos Span Sup TOTAL

------------------------------------------------------------------------------
default system Created 2048 64 1664 64 64 64 4096
temp1 user Committed 1920 64 1792 64 64 64 4096
temp2 user Created 2048 64 1664 64 64 64 4096

------------------------------------------------------------------------------

ユーザー定義テンプレートに関する情報

デフォルトテンプレートに加えて最大 16個のテンプレートを作成できます（つまり、同時に 17
個のテンプレートを保持できるということです）。希望の 3値連想メモリ（TCAM）リージョン
にどんなサイズでも設定できます。

各テンプレートで、次の操作を実行できます。

•作成（Create）

•変更

•削除

• Commit

各テンプレートは、次のうちのいずれかのステータスになっています。

•保存済み

•コミット型

作成（Create）

テンプレートを作成する場合、TCAMリージョンのサイズはデフォルト値に初期化されます。テ
ンプレートを作成する場合、テンプレートはデフォルトでは保存済みステートになっています。

テンプレートを作成すると、これを変更してどのTCAMリージョンのサイズも変更できます。各
TCAMブロックのサイズは 64エントリのため、リージョンのサイズは 64の倍数で設定する必要
があります。入力した値が 64の倍数でなかった場合、値を再入力するように求めるエラーメッ
セージが表示されます。
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変更

すべての保存済みテンプレートを編集してどのTCAMリージョンのサイズでも変更できますが、
どの TCAMのリージョンのサイズも 0に設定することはできません。編集中、入力したサイズが
64の境界線にあるかがソフトウェアによってチェックされます。テンプレートを変更する場合、
すべての TCAMリージョンのサイズの合計が 4096エントリより小さくなる必要があります。変
更中は、4096エントリ未満なのかはソフトウェアではチェックされません。

テンプレートは、保存済みステートのときにのみ変更できます。テンプレートをコミットした後

は編集できません。

コミット済みのユーザー定義テンプレートは、別のユーザー定義テンプレートまたはデフォルト

テンプレートを提供することによって作成済みステートに変更できます。

別のユーザー定義テンプレートを提供するには、次のコマンドを入力します。

hardware profile tcam resource service-template user-defined-template

デフォルトテンプレートを提供するには、次のコマンドを入力します。

no hardware profile tcam resource service-template currently-committed- template

削除

どの保存済みテンプレートも削除できます。テンプレートを削除した後では、そのテンプレート

に関するすべての情報が失われます。コミットしたテンプレートは削除できません。

コミット済みのユーザー定義テンプレートは、別のユーザー定義テンプレートまたはデフォルト

テンプレートを提供することによって作成済みステートに変更できます。

別のユーザー定義テンプレートを提供するには、次のコマンドを入力します。

hardware profile tcam resource service-template user-defined-template

デフォルトテンプレートを提供するには、次のコマンドを入力します。

no hardware profile tcam resource service-template currently-committed- template

Commit

自分のユーザ定義テンプレートまたはソフトウェアで提供されているデフォルトテンプレートは

どれでもコミットできます。テンプレートをコミットするには、commitコマンドを入力し、ス
イッチの再起動を行います。commitコマンドを入力すると、ソフトェアによってテンプレートが
検証されます。検証が成功すると、スイッチを再起動するか確認するメッセージが表示されます。

テンプレート（ユーザー定義またはデフォルト）は、再起動後に適用されます。再起動を選択し

なかった場合、TCAMリージョンへの変更は行われず、コミットされるテンプレートはありませ
ん。

Cisco NX-OSリリース 9.3(3)以降では、テンプレートをコミットすると、実行コンフィギュレー
ションをスタートアップコンフィギュレーションにコピーしてスイッチをリブートするかどうか

を確認するプロンプトが表示されます。続行に同意すると、次のことが行われます。

•コミットしたテンプレートがスタートアップコンフィギュレーションに保存されます。

•スイッチが再起動します。
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•コミットしたテンプレートがソフトウェアによって使用されます。

•テンプレートが実行中ステートに移行します。

Cisco NX-OSリリース 9.3(3)より前では、テンプレートをコミットした後、システムは自動では
再起動せず commitコマンドの出力にメッセージが表示され、コミットしたテンプレートを有効
にするためにスイッチを再起動するか尋ねられます。

（注）

コミットされていないTCAMプロファイルを含むバックアップコンフィギュレーションから、書
き込み消去、リロード、および実行コンフィギュレーションのコピーを実行すると、次のことが

発生します。

1. TCAMプロファイルがコミットされると、スイッチはプロンプトなしで自動的にリロードし
ます。

2. TCAMカービング CLIの後の設定は適用されません。

3. コミットされた TCAMプロファイルで設定を復元するには、バックアップコンフィギュレー
ションを実行コンフィギュレーションに再度コピーする必要があります。ただし、TCAMカー
ビングプロファイルはすでにコミットされているため、スイッチのリロードはありません。

新しいコミットされた TCAMプロファイルが原因でスイッチがリロードされると、show system
reset-reasonコマンドは、次に示すようにリロードの理由を表示します。

switch# show system reset-reason
----- reset reason for Supervisor-module 1 (from Supervisor in slot 1) ---
1) At 302777 usecs after Sun Jan 20 22:02:37 2019

Reason: Reload due to change in TCAM service-template
Service:
Version: 9.3(3)

2) At 314447 usecs after Sun Jan 20 21:52:58 2019
Reason: Reset Requested by CLI command reload
Service:
Version: 9.3(3)

3) At 20142 usecs after Sun Jan 20 21:27:33 2019
Reason: Reset Requested by CLI command reload
Service:
Version: 9.3(3)

スイッチを再起動後、コミットされたテンプレートが Cisco Nexusサーバー上のすべての ASICに
適用されます。Cisco Nexusデバイス上の別の ASICに別のテンプレートをコミットできません。
各テンプレートの各リージョンのサイズを指定したすべての保存済みテンプレートおよびコミッ

ト済みテンプレートは実行コンフィギュレーションに表示されます。

テンプレートがコミットされたとき、以下がチェックされます。

1. TCAM内のすべてのリージョンの合計サイズは 4096エントリです。

2. 各リージョンのサイズは TCAM内に収まります。どの時点でも、TCAMリージョンに対して
常に実行サイズがあります。実行サイズ（ハードウェアTCAM内の現在のサイズ）は、コミッ
トされ実行テンプレートとして現在使用されているデフォルトまたはユーザ定義テンプレート
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のどちらかによって定義されます。現在コミットされているテンプレート内のリージョンのサ

イズを現在の実行サイズから増やす場合は、リージョンのサイズを増やすために使用可能な現

在のリージョンの外部に未使用のエントリ（他のどのリージョンにも割り当てられていないエ

ントリ）が十分にあるかチェックされます。現在コミットされているテンプレート内のリー

ジョンのサイズを現在の実行サイズから減らす場合は、TCAMリージョンのサイズを減らす
ために開放できるエントリがリージョン内に十分にあるか判断するためにチェックされます。

テンプレート内のリージョンのサイズを減らすすべての変更は、そのテンプレート内のリー

ジョンのサイズを増やす変更の前に完了します。

3. sup-regionのすべての機能をサポートするためにソフトウェアで 256エントリを必要とするた
め、スーパーバイザリージョンのサイズは 256エントリより小さく変更できません。

4. 256エントリが使用可能でも、スーパーバイザリージョンのデフォルトサイズは 128エント
リです。TCAMカービングにより、128エントリをさらに使用できます。sup-regionの値を
128、192、または 256に変更するには、CLIで supキーワードを使用できます。

5. スーパーバイザリージョンおよびスパンリージョンではハードウェアは 256エントリより多
くはサポートしません。このチェックは検査過程で実施されます。

これらすべてのチェックを通過した場合、そのテンプレートをコミットでき、再起動してテンプ

レートを適用するかを確認するプロンプトが表示されます。

これらのチェックが失敗した場合、コミットが失敗しテンプレートは保存済みステートに戻りま

す。コミットが失敗した場合、commitコマンドの出力に失敗の原因が表示されます。

デフォルトテンプレートは変更または削除できません。このテンプレートは、保存済みからコ

ミット済み、コミット済みから保存済みへ移行のみが可能です。デフォルトテンプレートがコ

ミットされた場合、実行コンフィギュレーションには表示されません。デフォルトテンプレート

を適用するには、現在の実行テンプレートを使用して no commitコマンドを入力してください。
このコマンドを入力すると、テンプレートをコミットするときに実行されるのと同じ検証チェッ

クが実行されます。すべての検証が成功すると、スイッチを再起動するか確認するメッセージが

表示されます。再起動に同意すると、テンプレートがスタートアップコンフィギュレーションに

保存されシステムが再起動します。再起動後、デフォルトテンプレートが適用されます。スター

トアップコンフィギュレーションには、再起動前にコミットしたコミット済みテンプレートがあ

ります。再起動後に、スタートアップコンフィギュレーションのテンプレートが使用されます。

スタートアップコンフィギュレーションにコミット済みテンプレートがない場合、デフォルトテ

ンプレートが使用されます。

テンプレート管理コマンドを入力して、TCAMカービングテンプレートを作成および管理できま
す。このテンプレートベース TCAMカービング CLIは config-syncでサポートされます。テンプ
レートの作成のみが config-sync内部でサポートされます。テンプレートコミットは、config-sync
コンテクストの外部でスイッチごとに別々に実施する必要があります。

テンプレートの削除

テンプレートを作成後、そのテンプレートを削除できます。削除は、そのテンプレートに関する

すべての情報をソフトウェアから取り除きます。
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手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# no hardware profile tcam resource template template-name

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalStep 1

ユーザー定義テンプレートを削除します。switch(config)# no hardware profile tcam resource
template template-name

Step 2

保存済みのテンプレートだけが削除できます。コミッ

ト済み/実行中のテンプレートは削除できません。実
行コンフィギュレーションに記述されているテンプ

レートは（スタートアップコンフィギュレーション

も同様）削除できません。他のどんなユーザ定義テ

ンプレートも保存済みのステータスにあれば削除で

きます。デフォルトテンプレートは削除できません。

例

次に、テンプレートを削除する例を示します

switch# configure terminal
switch(config)# no hardware profile tcam resource template qos-template

ユーザー定義テンプレートに関する情報

デフォルトテンプレートに加えて最大 16個のテンプレートを作成できます（つまり、同時に 17
個のテンプレートを保持できるということです）。希望の 3値連想メモリ（TCAM）リージョン
にどんなサイズでも設定できます。

各テンプレートで、次の操作を実行できます。

•作成（Create）

•変更

•削除

• Commit

各テンプレートは、次のうちのいずれかのステータスになっています。

•保存済み

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS SAN Switching Configuration Guide, Release 10.5(x)
63

FCoEの設定

ユーザー定義テンプレートに関する情報



•コミット型

作成（Create）

テンプレートを作成する場合、TCAMリージョンのサイズはデフォルト値に初期化されます。テ
ンプレートを作成する場合、テンプレートはデフォルトでは保存済みステートになっています。

テンプレートを作成すると、これを変更してどのTCAMリージョンのサイズも変更できます。各
TCAMブロックのサイズは 64エントリのため、リージョンのサイズは 64の倍数で設定する必要
があります。入力した値が 64の倍数でなかった場合、値を再入力するように求めるエラーメッ
セージが表示されます。

変更

すべての保存済みテンプレートを編集してどのTCAMリージョンのサイズでも変更できますが、
どの TCAMのリージョンのサイズも 0に設定することはできません。編集中、入力したサイズが
64の境界線にあるかがソフトウェアによってチェックされます。テンプレートを変更する場合、
すべての TCAMリージョンのサイズの合計が 4096エントリより小さくなる必要があります。変
更中は、4096エントリ未満なのかはソフトウェアではチェックされません。

テンプレートは、保存済みステートのときにのみ変更できます。テンプレートをコミットした後

は編集できません。

コミット済みのユーザー定義テンプレートは、別のユーザー定義テンプレートまたはデフォルト

テンプレートを提供することによって作成済みステートに変更できます。

別のユーザー定義テンプレートを提供するには、次のコマンドを入力します。

hardware profile tcam resource service-template user-defined-template

デフォルトテンプレートを提供するには、次のコマンドを入力します。

no hardware profile tcam resource service-template currently-committed- template

削除

どの保存済みテンプレートも削除できます。テンプレートを削除した後では、そのテンプレート

に関するすべての情報が失われます。コミットしたテンプレートは削除できません。

コミット済みのユーザー定義テンプレートは、別のユーザー定義テンプレートまたはデフォルト

テンプレートを提供することによって作成済みステートに変更できます。

別のユーザー定義テンプレートを提供するには、次のコマンドを入力します。

hardware profile tcam resource service-template user-defined-template

デフォルトテンプレートを提供するには、次のコマンドを入力します。

no hardware profile tcam resource service-template currently-committed- template

Commit

自分のユーザ定義テンプレートまたはソフトウェアで提供されているデフォルトテンプレートは

どれでもコミットできます。テンプレートをコミットするには、commitコマンドを入力し、ス

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS SAN Switching Configuration Guide, Release 10.5(x)
64

FCoEの設定

ユーザー定義テンプレートに関する情報



イッチの再起動を行います。commitコマンドを入力すると、ソフトェアによってテンプレートが
検証されます。検証が成功すると、スイッチを再起動するか確認するメッセージが表示されます。

テンプレート（ユーザー定義またはデフォルト）は、再起動後に適用されます。再起動を選択し

なかった場合、TCAMリージョンへの変更は行われず、コミットされるテンプレートはありませ
ん。

Cisco NX-OSリリース 9.3(3)以降では、テンプレートをコミットすると、実行コンフィギュレー
ションをスタートアップコンフィギュレーションにコピーしてスイッチをリブートするかどうか

を確認するプロンプトが表示されます。続行に同意すると、次のことが行われます。

•コミットしたテンプレートがスタートアップコンフィギュレーションに保存されます。

•スイッチが再起動します。

•コミットしたテンプレートがソフトウェアによって使用されます。

•テンプレートが実行中ステートに移行します。

Cisco NX-OSリリース 9.3(3)より前では、テンプレートをコミットした後、システムは自動では
再起動せず commitコマンドの出力にメッセージが表示され、コミットしたテンプレートを有効
にするためにスイッチを再起動するか尋ねられます。

（注）

コミットされていないTCAMプロファイルを含むバックアップコンフィギュレーションから、書
き込み消去、リロード、および実行コンフィギュレーションのコピーを実行すると、次のことが

発生します。

1. TCAMプロファイルがコミットされると、スイッチはプロンプトなしで自動的にリロードし
ます。

2. TCAMカービング CLIの後の設定は適用されません。

3. コミットされた TCAMプロファイルで設定を復元するには、バックアップコンフィギュレー
ションを実行コンフィギュレーションに再度コピーする必要があります。ただし、TCAMカー
ビングプロファイルはすでにコミットされているため、スイッチのリロードはありません。

新しいコミットされた TCAMプロファイルが原因でスイッチがリロードされると、show system
reset-reasonコマンドは、次に示すようにリロードの理由を表示します。

switch# show system reset-reason
----- reset reason for Supervisor-module 1 (from Supervisor in slot 1) ---
1) At 302777 usecs after Sun Jan 20 22:02:37 2019

Reason: Reload due to change in TCAM service-template
Service:
Version: 9.3(3)

2) At 314447 usecs after Sun Jan 20 21:52:58 2019
Reason: Reset Requested by CLI command reload
Service:
Version: 9.3(3)

3) At 20142 usecs after Sun Jan 20 21:27:33 2019
Reason: Reset Requested by CLI command reload
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Service:
Version: 9.3(3)

スイッチを再起動後、コミットされたテンプレートが Cisco Nexusサーバー上のすべての ASICに
適用されます。Cisco Nexusデバイス上の別の ASICに別のテンプレートをコミットできません。
各テンプレートの各リージョンのサイズを指定したすべての保存済みテンプレートおよびコミッ

ト済みテンプレートは実行コンフィギュレーションに表示されます。

テンプレートがコミットされたとき、以下がチェックされます。

1. TCAM内のすべてのリージョンの合計サイズは 4096エントリです。

2. 各リージョンのサイズは TCAM内に収まります。どの時点でも、TCAMリージョンに対して
常に実行サイズがあります。実行サイズ（ハードウェアTCAM内の現在のサイズ）は、コミッ
トされ実行テンプレートとして現在使用されているデフォルトまたはユーザ定義テンプレート

のどちらかによって定義されます。現在コミットされているテンプレート内のリージョンのサ

イズを現在の実行サイズから増やす場合は、リージョンのサイズを増やすために使用可能な現

在のリージョンの外部に未使用のエントリ（他のどのリージョンにも割り当てられていないエ

ントリ）が十分にあるかチェックされます。現在コミットされているテンプレート内のリー

ジョンのサイズを現在の実行サイズから減らす場合は、TCAMリージョンのサイズを減らす
ために開放できるエントリがリージョン内に十分にあるか判断するためにチェックされます。

テンプレート内のリージョンのサイズを減らすすべての変更は、そのテンプレート内のリー

ジョンのサイズを増やす変更の前に完了します。

3. sup-regionのすべての機能をサポートするためにソフトウェアで 256エントリを必要とするた
め、スーパーバイザリージョンのサイズは 256エントリより小さく変更できません。

4. 256エントリが使用可能でも、スーパーバイザリージョンのデフォルトサイズは 128エント
リです。TCAMカービングにより、128エントリをさらに使用できます。sup-regionの値を
128、192、または 256に変更するには、CLIで supキーワードを使用できます。

5. スーパーバイザリージョンおよびスパンリージョンではハードウェアは 256エントリより多
くはサポートしません。このチェックは検査過程で実施されます。

これらすべてのチェックを通過した場合、そのテンプレートをコミットでき、再起動してテンプ

レートを適用するかを確認するプロンプトが表示されます。

これらのチェックが失敗した場合、コミットが失敗しテンプレートは保存済みステートに戻りま

す。コミットが失敗した場合、commitコマンドの出力に失敗の原因が表示されます。

デフォルトテンプレートは変更または削除できません。このテンプレートは、保存済みからコ

ミット済み、コミット済みから保存済みへ移行のみが可能です。デフォルトテンプレートがコ

ミットされた場合、実行コンフィギュレーションには表示されません。デフォルトテンプレート

を適用するには、現在の実行テンプレートを使用して no commitコマンドを入力してください。
このコマンドを入力すると、テンプレートをコミットするときに実行されるのと同じ検証チェッ

クが実行されます。すべての検証が成功すると、スイッチを再起動するか確認するメッセージが

表示されます。再起動に同意すると、テンプレートがスタートアップコンフィギュレーションに

保存されシステムが再起動します。再起動後、デフォルトテンプレートが適用されます。スター

トアップコンフィギュレーションには、再起動前にコミットしたコミット済みテンプレートがあ

ります。再起動後に、スタートアップコンフィギュレーションのテンプレートが使用されます。
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スタートアップコンフィギュレーションにコミット済みテンプレートがない場合、デフォルトテ

ンプレートが使用されます。

テンプレート管理コマンドを入力して、TCAMカービングテンプレートを作成および管理できま
す。このテンプレートベース TCAMカービング CLIは config-syncでサポートされます。テンプ
レートの作成のみが config-sync内部でサポートされます。テンプレートコミットは、config-sync
コンテクストの外部でスイッチごとに別々に実施する必要があります。

TCAMカービング設定の確認
TCAMカービングの設定情報を表示するには、次のいずれかのコマンドを入力します。

目的コマンド

すべてのテンプレートを表示します。show hardware profile tcam resource template

ユーザー定義テンプレートを表示します。show hardware profile tcam resource template
name template-name

デフォルトテンプレートを表示します。show hardware profile tcam resource template
default

FCoE設定の確認
FCoEの設定情報を確認するには、次のうちいずれかの作業を行います。

目的コマンド

FCoEがスイッチでイネーブルになっているかどうかを
表示します。

switch# show fcoe

FCoEデータベースの内容を表示します。switch# show fcoe database

個々のインターフェイスまたはすべてのインターフェ

イスに関する FCoE設定を表示します。
switch# show interface [interface number]
fcoe

キューの設定および統計情報を表示します。switch# show queuing interface[interface
slot/port]

1つまたはすべてのインターフェイスのポリシーマッ
プ設定を表示します。

switch# show policy-map interface[interface
number]

次の例は、FCoE機能が有効になっているかどうかを確認する方法を示したものです。
switch# show fcoe

Global FCF details

FCF-MAC is 00:0d:ec:6d:95:00

FC-MAP is 0e:fc:00
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FCF Priority is 128

FKA Advertisement period for FCF is 8 seconds

次に、FCoEデータベースを表示する例を示します。
switch# show fcoe database

-------------------------------------------------------------------------------

INTERFACE FCID PORT NAME MAC ADDRESS

-------------------------------------------------------------------------------

vfc3 0x490100 21:00:00:1b:32:0a:e7:b8 00:c0:dd:0e:5f:76

次の例は、あるインターフェイスの FCoE設定を表示する方法を示したものです。
switch# show interface ethernet 1/37 fcoe

Ethernet1/37 is FCoE UP

vfc3 is Up

FCID is 0x490100

PWWN is 21:00:00:1b:32:0a:e7:b8

MAC addr is 00:c0:dd:0e:5f:76
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C H A P T E R 6
Configuring Long-distance Over FCoE

• Configuring Long-distance Over FCoE, on page 69
• Configurations for Different Types of Policies, on page 70
• Configuration Examples of Policy Applied to Ethernet Interfaces, on page 72
• Verifying Configuration of Long-Distance Over FCoE, on page 72

Configuring Long-distance Over FCoE
N9K-C93180YC-FX supports long distance (up to 10 kilometers) on FCoE ISLs. The support is applicable
on 10G, 25G, and 40G speeds. For line rate traffic without drops, the ingress buffer sizes and pause/resume
thresholds need to be increased on long-distance ISLs. This can be achieved by applying custom long-distance
FCoE policies to the ISL ports. The default FCoE-related system level network-qos and queuing policies
allocate fixed ingress buffer sizes and pause/resume thresholds to all Ethernet ports. To facilitate the increase
of ingress buffer allocation for long-distance ISLs, it may be required to decrease the ingress buffer allocation
for a few Ethernet ports by using custom short distance FCoE policies.

It is recommended to use FCoE long distance ISLs only for SAN traffic.Note

Table 4: FCoE Long Distance Across Different Speeds

DistanceSpeed

10 Km10G

10 Km25G

10 Km40G
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• Ingress buffer allocation for Ethernet ports that are not bound to VFC or for Ethernet ports bound to VFC
(with short distance requirements, that is less than 100 meters) can be decreased by using the custom
short distance FCoE policies.

• When policy is changed on ports running traffic, there will be momentary drop in traffic.

• If ingress buffer allocation failure happens for an Ethernet port, shut/no shut has to be executed on the
port after the ingress buffer is made available for the Ethernet port to come up.

Note

Configurations for Different Types of Policies
Configurations vary for different types of policies, that is, default system level policy and interface level
custom policies for different speeds, as follows:

• Default System Level Policy for FCoE

switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type network-qos default-fcoe-nq-policy
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing input default-fcoe-in-que-policy
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing output default-fcoe-out-policy

The default settings for system level policy for FCoE are as follows:

• Buffer-size - 104000

• Pause-threshold - 20800

• Resume-threshold - 19136

• Interface Level Custom Policies for Different Speeds

Custom policies for long distance that need to be applied to Ethernet port/port channel bound to
VFC/VFC-PO ISLs with long distance support are as follows:

• Long Distance Policy for 10G ISLs

switch(config)# policy-map type queuing ld_10G_fcoe_in_que_policy
switch(config-pmap-que)# class type queuing c-in-q1
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 90
switch(config-pmap-c-que)# pause buffer-size 166400 pause-threshold 20800
resume-threshold 19136
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-in-q-default
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 10
switch(config-pmap-c-que)

switch(config)# policy-map type queuing ld_10G_fcoe_in_que_policy
switch(config-pmap-que)# class type queuing c-in-q1
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 90
switch(config-pmap-c-que)# pause buffer-size 291200 pause-threshold 145600
resume-threshold 143936
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-in-q-default
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 10

• Long Distance Policy for 25G ISLs

switch(config)# policy-map type queuing ld_25G_fcoe_in_que_policy
switch(config-pmap-que)# class type queuing c-in-q1
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switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 90
switch(config-pmap-c-que)# pause buffer-size 384800 pause-threshold 20800
resume-threshold 19136
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-in-q-default
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 10
switch(config-pmap-c-que)#

switch(config)# policy-map type queuing ld_25G_fcoe_in_que_policy
switch(config-pmap-que)# class type queuing c-in-q1
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 90
switch(config-pmap-c-que)# pause buffer-size 728000 pause-threshold 364000
resume-threshold 362336
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-in-q-default
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 10
switch(config-pmap-c-que)#

• Long Distance Policy for 40G ISLs

switch(config)# policy-map type queuing ld_40G_fcoe_in_que_policy
switch(config-pmap-que)# class type queuing c-in-q1
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 90
switch(config-pmap-c-que)# pause buffer-size 728000 pause-threshold 78208
resume-threshold 76544
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-in-q-default
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 10
switch(config-pmap-c-que)#

switch(config)# policy-map type queuing ld_40G_fcoe_in_que_policy
switch(config-pmap-que)# class type queuing c-in-q1
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 90
switch(config-pmap-c-que)# pause buffer-size 1299584 pause-threshold 649792
resume-threshold 648128
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-in-q-default
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 10
switch(config-pmap-c-que)#

Custom Policy for Ingress Buffer Size and Pause/Resume Thresholds

If sufficient buffers are not available to bring up long-distance ports, then fine tuning the buffers allocated to
any 10G/25G Ethernet ports (with short distance requirements, that is, less than 100 meters) using default
policies is required. If sufficient buffers are not available to bring up long-distance ports, a buffer allocation
failure message appears. A sample buffer allocation failure message is as follows:
switch(config-if)# interface ethernet1/8
switch(config-if)# service-policy type queuing input ld_10G_fcoe_in_que_policy
switch(config-if)# no shutdown
2022 Oct 31 07:39:21 HW1 %$ VDC-1 %$ %ACLQOS-SLOT1-2-ACLQOS_FAILED: ACLQOS failure: Ingress
buffer allocation failed for interface Ethernet1/8

Create a custom policy to free up the required buffers and apply it to the existing Ethernet ports or to Ethernet
ports bound for VFC that is used for short distance connectivity.
switch(config)# policy-map type queuing 100m_fcoe_in_que_policy
switch(config-pmap-que)# class type queuing c-in-q1
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 50
switch(config-pmap-c-que)# pause buffer-size 41600 pause-threshold 20800 resume-threshold
19136
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-in-q-default
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 50
switch(config-pmap-c-que)#

Required number of Ethernet Ports to Reduce Ingress Buffers on per Long Distance FCoE ISL
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The following table displays the number of Ethernet ports needing an ingress buffer size reduction to
accommodate a single long distance FCoE ISL of a given speed.

Table 5: Recommendation to Reduce Ingress Buffer Size

RecommendationSpeed

Apply 100m_fcoe_in_que_policy on one 10G/25G
port

10G long distance ISL

Apply 100m_fcoe_in_que_policy on five 10G/25G
ports

25G long distance ISL

Apply 100m_fcoe_in_que_policy on nine 10G/25G
ports

40G long distance ISL

Configuration Examples of Policy Applied to Ethernet Interfaces
The following section includes configuration examples of policy applied to Ethernet interfaces for enabling
10G, 25G and 40G FCoE long distance ISLs.
switch(config)# interface ethernet 1/1
switch(config-if)# service-policy type queuing input ld_10G_fcoe_in_que_policy
switch(config-if)#

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# service-policy type queuing input ld_25G_fcoe_in_que_policy
switch(config-if)#

switch(config)# interface ethernet 1/3
switch(config-if)# service-policy type queuing input ld_40G_fcoe_in_que_policy
switch(config-if)#

switch(config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# service-policy type queuing input 100m_fcoe_in_que_policy
switch(config-if)#

Verifying Configuration of Long-Distance Over FCoE
To display configuration information about long-distance over FCoE, perform one of the following tasks:

PurposeCommand

Displays the allocated ingress buffer availability and
pause/resume thresholds.

show queuing interface eth eth port

Displays the information about configuration.show running-config interface ethernet eth port
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第 7 章

ファイバチャネルインターフェイスの構成
0

この章は、次の内容で構成されています。

•ファイバチャネルインターフェイスについて（73ページ）
•ファイバチャネルインターフェイスについて（73ページ）
•ファイバチャネルインターフェイスの構成0（96ページ）
•ファイバチャネルインターフェイスのグローバル属性の設定（112ページ）
•ファイバチャネルインターフェイスの確認（115ページ）
•ファイバチャネルインターフェイスのデフォルト設定, on page 118
•ファイバチャネルインターフェイスの構成0（119ページ）

ファイバチャネルインターフェイスについて

ファイバチャネルインターフェイスについて

仮想ファイバチャネルインターフェイス

Fibre Channel over Ethernet（FCoE）カプセル化により、物理イーサネットケーブルでファイバチャ
ネルとイーサネットトラフィックを同時に伝送できます。Cisco Nexusデバイスでは、FCoE対応
の物理イーサネットインターフェイスは、1つの仮想のファイバチャネル（vFC）インターフェ
イスのトラフィックを伝送できます。

vFCインターフェイスは、Cisco NX-OSの他のインターフェイスと同様に、設定やステータスな
どのプロパティを持つ、操作可能なオブジェクトです。ネイティブファイバチャネルインター

フェイスと vFCインターフェイスは、同じ CLIコマンドを使用して設定します。

次の機能は、仮想ファイバチャネルインターフェイスではサポートされません。

• SANポートチャネル

• SPAN宛先を vFCインターフェイスにすることはできません。

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS SAN Switching Configuration Guide, Release 10.5(x)
73



• Buffer-to-Buffer credit（BB_credit）

• Exchange Link Parameter（ELP）

•物理属性の設定（速度、レート、モード、トランスミッタ情報、MTUサイズ）

•ポートトラッキング

VFポート

vFCインターフェイスは、常にトランクモードで実行されます。それ以外では、どのモードでも
動作しません。vFCインターフェイスでは、switchport trunk allowed vsanコマンドを使用して
vFCの許可 VSANを設定できます（FC TFおよび TEポートと類似）。ホストに接続されている
vFCインターフェイスの場合、ログイン（FLOGI）をサポートする VSANはポート VSANだけで
す。VFポートを設定する switchport trunk allowed vsanコマンドをインターフェイスモードで使
用し、このような vFCインターフェイスの許可VSANをポートVSANに制限することを推奨しま
す。

160 vFCインターフェイスのサポートが含まれます。

Cisco Nexusデバイスは、vFC VSAN割り当てとグローバルな VLAN-to-VSANマッピングテーブ
ルにより、VFポートに対して適切な VLANを選択できます。

10G-FEXインターフェイス経由のVFポートのサポートは、各ファブリックエクステンダがCisco
Nexusデバイスに直接接続する、Cisco Nexusファブリックエクステンダストレート型トポロジで
のみサポートされます。

VEポート

仮想 Eポート（VEポート）は、非ファイバチャネルリンク上の Eポートをエミュレートする
ポートです。Fibre Channel Forwarder（FCF）間の VEポート接続は、ポイントツーポイントリン
ク上でサポートされます。このリンクは、個々のイーサネットインターフェイス、またはイーサ

ネットポートチャネルインターフェイスのメンバーです。FCFが接続された各イーサネットイ
ンターフェイスに、vFCインターフェイスを作成し、バインドする必要があります。インターフェ
イスモードで switchport mode Eコマンドを使用して、vFCインターフェイスをVEポートとして
設定します。

VEポートに関する注意事項は次のとおりです。

• vFCで autoモードはサポートされません。

• VEポートトランキングは、FCoE対応 VLAN上でサポートされます。

• MACアドレスにバインドされている VEポートインターフェイスはサポートされません。

•デフォルトでは、VEポートはトランクモードで有効になります。

VEポート上に複数の VSANを構成できます。VEポートの VSANに対応する FCoE VLAN
を、バインドしたイーサネットインターフェイスに構成する必要があります。
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•スパニングツリープロトコルは、vFCインターフェイスがバインドされたすべてのインター
フェイスの FCoE VLAN上で無効になります。これには、VEポートがバインドされたイン
ターフェイスが含まれます。

特定の FCFとピア FCF間でサポートされる VEポートペアの数は、ピア FCFの FCF-MACアド
バタイジング機能に依存します。

•ピア FCFがそのすべてのインターフェイス上で同じ FCF-MACアドレスをアドバタイズする
場合、1つの VEポート上で FCFをピア FCFに接続できます。このようなトポロジでは、冗
長性のために 1つのポートチャネルインターフェイスを使用することを推奨します。

•ピア FCFが複数の FCF-MACアドレスをアドバタイズする場合、VEポート構成制限テーブ
ルの制限が適用されます。

vPCトポロジの VEポート

vPCトポロジの VEポートに関する注意事項は次のとおりです。

• LANトラフィック用の vPC上で接続された FCF間の FCoE VLANには、専用リンクが必要で
す。

• FCoE VLANはスイッチ間の vPCインターフェイス上に設定しないでください。

• FCoEペイロードサイズが 2112より大きい場合、VEポートは輻輳中にフラップする可能性
があります。

FSPFパラメータ

FSPFは、VSANで起動されると、VEポート上で VSAN単位で動作します。vFCインターフェイ
スのデフォルトの FSPFコスト（メトリック）は、10 Gbps単位の帯域幅です。イーサネットポー
トチャネルにバインドされた VEポートの場合、FSPFコストは動作可能なメンバーポートの数
に基づいて調整されます。

VEポート設定の制限

プラットフォームインターフェ

イスタイプ FEXN9K-C93180YC-FXN9K-C93360YC-FX2N9K-C9336C-FX2-E

サポート対象

外

8（最大値）8（最大値）8（最大値）イーサネット

ポートチャネ

ルインター

フェイスにバ

インドされて

いる vFC（VE
および VF）
ポート
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VNPポート

FCoE NPVブリッジから FCFへの接続は、ポイントツーポイントリンク上でのみサポートされま
す。このリンクは、個々のイーサネットインターフェイス、またはイーサネットポートチャネル

インターフェイスのメンバーです。FCFが接続された各イーサネットインターフェイスに、vFC
インターフェイスを作成し、バインドする必要があります。これらの vFCインターフェイスは、
VNPポートとして設定する必要があります。VNPポートでは、FCoE NPVブリッジが、それぞれ
固有の eNode MACアドレスが付いた複数の eNodeを持つ FCoE対応ホストをエミュレートしま
す。MACアドレスにバインドされる VNPポートインターフェイスはサポートされません。デ
フォルトでは、VNPポートはトランクモードでイネーブルになります。VNPポートには、複数
の VSANを設定できます。VNPポート VSANに対応する FCoE VLANを、バインドしたイーサ
ネットインターフェイスに設定する必要があります。

スパニングツリープロトコル（STP）は、VNPポートがバインドされたインターフェイス上の
FCoE VLANでは自動的にディセーブルになります。

インターフェイスモード

スイッチ内の各物理ファイバチャネルインターフェイスは、複数のポートモード（Eモード、
TEモード、Fモード、および TFモードおよび TNPモード）のうちのいずれかで動作します。物
理ファイバチャネルインターフェイスを Eポートまたは Fポート、Fポート、または SDポート
として設定できます。インターフェイスを autoモードに設定することもできます。ポートタイプ
は、インターフェイスの初期化中に判別されます。

NPVモードでは、ファイバチャネルインターフェイスは Fモード、または SDモードで動作しま
す。NPモード、Fモード、SDモードで動作します。

仮想ファイバチャネルインターフェイスは Eモードまたは Fモードで設定できます。

デフォルトでは、インターフェイスには VSAN 1が自動的に割り当てられます。

各インターフェイスには、管理設定と動作ステータスが対応付けられています。

•管理設定は、修正を加えない限り変更されません。この設定には、管理モードで設定できる
各種の属性があります。

•動作ステータスは、インターフェイス速度のような指定された属性の現在のステータスを表
します。このステータスは変更できず、読み取り専用です。インターフェイスがダウンの状

態のときは、値の一部（たとえば、動作速度）が有効にならない場合があります。

Eポート

拡張ポート（Eポート）モードでは、インターフェイスがファブリック拡張ポートとして機能し
ます。このポートを別の Eポートに接続し、2つのスイッチ間でスイッチ間リンク（ISL）を作成
できます。Eポートはフレームをスイッチ間で伝送し、ファブリックを設定および管理できるよ
うにします。リモート Nポート宛てフレームのスイッチ間コンジットとして機能します。Eポー
トは、クラス 3およびクラス Fサービスをサポートします。

別のスイッチに接続された Eポートも、SANポートチャネルを形成するように設定できます。
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Related Topics

SANポートチャネルの設定, on page 135

Fポート

ファブリックポート（Fポート）モードでは、インターフェイスがファブリックポートとして機
能します。このポートは、ノードポート（Nポート）として動作する周辺装置（ホストまたは
ディスク）に接続できます。Fポートは、1つのNポートだけに接続できます。Fポートはクラス
3サービスをサポートします。

NPポート

スイッチが NPVモードで動作しているとき、スイッチをコアネットワークスイッチに接続する
インターフェイスは NPポートとして設定されます。NPポートは Nポートと同様に動作します
が、複数の物理 Nポートに対するプロキシとして機能します。

Related Topics

Nポートバーチャライゼーションの設定

TEポート

トランキングEポート（TEポート）モードでは、インターフェイスがトランキング拡張ポートと
して機能します。別の TEポートに接続し、2つのスイッチ間で Extended ISL（EISL）を作成しま
す。TEポートは別の Cisco Nexusデバイススイッチまたは Cisco MDS 9000ファミリスイッチに
接続します。Eポートの機能を拡張して、次の内容をサポートします。

• VSANトランキング

•ファイバチャネルトレース（fctrace）機能

TEポートモードでは、すべてのフレームが VSAN情報を含む EISLフレームフォーマットで送
信されます。相互接続されたスイッチはVSAN IDを使用して、1つまたは複数のVSANからのト
ラフィックを同一の物理リンク上で多重化します。この機能は、Cisco NexusデバイスではVSAN
トランキングと呼ばれます。TEポートは、クラス 3およびクラス Fサービスをサポートします。

Related Topics

VSANトランキングの設定

TFポート

スイッチが NPVモードで動作しているとき、スイッチをコアネットワークスイッチに接続する
インターフェイスは NPポートとして設定されます。NPポートは Nポートと同様に動作します
が、複数の物理 Nポートに対するプロキシとして機能します。

トランキングFポート（TFポート）モードでは、インターフェイスがトランキング拡張ポートと
して機能します。トランキングした別のNポート（TNポート）またはNPポート（TNPポート）
に接続して、コアスイッチと NPVスイッチまたは HBAの間のリンクを作成し、タグ付きフレー
ムを伝送できます。TFポートは、Fポートの機能を拡張して、VSANトランキングをサポートし
ます。
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TFポートモードでは、すべてのフレームが、VSAN情報を含む EISLフレームフォーマットで送
信されます。相互接続されたスイッチはVSAN IDを使用して、1つまたは複数のVSANからのト
ラフィックを同一の物理リンク上で多重化します。この機能は、Cisco NexusデバイスではVSAN
トランキングと呼ばれます。TFポートは、クラス 3およびクラス Fサービスをサポートします。

TNPポート

トランキング NPポート（TNPポート）モードでは、インターフェイスがトランキング拡張ポー
トとして機能します。トランキングされたFポート（TFポート）にTNPポートを接続して、NPV
スイッチからコア NPIVスイッチへのリンクを作成することができます。

SDポート

SPAN宛先ポート（SDポート）モードでは、インターフェイスがスイッチドポートアナライザ
（SPAN）として機能します。SPAN機能は、ファイバチャネルインターフェイスを通過するネッ
トワークトラフィックを監視します。このモニタリングは、SDポートに接続された標準ファイ
バチャネルアナライザ（または同様のスイッチプローブ）を使用して行われます。SDポートは
フレームを受信しません。送信元トラフィックのコピーを送信するだけです。SPAN機能は他の
機能に割り込むことなく、SPAN送信元ポートのネットワークトラフィックのスイッチングに影
響しません。

autoモード

autoモードに設定されたインターフェイスは、Eポート、Fポート、TEポート、および TFポー
ト、NPポートおよび TNPポートのいずれかのモードで動作します。ポートモードは、インター
フェイスの初期設定中に決定されます。たとえば、インターフェイスがノード（ホストまたはディ

スク）に接続されている場合、Fポートモードで動作します。インターフェイスがサードパーティ
製のスイッチに接続されている場合、Eポートモードで動作します。インターフェイスが Cisco
Nexusデバイスまたは Cisco MDS 9000ファミリの別のスイッチに接続されている場合、TEポー
トモードで動作できます。

Related Topics

VSANトランキングの設定

インターフェイスの状態

インターフェイスステートは、インターフェイスの管理設定および物理リンクのダイナミックス

テートによって異なります。

管理ステート

管理のステートは、インターフェイスの管理設定を表します。次の表に、管理ステートを示しま

す。
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Table 6:管理ステート

説明管理状

態

インターフェイスはイネーブルです。アップ

インターフェイスはディセーブルです。インターフェイスをシャットダウンして管理上

のディセーブル状態にした場合は、物理リンク層ステートの変更が無視されます。

下へ

動作ステート

動作ステートは、インターフェイスの現在の動作ステートを示します。次の表に、動作ステート

を示します。

Table 7:動作ステート

説明動作状態

インターフェイスは、トラフィックを要求に応じて送受信しています。このステー

トにするためには、インターフェイスが管理上アップの状態、インターフェイス

リンク層ステートがアップの状態で、インターフェイスの初期化が完了している必

要があります。

アップ

インターフェイスが（データ）トラフィックを送信または受信できません。下へ

インターフェイスが TEまたは TFモードで正常に動作しています。トランキン

グ

理由コード

理由コードは、インターフェイスの動作ステートによって異なります。次の表に、動作ステート

の理由コードを示します。

Table 8:インターフェイスステートの理由コード

理由コード運用ステータス管理設

定

なし。アップアップ

管理上ダウンされています。インターフェイスを管理上ダウンの状態

に設定する場合、インターフェイスをディセーブルにします。トラ

フィックが受信または送信されません。

DownDown

次の表を参照してください。ダウン

（Down）
アップ
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管理ステートが upで、動作ステートが downの場合、理由コードは、動作不能理由コードに基づ
いて異なります。次の表に、動作不能ステートの理由コードを示します。

表に示されている理由コードは一部だけです。Note

Table 9:動作不能ステートの理由コード

適用可能な

モード

説明理由コード（長いバージョ

ン）

すべて（All）物理層リンクが正常に動作していません。リンク障害または未接続

すべて（All）Small Form-Factor Pluggable（SFP）ハードウェア
が接続されていません。

SFPがありません

すべて（All）物理層リンクが正常に動作しており、プロトコ

ル初期化が進行中です。

初期化中

ファブリックが現在再設定されています。Reconfigure fabric in progress

初期化を再試行する前に、スイッチソフトウェ

アが指定された R_A_TOV時間待機します。
Offline

インターフェイス VSANが削除されているか、
suspendedステートにあります。

インターフェイスを正常に動作させるには、設

定されたアクティブな VSANにポートを割り当
てます。

非アクティブ

ハードウェア障害が検出されました。ハードウェア障害（Hardware
failure）

エラー条件は、管理上の注意を必要とします。

さまざまな理由でインターフェイスがエラーディ

セーブルになることがあります。次に例を示し

ます。

•設定障害。

•互換性のない BB_credit設定

インターフェイスを正常に動作させるには、ま

ずこのステートの原因となるエラー条件を修正

し、次にインターフェイスを管理上シャットダ

ウンして、さらにまたは、インターフェイスを

イネーブルにします。

エラーディセーブル化
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適用可能な

モード

説明理由コード（長いバージョ

ン）

スイッチにアクティブSANポートチャネルの最
大数がすでに設定されているので、インターフェ

イスは隔離されます。

Isolation because limit of active
port channels is exceeded.

Eポートと TE
ポートのみ

ポートネゴシエーションが失敗しました。ELPが失敗したため、隔離さ
れました

ポートネゴシエーションが失敗しました。ESCが失敗したため、隔離さ
れました

Fibre Channel Domain（fcdomain）のオーバーラッ
プ。

ドメインの重複により隔離さ

れました

割り当てられたドメイン IDが無効です。Isolation due to domain ID
assignment failure

リンクのもう一方の端の Eポートが分離してい
ます。

Isolation due to the other side of
the link E port isolated

ファブリックの再設定によりポートが分離され

ました。

ファブリック再構成が無効な

ため、隔離されました

fcdomain機能がディセーブルです。ドメインマネージャがが無効

なため、隔離されました

ゾーン結合に失敗しました。ゾーンのマージが失敗したた

め、隔離されました

ISLの両端の VSANが異なります。Isolation due to VSAN mismatch

SANポート
チャネルイン

ターフェイス

のみ

SANポートチャネルに所属するインターフェイ
スがダウンの状態です。

port channel administratively
down

SANポートチャネルに所属するインターフェイ
スに互換性のない速度が存在します。

速度に互換性がないため、中

断しました

SANポートチャネルに所属するインターフェイ
スに互換性のないモードが存在します。

モードに互換性がないため、

中断しました

不適切な接続が検出されました。SANポート
チャネルのすべてのインターフェイスが同一の

スイッチのスイッチペアに接続されている必要

があります。

リモートスイッチWWNに互
換性がないため、中断しまし

た
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適用可能な

モード

説明理由コード（長いバージョ

ン）

仮想ファイバ

チャネルイン

ターフェイス

のみ

仮想ファイバチャネルインターフェイスにバイ

ンドされたイーサネットインターフェイスが動

作していません。

Bound physical interface down

仮想ファイバ

チャネルイン

ターフェイス

のみ

仮想ファイバチャネルインターフェイスにバイ

ンドされたイーサネットインターフェイスが、

仮想ファイバチャネルインターフェイスに関連

付けられた VLANに対して STPフォワーディン
グステートではありません。

STP not forwarding in FCoE
mapped VLAN

バッファツーバッファクレジット

BB_creditはフロー制御メカニズムで、ファイバチャネルインターフェイスがフレームをドロッ
プしないようにします。BB_creditは、ホップごとにネゴシエーションします。

BB_creditメカニズムは仮想ファイバチャネルインターフェイスではなく、ファイバチャネルイ
ンターフェイスで使用されます。受信BB_creditでは、ピアへの確認応答を必要とせずに、受信側
の受信バッファの容量が決まります。これは、帯域幅遅延が大きいリンク（遅延が大きい長距離

リンク）で、遅延時間が長い回線レートトラフィックを維持できるようにするうえで重要です。

受信 BB_credit（fcrxbbcredit）値を各ファイバチャネルインターフェイスに設定できます。ほと
んどの場合、デフォルト設定を変更する必要がありません。

仮想ファイバチャネルインターフェイスの場合、BB_creditは使用されません。仮想ファイバー
チャネルインターフェイスは、プライオリティフロー制御と呼ばれるクラスベースの一時停止

メカニズムに基づいたフロー制御を提供します。プライオリティフロー制御

•バッファ間（B2B）クレジットは構成できません。

• 8Gリンクのフィルパターンは IDLEでなければなりません。両方のピアで、8Gリンクのフィ
ルパターンを IDLEに設定する必要があります。コマンド switchport fill-pattern IDLE speed
speedを使用して、Cisco Nexus 9000スイッチでフィルパターンを IDLEに設定します。

switch (config)# interface fc1/1
switch (config-if)# switchport fill-pattern IDLE speed 8000

Note
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受信 BB_credit値は、ポートモードによって異なります。物理ファイバチャネルインターフェイ
スの場合、FモードおよびEモードインターフェイスのデフォルト値は 64です。必要に応じて、
この値を変更できます。最大値は 240です。

受信 B2Bクレジット値は、N9K-C93180YC-FXでは64、N9K-C93360YC-FX2および
N9K-C9336C-FX2-Eでは32です。これは、両方のプラットフォームのすべてのポートモード (F、
E)に適用され、変更できません。

Note

ファイバチャネルのライセンス要件

ファイバチャネルインターフェイスとその機能を使用する前に、正しいライセンスがインストー

ルされていることを確認します。ライセンスの詳細については、このガイドのFC/FCoEの有効化
の章を参照してください。

Storage Protocol Servicesライセンスなしで仮想ファイバチャネルインターフェイスを設定できま
すが、ライセンスがアクティブになるまでこれらのインターフェイスは動作状態になりません。

Note

ファイバチャネルポートライセンスの有効化

ここでは、SANスイッチングのライセンスを有効にする方法について説明します。

始める前に

ポートライセンスを有効にするには、ファイバチャネル（FC）ポートをシャットダウンする必
要があります。

FCポートへの変換については、ユニファイドポートの設定を参照してください。（注）

手順の概要

1. ポートライセンスを有効にします。

手順の詳細

手順

ポートライセンスを有効にします。

例：
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Switch(config)# int fc1/1
Switch(config-if)# port-license acquire

ファイバチャネルの QOS要件
次のタイプのインターフェイスが使用されている場合は、FCoE QoSを設定する必要があります。

•ネイティブ FC - FCの場合
• FCoE - vFCの場合
• FCおよび FCoE - FCおよび vFCの場合

スイッチでイーサネットが設定されていない場合でも、FCoE QoSを追加する必要があります。

次のコマンドは、ネイティブFCまたはFCoE、またはFCとFCoE用に構成する必要があるデフォ
ルトの QoS構成を有効にします。
switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing input fcoe-default-in-policy
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing output fcoe-default-out-policy
switch(config-sys-qos)# service-policy type qos input fcoe-default-in-policy
switch(config-sys-qos)# service-policy type network-qos fcoe-default-nq-policy

QoSの構成による no-dropのサポート
ingress FC/FCoEフレームをマークするには、qos ingressポリシーが使用されます。qos ingressポリ
シーは、FC/FCoEトラフィックを処理するインターフェイスに適用する必要があります（vFCに
バインドされるすべてのイーサネット/ポートチャネルインターフェイスなど）。
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（注）
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ポート qos領域にハードウェア TCAMスペースが予約されていることを確認します。入力 PACL
TCAMしきい値が syslogに表示される場合は常に、TCAMサイズを増やし、スイッチをリロード
します。

この手順は、FCoE NPVが機能するために必須です。

•ポートの ACL領域用に、TCAMスペースを予約します。

他の領域用に予約された TCAMスペースを取得することが必要な場合があります。

•設定を保存します。

•ラインカードまたはスイッチをリロードします。

スイッチをリロードします。

• ACL領域の TCAMスペースを確認します。

• N9K-C93180YC-FX、N9K-C93360YC-FX2、および N9K-C9336C-FX2-Eでの TCAMカービン
グの例：

hardware access-list tcam region ing-racl 1536
hardware access-list tcam region ing-ifacl 256
hardware access-list tcam region ing-redirect 256

• N9K-C92160YC-X、N9K-C9272Q、N9K-C93236C、N9K-C93180YC-EX、または
N9K-C93180YC-FXでの TCAMカービングの例

hardware access-list tcam region ing-racl 1536
hardware access-list tcam region ing-redirect 256

例：

switch# show hardware access-list tcam region |i i ifacl
Ingress PACL [ing-ifacl] size = 256
switch# config

switch(config)# hardware access-list tcam region ing-racl 1536
switch(config)# hardware access-list tcam region ing-ifacl 256
switch(config)# hardware access-list tcam region ing-redirect 256

switch# copy running-config startup-config
switch# reload

switch# show hardware access-list tcam region |i i ifacl
Ingress PACL [ing-ifacl] size = 256

switch# show hardware access-list tcam region | i "IPV4 Port QoS \[qos\] size"
Ingress PACL [ing-ifacl] size = 256
switch# config

switch(config)# hardware access-list tcam region ing-racl 1536
switch(config)# hardware access-list tcam region ing-ifacl 256
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switch(config)# hardware access-list tcam region ing-redirect 256

switch# copy running-config startup-config

switch# reload

switch# show hardware access-list tcam region | i "IPV4 Port QoS \[qos\] size"
Ingress PACL [ing-ifacl] size = 256

FCoE QoSポリシーの設定

• FCoEのデフォルトポリシーには、network-qos、output queuing、input queuingの 4種類があり
ます。

• FCoEデフォルトポリシーをアクティブにするには、feature-set fcoe-npvコマンドを使用して
FCoE-NPV機能を有効にし、no feature-set fcoe-npvコマンドを実行して FCoEデフォルトポ
リシーを削除します。

• no feature-set fcoe-npvを入力する前に、インターフェイスおよびシステムレベルからすべて
の FCoEポリシーを削除します。no feature-set fcoe-npvコマンドは、FCポートが設定されて
いない場合にのみ使用できます。

FCoEのデフォルトポリシーを使用することを推奨します。適用される
すべてのポリシーは、同じタイプ（4qまたは 8qモード）である必要が
あり、システムおよびインターフェイスレベルで明示的に適用または削

除する必要があります。

（注）

• FCoEに対して有効化された active-active FEXトポロジのQoSポリシーを構成するとき、予期
せぬ結果を避けるために、両方の VPCピアの FEX HIFポートで QoSポリシーを構成しなけ
ればなりません。

Active/Active FEXトポロジをサポートするのは、次のものだけです。

• N2K-C2232PP

• N2K-C2348UPQ

• NB22HP

• NB22IBM

（注）

• FCoEトラフィックに異なるキューまたは cos値を使用するには、ユーザー定義のポリシーを
作成します。
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FC/FCoEの QoSポリシーの構成

• FC/FCoEのデフォルトポリシーには、network-qos、output queuing、input queuing、および qos
の 4種類があります。

• FC/FCoEトラフィックに別のキューまたは cos値を使用するには、ユーザー定義のポリシー
を作成します。

•これらの方法の 1つに従って QoSポリシーを構成できます。

•定義済みポリシー：要件に合わせて事前定義されたネットワーク QoSポリシー
（default-fcoe-in-policy）を適用できます。

•デフォルトでは、FCoEに適用されるポリシーはありません。

• QOSポリシーの下での no-statsコマンドの使用は、ネイティブな
ファイバチャネルポートがある場合にのみ必須で、コマンドは

N9K-C93180YC-FXプラットフォームにのみ適用されます。

（注）

•ユーザー定義のポリシー：システム定義ポリシーの 1つに準拠する QoSポリシーを作成
できます。

システム全体の QoSポリシーの設定

FC/FCoEトラフィックを伝送するすべてのインターフェイスについて、ネットワーク QoSポリ
シーと出力/入力キューイングポリシーをシステムレベルで適用し、qosポリシーをインターフェ
イスレベルで適用する必要があります。

（注）

switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing input default-fcoe-in-que-policy
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing output { default-fcoe-8q-out-policy |
default-fcoe-out-policy }
switch(config-sys-qos)# service-policy type network-qos { default-fcoe-8q-nq-policy |
default-fcoe-nq-policy }

ユーザー定義ポリシーの設定例

switch(config)# policy-map type network-qos fcoe_nq
switch(config-pmap-nqos)# class type network-qos c-nq1
switch(config-pmap-nqos-c)# pause pfc-cos 3
switch(config-pmap-nqos-c)# mtu 9216
switch(config-pmap-nqos-c)# class type network-qos c-nq2
switch(config-pmap-nqos-c)# mtu 1500
switch(config-pmap-nqos-c)# class type network-qos c-nq3
switch(config-pmap-nqos-c)# mtu 1500
switch(config-pmap-nqos-c)# class type network-qos c-nq-default
switch(config-pmap-nqos-c)# mtu 1500
switch(config-pmap-nqos-c)# exit
switch(config-pmap-nqos)# exit
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switch(config)#
switch(config)# policy-map type queuing fcoe-in-policy
switch(config-pmap-que)# class type queuing c-in-q1
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 50
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-in-q-default
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 50
switch(config-pmap-c-que)# exit
switch(config)
switch(config)# policy-map type queuing fcoe-out-policy
switch(config-pmap-que)# class type queuing c-out-q3
switch(config-pmap-c-que)# priority level 1
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-out-q-default
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining percent 50
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-out-q1
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining percent 50
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-out-q2
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining percent 0
switch(config-pmap-c-que)# exit
switch(config)#
switch(config)# class-map type qos match-any fcoe
switch(config-cmap-qos)# match protocol fcoe
switch(config-cmap-qos)# match cos 3
switch(config-cmap-qos)# exit
switch(config)#
switch(config)# policy-map type qos fcoe_qos_policy
switch(config-pmap-qos)# class fcoe
switch(config-pmap-c-qos)# set cos 3
switch(config-pmap-c-qos)# set qos-group 1
switch(config-pmap-c-qos)# exit
switch(config-pmap-qos)# exit
switch(config)#
switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing input fcoe-in-policy
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing output fcoe-out-policy
switch(config-sys-qos)# service-policy type network-qos fcoe_nq

QOSポリシーでの set cos 3コマンドは、ネイティブファイバチャネルポートがある場合にのみ必
須で、N9K-C93180YC-FXプラットフォーム、N9K-C93360YC-FX2プラットフォーム、および
N9K-C9336C-FX2-Eにのみ適用されます。他のすべてのCisco Nexus 9000プラットフォームスイッ
チでは、この手順はオプションです。

（注）

FEXが接続されている場合：

•システムレベルおよび HIFポートに QoSポリシーを適用して、FCoEトラフィックのポーズ
フレームを受け入れます。

• FEXがオンラインの場合、8qポリシーはサポートされません。

switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing input policy-name
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing output policy-name
switch(config-sys-qos)# service-policy type network-qos policy-name
switch(config-sys-qos)# service-policy type qos input policy-name

（注）
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FC/FCoEの VFCインターフェイスにバインドされている個々のイーサネット/ポートチャネルイ
ンターフェイスに対し、ingress QoSポリシーを適用します。

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# switchport mode trunk
switch(config-if)# mtu 9216 /* Or maximum allowed value */
switch(config-if)# service-policy type qos input { default-fcoe-in-policy | fcoe_qos_policy
) no-stats
switch(config-if)# exit
switch(config)#

QoSポリシーは、HIFインターフェイスまたは HIFインターフェイスのポートチャネルにアタッ
チする必要があります。

• HIFインターフェイス

interface "HIF port"
service-policy type qos input policy-name

• HIFインターフェイスのポートチャネル

interface port-channel
service-policy type qos input policy-name

（注）

次のプラットフォームは 8qポリシーをサポートしていません。

• Cisco Nexus 9332PQスイッチ

• Cisco Nexus C9372PXスイッチ

• Cisco Nexus C9396PX switch

• Cisco Nexus C9372PX-Eスイッチ

• Cisco Nexus X9536C-Sラインカード

• Cisco Nexus X9564PXラインカード

（注）

• FC/FCoE QoSポリシーの設定

• FC/FCoEのデフォルトポリシーには、ネットワークQoS、出力キューイング、入力キュー
イング、QoSの 4種類があります。

• FCoEデフォルトポリシーをアクティブにするには、feature-set fcoe-npvコマンドを使用
してFCoE-NPV機能を有効にし、no feature-set fcoe-npvコマンドを実行してFCoEデフォ
ルトポリシーを削除します。
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• no feature-set fcoe-npvを入力する前に、インターフェイスおよびシステムレベルからす
べての FCoEポリシーを削除します。

FCoEのデフォルトポリシーを使用することを推奨します。適用される
すべてのポリシーは、同じタイプ（4qまたは 8qモード）である必要が
あり、システムおよびインターフェイスレベルで明示的に適用または削

除する必要があります。

（注）

• FC/FCoEトラフィックに別のキューまたは cos値を使用するには、ユーザー定義のポリ
シーを作成します。

• FC/FCoEのネットワーク QoSポリシーの構成

•これらの方法の 1つに従ってネットワーク QoSポリシーを設定できます。

•定義済みポリシー：要件に合わせて事前定義されたネットワーク QoSポリシーを適
用できます。default-fcoe-8q-nq-policyまたは default-fcoe-nq-policyを選択するオプ
ションがあります。

デフォルトでは、FC/FCoEに適用されるポリシーはありません。（注）

•ユーザ定義のポリシー：システム定義ポリシーの1つに準拠するネットワークのQoS
ポリシーを作成できます。

• FC/FCoEの出力キューイングポリシーの構成

•これらの方法の 1つに従って、出力キューイングポリシーを構成できます。

•定義済みポリシー：要件に合わせて事前定義された出力キューイングポリシーを適
用できます。default-fcoe-8q-out-policyまたは default-fcoe-out-policyを選択するオプ
ションがあります。

デフォルトでは、FC/FCoEに適用されるポリシーはありません。（注）

•ユーザー定義のポリシー：システム定義ポリシーの 1つに準拠する出力キューイン
グポリシーを作成できます。

• FC/FCoEの入力キューイングポリシーの構成

•これらの方法の 1つに従って、入力キューイングポリシーを構成できます。

•定義済みポリシー：定義済み入力キューイングポリシーを適用できます。
default-fcoe-in-que-policy
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デフォルトでは、FCoEに適用されるポリシーはありません。（注）

•ユーザー定義のポリシー：システム定義ポリシーの 1つに準拠する入力キューイン
グポリシーを作成できます。

• FCoEの QoSポリシーの構成

•これらの方法の 1つに従って QoSポリシーを構成できます。

•定義済みポリシー：要件に合わせて事前定義されたネットワーク QoSポリシー
（default-fcoe-in-policy）を適用できます。

•デフォルトでは、FCoEに適用されるポリシーはありません。

• no-stats を QoSポリシーに適用することを推奨します。

（注）

•ユーザー定義のポリシー：システム定義ポリシーの 1つに準拠する QoSポリシーを
作成できます。

•システム全体の QoSポリシーの設定

FCoEトラフィックを伝送するすべてのインターフェイスについて、ネッ
トワークQoSポリシーと出力/入力キューイングポリシーをシステムレ
ベルで適用し、qosポリシーをインターフェイスレベルで適用する必要
があります。

（注）

switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing input default-fcoe-in-que-policy
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing output { default-fcoe-8q-out-policy
| default-fcoe-out-policy }
switch(config-sys-qos)# service-policy type network-qos { default-fcoe-8q-nq-policy |
default-fcoe-nq-policy }

•ユーザー定義ポリシーの設定例

switch(config)# policy-map type network-qos fcoe_nq
switch(config-pmap-nqos)# class type network-qos c-nq1
switch(config-pmap-nqos-c)# pause pfc-cos 3
switch(config-pmap-nqos-c)# mtu 9216
switch(config-pmap-nqos-c)# class type network-qos c-nq2
switch(config-pmap-nqos-c)# mtu 1500
switch(config-pmap-nqos-c)# class type network-qos c-nq3
switch(config-pmap-nqos-c)# mtu 1500
switch(config-pmap-nqos-c)# class type network-qos c-nq-default
switch(config-pmap-nqos-c)# mtu 1500
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switch(config-pmap-nqos-c)# exit
switch(config-pmap-nqos)# exit
switch(config)#
switch(config)# policy-map type queuing fcoe-in-policy
switch(config-pmap-que)# class type queuing c-in-q1
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 50
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-in-q-default
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth percent 50
switch(config-pmap-c-que)# exit
switch(config)
switch(config)# policy-map type queuing fcoe-out-policy
switch(config-pmap-que)# class type queuing c-out-q3
switch(config-pmap-c-que)# priority level 1
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-out-q-default
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining percent 50
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-out-q1
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining percent 50
switch(config-pmap-c-que)# class type queuing c-out-q2
switch(config-pmap-c-que)# bandwidth remaining percent 0
switch(config-pmap-c-que)# exit
switch(config)#
switch(config)# class-map type qos match-any fcoe
switch(config-cmap-qos)# match protocol fcoe
switch(config-cmap-qos)# match cos 3
switch(config-cmap-qos)# exit
switch(config)#
switch(config)# policy-map type qos fcoe_qos_policy
switch(config-pmap-qos)# class fcoe
switch(config-pmap-c-qos)# set cos 3
switch(config-pmap-c-qos)# set qos-group 1
switch(config-pmap-c-qos)# exit
switch(config-pmap-qos)# exit
switch(config)#
switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing input fcoe-in-policy
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing output fcoe-out-policy
switch(config-sys-qos)# service-policy type network-qos fcoe_nq

QOSポリシーでの set cos 3コマンドは、ネイティブファイバチャネル
ポートがある場合にのみ必須で、N9K-C93180YC-FXプラットフォーム
にのみ適用されます。他のすべての Cisco Nexus 9000プラットフォーム
スイッチでは、この手順はオプションです。

（注）
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FEXが接続されている場合：

•システムレベルおよびHIFポートにQoSポリシーを適用して、FCoE
トラフィックのポーズフレームを受け入れます。

• FEXがオンラインの場合、8qポリシーはサポートされません。

switch(config)# system qos
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing input
policy-name
switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing output
policy-name
switch(config-sys-qos)# service-policy type network-qos
policy-name
switch(config-sys-qos)# service-policy type qos input policy-name

（注）

FCoEのVFCインターフェイスにバインドされている個々のイーサネット/ポートチャネルイ
ンターフェイスに対し、ingress QoSポリシーを適用します。

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# switchport mode trunk
switch(config-if)# mtu 9216 /* Or maximum allowed value */
switch(config-if)# service-policy type qos input { default-fcoe-in-policy |
fcoe_qos_policy }
switch(config-if)# exit
switch(config)#

QoSポリシーは、HIFインターフェイスまたはHIFインターフェイスの
ポートチャネルにアタッチする必要があります。

• HIFインターフェイス

interface "HIF port"
service-policy type qos input policy-name

• HIFインターフェイスのポートチャネル

interface port-channel
service-policy type qos input policy-name

（注）

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS SAN Switching Configuration Guide, Release 10.5(x)
94

ファイバチャネルインターフェイスの構成0

QoSの構成による no-dropのサポート



•

次のプラットフォームは 8qポリシーをサポートしていません。

• Cisco Nexus 9332PQスイッチ

• Cisco Nexus C9372PXスイッチ

• Cisco Nexus C9396PX switch

• Cisco Nexus C9372PX-Eスイッチ

• Cisco Nexus X9536C-Sラインカード

• Cisco Nexus X9564PXラインカード

（注）

Syslogにラベル割り当ての失敗が表示される場合は常に、FC/FCoE ACLがインターフェイスに適
用されていない可能性があります。次に、QoSポリシーがインターフェイスにno-statsで適用され
ているかどうかを確認する必要があります。

（注）

物理ファイバチャネルインターフェイス

Cisco Nexus C93180YC-FXおよびC93360YC-FX2スイッチは、SANネットワークに接続されたアッ
プリンクまたは（サーバーまたはターゲットに接続された）ダウンリンクとして、それぞれ最大

48および 96の物理ファイバチャネル（FC）インターフェイスをサポートします。Cisco Nexus
N9K-C9336C-FX2-Eスイッチには、SANネットワークに接続されたアップリンクまたはダウンリ
ンク (サーバまたはターゲットに接続された)として、最大 112個の物理ファイバチャネル（FC）
ブレークアウトインターフェイスを含めることができます。FCブレークアウトで変換できるの
は、9～ 36のポートのみです。

各ファイバチャネルポートをダウンリンク（サーバに接続）、またはアップリンク（データセン

ター SANネットワークに接続）として使用できます。ファイバチャネルインターフェイスは、
E、F、NP、SD、TE、および TFおよび TNPのモードをサポートします。

NPおよび TNPは、機能 fcoe-npvでのみサポートされます。Note

長距離 ISL
Cisco NX-OSリリース 10.2(1)F以降、Cisco Nexus N9K-C93180YC-FXおよび N9K-C93360YC-FX2
スイッチは、32 Gbpsファイバチャネルスイッチ間リンク（ISL）での長距離をサポートします。

長距離 ISL BB_creditを計算するための公式は、2 KBの一般的なファイバーチャネルフレームと
インターフェイス速度を想定しています。新しいスイッチの固定（64）バッファ間クレジットは、
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最大 3キロメートルの距離にわたって 32 Gbpsファイバチャネル ISLをサポートするようになり
ました。

表 10 :さまざまな速度での FC長距離

ディスタンススピード

3 km32G

5 km16G

10 km8G

表 11 :さまざまな速度での FC長距離

Throughputディスタンススピード

25.45G3 km32G

13.35G5 km16G

6.67G10 km8G

ファイバチャネルインターフェイスの構成0

ファイバチャネルインターフェイスの構成

ファイバチャネルインターフェイスを設定する手順は、次のとおりです。

FCポートの作成またはポート変換については、ユニファイドポートの設定セクションを参照し
てください。

Note

SUMMARY STEPS

1. switch# configuration terminal
2. switch(config)# interface {fc slot/port}|{vfc vfc-id}

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

コンフィギュレーションモードに入ります。switch# configuration terminalStep 1
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PurposeCommand or Action

ファイバチャネルインターフェイスを選択し、イン

ターフェイスコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch(config)# interface {fc slot/port}|{vfc vfc-id}Step 2

Note
ファイバチャネルインターフェイスが設定された

場合、自動的に一意のWorld Wide Name（WWN）
が割り当てられます。インターフェイスの動作状態

がアップの場合、ファイバチャネル ID（FC ID）も
割り当てられます。

Note
これが 10Gブレイクアウトポートの場合、slot/port
構文は QSFP-module/portになります。

Note
これがQSFP+ GEMまたはブレイクアウトポートの
場合、port構文は QSFP-module/portになります。

ファイバチャネルインターフェイスの範囲の構成

ファイバチャネルインターフェイスの範囲を設定する手順は、次のとおりです。

SUMMARY STEPS

1. switch# configuration terminal
2. switch(config)# interface { fc slot/port - port [ , fc slot/port - port ] | vfc vfc-id - vfc-id [ , vfc vfc-id -

vfc-id ] }

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

コンフィギュレーションモードに入ります。switch# configuration terminalStep 1

ファイバチャネルインターフェイスの範囲を選択

し、インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

switch(config)# interface { fc slot/port - port [ , fc
slot/port - port ] | vfc vfc-id - vfc-id [ , vfc vfc-id - vfc-id ]
}

Step 2

Note
これがQSFP+ GEMまたはブレイクアウトポートの
場合、port構文は QSFP-module/portになります。
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インターフェイスの管理状態の設定

インターフェイスを正常にシャットダウンする手順は、次のとおりです。

トラフィックフローを有効に無効にする手順は、次のとおりです。

SUMMARY STEPS

1. switch# configuration terminal
2. switch(config)# interface {fc slot/port}|{vfc vfc-id}
3. switch(config-if)# shutdown

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

コンフィギュレーションモードに入ります。switch# configuration terminalStep 1

ファイバチャネルインターフェイスを選択し、イン

ターフェイスコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch(config)# interface {fc slot/port}|{vfc vfc-id}Step 2

Note
これが 10Gブレイクアウトポートの場合、slot/port
構文は QSFP-module/portになります。

Note
これがQSFP+ GEMまたはブレイクアウトポートの
場合、port構文は QSFP-module/portになります。

インターフェイスを正常にシャットダウンし、トラ

フィックフローを管理上ディセーブルにします（デ

フォルト）。

switch(config-if)# shutdownStep 3

インターフェイスモードの設定

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. switch(config) # interface vfc vfc-id}
3. switch(config-if) # switchport mode {F}
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DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

仮想ファイバチャネルインターフェイスを選択し、

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

開始します。

switch(config) # interface vfc vfc-id}

Example:
switch(config) # interface vfc 20
switch(config-if) #

Step 2

ポートモードを設定します。switch(config-if) # switchport mode {F}

Example:

Step 3

vFCインターフェイスは Fモードのみをサポートし
ます。switch(config-if) # switchport mode F

switch(config-if) #
Note
SDポートを自動では設定できません。このポート
は管理上設定する必要があります。

Example

次に、VEポート 20を設定し、イーサネットスロット 1、ポート 3にバインドする例を示
します。

switch# config t
switch(config) # interface vfc 20
switch(config-if) # bind interface ethernet 1/3
switch(config-if) # switchport mode F
switch(config-if) # exit
switch#

次に、イーサネット slot1、ポート 3インターフェイスにバインドされた vFC 20の実行コ
ンフィギュレーションの例を示します。

switch# show running-config
switch(config) # interface vfc20
switch(config-if) # bind interface Ethernet 1/3
switch(config-if) # switchport mode F
switch(config-if) # no shutdown

次に、VNPポート 10を設定し、イーサネットスロット 1、ポート 1にバインドする例を
示します。

switch # config t
switch(config) # interface vfc 10
switch(config-if) # bind interface ethernet 2/1

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS SAN Switching Configuration Guide, Release 10.5(x)
99

ファイバチャネルインターフェイスの構成0

インターフェイスモードの設定



switch(config-if) # switchport mode NP
switch(config-if) # exit
switch#

インターフェイスの説明の構成

インターフェイスの説明は、トラフィックを識別したり、インターフェイスの使用状況を知る場

合に役立ちます。インターフェイスの説明には、任意の英数字の文字列を使用できます。

インターフェイスの説明を設定する手順は、次のとおりです。

SUMMARY STEPS

1. switch# configuration terminal
2. switch(config)# interface {fc slot/port}|{vfc vfc-id}
3. switch(config-if)# switchport description cisco-HBA2
4. switch(config-if)# no switchport description

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

コンフィギュレーションモードに入ります。switch# configuration terminalStep 1

ファイバチャネルインターフェイスを選択し、イン

ターフェイスコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch(config)# interface {fc slot/port}|{vfc vfc-id}Step 2

Note
これが 10Gブレイクアウトポートの場合、slot/port
構文は QSFP-module/portになります。

Note
これがQSFP+ GEMまたはブレイクアウトポートの
場合、port構文は QSFP-module/portになります。

インターフェイスの説明を設定します。ストリング

の長さは、最大 80文字まで可能です。
switch(config-if)# switchport description cisco-HBA2Step 3

インターフェイスの説明をクリアします。switch(config-if)# no switchport descriptionStep 4
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ユニファイドポートの設定

始める前に

サポートされるCisco Nexusスイッチが存在することを確認します。ユニファイドポートは、Cisco
Nexus C93180YC-FXスイッチ、N9K-C9336C-FX2-E、および C93360YC-FX2スイッチで使用でき
ます。

• Cisco Nexus 5672UP

• Cisco Nexus 5672UP-16G

• N56-M24UP2Q LEMを搭載した Cisco Nexus 56128P

• N5696-M20UP LEMを搭載した Cisco Nexus 5696Q

C93180YC-FX、N9K-C9336C-FX2-E、またはC93360YC-FX2プラットフォームの詳細については、
Cisco Nexus 9000 Series Hardware Installation Guideを参照してください。

（注）

ユニファイドポートをファイバチャネルまたはFCoEとして設定している場合は、 install feature-set
fcoe および feature-set fcoe コマンドをイネーブルにしていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalStep 1

スイッチ上のスロットを指定します。switch(config) # slot slot numberStep 2

（注）

これがQSFP+ GEMまたはブレイクアウトポートの
場合、port構文は QSFP-module/portになります。

ユニファイドポートをネイティブファイバチャネル

ポートおよびイーサネットポートとして設定します。

switch(config-slot) # port port number type {ethernet |
fc}

Step 3

• type：シャーシのスロット上で設定するポート
のタイプを指定します。

• ethernet：イーサネットポートを指定します。

• fc：ファイバチャネル（FC）ポートを指定しま
す。

• breakout：ポートタイプをイーサネットポート
から FCポートに変更または分割します。ただ
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目的コマンドまたはアクション

し、このオプションは N9K-C9336C-FX2-Eでの
みサポートされます。

（注）

•拡張モジュール上のユニファイドポートを変更
するには、GEMカードの電源を再投入する必
要があります。変更を有効にするためにスイッ

チ全体をリブートする必要はありません。

•ユニファイドポートをファイバチャネルとし
て設定する場合、ファイバチャネルインター

フェイスおよびVSANメンバーシップの既存の
設定は影響を受けません。

• N9K-C93180YC-FXスイッチでは、FCポート範
囲は 4の倍数にする必要があります。不連続に
することもできます。変更を有効にするため

に、スイッチをリロードしてください。

• N9K-C93360YC-FX2スイッチでは、カラム内の
4つの前面パネルポートすべてをまとめて FC/
イーサネットに変換する必要があります。この

スイッチでは、4つのポートがポートグループ
を形成します。たとえば、最初のポートグルー

プは､1､2､49､50 です。 2番目のポートグループ
は、3、4、51、52になり、以下も同様です。

• N9K-C9336C-FX2-Eスイッチでは、ポートタイ
プ (9～ 36など)を FCブレークアウトポートと
して変換できます。ポートは、連続した範囲(た
とえば、9～ 11)、非連続的な範囲 (たとえば、
18、23、30)、または単一のポート (たとえば、
36)の FCブレークアウトポートとして変換す
ることもできます。

（注）

N5672-16Gで FCポートを構成する場合、16Gをサ
ポートするには、ファブリックモードを 40Gモー
ドにする必要があります。ポートがイーサネットか

ら FCに変更されると、次回のリロード時にファブ
リックモードが 40Gに変更されます。初めてポー
トを FCに変更すると、次のメッセージが表示され
ます：「ポートの種類が変更されました。ファブ

リックモードも変更されます。設定を保存して、ス

イッチをリロードしてください」。
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目的コマンドまたはアクション

現在のファブリックモード設定を確認するために使

用します。 show fabric-mode

FCポート範囲は 4の倍数にする必要があります。
不連続にすることもできます。変更を有効にするた

めに、スイッチをリロードしてください。

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

switch(config-slot) # copy running-config startup-configStep 4

スイッチをリブートします。switch(config-slot) # reloadStep 5

スイッチ上のスロットを指定します。switch(config) # slot slot numberStep 6

copy r sを実行してスイッチをリロードした後、ポー
トをイーサネットポートに戻します。

switch(config-slot) # no port port number type fcStep 7

（注）

すべての FCポートが削除されると、ファブリック
モードは 10-Gモードに変わります。すべてのポー
トをイーサネットに変更すると、次のメッセージが

表示されます。「ポートの種類が変更されました。

ファブリックモードも変更されます。設定を保存し

て、スイッチをリロードしてください」。

例

次の例は、C93180YC-FX拡張モジュールでユニファイドポートを設定する方法を示した
ものです。

switch# configure terminal
switch(config)# slot 1
switch(config-slot)# port 1-16 type fc
switch(config-slot)# copy running-config startup-config
switch(config-slot)# reload
switch(config-slot)#

N9K-C93180YC-FXおよびN9K-C93360YC-FX2スイッチでは、個々のポートを FCポート
に変換できません。。N5672UP-16Gでは、スロット 2のみに UPポートがあります。

（注）

switch# configure terminal
switch(config)# slot 1
switch(config-slot)# port 1-24 type fc
Port type is changed. ACTION REQUIRED: Please save configurations and reload the switch
switch(config-slot)#
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または

switch# configure terminal
switch(config)# slot 2
switch(config-slot)# port 13-24 type fc
Port type is changed. Please power-off and no power-off the module
switch(config-slot)#

次の例は、スロット 1、10ポートを Cisco N6004X–M20UPモジュールの FCポートとして
設定する方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# slot 1
switch(config-slot)# port 1-10 type fc
switch(config-slot)# copy running-config startup-config
switch(config-slot)# reload

ポート速度の設定

ポート速度は、仮想ファイバチャネルインターフェイスではなく、物理ファイバチャネルイン

ターフェイスで設定できます。サポートされるすべてのプラットフォームスイッチで、サポート

される最小速度は 4Gで、最大速度は 32Gです。ただし、N9K-C9336C-FX2-Eスイッチでサポー
トされる最小速度は 8Gであり、サポートされる最大速度は同じく 32Gです。デフォルトでは、
インターフェイスのポート速度はスイッチによって自動計算されます。

8G速度はサーバーおよびターゲットインターフェイスに対してサポートされていません。Note

ポート速度の変更は中断を伴う動作です。Caution

インターフェイスのポート速度を設定する手順は、次のとおりです。

SUMMARY STEPS

1. switch# configuration terminal
2. switch(config)# interface fc slot/port

3. switch(config-if)# switchport speed 16000
4. switch(config-if)# no switchport speed

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

コンフィギュレーションモードに入ります。switch# configuration terminalStep 1
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PurposeCommand or Action

指定されたインターフェイスを選択して、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch(config)# interface fc slot/portStep 2

Note
仮想ファイバチャネルインターフェイスのポート

速度は設定できません。

Note
これが 10Gブレイクアウトポートの場合、slot/port
構文は QSFP-module/portになります。

Note
これがQSFP+ GEMまたはブレイクアウトポートの
場合、port構文は QSFP-module/portになります。

インターフェイスのポート速度を 16 Mbpsに構成し
ます。

switch(config-if)# switchport speed 16000Step 3

数値は、Mbps単位の速度を表します。4 Gbpsイン
ターフェイスには 4000の速度、8 Gbpsインターフェ
イスには 8000、16 Gbpsインターフェイスには
16000、32 Gbpsインターフェイスには 32000、また
は auto（デフォルト）を設定できます。

Note
16Gホストアダプタを Cisco Nexus 9000スイッチの
32G SFPポートに接続するときに、速度が自動速度
として設定されている場合、またはデフォルトが8G
速度に設定されているときにリンクがアップしない

場合は、switchport speed 16000コマンドを使用し
て、ポートを手動で設定する必要があります。

インターフェイスの出荷時のデフォルト（auto）管理
速度に戻します。

switch(config-if)# no switchport speedStep 4

トランクモードの構成

トランクモードを構成するには、次の作業を行います。

手順の概要

1. switch# configuration terminal
2. switch(config)# interface fc slot/port

3. switch(config-if)# switchport trunk mode on
4. switch(config-if)# switchport trunk mode off
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5. switch(config-if)# switchport trunk mode auto

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。switch# configuration terminalStep 1

指定したインターフェイスを設定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface fc slot/portStep 2

指定されたインターフェイスのトランクモードをイ

ネーブルにします（デフォルト）。

switch(config-if)# switchport trunk mode onStep 3

指定されたインターフェイスのトランクモードをディ

セーブルにします。

switch(config-if)# switchport trunk mode offStep 4

インターフェイスの自動検知を提供するトランクモー

ドを autoモードに設定します。
switch(config-if)# switchport trunk mode autoStep 5

コメント

トランキングモードがオンの FCポートと SAN-POリンクが 2つのスイッチ間で起動するには、
両方のスイッチを互いの OUIで構成する必要があります。

OUI値がデフォルトで登録されていない場合にのみ、スイッチでOUIを構成します。OUIは次の
ように検出および構成されます。

N9K(config-if)# show wwn switch
Switch WWN is 20:00:2c:d0:2d:50:ea:64
N9K(config-if)#

スイッチでは、OUI (0x2cd02d)がすでに登録されている場合、次の出力が表示されます。
MDS9710(config-if)# sh wwn oui | i 2cd02d
0x2cd02d Cisco Default
MDS9710(config-if) #

If the OUI is not registered, configure it manually.
MDS9710(config-if)# wwn oui 0x2cd02d

Cisco NX-OS Release 7.3(0)D1(1)以降では、Cisco MDS 9700シリーズコアスイッチで OUIを構成
できます。

自動検知

自動検知は、速度に関係なく、すべてのインターフェイスで有効になっています。8G Small
Form-Factor Pluggable（SFP）が挿入されている場合、インターフェイスは 8Gおよび 4Gの速度で
動作します。16G SFPが挿入されている場合、インターフェイスは 16G、8G、および 4Gの速度
でのみ動作し、32G SFPでは、インターフェイスは 32G、16G、および 8Gの速度で動作します。
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Cisco Nexus C93180YC-FXスイッチは 10G SFPをサポートします。Cisco Nexus 2348UPQでは、
16Gは自動検知されません。16G速度を明示的に設定するには、ファイバチャネルインターフェ
イスを使用した Cisco Unified FEX Nexus 2348UPQの設定を参照してください。

Note

デフォルトではすべての4 Gbpsインターフェイスで速度自動検知がイネーブルになっています。
この設定を使用すると、4 Gbpsポートのインターフェイスは 1 Gbps、2 Gbps、または 4 Gbpsの速
度で動作します。専用レートモードで動作するインターフェイスに対して自動検知をイネーブル

にすると、ポートが 1 Gbpsまたは 2 Gbpsの動作速度をネゴシエートした場合でも、4 Gbps帯域
幅が予約されます。

ブレークアウトによる FCポートの変換
ファイバチャネル（FC）ポートのブレークアウトインターフェイスポートオプションは、Cisco
Nexus N9K-C9336C-FX2-Eプラットフォームスイッチ上のFCのインターフェイスでのみサポート
されています。LCMコンポーネントは、FCポートのブレークアウトまたは変換をサポートしま
す。

FCoEポートを FCポートに変換するには、次の手順を実行します。

SUMMARY STEPS

1. switch# configuration terminal
2. switch(config)# slot1
3. switch(config-slot)# port 9 type fc breakout
4. switch(config-slot)# reload

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

コンフィギュレーションモードに入ります。switch# configuration terminalStep 1

シャーシのスロットで事前プロビジョニングを有効

にします。

switch(config)# slot1Step 2

ポートタイプを FCoEポートからファイバーチャネ
ルポートに変更または分割します。

switch(config-slot)# port 9 type fc breakoutStep 3

Note
ポートタイプ、たとえば 9～ 36を、FCブレークア
ウトポートとして変換できます。ポートは、連続範

囲 (たとえば、9～11)、非連続範囲 (たとえば、18、
23、30)、または単一ポート (たとえば、36)の FCブ
レークアウトポートとして変換できます。
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PurposeCommand or Action

スイッチをリロードします。switch(config-slot)# reloadStep 4

スイッチがリロードされると、スイッチは FCブレークアウトポート（fc1/9/1…fc1/9/4など）で
オンラインになります。

ブレイクアウトインターフェイスでの速度の変更

各ブレイクアウトインターフェイスで速度を変更できます。ただし、すべてのブレイクアウト

ポートの速度が変更されます。

コマンドの例：

switch(config)# int fc1/9/1-4
switch(config-if)# switchport speed 32000
!!!WARNING! This command affects all interfaces of a breakout port!!!
switch(config-if)#

FCブレークアウトポートのデフォルトの速度は 32Gです。（注）

SDポートフレームカプセル化の設定
switchport encap eislコマンドは、SDポートインターフェイスにだけ適用されます。このコマン
ドは、SDポートモードにあるインターフェイスによって送信されたすべてのフレームのフレー
ムフォーマットを判別します。カプセル化を EISLに設定すると、すべての SPAN送信元につい
て、すべての発信フレームが EISLフレームフォーマットで送信されます。

switchport encapeislコマンドは、デフォルトではディセーブルです。カプセル化を有効にすると、
すべての発信フレームがカプセル化され、show interface SD_port_interfaceコマンドの出力には、
カプセル化が EISLであることを示す新しい行が表示されます。

受信データフィールドサイズの構成

仮想ファイバチャネルインターフェイスではなく、ネイティブファイバチャネルインターフェ

イスの受信データフィールドサイズを設定できます。デフォルトのデータフィールドサイズが

2112バイトの場合、フレームの長さは 2148バイトです。

受信データフィールドサイズを設定する手順は、次のとおりです。

SUMMARY STEPS

1. switch# configuration terminal
2. switch(config)# interface fc slot/port

3. switch(config-if)# switchport fcrxbufsize 2000
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DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

コンフィギュレーションモードに入ります。switch# configuration terminalStep 1

ファイバチャネルインターフェイスを選択し、イン

ターフェイスコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch(config)# interface fc slot/portStep 2

Note
これが 10Gブレイクアウトポートの場合、slot/port
構文は QSFP-module/portになります。

Note
これがQSFP+ GEMまたはブレイクアウトポートの
場合、port構文は QSFP-module/portになります。

選択されたインターフェイスのデータフィールドサ

イズを2000バイトに減らします。デフォルトは2112
バイトで、範囲は 256～ 2112バイトです。

switch(config-if)# switchport fcrxbufsize 2000Step 3

ビットエラーしきい値を理解する

ビットエラーレートしきい値は、パフォーマンスの低下がトラフィックに重大な影響を与える前

にエラーレートの増加を検出するために、スイッチにより使用されます。

ビットエラーは次のような理由のため発生します。

•ケーブル故障または不良。
• GBICまたは SFP故障または不良。
• GBICまたは SFPは 1 Gbpsで動作するように指定されているが、2 Gbpsで使用されている。
• GBICまたは SFPは 2 Gbpsで動作するように指定されているが、4 Gbpsで使用されている。
•長距離に短距離ケーブルが使用されている、または短距離に長距離ケーブルが使用されてい
る。

•一時的な同期ロス
•ケーブルの片端または両端の接続のゆるみ。
•片端または両端での不適切な GBIC接続または SFP接続。

5分間に 15のエラーバーストが発生すると、ビットエラーレートしきい値が検出されます。デ
フォルトでは、しきい値に達するとスイッチはインターフェイスを無効化します。

shutdown/no shutdownコマンドを順番に入力すると、インターフェイスを再度イネーブルにでき
ます。

しきい値を超えてもインターフェイスが無効化されないようにスイッチを設定できます。
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ビットエラーしきい値イベントによってインターフェイスがディセーブルにならないように設定

されていても、ビットエラーしきい値イベントが検出されると、スイッチによって syslogメッ
セージが生成されます。

Note

インターフェイスのビットエラーしきい値をディセーブルにする手順は、次のとおりです。

SUMMARY STEPS

1. switch# configuration terminal
2. switch(config)# interface fc slot/port

3. switch(config-if)# switchport ignore bit-errors
4. switch(config-if)# no switchport ignore bit-errors

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

コンフィギュレーションモードに入ります。switch# configuration terminalStep 1

ファイバチャネルインターフェイスを選択し、イン

ターフェイスコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch(config)# interface fc slot/portStep 2

Note
これが 10Gブレイクアウトポートの場合、slot/port
構文は QSFP-module/portになります。

Note
これがQSFP+ GEMまたはブレイクアウトポートの
場合、port構文は QSFP-module/portになります。

ビットエラーしきい値イベントを検出したとき、イ

ンターフェイスがディセーブルにならないようにし

ます。

switch(config-if)# switchport ignore bit-errorsStep 3

ビットエラーしきい値イベントを検出したとき、イ

ンターフェイスがイネーブルにならないようにしま

す。

switch(config-if)# no switchport ignore bit-errorsStep 4
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バッファ間クレジットの構成

switchport fcrxbbcreditコマンドを使用してインターフェイスを設定すると、設定の変更がすぐに
適用されるように、インターフェイスは自動的にフラップします。したがって、このような構成

の計画は、スケジュールされたメンテナンス時間帯にのみ行い、運用環境へのそのような構成の

影響を最小限に抑えることをお勧めします。

Caution

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# interface fc slot/port

3. switch(config-if)# switchport fcrxbbcredit default
4. switch(config-if)# switchport fcrxbbcredit number mode {E | F | TE}
5. switch(config-if)# do show int fc slot/port

6. (Optional) switch(config-if)# copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalStep 1

ファイバチャネルインターフェイスを選択し、イン

ターフェイスコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch(config)# interface fc slot/portStep 2

Note
これが 10Gブレイクアウトポートの場合、slot/port
構文は QSFP-module/portになります。

Note
これがQSFP+ GEMまたはブレイクアウトポートの
場合、port構文は QSFP-module/portになります。

デフォルトの使用可能な値を選択されたインターフェ

イスに適用します。使用可能な値は、ポートモード

によって異なります。

switch(config-if)# switchport fcrxbbcredit defaultStep 3

デフォルト値は、ポート機能に応じて割り当てられ

ます。
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PurposeCommand or Action

選択したインターフェイスにバッファ間クレジット

番号を割り当て、必要に応じてポートがE、F、また
は TEのどのモードで動作するかを指定します。

switch(config-if)# switchport fcrxbbcredit number mode
{E | F | TE}

Step 4

Note
E、F、またはTEをmode用に指定すると、バッファ
間クレジットの値は、ポートがその特定のモードに

設定されている場合にのみ、適用されます。

バッファ間クレジットの値の破には、1～240です。

デフォルト値は 16です。

送受信のバッファ間クレジットを、このインターフェ

イスのその他の関連インターフェイス情報とともに

表示します。

switch(config-if)# do show int fc slot/portStep 5

Note
正しいバッファ間クレジット値は、レジスタの読み

取り時に得られます。データトラフィックが遅いと

きに状況を確認するのに役立ちます。

Note
これが 10Gブレイクアウトポートの場合、slot/port
構文は QSFP-module/portになります。

Note
これがQSFP+ GEMまたはブレイクアウトポートの
場合、port構文は QSFP-module/portになります。

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュレー

ションをスタートアップコンフィギュレーションに

コピーして、変更を継続的に保存します。

(Optional) switch(config-if)# copy running-config
startup-config

Step 6

ファイバチャネルインターフェイスのグローバル属性の

設定

スイッチポート属性のデフォルト値の構成

各種のスイッチポート属性の属性デフォルト値を設定できます。これらの属性は、この時点でそ

れぞれを指定しなくても、今後のすべてのスイッチポート設定にグローバルに適用されます。

スイッチポート属性を設定する手順は、次のとおりです。
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SUMMARY STEPS

1. switch# configuration terminal
2. switch(config)# no system default switchport shutdown san
3. switch(config)# system default switchport shutdown san
4. switch(config)# system default switchport trunk mode auto

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

コンフィギュレーションモードに入ります。switch# configuration terminalStep 1

インターフェイス管理ステートのデフォルト設定を

upに設定します（出荷時のデフォルト設定は down
です）。

switch(config)# no system default switchport shutdown
san

Step 2

Tip
このコマンドは、管理ステートに対してユーザ設定

が存在しないインターフェイスにだけ適用されま

す。

インターフェイス管理ステートのデフォルト設定を

downに設定します。これが出荷時のデフォルト設定
です。

switch(config)# system default switchport shutdown sanStep 3

Tip
このコマンドは、管理ステートに対してユーザ設定

が存在しないインターフェイスにだけ適用されま

す。

インターフェイスの管理トランクモードステートの

デフォルト設定を autoに設定します。
switch(config)# system default switchport trunk mode
auto

Step 4

Note
デフォルト設定のトランクモードは onです。

Nポート識別子仮想化について
Nポート識別子仮想化（NPIV）は単一Nポートに複数の FC IDを割り当てる手段を提供します。
この機能を使用すると、Nポート上の複数のアプリケーションが異なる IDを使用したり、アクセ
スコントロール、ゾーニング、ポートセキュリティをアプリケーションレベルで実装したりで

きます。次の図に、NPIVを使用するアプリケーションの例を示します。
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Figure 7: NPIVの例

Nポート識別子仮想化のイネーブル化
スイッチでNPIVをイネーブルまたはディセーブルにできます。feature-set fcoeが有効になってい
る場合、機能 NPIVはデフォルトで有効になります。

Before you begin

スイッチ上のすべてのVSANに対してNPIVをグローバルでイネーブルにし、NPIV対応のアプリ
ケーションが複数の Nポート IDを使用できるようにする必要があります。

すべての Nポート IDは同じ VSAN内で割り当てられます。Note

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. feature npiv
3. no feature npiv

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

スイッチ上のすべての VSANの NPIVをイネーブル
にします。

feature npiv

Example:

Step 2

switch(config)# feature npiv
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PurposeCommand or Action

スイッチ上のNPIVをディセーブルにします（デフォ
ルト）。

no feature npiv

Example:

Step 3

switch(config)# no feature npiv

ポートチャネルの設定例

この項では、Fポートチャネルを共有モードで設定する方法、およびNPIVコアスイッチのFポー
トと NPVスイッチの NPポート間のリンクを起動する方法の例を示します。Fポートチャネルを
設定する前に、Fポートトランキング、Fポートチャネリング、および NPIVがイネーブルであ
ることを確認します。

例

次の例は、ポートチャネルの作成方法を示しています。

switch(config)# interface san-po-channel 2

switch(config-if)# switchport mode F

switch(config-if)# channel mode active

switch(config-if)# exit

次に、コアスイッチで専用モードでポートチャネルメンバインターフェイスを設定する

例を示します。

switch(config)# interface fc1/4-6
switch(config-if)# shut
switch(config-if)# switchport mode F
switch(config-if)# switchport speed 32000
switch(config-if)# switchport trunk mode on
switch(config-if)# channel-group 2
switch(config-if)# no shut
switch(config-if)# exit

ファイバチャネルインターフェイスの確認

SFPトランスミッタタイプの確認
SFPトランスミッタタイプは、仮想ファイバチャネルではなく、物理ファイバチャネルインター
フェイス用に表示できます。

Small Form-Factor Pluggable（SFP）ハードウェアトランスミッタは、show interface briefコマンド
で表示される際に略語で示されます。関連する SFPがシスコによって割り当てられた拡張 IDを
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持つ場合、show interfaceコマンドと show interface briefコマンドは、トランスミッタタイプでは
なく、IDを表示します。show interface transceiverコマンドと show interface fc slot/port transceiver
コマンドは、シスコがサポートする SFPに関して両方の値を表示します。

インターフェイス情報の検証

show interfaceコマンドはインターフェイス構成を表示します。引数を入力しないと、このコマン
ドはスイッチ内に設定されたすべてのインターフェイスの情報を表示します。

インターフェイス情報を表示するのに引数（インターフェイスの範囲、または複数の指定された

インターフェイス）を指定することもできます。interface fc2/1 - 4 , fc3/2 - 3という形式でコマンド
を入力して、インターフェイスの範囲を指定できます。

次に、すべてのインターフェイスを表示する例を示します。

switch# show interface

fc3/1 is up
...
fc3/3 is up
...
Ethernet1/3 is up
...
mgmt0 is up
...
vethernet1/1 is up
...
vfc 1 is up

次に、指定された複数のインターフェイスを表示する例を示します。

switch# show interface fc3/1 , fc3/3
fc3/1 is up
...
fc3/3 is up
...

次に、特定の 1つのインターフェイスを表示する例を示します。
switch# show interface vfc 1

vfc 1 is up

...

次に、インターフェイスの説明を表示する例を示します。

switch# show interface description
-------------------------------------------------
Interface Description
-------------------------------------------------
fc3/1 test intest
Ethernet1/1 --
vfc 1 --
...

次に、すべてのインターフェイスを表示する例を示します（簡略）。

switch# show interface brief
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次に、インターフェイスカウンタを表示する例を示します。

switch# show interface counters

次に、特定のインターフェイスのトランシーバ情報を表示する例を示します。

switch# show interface fc3/1 transceiver

SFPが存在する場合にだけ、show interface transceiverコマンドは有効です。Note

show running-configurationshow running-configコマンドを実行すると、すべてのインターフェイ
スの情報を含む実行コンフィギュレーション全体が表示されます。スイッチがリロードしたとき、

インターフェイスコンフィギュレーションコマンドが正しい順序で実行するように、インター

フェイスはコンフィギュレーションファイルに複数のエントリを持っています。特定のインター

フェイスの実行コンフィギュレーションを表示する場合、そのインターフェイスのすべてのコン

フィギュレーションコマンドはグループ化されます。

次の例では、すべてのインターフェイスの実行コンフィギュレーションを表示する場合のインター

フェイスの表示を示します。

switch# show running configurationshow running-config
...
interface fc3/5
switchport speed 200016000

...
interface fc3/5
switchport mode E

...
interface fc3/5
channel-group 11 force
no shutdown

次の例では、特定のインターフェイスの実行コンフィギュレーションを表示する場合のインター

フェイスの表示を示します。

switch# show running configuration fc3/5show running-config fc3/5
interface fc3/5
switchport speed 200016000
switchport mode E
channel-group 11 force
no shutdown

BB_Credit情報の確認
次に、すべてのファイバチャネルインターフェイスの BB_credit情報を表示する例を示します：
switch# show interface fc1/7
...
fc1/7 is up
Hardware is Fibre Channel, SFP is short wave laser w/o OFC (SN)
Port WWN is 20:07:2c:d0:2d:50:e5:24
Admin port mode is auto, trunk mode is off
snmp link state traps are enabled
Port mode is F, FCID is 0xe10280
Port vsan is 500
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Operating Speed is 32 Gbps
Admin Speed is auto
Transmit B2B Credit is 12
Receive B2B Credit is 64
Receive data field Size is 2112
Beacon is turned off
fec state is enabled by default
5 minutes input rate 0 bits/sec,0 bytes/sec, 0 frames/sec
5 minutes output rate 0 bits/sec,0 bytes/sec, 0 frames/sec
16705 frames input,1225588 bytes
0 discards,0 errors
0 invalid CRC/FCS,0 unknown class
0 too long,0 too short
16714 frames output,1345676 bytes
0 discards,0 errors
0 input OLS,0 LRR,0 NOS,0 loop inits
7 output OLS,4 LRR, 0 NOS, 0 loop inits
Receive B2B Credit performance buffers is 0
12 transmit B2B credit remaining
0 low priority transmit B2B credit remaining
Interface last changed at Thu Nov 14 11:59:40 2019

ファイバチャネルインターフェイスのデフォルト設定
次の表に、ネイティブファイバチャネルインターフェイスパラメータのデフォルト設定を示し

ます。

Table 12:デフォルトのネイティブファイバチャネルインターフェイスパラメータ

デフォルトパラメータ

自動インターフェイスモード

自動インターフェイス速度

Shutdown（初期設定時に変更された場合を除く）管理状態

On（初期設定時に変更された場合を除く）トランクモード

1～ 4093トランク許可 VSAN

デフォルト VSAN（1）インターフェイス VSAN

Off（ディセーブル）標識モード

ディセーブルEISLカプセル化

2112バイトデータフィールドサイズ

次の表に、ネイティブファイバチャネルインターフェイスパラメータのデフォルト設定を示し

ます。
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Table 13:デフォルトの仮想ファイバチャネルインターフェイスパラメータ

デフォルトパラメータ

Fモードインターフェイスモード

該当なしインターフェイス速度

Shutdown（初期設定時に変更された場合を除く）管理状態

[オン（On）]トランクモード

すべての VSANトランク許可 VSAN

デフォルト VSAN（1）インターフェイス VSAN

該当なしEISLカプセル化

n/aデータフィールドサイズ

ファイバチャネルインターフェイスの構成0
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第 8 章

VSANの設定と管理

この章では、VSANの設定と管理方法について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• VSANの設定と管理, on page 121
• VSANに関する情報, on page 121
• VSANの注意事項と制限事項, on page 124
•スタティック VSAN設定の表示, on page 133
• VSANのデフォルト設定, on page 134

VSANの設定と管理
VSAN（仮想 SAN）を使用することによって、ファイバチャネルファブリックでより高度なセ
キュリティと安定性を実現できます。VSANは同じファブリックに物理的に接続されたデバイス
を分離します。VSANでは、一般の物理インフラストラクチャで複数の論理 SANを作成できま
す。各VSANには最大 239台のスイッチを組み込めます。それぞれのVSANは、異なるVSANで
同じファイバチャネル ID（FC ID）を同時に使用できる独立したアドレス領域を持ちます。

VSANに関する情報
VSANは、仮想ストレージエリアネットワーク（SAN）です。SANは、主に SCSIトラフィック
を交換するためにホストとストレージデバイス間を相互接続する専用ネットワークです。SANで
は、この相互接続を行うために物理リンクを使用します。一連のプロトコルは SAN上で実行さ
れ、ルーティング、ネーミングおよびゾーン分割を処理します。異なるトポロジで複数のSANを
設計できます。

各VSANには最大 239台のスイッチを組み込めます。それぞれのVSANは、異なるVSANで同じ
ファイバチャネル ID（FC ID）を同時に使用できる独立したアドレス領域を持ちます。
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VSANトポロジ
VSANには次の特徴もあります。

•複数の VSANで同じ物理トポロジを共有できます。

•同じファイバチャネル ID（FC ID）を別の VSAN内のホストに割り当て、VSANのスケーラ
ビリティを高めることができます。

• VSANの各インスタンスは、FSPF、ドメインマネージャ、およびゾーン分割などの必要なす
べてのプロトコルを実行します。

• VSAN内のファブリック関連の設定は、別の VSAN内の関連トラフィックに影響しません。

•あるVSAN内のトラフィック中断を引き起こしたイベントはそのVSAN内にとどまり、他の
VSANに伝播されません。

次の図は、各フロアに 1つずつ、3つのスイッチがあるファブリックを示しています。スイッチ
と接続された装置の地理的な配置は、論理 VSANの区分けには依存しません。VSAN間では通信
できません。各 VSAN内では、すべてのメンバが相互に対話できます。

Figure 8:論理 VSANの区分け

アプリケーションサーバまたはストレージアレイは、ファイバチャネルまたは仮想ファイバチャ

ネルインターフェイスを使用してスイッチに接続できます。VSANには、ファイバチャネルイ
ンターフェイスと仮想ファイバチャネルインターフェイスを組み合わせて含めることができま

す。

次の図に、VSAN 2（破線）とVSAN 7（実線）の 2つの定義済みVSANからなるファイバチャネ
ルスイッチングの物理インフラストラクチャを示します。VSAN 2には、ホスト H1と H2、アプ
リケーションサーバー AS2と AS3、ストレージアレイ SA1と SA4が含まれます。VSAN 7は、
H3、AS1、SA2、および SA3と接続します。

Figure 9: 2つの VSANの例

このネットワーク内の 4つのスイッチは、VSAN 2と VSAN 7の両方のトラフィックを伝送する
VSANトランクリンクによって相互接続されます。各VSANに異なるスイッチ間トポロジを設定
できます。上の図では、VSAN 2と VSAN 7のスイッチ間トポロジは同じです。

VSANがもしなければ、SANごとに別個のスイッチとリンクが必要です。VSANをイネーブルに
することによって、同一のスイッチとリンクが複数のVSANで共有されることがあります。VSAN
では、スイッチ精度ではなく、ポート精度で SANを作成できます。前の図では、VSANが物理
SANで定義された仮想トポロジを使用して相互に通信するホストまたはストレージデバイスのグ
ループであることを表しています。

このようなグループを作成する基準は、VSANトポロジによって異なります。
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• VSANは、次の条件に基づいてトラフィックを分離できます。

•ストレージプロバイダーデータセンター内の異なるお客様

•企業ネットワークの業務またはテスト

•ローセキュリティおよびハイセキュリティの要件

•別個の VSANによるバックアップトラフィック

•ユーザートラフィックからのデータの複製

• VSANは、特定の部門またはアプリケーションのニーズを満たせます。

VSANの利点
VSANには、次のような利点があります。

•トラフィックの分離：必要に応じて、トラフィックを VSAN境界内に含み、1つの VSAN内
だけに装置を存在させることによって、ユーザーグループ間での絶対的な分離を確保しま

す。

•スケーラビリティ：VSANは、1つの物理ファブリック上でオーバーレイされます。複数の
論理 VSAN層を作成することによって、SANのスケーラビリティが向上します。

• VSAN単位のファブリックサービス：VSAN単位のファブリックサービスの複製は、拡張さ
れたスケーラビリティとアベイラビリティを提供します。

•冗長構成：同一の物理 SANで作成された複数の VSANは、冗長構成を保証します。1つの
VSANに障害が発生した場合、ホストと装置の間にあるバックアップパスによって、同一の
物理 SANにある別の VSANに冗長保護が設定されます。

•設定の容易さ：SANの物理構造を変更することなく、VSAN間でユーザーを追加、移動、ま
たは変更できます。あるVSANから別のVSANへ装置を移動する場合は、物理的な設定では
なく、ポートレベルの設定だけが必要となります。

最大 34の VSANを 1つのスイッチに設定できます。これらの VSANの 1つがデフォルト VSAN
（VSAN 1）、もう 1つが独立 VSAN（VSAN 4094）と evfp isolated_vsan（vsan 4079）です。ユー
ザー指定の VSAN ID範囲は 4078と 4080～4093です。

VSANとゾーン
ゾーンは、VSAN内に常に含まれます。VSANに複数のゾーンを定義できます。

2つの VSANは未接続の 2つの SANに相当するので、VSAN 1のゾーン Aは、VSAN 2のゾーン
Aとは異なる、別個のものです。次の表に、VSANとゾーンの相違点を示します。
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Table 14: VSANとゾーンの比較

ゾーン特性VSAN特性

ルーティング、ネーミング、およびゾーニン

グプロトコルは、ゾーン単位で利用できませ

ん。

VSANは、SANとルーティング、ネーミング、お
よびゾーン分割プロトコルが同じです。

ゾーンは、ユニキャストトラフィックを制限

します。

VSANは、ユニキャスト、マルチキャスト、およ
びブロードキャストトラフィックを制限します。

メンバーシップは、一般的にpWWNによって
定義されます。

メンバーシップは、一般的に VSAN IDを使用し
て Fポートに定義されます。

HBAまたはストレージデバイスは、複数の
ゾーンに所属できます。

HBAまたはストレージデバイスは、1つのVSAN
（Fポートに対応付けられた VSAN）だけに所属
できます。

ゾーンは、送信元ポートおよび宛先ポートだ

けでメンバーシップを実行します。

VSANは、各Eポート、送信元ポート、および宛
先ポートでメンバーシップを実行します。

ゾーンは、ゾーンの外部に表示されないイニ

シエータおよびターゲットのセットで定義さ

れます。

VSANは、規模が大きい環境（ストレージサービ
スプロバイダー）で定義されます。

ゾーンは、ファブリックエッジで設定されま

す。

VSANは、ファブリック全体を網羅します。

次の図は、VSANとゾーン間の考えられる関係性を示します。VSAN 2には、ゾーン A、ゾーン
B、ゾーン Cの 3つのゾーンが定義されています。ゾーン Cは、ファイバチャネル標準に準拠し
てゾーン Aとゾーン Bにオーバーラップしています。VSAN 7には、ゾーン Aとゾーン Dの 2つ
のゾーンが定義されています。VSAN境界を越えるゾーンはありません。VSAN 2に定義された
ゾーン Aは、VSAN 7に定義されたゾーン Aとは別個のものです。

Figure 10: VSANとゾーン分割

VSANの注意事項と制限事項
VRF設定時の注意事項と制限事項は次のとおりです。

• VSAN ID：VSAN IDは、デフォルト VSAN（VSAN 1）、ユーザー定義の VSAN（VSAN 2～
4078および 4080～4093）、evfp_isolated_vsan（VSAN 4079）および分離VSAN（VSAN 4094）
として、VSANを識別します。

•ステート：VSANの管理ステートを active（デフォルト）または suspendedステートに設定で
きます。VSANが作成されると、VSANはさまざまな状態またはステートに置かれます。
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• VSANの activeステートは、VSANが設定されイネーブルであることを示します。VSAN
をイネーブルにすることによって、VSANのサービスをアクティブにします。

• VSANの suspendedステートは、VSANが設定されているがイネーブルではないことを示
します。このVSANにポートが設定されている場合、ポートはディセーブルの状態です。
このステートを使用して、VSANの設定を失うことなくVSANを非アクティブにします。
suspendedステートの VSANのすべてのポートは、ディセーブルの状態です。VSANを
suspendedステートにすることによって、ファブリック全体のすべてのVSANパラメータ
を事前設定し、VSANをただちにアクティブにできます。

• VSAN名：このテキストストリングは、管理目的でVSANを識別します。名前は、1～ 32文
字で指定できます。また、すべての VSANで一意である必要があります。デフォルトでは、
VSAN名はVSANとVSAN IDを表す4桁のストリングを連結したものです。たとえば、VSAN
3のデフォルト名は VSAN0003です。

VSAN名は一意である必要があります。Note

•ロードバランシング属性：これらの属性は、ロードバランシングパス選択に対する送信元/
宛先 ID（src-dst-id）またはOriginator Exchange ID（OX ID）（デフォルトでは、src-dst-ox-id）
の使用を示します。

• VSANがアクティブの状態で、最低 1つのポートがアップの状態であれば、VSANは動作ス
テートにあります。このステートは、トラフィックがこの VSANを通過できることを示しま
す。このステートは設定できません。

• Cisco Nexus 9300-FXおよび 9700-FXプラットフォームスイッチでは、デフォルトの VSAN 1
を含む 32の VSANのみを作成できます。

•トランキング Fポートチャネル機能を有効にするために f port-channel-trunkコマンドが実行
される標準スイッチは、以下の予約済みVSANと分離されたVSANの設定ガイドラインに従
います。

•いずれかのインターフェイスでトランクモードがオンであるか、NPポートチャネルが
稼働している場合、予約済み VSANは 3040～ 4078であり、ユーザー設定には使用でき
ません。

•分離 VSANの 4094、および拡張仮想ファブリックプロトコル（EVFP）分離 VSANの
4079は、ユーザー設定には使用できません。

VSANの作成について
VSANがアクティブの状態で、最低 1つのポートがアップの状態であれば、VSANは動作ステー
トにあります。このステートは、トラフィックがこの VSANを通過できることを示します。この
ステートは設定できません。
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VSANの静的な作成
VSANを作成する前には、VSANに対してアプリケーション特有のパラメータを設定できません。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. vsan database
3. vsan vsan-id

4. vsan vsan-id name name

5. vsan vsan-id suspend
6. switch(config-vsan-db)# no vsan vsan-id suspend
7. switch(config-vsan-db)# end

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

VSANに対するデータベースを設定します。アプリ
ケーション特有の VSANパラメータは、このプロン
プトから設定できません。

vsan database

Example:
switch(config)# vsan database

Step 2

VSANが存在しない場合は、指定された IDでVSAN
を作成します。

vsan vsan-id

Example:

Step 3

switch(config-vsan-db)# vsan 360

割り当てられた名前でVSANをアップデートします。vsan vsan-id name name

Example:

Step 4

switch(config-vsan-db)# vsan 360 name test

選択された VSANを中断します。vsan vsan-id suspend

Example:

Step 5

switch(config-vsan-db)# vsan 470 suspend

前のステップで入力した suspendコマンドを無効に
します。

switch(config-vsan-db)# no vsan vsan-id suspend

Example:

Step 6

switch(config-vsan-db)# no vsan 470 suspend

EXECモードに戻ります。switch(config-vsan-db)# end

Example:

Step 7
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PurposeCommand or Action
switch(config-vsan-db)# end

ポート VSANメンバーシップ
スイッチのポート VSANメンバーシップは、ポート単位で割り当てられます。デフォルトでは、
各ポートはデフォルト VSANに属します。ポートに VSANメンバーシップを静的に（ポートに
VSANを割り当てて）割り当てることができます。

•スタティック：ポートに VSANを割り当てます。

•ダイナミック：デバイスWWNに基づいてVSANを割り当てます。この方式は、Dynamic Port
VSAN Membership（DPVM）と呼ばれます。Cisco Nexusデバイスは DPVMをサポートして
いません。

VSANトランキングポートは、許可リストの一部である VSANの対応リストを持ちます。

スタティックポート VSANメンバーシップの概要
インターフェイスポートのVSANメンバーシップをスタティックに割り当てることができます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. vsan database
3. vsan vsan-id

4. switch(config-vsan-db)# vsan vsan-id interface vfc vfc-id

5. vsan vsan-id interface vfc vfc-id

6. switch(config-vsan-db)# vsan vsan-id vfc vfc-id

7. vsan vsan-id vfc vfc-id}

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

VSANに対するデータベースを設定します。vsan database

Example:

Step 2

switch(config)# vsan database
switch(config-vsan-db)#
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PurposeCommand or Action

VSANが存在しない場合は、指定された IDでVSAN
を作成します。

vsan vsan-id

Example:

Step 3

switch(config-vsan-db)# vsan 50

指定されたインターフェイスのメンバーシップを

VSANに割り当てます。
switch(config-vsan-db)# vsan vsan-id interface vfc vfc-idStep 4

指定されたインターフェイスのメンバーシップを

VSANに割り当てます。
vsan vsan-id interface vfc vfc-id

Example:

Step 5

switch(config-vsan-db)# vsan 34 interface vfc 5

変更されたVSANを反映させるために、インターフェ
イスのメンバーシップ情報を更新します。

switch(config-vsan-db)# vsan vsan-id vfc vfc-idStep 6

Note
FCまたは vFCインターフェイスの VSANメンバー
シップを削除するには、別のVSANにそのインター
フェイスのVSANメンバーシップを割り当てます。
VSAN 1に割り当てることを推奨します。

変更されたVSANを反映させるために、インターフェ
イスのメンバーシップ情報を更新します。

vsan vsan-id vfc vfc-id}

Example:

Step 7

Noteswitch(config-vsan-db)# vsan 10 vfc 3

vFCインターフェイスのVSANメンバーシップを削
除するには、別のVSANにそのインターフェイスの
VSANメンバーシップを割り当てます。VSAN 1に
割り当てることを推奨します。

VSANスタティックメンバーシップの表示
VSANスタティックメンバーシップ情報を表示するには、show vsan membershipコマンドを使用
します。

次に、指定された VSANのメンバーシップ情報を表示する例を示します。
switch # show vsan 1 membership

vsan 1 interfaces:

vfc21 vfc22 vfc23 vfc24

san-port-channel 3 vfc1/1

インターフェイスがこの VSANに設定されていない場合は、インターフェイス情報が表示されま
せん。

Note
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次に、すべての VSANのメンバーシップ情報を表示する例を示します。
switch # show vsan membership

vsan 1 interfaces:

vfc21 vfc22 vfc23 vfc24

san-port-channel 3 vfc31

vsan 2 interfaces:

vfc23 vfc41

vsan 7 interfaces:

vsan 100 interfaces:

vsan 4094(isolated vsan) interfaces:

次に、指定されたインターフェイスのスタティックメンバーシップ情報を表示する例を示しま

す。

switch # show vsan membership interface vfc21
vfc21

vsan:1
allowed list:1-4093

デフォルト VSAN
Cisco SANスイッチの出荷時の設定では、デフォルトのVSAN 1のみが有効です。VSAN 1を実稼
働環境のVSANとして使用しないことを推奨します。VSANが設定されていない場合、ファブリッ
ク内のすべてのデバイスはデフォルト VSANに含まれていると見なされます。デフォルトでは、
デフォルト VSANにすべてのポートが割り当てられています。

VSAN 1は削除できませんが、中断できます。

最大 34の VSANを 1つのスイッチに設定できます。これらの VSANの 1つがデフォルト VSAN
（VSAN 1）、もう 1つが独立 VSAN（VSAN 4094）と evfp isolated_vsan（vsan 4079）です。ユー
ザー指定の VSAN ID範囲は 4078と 4080～4093です。

Note

独立 VSAN
VSAN 4094は独立 VSANです。VSANを削除すると、すべての非トランキングポートが独立
VSANに移動され、デフォルトVSANまたは別の設定済みVSANにポートが暗黙的に移動される
のを防ぎます。これにより、削除された VSANのすべてのポートが分離されます（ディセーブル
にされます）。

VSAN 4094内にポートを設定するか、ポートをVSAN 4094に移動すると、このポートがすぐに分
離されます。

Note
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独立 VSANを使用してポートを設定しないでください。Caution

最大 34の VSANを 1つのスイッチに設定できます。これらの VSANの 1つがデフォルト VSAN
（VSAN 1）、もう 1つが独立 VSAN（VSAN 4094）と evfp isolated_vsan（vsan 4079）です。ユー
ザー指定の VSAN ID範囲は 4078と 4080～4093です。

Note

分離された VSANメンバーシップの概要
show vsan 4094 membershipコマンドを実行すると、独立VSANに関連するすべてのポートが表示
されます。

VSANの動作ステート
VSANがアクティブの状態で、最低 1つのポートがアップの状態であれば、VSANは動作ステー
トにあります。このステートは、トラフィックがこの VSANを通過できることを示します。この
ステートは設定できません。

スタティック VSANの削除
アクティブな VSANが削除されると、その属性が実行コンフィギュレーションからすべて削除さ
れます。VSAN関連情報は、次のようにシステムソフトウェアによって保持されます。

• VSAN属性およびポートメンバーシップの詳細は、VSANマネージャによって保持されます。
コンフィギュレーションから VSANを削除すると、この機能が影響を受けます。VSANが削
除されると、VSAN内のすべてのポートが非アクティブになり、ポートが独立 VSANに移動
されます。同一のVSANが再作成されると、ポートはそのVSANに自動的に割り当てられる
ことはありません。ポート VSANメンバーシップを明示的に再設定する必要があります（次
の図を参照してください）。

Figure 11: VSANポートメンバーシップの詳細

• VSANベースのランタイム（ネームサーバー）、ゾーン分割、および設定（スタティック
ルート）情報は、VSANが削除されると削除されます。

•設定された VSANインターフェイス情報は、VSANが削除されると削除されます。

許可 VSANリストは、VSANが削除されても影響を受けません。Note
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設定されていないVSANのコマンドは拒否されます。たとえば、VSAN 10がシステムに設定され
ていない場合、ポートを VSAN 10に移動するコマンド要求が拒否されます。

Related Topics

VSANトランキングの設定

スタティック VSANの削除
VSANおよびその各種属性を削除できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. vsan database
3. vsan vsan-id

4. switch(config-vsan-db)# no vsan vsan-id

5. switch(config-vsan-db)# end

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

VSANデータベースを設定します。vsan database

Example:

Step 2

switch(config)# vsan database
switch(config-vsan-db)#

VSANコンフィギュレーションモードを開始します。vsan vsan-id

Example:

Step 3

switch(config-vsan-db)# vsan 2

データベースおよびスイッチから VSAN 5を削除し
ます。

switch(config-vsan-db)# no vsan vsan-id

Example:

Step 4

switch(config-vsan-db)# no vsan 5

EXECモードに戻ります。switch(config-vsan-db)# end

Example:

Step 5

switch(config-vsan-db)# end
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ロードバランシングの概要

ロードバランシング属性は、ロードバランシングパス選択に対する送信元/宛先 ID（src-dst-id）
または Originator Exchange ID（OX ID）（デフォルトでは、src-dst-ox-id）の使用を示します。

ロードバランシングの設定

既存の VSANでロードバランシングを設定できます。

ロードバランシング属性は、ロードバランシングパス選択に対する送信元/宛先 ID（src-dst-id）
または Originator Exchange ID（OX ID）（デフォルトでは、src-dst-ox-id）の使用を示します。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. vsan database
3. vsan vsan-id

4. vsan vsan-id loadbalancing src-dst-id
5. no vsan vsan-id loadbalancing src-dst-id
6. vsan vsan-id loadbalancing src-dst-ox-id
7. vsan vsan-id suspend
8. no vsan vsan-id suspend
9. end

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

VSANデータベースコンフィギュレーションサブ
モードを開始します。

vsan database

Example:

Step 2

switch(config)# vsan database
switch(config-vsan-db)#

既存の VSANを指定します。vsan vsan-id

Example:

Step 3

switch(config-vsan-db)# vsan 15
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PurposeCommand or Action

選択されたVSANに対してロードバランシングの保
証をイネーブルにし、スイッチがパス選択プロセス

で送信元/宛先 IDを使用するようにします。

vsan vsan-id loadbalancing src-dst-id

Example:
switch(config-vsan-db)# vsan 15 loadbalancing
src-dst-id

Step 4

前のステップで入力したコマンドを無効にし、ロー

ドバランシングパラメータのデフォルト値に戻しま

す。

no vsan vsan-id loadbalancing src-dst-id

Example:
switch(config-vsan-db)# no vsan 15 loadbalancing
src-dst-id

Step 5

送信元 ID、宛先 ID、OX ID（デフォルト）を使用す
るようにパス選択設定を変更します。

vsan vsan-id loadbalancing src-dst-ox-id

Example:

Step 6

switch(config-vsan-db)# vsan 15 loadbalancing
src-dst-ox-id

選択された VSANを中断します。vsan vsan-id suspend

Example:

Step 7

switch(config-vsan-db)# vsan 23 suspend

前のステップで入力した suspendコマンドを無効に
します。

no vsan vsan-id suspend

Example:

Step 8

switch(config-vsan-db)# no vsan 23 suspend

EXECモードに戻ります。end

Example:

Step 9

switch(config-vsan-db)# end

interopモード
インターオペラビリティを使用すると、複数ベンダーによる製品の間で相互に接続できます。ファ

イバチャネル標準規格では、ベンダーに対して共通の外部ファイバチャネルインターフェイス

を作成することを推奨しています。

Related Topics

スイッチの相互運用性, on page 285

スタティック VSAN設定の表示
次に、特定の VSANに関する情報を表示する例を示します。
switch# show vsan 100

次に、VSAN使用状況を表示する例を示します。
switch# show vsan usage
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4 vsan configured

configured vsans:1-4

vsans available for configuration:5-4093

次に、すべての VSANを表示する例を示します。
switch# show vsan

VSANのデフォルト設定
次の表に、設定されたすべての VSANのデフォルト設定を示します。

Table 15:デフォルト VSANパラメータ

デフォルトパラメータ

VSAN 1デフォルト VSAN

activeステート状態

VSANと VSAN IDを表す 4桁のストリングを連結したものです。たと
えば、VSAN 3は VSAN0003です。

名前

OX ID（src-dst-ox-id）ロードバランシング属

性
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第 9 章

SANポートチャネルの設定

この章は、次の内容で構成されています。

• SANポートチャネルの設定, on page 135

SANポートチャネルの設定
ストレージエリアネットワーク（SAN）ポートチャネルは、複数の物理インターフェイスを 1
つの論理インターフェイスに集約し、より精度の高い集約帯域幅、ロードバランシング、リンク

冗長性を提供するものです。

Cisco Nexus 9000スイッチでは、SANポートチャネルは物理ファイバチャネルインターフェイス
を含むことができます。ただし、仮想ファイバーチャネルインターフェイスはサポートされてい

ません。SANポートチャネルは、最大 16のファイバチャネルインターフェイスを含むことがで
きます。

SANポートチャネルに関する情報

Eおよび TEポートチャネルについて

Eポートチャネルは、複数の Eポートを 1つの論理インターフェイスに集約し、より高度な集約
帯域幅、ロードバランシング、およびリンク冗長性を提供する機能です。ポートチャネルはスイッ

チングモジュール間のインターフェイスに接続することができるため、スイッチングモジュール

で障害が発生してもポートチャネルのリンクがダウンすることはありません。Cisco Nexusデバイ
スは FCスイッチモードで最大 4つのポートチャネルをサポートしています。これには E/TEポー
トのポートチャネルが含まれます。

SANポートチャネルには、次の機能があります。

• ISL（スイッチ間リンク）（Eポート）または EISL（TEポート）を介してポイントツーポイ
ントで接続できます。複数のリンクを SANポートチャネルに結合できます。

•チャネル内で機能するすべてのリンクにトラフィックを分配して、ISL上の集約帯域幅を増
加させます。
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•複数のリンク間で負荷を分散し、最適な帯域利用率を維持します。ロードバランシングは、
送信元 ID、宛先 ID、Originator Exchange ID（OX ID）に基づきます。

• ISLにハイアベイラビリティを提供します。いずれか 1つのリンクに障害が発生したら、そ
れまでそのリンクで伝送されていたトラフィックが残りのリンクに切り替えられます。SAN
ポートチャネルでリンクが 1つダウンしても、上位層プロトコル（ULP）はそのことを認識
しません。ULPから見れば、帯域幅は減っていても引き続きリンクが存在しています。リン
ク障害によるルーティングテーブルへの影響はありません。

Cisco Nexusデバイスは、最大 4つの SANポートチャネル（ポートチャネルあたり 8つのイン
ターフェイス）をサポートします。ポートチャネル番号は、各チャネルグループに関連付けられ

た（スイッチごとに）一意の識別番号です。この番号の範囲は 1～ 256です。

NPVポートチャネルおよび NPポートチャネルについて

Cisco Nexusデバイス NPVモードで最大 4つの SANポートチャネル（ポートチャネルあたり 8
つのインターフェイス）をサポートします。つまり、NPVモードでは、CiscoNexusデバイスで最
大 4 x NPのポートチャネルをサポートします。ポートチャネル番号は、各チャネルグループに
関連付けられた（スイッチごとに）一意の識別番号です。この番号の範囲は 1～ 256です。

Fおよび TFポートチャネルについて

Fポートチャネルも、同じファイバチャネルノードに接続された Fポートのセットを組み合わ
せ、Fポートと NPポート間で 1つのリンクとして動作する論理インターフェイスです。Fポート
チャネルでは、Eポートチャネルと同様の帯域利用率およびアベイラビリティをサポートします。
Fポートチャネルは主にNexus 9000コアとNPVスイッチの接続に使用され、最適な帯域利用率お
よび VSANのアップリンク間での透過型フェールオーバーを実現します。Fポートチャネルのト
ランクでは、TFポートとFポートチャネルの機能性および利点が組み合わせられます。この論理
リンクは、Cisco EPP (ELS)上で Cisco PTPおよび PCPプロトコルを使用します。Cisco Nexusデバ
イスは F/TFポートチャネルを含む FCスイッチモードで最大 4つの SANポートチャネルをサ
ポートします。

ファイバチャネルトラフィックに対し、すべてのリンクがポートチャネルで使用できるように、

port-channel load-balance ethernet source-dest-portコマンドを入力して、ポートチャネルのロード
バランシングを「source-dest-port」に設定します。この設定では、「source-destination-oxid」ロー
ドバランシングがファイバチャネルトラフィックに使用されます。

Note

ポートチャネルと VSANトランキングの理解

Cisco Nexusデバイスは、次のように VSANトランキングとポートチャネルを実装します。

• SANポートチャネルでは、複数の物理リンクを 1つの集約論理リンクに結合できます。

•業界標準のEポートは、他のベンダースイッチにリンクできます。スイッチ間リンク（ISL）
と呼ばれます（下の図の左側を参照）。
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• VSANトランキングを使用すると、複数の VSANのトラフィックを伝送する EISL形式での
フレーム伝送が可能になります。トランキングが Eポートで動作可能な場合、その Eポート
は TEポートになります。次の図の右側に示すように、EISLはシスコスイッチ間のみで接続
されます。

Figure 12: VSANトランキングのみ

•下の図の左側に示すように、EポートであるメンバでSANポートチャネルを作成できます。
この設定では、ポートチャネルは論理 ISL（1つの VSANのトラフィックを伝送する）を実
装します。

•下の図の右側に示すように、TEポートであるメンバで SANポートチャネルを作成できま
す。この設定では、ポートチャネルは論理EISL（複数のVSANのトラフィックを伝送する）
を実装します。

Figure 13:ポートチャネルと VSANトランキング

•ポートチャネルインターフェイスは、次のポートセット間でチャネリングできます。

• Eポートおよび TEポート

• Fポートおよび NPポート

• TFポートおよび TNPポート

•トランキングでは、スイッチ間で複数の VSANのトラフィックが許可されます。

•ポートチャネルとトランキングは、TE ports over EISL間で使用できます。

ロードバランシングを理解する

ロードバランシング機能は、次の方式を使用して提供できます。

•フローベース：送信元と宛先間のすべてのフレームが所定のフローで同一のリンクをたどり
ます。つまり、フローの最初のエクスチェンジで選択されたリンクが、後続のすべてのエク

スチェンジで使用されます。

•エクスチェンジベース：エクスチェンジの最初のフレームがリンクに割り当てられ、エクス
チェンジの後続のフレームが同一のリンクをたどります。ただし、後続のエクスチェンジは、

別のリンクを使用できます。この方式によって、より精度の高いロードバランシングが可能

になり、さらに各エクスチェンジでのフレームの順序が維持されます。

次の図は、フローベースのロードバランシングがどのように機能するかを示しています。フロー

の最初のフレームが転送のためにインターフェイスで受信されると、リンク 1が選択されます。
そのフローの各後続のフレームが、同一のリンク上に送信されます。SID1および DID1のフレー
ムは、リンク 2を使用しません。
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Figure 14: SID1、DID1、およびフローベースのロードバランシング

次の図は、エクスチェンジベースのロードバランシングがどのように機能するかを示しています。

エクスチェンジで最初のフレームが転送用にインターフェイスで受信されると、リンク 1がハッ
シュアルゴリズムによって選択されます。その特定のエクスチェンジにある残りすべてのフレー

ムが同一のリンクに送信されます。エクスチェンジ 1では、リンク 2を使用するフレームはあり
ません。次のエクスチェンジでは、ハッシュアルゴリズムによってリンク 2が選択されます。こ
こではエクスチェンジ 2のすべてのフレームが、リンク 2を使用します。

Figure 15: SID1、DID1、およびエクスチェンジベースのロードバランシング

SANポートチャネルの設定
SANポートチャネルは、デフォルト値で作成されます。その他の物理インターフェイスと同様に
デフォルト設定を変更できます。

次の図は、有効な SANポートチャネルの設定例を示しています。

Figure 16:有効な SANポートチャネルの設定

次の図は、無効な設定例を示しています。リンクが1、2、3、4の順番でアップした場合、ファブ
リックの設定が誤っているため、リンク 3および 4は動作上ダウンします。

Figure 17:誤った設定

SANポートチャネルの設定時の注意事項

SANポートチャネルを設定する前に、次の注意事項を守ってください。

•ポートチャネルモードはデフォルトでアクティブです。ポートチャネル ONモードはサポー
トされていません。

•異なるポートグループのファイバチャネルポートを使用して、SANポートチャネルを構成
します。

• 1つの SANポートチャネルが異なるスイッチ群に接続されないようにします。SANポート
チャネルでは、同一のスイッチ群内でのポイントツーポイント接続が必要です。

• SANポートチャネルを誤って設定すると、誤設定メッセージを受け取る場合があります。こ
のメッセージを受信した場合、エラーが検出されたため、ポートチャネルの物理リンクはディ

セーブルになります。
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•次の要件を満たしていない場合に、SANポートチャネルのエラーが検出されます。

• SANポートチャネルの両側のスイッチが、同じ数のインターフェイスに接続されている
必要があります。

•各インターフェイスは、反対側の対応するインターフェイスに接続されている必要があ
ります。

•ポートチャネルを設定したあとで、SANポートチャネルのリンクを変更できません。
ポートチャネルを設定したあとにリンクを変更する場合は、必ずそのポートチャネル内

でリンクをインターフェイスに再接続し、再度イネーブルにしてください。

3つすべての条件が満たされていない場合、そのリンクはディセーブルになっています。

• SANポートチャネルのメンバーの最大数は 16です。

• Cisco Nexus N9K-C93180YC-FXスイッチは、実質的に暗黙の 1:1.6オーバーサブスクリプショ
ンモデルに従います。したがって、24UPポートのうち、すべてのポートが同時に 16-G FC
ラインレートを取得できるわけではありません。

• Cisco Nexus 5672UP-16Gスイッチを別のCisco Nexus 5672UP-16Gスイッチに接続する場合は、
ポートグループ全体を同じポートタイプに接続します。ポートグループ内のポートは、次

のいずれかのシナリオと同じタイプである必要があります。

• 4つの Fポートはすべて同じポートグループ内にある必要があります

• 4つの Eポートはすべて同じポートグループ内にある必要があります

•同じポートチャネルの 4つのポートはすべて、同じポートグループ内にある必要があり
ます。

たとえば、Cisco Nexus 5672UP-16Gスイッチのポート FC2/1～ 4は、別の Cisco Nexus
5672UP-16Gスイッチのポートタイプのポート 1～ 4、ポート 5～ 8、またはポート 9～ 12に
接続できます。

そのインターフェイスに show interfaceコマンドを入力して、ポートチャネルが設定どおりに機能
していることを確認します。

Fおよび TFポートチャネルの注意事項

Fおよび TFポートチャネルの注意事項は次のとおりです。

•ポートを Fモードとしておく必要があります。

•自動作成はサポートされません。

• ONモードはサポートされません。サポートされるのはActive-Activeモードだけです。デフォ
ルトでは、NPVスイッチのモードは Activeです。

• MDSスイッチの Fポートチャネル経由でログインしたデバイスは、IVRの非 NAT設定でサ
ポートされません。このデバイスをサポートするのは IVR NAT設定だけです。

•ポートセキュリティルールは、物理 pWWNだけで単一リンクレベルで実行されます。
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• Fポートチャネル経由でログインするNポートのネームサーバ登録では、ポートチャネルイ
ンターフェイスの fWWNを使用します。

• DPVM設定はサポートされません。

•ダイナミックポート VSANメンバーシップ（DPVM）を使ってポートチャネルのポート
VSANを設定することはできません。

• Fポートチャネルを設定する前に、スイッチで fport-channel-trunk機能が有効になっているこ
とを確認してください。

•いずれかのインターフェイスでトランキングが設定されているNPVスイッチ、またはトラン
キング Fポートチャネル機能を有効にするために f port-channel-trunkコマンドが実行される
標準スイッチは、以下の予約済み VSANと分離された VSANの設定ガイドラインに従いま
す。

•いずれかのインターフェイスでトランクモードがオンであるか、NPポートチャネルが
稼働している場合、予約済み VSANは 3040～ 4078であり、ユーザー設定には使用でき
ません。

• Exchange Virtual Fabric Protocol（EVFP）分離VSANは 4079であり、ユーザー設定には使
用できません。

SANポートチャネルの作成

SANポートチャネルを作成する手順は、次のとおりです。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# interface san-port-channel channel-number

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalStep 1

デフォルトのモード（オン）を使用して、指定され

た SANポートチャネルを作成します。SANポート
チャネル番号の範囲は、1～ 256です。

switch(config)# interface san-port-channel
channel-number

Step 2

Note
未使用のチャネル番号を入力して、新しいSANポー
トチャネルを作成します（ファイバチャネルポー

ト用）。使用済みと未使用のチャネル番号の範囲を
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PurposeCommand or Action

表示するには、show san-port-channel usageコマン
ドを使用します。

ポートチャネルモードについて

チャネルグループモードパラメータを使用して各 SANポートチャネルを設定し、このチャネル
グループのすべてのメンバポートに対するポートチャネルプロトコルの動作を指定できます。

チャネルグループモードに指定できる値は、次のとおりです。

•オン（デフォルト）：メンバポートは SANポートチャネルの一部としてだけ動作するか、
または非アクティブなままです。このモードでは、ポートチャネルプロトコルは起動されま

せん。ただし、ポートチャネルプロトコルフレームがピアポートから受信される場合は、

ネゴシエーションが不可能な状態であることを示します。オンモードで設定されたポート

チャネルでは、ポートチャネルの設定に対してポートの追加または削除を行う場合、各端の

ポートチャネルメンバポートを明示的にイネーブルおよびディセーブルに設定する必要が

あります。また、ローカルポートおよびリモートポートが相互に接続されていることを物理

的に確認する必要があります。

•アクティブ：ピアポートのチャネルグループモードに関係なく、メンバポートはピアポー
トとのポートチャネルプロトコルネゴシエーションを開始します。チャネルグループで設

定されているピアポートがポートチャネルプロトコルをサポートしていない場合、または

ネゴシエーション不可能なステータスを返す場合、デフォルトでオンモードの動作に設定さ

れます。アクティブポートチャネルモードでは、各端でポートチャネルメンバポートを明

示的にイネーブルおよびディセーブルに設定することなく自動回復が可能です。

Fポートチャネルはアクティブモードのみでサポートされます。Note

次の表では、オンモードとアクティブモードを比較します。

Table 16:チャネルグループ設定の相違点

アクティブモードオンモード

ピアポートとのポートチャネルプロトコルネ

ゴシエーションが実行されます。

プロトコルは交換されません。

動作値が SANポートチャネルと互換性がない
場合、インターフェイスは隔離ステートになり

ます。

動作値が SANポートチャネルと互換性がない
場合、インターフェイスは中断ステートになり

ます。
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アクティブモードオンモード

ポートチャネルインターフェイスを追加または

変更すると、SANポートチャネルは自動的に復
旧します。

ポートチャネルのメンバポートの設定を追加

または変更する場合、各端でポートチャネルの

メンバポートを明示的にディセーブル（shut）
およびイネーブル（no shut）にする必要があり
ます。

すべてのピアスイッチで、チャネル内のすべて

のポートの起動が同時に行われます。

ポートの起動は同期化されません。

ポートチャネルプロトコルを使用して常に誤設

定が検出されます。

プロトコルが交換されないため、すべての誤設

定が検出される訳ではありません。

誤設定を修正するために、誤設定ポートを隔離

ステートに移行します。誤設定を修正すれば、

プロトコルによって自動的に復旧されます。

誤設定ポートを中断ステートに移行します。各

端でメンバポートを明示的にディセーブル

（shut）およびイネーブル（no shut）に設定す
る必要があります。

このモードは明示的に設定する必要があります。これは、デフォルトのモードです。

アクティブモードの SANポートチャネルの設定

アクティブモードを設定する手順は、次のとおりです。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# interface san-port-channel channel-number

3. switch(config-if)# channel mode active
4. switch(config-if)# no channel mode active

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalStep 1

デフォルトのオンモードを使用して、指定されたポー

トチャネルを設定します。SANポートチャネル番号
の範囲は、1～ 256です。

switch(config)# interface san-port-channel
channel-number

Step 2

アクティブモードを設定します。switch(config-if)# channel mode activeStep 3

デフォルトのオンモードに戻します。switch(config-if)# no channel mode activeStep 4
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アクティブモードの設定例

アクティブモードを設定する手順は、次のとおりです。

switch(config)# interface san-port-channel 1

switch(config-if)# channel mode active

SANポートチャネルの削除について

SANポートチャネルを削除すると、関連するチャネルメンバーシップも削除されます。削除さ
れた SANポートチャネルのすべてのインターフェイスは、個々の物理リンクに変換されます。
SANポートチャネルを削除すると、使用されているモード（アクティブおよびオン）に関係な
く、各端のポートが正常にシャットダウンされます。これは、インターフェイスのシャットダウ

ン時にフレームが失われないことを意味します。

あるポートの SANポートチャネルを削除した場合、削除された SANポートチャネル内の各ポー
トは互換性パラメータの設定（速度、モード、ポート VSAN、許可 VSAN、およびポートセキュ
リティ）を維持します。これらの設定は、必要に応じて、明示的に変更できます。

•デフォルトのオンモードを使用すると、スイッチ全体の不整合な状態を防ぎ、整合性を保つ
ために、ポートがシャットダウンします。これらのポートは再度明示的にイネーブルにする

必要があります。

•アクティブモードを使用すると、ポートチャネルのポートは削除から自動的に復旧します。

Related Topics

インターフェイスの管理状態の設定, on page 98

SANポートチャネルの削除

SANポートチャネルを削除する手順は、次のとおりです。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# no interface san-port-channel channel-number

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalStep 1

指定されたポートチャネル、関連するインターフェ

イスマッピング、およびこの SANポートチャネル
のハードウェアアソシエーションを削除します。

switch(config)# no interface san-port-channel
channel-number

Step 2
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SANポートチャネルのインターフェイス
物理ファイバチャネルインターフェイス（またはインターフェイス範囲）を既存の SANポート
チャネルに追加したり、そこから削除できます。互換性のあるコンフィギュレーションパラメー

タが、SANポートチャネルにマッピングされます。SANポートチャネルにインターフェイスを
追加すると、SANポートチャネルのチャネルサイズと帯域幅が増加します。SANポートチャネ
ルからインターフェイスを削除すると、SANポートチャネルのチャネルサイズと帯域幅が減少
します。

仮想ファイバチャネルインターフェイスは、SANポートチャネルに追加できません。Note

SANポートチャネルへのインターフェイスの追加について

物理インターフェイス（またはインターフェイス範囲）を既存の SANポートチャネルに追加で
きます。互換性のあるコンフィギュレーションパラメータが、SANポートチャネルにマッピン
グされます。SANポートチャネルにインターフェイスを追加すると、SANポートチャネルのチャ
ネルサイズと帯域幅が増加します。

メンバを追加すると、使用されているモード（アクティブおよびオン）に関係なく、各端のポー

トが正常にシャットダウンされます。これは、インターフェイスのシャットダウン時にフレーム

が失われないことを意味します。

Cisco Nexus N9K-C9336C-FX2-Eプラットフォームスイッチの SANポートチャネルにファイバ
チャネル (FC)ブレイクアウト (BO)インターフェイスを追加するには、SANスイッチングの一般
的なガイドラインと制限事項を参照してください。

互換性チェック

互換性チェックでは、チャネルのすべての物理ポートで同一のパラメータ設定が確実に使用され

るようにします。そうでない場合、ポートが SANポートチャネルに所属できません。互換性
チェックは、ポートを SANポートチャネルに追加する前に実施します。

互換性チェックでは、SANポートチャネルの両側で次のパラメータと設定が一致することを確認
します。

•機能パラメータ（インターフェイスのタイプ、両側のファイバチャネル）

•管理上の互換性パラメータ（速度、モード、ポート VSAN、および許可 VSAN）

•運用パラメータ（速度およびリモートスイッチのWWN）

リモートスイッチの機能パラメータと管理パラメータおよびローカルスイッチの機能パラメータ

と管理パラメータに互換性がない場合、ポートは追加できません。互換性チェックが正常であれ

ば、インターフェイスは正常に動作し、対応する互換性パラメータ設定がこれらのインターフェ

イスに適用されます。

channel-group forceコマンドを使用して、ポートをチャネルグループへ強制的に追加できるよう
にした場合、パラメータは次のように処理されます。
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•インターフェイスがポートチャネルに追加されると、次のパラメータは削除され、代わって
ポートチャネルに関する値が指定されます。ただしこの変更は、インターフェイスに関する

実行コンフィギュレーションには反映されません。

•帯域幅

•遅延

•サービスポリシー

• ACL

インターフェイスがポートチャネルに追加またはポートチャネルから削除されても、次のパ

ラメータはそのまま維持されます。

•ビーコン

•説明

• LACPポートプライオリティ

• Debounce

•シャットダウン

• SNMPトラップ

中断および隔離ステート

動作パラメータに互換性がない場合、互換性チェックは失敗し、インターフェイスは設定された

モードに基づいて中断ステートまたは隔離ステートになります。

•インターフェイスがオンモードで設定されている場合、インターフェイスは中断ステートに
なります。

•インターフェイスがアクティブモードで設定されている場合、インターフェイスは隔離ス
テートになります。

SANポートチャネルへのインターフェイスの追加

SANポートチャネルにインターフェイスを追加する手順は、次のとおりです。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# interface type slot/port/BO port

3. switch(config-if)# channel-group channel-number
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DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalStep 1

指定されたインターフェイスのコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

switch(config)# interface type slot/port/BO portStep 2

Note
これが 10Gブレイクアウトポートの場合、slot/port
構文は QSFP-module/portになります。

Note
これがQSFP+ GEMまたはブレイクアウトポートの
場合、port構文は QSFP-module/portになります。

ファイバチャネルインターフェイスを指定された

チャネルグループに追加します。チャネルグループ

switch(config-if)# channel-group channel-numberStep 3

が存在しない場合は、作成されます。ポートがシャッ

トダウンする

インターフェイスの強制追加

forceオプションを指定して、SANポートチャネルがポート設定を上書きするように強制できま
す。この場合、インターフェイスは SANポートチャネルに追加されます。

•デフォルトのオンモードを使用すると、スイッチ全体の不整合な状態を防ぎ、整合性を保つ
ために、ポートがシャットダウンします。これらのポートは再度明示的にイネーブルにする

必要があります。

•アクティブモードを使用すると、ポートチャネルのポートは追加から自動的に復旧します。

SANポートチャネルが 1つのインターフェイス内で作成される場合、forceオプションを使用で
きません。

ファイバチャネル（FC）インターフェイスのブレークアウト（BO）ポートオプションは、Cisco
Nexus N9K-C9336C-FX2-Eプラットフォームスイッチにのみ必要です。

Note

メンバーの強制追加後、使用するモード（ActiveおよびOn）に関係なく、片側のポートは正常に
ダウンします。これは、インターフェイスがダウンしてもフレームが失われないことを示します。

SANポートチャネルへポートを強制的に追加する手順は、次のとおりです。
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SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# interface type slot/port /BO port

3. switch(config-if)# channel-group channel-number force

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalStep 1

指定されたインターフェイスのコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

switch(config)# interface type slot/port /BO portStep 2

Note
これが 10Gブレイクアウトポートの場合、slot/port
構文は QSFP-module/portになります。

Note
これがQSFP+ GEMまたはブレイクアウトポートの
場合、port構文は QSFP-module/portになります。

指定されたチャネルグループにインターフェイスを

強制的に追加します。Eポートがシャットダウンし
ます。

switch(config-if)# channel-group channel-number forceStep 3

SANポートチャネルからのインターフェイスの削除について

物理インターフェイスが SANポートチャネルから削除された場合は、チャネルメンバーシップ
が自動更新されます。削除されたインターフェイスが最後の動作可能なインターフェイスである

場合は、ポートチャネルのステータスは、downステートに変更されます。SANポートチャネル
からインターフェイスを削除すると、SANポートチャネルのチャネルサイズと帯域幅が減少し
ます。

•デフォルトのオンモードを使用すると、スイッチ全体の不整合な状態を防ぎ、整合性を保つ
ために、ポートがシャットダウンします。これらのポートは再度明示的にイネーブルにする

必要があります。

•アクティブモードを使用すると、ポートチャネルのポートは削除から自動的に復旧します。

メンバを削除すると、使用されているモード（アクティブおよびオン）に関係なく、各端のポー

トが正常にシャットダウンされます。これは、インターフェイスのシャットダウン時にフレーム

が失われないことを意味します。
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SANポートチャネルからのインターフェイスの削除

SANポートチャネルから物理インターフェイス（または物理インターフェイス範囲）を削除する
手順は、次のとおりです。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# interface type slot/port/BO port

3. switch(config-if)# no channel-group channel-number

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalStep 1

指定されたインターフェイスのコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

switch(config)# interface type slot/port/BO portStep 2

Note
これが 10Gブレイクアウトポートの場合、slot/port
構文は QSFP-module/portになります。

Note
これがQSFP+ GEMまたはブレイクアウトポートの
場合、port構文は QSFP-module/portになります。

物理ファイバチャネルインターフェイスを指定され

たチャネルグループから削除します。

switch(config-if)# no channel-group channel-numberStep 3

SANポートチャネルプロトコル
スイッチソフトウェアでは、安定性のあるエラー検出および同期化機能を提供します。チャネル

グループは手動で構成できます。チャネルグループは同じ機能と構成パラメータを持ちます。関

連付けられた SANポートチャネルインターフェイスに適用される構成の変更は、チャネルグ
ループ内のすべてのメンバーに伝播されます。

SANポートチャネルの設定を交換するプロトコルがCisco SANスイッチで使用できます。これに
より、互換性のない ISLでのポートチャネル管理が簡素化されます。追加された自動作成モード
では、互換性のあるパラメータを持つ ISLでチャネルグループを自動的に作成でき、手動での作
業は必要ありません。

デフォルトではポートチャネルプロトコルがイネーブルになっています。
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ポートチャネルプロトコルは、Cisco SANスイッチのポートチャネル機能モデルを拡張します。
ポートチャネルプロトコルは、Exchange Peer Parameters（EPP）サービスを使用して、ISLのピア
ポート間の通信を行います。各スイッチは、ローカル設定と動作値に加えて、ピアポートから受

信した情報を使用して、SANポートチャネルに属するべきかどうかを判断します。このプロトコ
ルを使用すると、ポート一式が同一の SANポートチャネルに属するように設定できます。すべ
てのポートが互換性のあるパートナーを持つ場合だけ、ポート一式が同一のポートチャネルに属

せます。

ポートチャネルプロトコルは、次の 2つのサブプロトコルを使用します。

•起動プロトコル：自動的に誤設定を検出するため、これらを修正できます。このプロトコル
は両側で SANポートチャネルを同期化するため、特定のフロー（送信元 FC ID、宛先 FC
ID、およびOX_IDによって識別される）のフレームは両方向ともすべて同じ物理リンクを経
由して伝送されます。これにより、FCIPリンク上の SANポートチャネルで書き込みアクセ
ラレーションなどのアプリケーションを動作させることができます。

•自動作成プロトコル：互換性のあるポートを SANポートチャネルに自動的に集約します。

チャネルグループの作成について

チャネルグループの自動作成がイネーブルの場合、ISLは手動介入なしにチャネルグループに自
動的に設定できます。次の図に、チャネルグループの自動作成例を示します。

最初の ISLは個別リンクとしてアップします。次の図に示した例では、これはリンク A1～B1で
す。次のリンク（たとえばA2-B2）がアップすると、ポートチャネルプロトコルは、このリンク
がリンク A1-B1と互換性があるかどうかを識別し、それぞれのスイッチでチャネルグループ 10
および 20を自動的に作成します。それぞれのポートの設定に互換性がある場合、リンク A3-B3
はチャネルグループ（およびポートチャネル）に参加できます。リンクA4-B4はチャネルグルー
プ内の既存のメンバポートと互換性がないため、個別のリンクとして動作します。

Figure 18:チャネルグループの自動作成

チャネルグループ番号は動的に割り当てられます（チャネルグループが形成される場合）。

チャネルグループ番号は、ポートの初期化の順序により同一のポートチャネル群が再起動すると

変化する場合があります。

次の表に、ユーザー設定のチャネルグループと自動設定のチャネルグループの相違点を示します。

Table 17:チャネルグループ設定の相違点

自動設定のチャネルグループユーザ設定のチャネルグループ

2つの互換性のあるスイッチ間で互換性のあるリンク
がアップしたときに自動的に作成されます（両端の

すべてのポートでチャネルグループの自動作成がイ

ネーブルになっている場合）。

ユーザが手動で設定します。
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自動設定のチャネルグループユーザ設定のチャネルグループ

これらのポートは、ユーザ設定のチャネルグループ

のメンバにはなりません。

メンバポートはチャネルグループの自動

作成には参加できません。自動作成機能は

設定できません。

チャネルグループに含まれるすべてのポートが SAN
ポートチャネルに参加します。いずれのメンバポー

トも隔離ステートまたは中断ステートになりません。

その代わりに、リンクに互換性がない場合、メンバ

ポートはチャネルグループから削除されます。

チャネルグループのポートの一部を使用

して SANポートチャネルを作成できま
す。オンモードまたはアクティブモード

の設定に応じて、互換性のないポートは中

断ステートまたは隔離ステートのままにな

ります。

SANポートチャネルに対する管理設定は、チャネル
グループのすべてのポートに適用され、メンバポー

トの設定は保存されますが、ポートチャネルイン

ターフェイスの設定は保存されません。このチャネ

ルグループは、必要に応じて明示的に変更できます。

SANポートチャネルに対する管理設定
は、チャネルグループのすべてのポート

に適用され、ポートチャネルインター

フェイスの設定は保存できます。

チャネルグループは削除できません。チャネルグ

ループのメンバの追加および削除はできません。メ

ンバポートが存在しない場合、チャネルグループは

削除されます。

任意のチャネルグループの削除およびチャ

ネルグループへのメンバの追加が可能で

す。

自動作成の注意事項

自動作成プロトコルを使用する場合、次の注意事項に従ってください。

•自動作成機能がイネーブルの場合、ポートを SANポートチャネルの一部として設定できま
せん。これらの 2つの設定を同時に使用できません。

•自動作成は、SANポートチャネルのネゴシエーションを行うローカルポートとピアポート
の両方でイネーブルにする必要があります。

•集約は、次の 2通りの方法で実行されます。

•ポートを互換性のある自動作成 SANポートチャネルへ集約する。

•ポートを互換性のある別のポートと集約して新しい SANポートチャネルを構成する。

•新しく作成される SANポートチャネルには、最大利用可能ポートチャネルからアベイラビ
リティに基づいて番号が降順に割り当てられます。すべてのポートチャネル番号を使い切る

と、集約は許可されなくなります。

•メンバーシップの変更または自動作成された SANポートチャネルの削除はできません。

•自動作成をディセーブルにすると、メンバポートはすべて自動作成された SANポートチャ
ネルから削除されます。
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•自動作成された SANポートチャネルからすべてのメンバが削除されると、チャネルは自動
的に削除され、チャネル番号は再利用できるように解放されます。

•自動作成された SANポートチャネルは、再起動後は存在しません。自動作成された SAN
ポートチャネルを手動で設定すると、再起動後も維持できます。SANポートチャネルを手
動で設定すると、自動作成機能はすべてのメンバポートでディセーブルになります。

•自動作成機能は、ポート単位またはスイッチ内のすべてのポートに対して、イネーブルまた
はディセーブルに設定できます。この設定がイネーブルの場合、チャネルグループモードは

アクティブと見なされます。このタスクのデフォルトはディセーブルです。

•インターフェイスに対してチャネルグループの自動作成がイネーブルになっている場合、最
初に自動作成をディセーブルにしてから、以前のソフトウェアバージョンにダウングレード

するか、または手動設定されたチャネルグループでインターフェイスを設定する必要があり

ます。

CiscoNexusデバイスで自動作成をイネーブルにする場合、自動作成設定を使用せずに、スイッチ
間で少なくとも 1つのポートを相互接続しておくことを推奨します。2つのスイッチ間のすべて
のポートを自動作成機能で同時に設定する場合、ポートは自動作成された SANポートチャネル
に追加される際に自動的にディセーブル化され、再度イネーブルになるため、2つのスイッチ間
でトラフィックが中断される可能性があります。

Tip

自動作成の有効化および構成

自動チャネルグループを設定する手順は、次のとおりです。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# interface vfc vfc-id

3. switch(config- if)# channel-group auto
4. switch(config- if)# no channel-group auto

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalStep 1

指定されたインターフェイスのコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

switch(config)# interface vfc vfc-idStep 2
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PurposeCommand or Action

選択したインターフェイスでチャネルグループを自

動作成します。

switch(config- if)# channel-group autoStep 3

現在のインターフェイスのチャネルグループの自動

作成をディセーブルにします（システムのデフォル

switch(config- if)# no channel-group autoStep 4

ト設定で自動作成がイネーブルになっている場合も

同様）。

自動作成の設定例

次に、自動チャネルグループを設定する例を示します。

switch(config)# interface vfc23

switch(config-if)# channel-group auto

手動設定チャネルグループについて

ユーザによって設定されたチャネルグループを自動作成チャネルグループに変更できません。た

だし、自動作成されたチャネルグループから手動チャネルグループへの変更は可能です。このタ

スクは元に戻せません。チャネルグループ番号は変わりませんが、メンバポートは手動設定され

たチャネルグループのプロパティに従って動作します。また、チャネルグループの自動作成はす

べてのポートに対して暗黙的にディセーブルになります。

手動設定にする場合は、必ず SANポートチャネルの両側で実行してください。

手動構成チャネルグループへの変更

自動作成されたチャネルグループをユーザ設定チャネルグループに変更するには、san-port-channel
channel-group-number persistent EXECコマンドを使用します。SANポートチャネルが存在しない
場合、このコマンドは実行されません。

ポートチャネルの設定例

この項では、Fポートチャネルを共有モードで設定する方法、およびNPIVコアスイッチのFポー
トと NPVスイッチの NPポート間のリンクを起動する方法の例を示します。Fポートチャネルを
設定する前に、Fポートトランキング、Fポートチャネリング、および NPIVがイネーブルであ
ることを確認します。

例

次の例は、ポートチャネルの作成方法を示しています。

switch(config)# interface san-po-channel 2

switch(config-if)# switchport mode F

switch(config-if)# channel mode active
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switch(config-if)# exit

次に、コアスイッチで専用モードでポートチャネルメンバインターフェイスを設定する

例を示します。

switch(config)# interface fc1/4-6
switch(config-if)# shut
switch(config-if)# switchport mode F
switch(config-if)# switchport speed 32000
switch(config-if)# switchport trunk mode on
switch(config-if)# channel-group 2
switch(config-if)# no shut
switch(config-if)# exit

SANポートチャネル構成の確認
EXECモードからいつでも既存の SANポートチャネルの特定の情報を表示できます。次の show
コマンドを実行すると、既存の SANポートチャネルの詳細が表示されます。

show san-port-channel summaryコマンドを実行すると、スイッチ内の SANポートチャネルの概
要が表示されます。各 SANポートチャネルの 1行ずつの概要には、管理ステート、動作可能ス
テート、接続されてアクティブな状態（アップ）のインターフェイスの数、コントロールプレー

ントラフィック（ロードバランシングなし）を伝送するために SANポートチャネルで選択され
た主要な動作可能インターフェイスであるFirst Operational Port（FOP）を表示します。FOPはSAN
ポートチャネルで最初にアップするポートで、このポートがダウンした場合は変わることがあり

ます。FOPは、show san-port-channel database cliのアスタリスク ( * )でも識別されます。

VSANの設定情報を表示するには、次のいずれかのタスクを実行します。

SUMMARY STEPS

1. switch# show san-port-channel summary | database | consistency [ details ] | usage |
compatibility-parameters

2. switch# show san-port-channel database interface san-port-channel channel-number

3. switch# switch# show interface vfc vfc/idt

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

SANポートチャネルの情報を表示します。switch# show san-port-channel summary | database |
consistency [ details ] | usage | compatibility-parameters

Step 1

指定された SANポートチャネルの情報を表示しま
す。

switch# show san-port-channel database interface
san-port-channel channel-number

Step 2
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PurposeCommand or Action

指定されたファイバチャネルインターフェイスの

VSAN設定情報を表示します。
switch# switch# show interface vfc vfc/idtStep 3

確認コマンドの例

次に、SANポートチャネル情報の概要を表示する例を示します。
switch# show san-port-channel summary
------------------------------------------------------------------------------
Interface Total Ports Oper Ports First Oper Port
------------------------------------------------------------------------------
san-port-channel 7 2 0 --
san-port-channel 8 2 0 --
san-port-channel 9 2 2

次に、SANポートチャネルの一貫性を表示する例を示します。
switch# show san-port-channel consistency
Database is consistent

次に、使用および未使用ポートチャネル番号の詳細を表示する例を示します。

switch# show san-port-channel usage
Totally 3 port-channel numbers used
===================================
Used : 77 - 79
Unused: 1 - 76 , 80 - 256

自動作成された SANポートチャネルは、手動で作成された SANポートチャネルと区別
できるように、明示的に示されます。次に、自動作成されたポートチャネルを表示する

例を示します。

switch# show interface vfc21
vfc21 is trunking

Hardware is Fibre Channel, FCOT is short wave laser
Port WWN is 20:0a:00:0b:5f:3b:fe:80
...
Receive data field Size is 2112
Port-channel auto creation is enabled

Belongs to port-channel 123
...

SANポートチャネルのデフォルト設定
次の表に、SANポートチャネルのデフォルト設定を示します。
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Table 18:デフォルト SANポートチャネルパラメータ

デフォルトパラメータ

FSPFはデフォルトでイネーブルになっています。ポートチャネル

管理上のアップ状態ポートチャネル作成

オンデフォルトポートチャネルモー

ド

ディセーブル自動作成
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第 10 章

ファイバチャネルドメインパラメータの構

成

この章では、ファイバチャネルドメインパラメータの設定方法について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

•ドメインパラメータに関する情報, on page 157

ドメインパラメータに関する情報
ファイバチャネルドメイン（fcdomain）機能では、FC-SW-2標準で記述されているように、主要
スイッチ選択、ドメイン ID配信、FC ID割り当て、ファブリック再設定機能が実行されます。ド
メインは VSAN単位で設定されます。ドメイン IDを設定しない場合、ローカルスイッチはラン
ダムな IDを使用します。

fcdomainパラメータは、通常変更しないでください。これらの変更は、管理者が行うか、スイッ
チ操作を熟知している人が行ってください。

Caution

設定を変更した場合は、必ず実行コンフィギュレーションを保存してください。次回にスイッチ

を再起動したときに、保存された設定が使用されます。設定を保存しない場合は、前回保存され

たスタートアップコンフィギュレーションが使用されます。

ファイバチャネルドメイン

fcdomainは、4つのフェーズで構成されます。

•主要スイッチの選択：このフェーズでは、ファブリック内で一意の主要スイッチを選択でき
ます。

•ドメイン IDの配信：このフェーズでは、ファブリック内のスイッチごとに、一意のドメイン
IDを取得できます。
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• FC IDの割り当て：このフェーズでは、ファブリック内の対応するスイッチに接続された各
デバイスに、一意の FC IDを割り当てることができます。

•ファブリックの再設定：このフェーズでは、ファブリック内のすべてのスイッチを再同期化
して、新しい主要スイッチ選択フェーズを同時に再開できるようにします。

次の図は、fcdomainの構成例を示します。

Figure 19: fcdomainの構成例

ドメインの再起動

ファイバチャネルドメインは、中断を伴う方法または中断を伴わない方法で起動できます。中断

再起動を実行した場合は、Reconfigure Fabric（RCF）フレームがファブリック内のその他のスイッ
チに送信され、VSAN（リモートでセグメント化された ISLを含む）内のすべてのスイッチでデー
タトラフィックは中断されます。非中断再起動を実行した場合は、Build Fabric（BF）フレームが
ファブリック内のその他のスイッチに送信され、該当スイッチでだけデータトラフィックは中断

されます。

ドメイン IDの競合を解消するには、手動でドメイン IDを割り当てる必要があります。ドメイン
IDを手動で割り当てるなど、ほとんどの設定変更では中断再起動が必要になります。ドメインの
非中断再起動は、優先ドメイン IDをスタティックドメイン ID（実ドメイン IDは変更なし）に変
更する場合にかぎり実行できます。

スタティックドメインはユーザによって固有に設定されるため、実行時のドメインと異なること

があります。ドメイン IDが異なる場合は、次回の再起動後にスタティックドメイン IDを使用す
るように、実行時のドメイン IDが変更されます。

Note

中断を伴うファブリックの再起動再設定（RCF）は、Cisco Nexus C93180YC-FXスイッチではサ
ポートされていません。

Note

ほとんどの設定は、対応する実行時の値に適用できます。ここでは、実行時の値に fcdomainパラ
メータを適用する方法について詳細に説明します。

fcdomain restartコマンドを使用すると、変更が実行時の設定に適用されます。disruptiveオプショ
ンはサポートされていません。

ドメインの再起動

ファブリックの中断再起動または非中断再起動を実行できます。
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SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. fcdomain restart vsan vsan-id

3. switch(config)# fcdomain restart disruptive vsan vsan-id

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

トラフィックを中断しないで再設定するようにVSAN
を設定します。VSAN IDの範囲は、1～ 4093です。

fcdomain restart vsan vsan-id

Example:

Step 2

switch (config)# fcdomain restart vsan 100

データトラフィックを中断して再設定するように

VSANを設定します。
switch(config)# fcdomain restart disruptive vsan vsan-id

Example:

Step 3

switch (config)# fcdomain restart disruptive vsan
101

ドメインマネージャの高速再起動

主要リンクで障害が発生した場合、ドメインマネージャが新しい主要リンクを選択する必要があ

ります。デフォルトでは、ドメインマネージャは Build Fabric（BF）フェーズを開始し、その後
主要スイッチ選択フェーズが続きます。これらのフェーズは両方とも VSAN内のすべてのスイッ
チに影響を及ぼし、完了するまで合計 15秒以上かかります。ドメインマネージャが新しい主要
リンクの選択に必要な時間を短縮するために、ドメインマネージャの高速再起動機能をイネーブ

ルにできます。

高速再起動がイネーブルで、バックアップリンクを利用できる場合、ドメインマネージャはわず

か数ミリ秒で新しい主要リンクを選択し、障害が発生したリンクを交換します。また、新しい主

要リンクの選択に必要な再設定は、VSAN全体ではなく、障害が発生したリンクに直接接続した
2つのスイッチにだけ影響します。バックアップリンクが利用できない場合、ドメインマネー
ジャはデフォルトの動作に戻り、BFフェーズを開始します。その後、主要スイッチ選択フェーズ
が続きます。高速再起動機能はどのインターオペラビリティモードでも使用できます。

ドメインマネージャの高速再起動の有効化

ドメインマネージャの高速再起動をイネーブルに設定できます。
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SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. fcdomain optimize fast-restart vsan vsan-id

3. no fcdomain optimize fast-restart vsan vsan-id

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

指定されたVSANでドメインマネージャの高速再起
動をイネーブルにします。VSAN IDの範囲は、1～
4093です。

fcdomain optimize fast-restart vsan vsan-id

Example:
switch(config)# fcdomain optimize fast-restart vsan
1

Step 2

指定されたVSANでドメインマネージャの高速再起
動をディセーブル（デフォルト）にします。VSAN
IDの範囲は、1～ 4093です。

no fcdomain optimize fast-restart vsan vsan-id

Example:
switch(config)# no fcdomain optimize fast-restart
vsan 1

Step 3

スイッチの優先度

デフォルトでは、プライオリティは 128に設定されます。プライオリティの有効設定範囲は 1～
254です。プライオリティ 1が最高のプライオリティです。値 255は、他のスイッチからは受け
入れられますが、ローカルには設定できません。

安定したファブリックに追加された新しいスイッチが、主要スイッチになることはありません。

主要スイッチ選択フェーズ中に、最高のプライオリティを持つスイッチが主要スイッチになりま

す。2つのスイッチに同じプライオリティが設定されている場合、小さいWorldWideName（WWN）
のスイッチが主要スイッチになります。

プライオリティ設定は、fcdomainの再起動の実行時に適用されます。この設定は、中断再起動お
よび非中断再起動のどちらにも適用できます。

スイッチ優先順位の構成

主要スイッチにプライオリティを設定できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. fcdomain priority number vsan vsan-id
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3. no fcdomain priority number vsan vsan-id

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

指定されたVSAN内のローカルスイッチに指定され
たプライオリティを設定します。fcdomainプライオ

fcdomain priority number vsan vsan-id

Example:

Step 2

リティの範囲は、1～254です。VSAN IDの範囲は、
1～ 4093です。

switch(config)# fcdomain priority 12 vsan 1

指定された VSANのプライオリティを出荷時の設定
（128）に戻します。fcdomainプライオリティの範囲

no fcdomain priority number vsan vsan-id

Example:

Step 3

は、1～ 254です。VSAN IDの範囲は、1～ 4093で
す。

switch(config)# no fcdomain priority 12 vsan 1

fcdomainの開始について

デフォルトでは、fcdomain機能は各スイッチ上でイネーブルになっています。スイッチ内でfcdomain
機能をディセーブルにすると、そのスイッチはファブリック内のその他のスイッチと共存できな

くなります。fcdomain設定は中断再起動の実行時に適用されます。

fcdomainの無効化または再有効化

単一のVSANまたはVSAN範囲で fcdomainをディセーブルまたは再度イネーブルにする手順は、
次のとおりです。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# no fcdomain vsan vsan-id - vsan-id

3. switch(config)# fcdomain vsan vsan-id

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalStep 1
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PurposeCommand or Action

指定されたVSAN範囲で fcdomain設定をディセーブ
ルにします。

switch(config)# no fcdomain vsan vsan-id - vsan-idStep 2

指定されたVSANで fcdomain設定をイネーブルにし
ます。

switch(config)# fcdomain vsan vsan-idStep 3

ファブリック名の構成

無効化された fcdomainにファブリック名の値を構成できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. fcdomain fabric-name 20:1:ac:16:5e:0:21:01 vsan vsan-id

3. no fcdomain fabric-name 20:1:ac:16:5e:0:21:01 vsan vsan-id

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

指定された VSANに設定済みファブリック名の値を
割り当てます。VSAN IDの範囲は、1～ 4093です。

fcdomain fabric-name 20:1:ac:16:5e:0:21:01 vsan
vsan-id

Example:

Step 2

switch(config)# fcdomain fabric-name
20:1:ac:16:5e:0:21:01 vsan 1

VSAN 3010のファブリック名の値を出荷時のデフォ
ルト設定（20:01:00:05:30:00:28:df）に変更します。
VSAN IDの範囲は、1～ 4093です。

no fcdomain fabric-name 20:1:ac:16:5e:0:21:01 vsan
vsan-id

Example:
switch(config)# no fcdomain fabric-name
20:1:ac:16:5e:0:21:01 vsan 1

Step 3

着信 RCF

rcf-rejectオプションはインターフェイス単位、VSAN単位で設定できます。rcf-rejectオプション
はデフォルトで無効になっています（つまり、RCF要求フレームは自動的に拒否されません）。

rcf-rejectオプションは即座に有効になります。

fcdomainの再起動は不要です。
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仮想ファイバチャネルインターフェイスの RCF拒否オプションを設定する必要はありません。Note

着信 RCFの拒否

着信 RCF要求フレームを拒否できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. interface vfc vfc-id

3. switch(config)# interface vfc vfc-id

4. fcdomain rcf-reject vsan vsan-id

5. no fcdomain rcf-reject vsan vsan-id

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

指定されたインターフェイスを設定します。仮想イ

ンターフェイスの ID範囲は、1～ 8192です。
interface vfc vfc-id

Example:

Step 2

switch(config)# interface vfc 20

指定されたインターフェイスを設定します。switch(config)# interface vfc vfc-idStep 3

指定された VSAN内の指定されたインターフェイス
上でRCFフィルタをイネーブルにします。VSAN ID
の範囲は、1～ 4093です。

fcdomain rcf-reject vsan vsan-id

Example:
switch(config-if)# fcdomain rcf-reject vsan 10

Step 4

指定された VSAN内の指定されたインターフェイス
上でRCFフィルタをディセーブル（デフォルト）に
します。VSAN IDの範囲は、1～ 4093です。

no fcdomain rcf-reject vsan vsan-id

Example:
switch(config-if)# no fcdomain rcf-reject vsan 10

Step 5

マージされたファブリックの自動再構成

デフォルトでは、autoreconfigureオプションはディセーブルです。重複ドメインを含む、2つの異
なる安定したファブリックに属する 2つのスイッチを結合した場合は、次のようになります。
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•両方のスイッチで autoreconfigureオプションがイネーブルの場合、中断再設定フェーズが開
始します。

•いずれかまたは両方のスイッチでautoreconfigureオプションがディセーブルの場合は、2つの
スイッチ間のリンクが隔離されます。

autoreconfigureオプションは実行時に即座に有効になります。fcdomainを再起動する必要はありま
せん。ドメインが重複によって現在隔離されており、後で両方のスイッチの autoreconfigureオプ
ションをイネーブルにする場合は、ファブリックは隔離状態のままです。ファブリックを接続す

る前に両方のスイッチで autoreconfigureオプションをイネーブルにした場合、中断再設定（RCF）
が発生します。中断再設定が発生すると、データトラフィックが影響を受けることがあります。

fcdomainに非中断再設定を行うには、重複リンク上の設定済みドメインを変更し、ドメインの重
複を排除します。

自動再構成の有効化

特定の VSAN（または VSAN範囲）で自動再構成を有効化できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. fcdomain auto-reconfigure vsan vsan-id

3. no fcdomain auto-reconfigure vsan vsan-id

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

指定された VSANで自動再設定オプションをイネー
ブルにします。VSAN IDの範囲は、1～ 4093です。

fcdomain auto-reconfigure vsan vsan-id

Example:

Step 2

switch(config)# fcdomain auto-reconfigure vsan 1

指定されたVSANで自動再設定オプションをディセー
ブルにし、出荷時のデフォルト設定に戻します。

VSAN IDの範囲は、1～ 4093です。

no fcdomain auto-reconfigure vsan vsan-id

Example:
switch(config)# no fcdomain auto-reconfigure vsan
1

Step 3
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ドメイン ID
ドメイン IDは VSAN内のスイッチを一意に識別します。スイッチは異なる VSANに異なるドメ
イン IDを持つことがあります。ドメイン IDは FC ID全体の一部です。

ドメイン ID -注意事項

設定済みドメイン IDのタイプは優先またはスタティックになります。デフォルトで、設定済みド
メイン IDは 0（ゼロ）、設定タイプは優先です。

値 0（ゼロ）を設定できるのは、優先オプションを使用した場合だけです。Note

ドメイン IDを設定しない場合、ローカルスイッチは要求内でランダムな IDを送信します。スタ
ティックドメイン IDを使用することを推奨します。

下位スイッチがドメインを要求する場合は、次のプロセスが実行されます（次の図を参照）。

•ローカルスイッチは主要スイッチに設定済みドメイン ID要求を送信します。

•要求されたドメイン IDが使用可能な場合、主要スイッチはこの IDを割り当てます。使用不
可能な場合は、使用可能な別のドメイン IDを割り当てます。

Figure 20:優先オプションを使用した設定プロセス

下位スイッチの動作は、次の 3つの要素により異なります。

•許可ドメイン IDリスト

•設定済みドメイン ID
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•主要スイッチが要求元スイッチに割り当てたドメイン ID

状況に応じて、次のように変更されます。

•受信されたドメイン IDが許可リストに含まれない場合は、要求されたドメイン IDが実行時
ドメイン IDになり、該当する VSANのすべてのインターフェイスが隔離されます。

•割り当てられたドメイン IDと要求されたドメイン IDが同じである場合は、優先およびスタ
ティックオプションは関係せず、割り当てられたドメイン IDが実行時ドメイン IDになりま
す。

•割り当てられたドメイン IDと要求されたドメイン IDが異なる場合は、次のようになります。

•設定タイプがスタティックの場合は、割り当てられたドメイン IDが廃棄され、すべての
ローカルインターフェイスは隔離され、ローカルスイッチには設定済みのドメイン ID
が自動的に割り当てられます（この IDが実行時ドメイン IDになります）。

•設定タイプが preferredの場合、ローカルスイッチは主要スイッチによって割り当てられ
たドメイン IDを受け入れ、割り当てられた IDが実行時ドメイン IDになります。

設定済みドメイン IDを変更したときに、変更が受け入れられるのは、新しいドメイン IDが、
VSAN内に現在設定されているすべての許可ドメイン IDリストに含まれている場合だけです。ま
たは、ドメイン IDを 0の優先に設定することもできます。

設定したドメインの変更をランタイムドメインに適用する場合は、fcdomainコマンドを入力する
必要があります。

Caution

許可ドメイン IDリストを設定した場合、追加するドメイン IDは VSANのその範囲内にある必要
があります。

Note

Related Topics

許可ドメイン IDリスト, on page 167

スタティックドメイン IDまたは優先ドメイン IDの設定

スタティックドメイン IDまたは優先ドメイン IDを指定できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. fcdomain domain domain-id static vsan vsan-id

3. no fcdomain domain domain-id static vsan vsan-id

4. fcdomain domain domain-id preferred vsan vsan-id

5. no fcdomain domain domain-id preferred vsan vsan-id
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DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

特定の値だけを受け入れるように指定の VSAN内の
スイッチを設定し、要求されたドメイン IDが許可さ

fcdomain domain domain-id static vsan vsan-id

Example:

Step 2

れない場合は、指定のVSAN内のローカルインターswitch(config)# fcdomain domain 1 static vsan 3
フェイスを隔離ステートに移行します。ドメイン ID
の範囲は 1～ 239です。VSAN IDの範囲は、1～
4093です。

設定済みドメイン IDを、指定 VSAN内の出荷時の
デフォルト設定にリセットします。設定済みドメイ

ン IDは 0 preferredになります。

no fcdomain domain domain-id static vsan vsan-id

Example:
switch(config)# no fcdomain domain 1 static vsan
3

Step 3

preferredドメイン ID 3を要求するために指定のVSAN
内のスイッチを設定し、主要スイッチによって割り

fcdomain domain domain-id preferred vsan vsan-id

Example:

Step 4

当てられた値をすべて受け入れます。ドメイン IDのswitch(config)# fcdomain domain 1 preferred vsan
5 範囲は 1～ 239です。VSAN IDの範囲は、1～ 4093

です。

指定のVSAN内の設定済みドメイン IDを 0（デフォ
ルト）にリセットします。設定済みドメイン IDは 0
preferredになります。

no fcdomain domain domain-id preferred vsan vsan-id

Example:
switch(config)# no fcdomain domain 1 preferred vsan
5

Step 5

許可ドメイン IDリスト

デフォルトでは、割り当て済みのドメイン IDリストの有効範囲は 1～ 239です。許可ドメイン
IDリストに複数の範囲を指定し、各範囲をカンマで区切れます。主要スイッチは、ローカルに設
定された許可ドメインリストで使用可能なドメイン IDを割り当てます。

ドメイン IDが重複しないように、許可ドメイン IDリストを使用して VSANを設計してくださ
い。このリストは将来 NAT機能を使用しない IVRを実装する必要がある場合に役立ちます。

ファブリック内の 1つのスイッチに許可リストを設定する場合は、整合性を保つために、ファブ
リック内のその他のすべてのスイッチに同じリストを設定するか、CFSを使用して設定を配信す
ることを推奨します。
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許可ドメイン IDリストの構成

許可ドメイン IDリストを設定できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. fcdomain allowed domain-id range vsan vsan-id

3. no fcdomain allowed domain-id range vsan vsan-id

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

指定の VSANでドメイン ID範囲を持つスイッチを
許可するようにリストを設定します。ドメイン IDの

fcdomain allowed domain-id range vsan vsan-id

Example:

Step 2

範囲は 1～ 239です。VSAN IDの範囲は、1～ 4093
です。

switch(config)# fcdomain allowed 3 vsan 10

指定のVSANでドメイン ID 1～ 239のスイッチを許
可する出荷時のデフォルト設定に戻します。

no fcdomain allowed domain-id range vsan vsan-id

Example:

Step 3

switch(config)# no fcdomain allowed 3 vsan 10

許可ドメイン IDリストの CFS配信

Cisco Fabric Services（CFS）インフラストラクチャを使用して、ファブリック内のすべての Cisco
SANスイッチへの許可ドメイン IDリスト設定情報の配信をイネーブルにできます。この機能を
使用すると、1つのスイッチのコンソールからファブリック全体の設定を同期化できます。VSAN
全体に同じ設定が配信されるので、誤設定や、同じ VSAN内の 2つのスイッチが互換性のない許
可ドメインを設定してしまう可能性を防止します。

CFSを使用して許可ドメイン IDリストを配信し、VSAN内のすべてのスイッチで許可ドメイン
IDリストの整合性をとるようにします。

許可ドメイン IDリストを設定してそれを主要スイッチにコミットするようお勧めします。Note

追加情報については、ご使用のデバイスの『System Management Configuration Guide』の「Using
Cisco Fabric Services」を参照してください。
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配信のイネーブル化

許可ドメイン IDリスト設定の配信をイネーブル（またはディセーブル）に設定できます。

許可ドメイン IDリストの CFS配信はデフォルトではディセーブルになっています。許可ドメイ
ン IDリストを配信するすべてのスイッチで配信をイネーブルにする必要があります。

Before you begin

CFSの前提条件は、次のとおりです。

CFSはデフォルトでイネーブルです。ファブリック内のすべてのデバイスで CFSをイネーブルに
設定しないと配信は受信されません。アプリケーションに対して CFSがディセーブルになってい
ると、そのアプリケーションからコンフィギュレーションは配信されず、ファブリック内の他の

デバイスからの配信も受け取ることができません。CFSを有効にするには、cfs distributeコマン
ドを使用します。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. fcdomain distribute
3. no fcdomain distribute

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ドメイン設定の配信をイネーブルにします。fcdomain distribute

Example:

Step 2

switch(config)# fcdomain distribute

ドメイン設定の配信をディセーブル（デフォルト）

にします。

no fcdomain distribute

Example:

Step 3

switch(config)# no fcdomain distribute

ファブリックのロック

既存の設定を変更するときの最初のアクションによって、保留中の設定が作成され、ファブリッ

ク内の機能がロックされます。ファブリックがロックされると、次のような状況になります。

•他のユーザーがこの機能の設定に変更を加えることができなくなります。
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•アクティブな設定をコピーすると保留中の設定が作成されます。以降の変更は保留中の設定
に行われ、アクティブな設定（およびファブリック内の他のスイッチ）への変更をコミット

または廃棄するまでそのままです。

変更のコミット

保留中のドメイン設定変更をコミットして、ロックを解除できます。

VSAN内の他のSANスイッチに保留中のドメイン設定の変更を適用するには、変更をコミットす
る必要があります。保留中の設定変更が配信され、コミットが正常に行われると、設定の変更が

VSAN全体の SANスイッチのアクティブな設定に適用され、ファブリックロックが解除されま
す。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. fcdomain commit vsan vsan-id

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

保留中のドメイン設定変更をコミットします。fcdomain commit vsan vsan-id

Example:

Step 2

switch(config)# fcdomain commit vsan 45

変更の破棄

保留中のドメイン設定変更を破棄して、ロックを解放できます。

いつでもドメイン設定への保留変更を廃棄して、ファブリックのロックを解除できます。保留中

の変更を廃棄（中断）する場合、設定には影響せずに、ロックが解除されます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. fcdomain abort vsan vsan-id
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DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

保留中のドメイン設定変更を廃棄します。fcdomain abort vsan vsan-id

Example:

Step 2

switch(config)# fcdomain abort vsan 30

ファブリックのロックのクリア

ドメイン設定作業を実行し、変更をコミットまたは廃棄してロックを解除していない場合、管理

者はファブリック内の任意のスイッチからロックを解除できます。管理者がこのタスクを実行す

ると、保留中の変更は廃棄され、ファブリックロックが解除されます。

保留中の変更は volatileディレクトリだけで使用でき、スイッチを再起動すると廃棄されます。

ファブリックロックを解除するには、管理者の権限を持つログイン IDを使用して EXECモード
で clear fcdomain session vsanコマンドを入力します。

switch# clear fcdomain session vsan 10

CFS配信ステータスの表示

許可ドメイン IDリストの CFS配信のステータスは show fcdomain statusコマンドを使用して表示
できます。

switch# show fcdomain status

CFS distribution is enabled

保留中の変更の表示

保留中の構成変更は show fcdomain pendingコマンドを使用して表示できます。

switch# show fcdomain pending vsan 10

Pending Configured Allowed Domains

----------------------------------

VSAN 10

Assigned or unallowed domain IDs: 1-9,24,100,231-239.

[User] configured allowed domain IDs: 10-230.

保留中の設定と現在の設定の違いは、show fcdomain pending-diffコマンドを使用して表示できま
す。
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switch# show fcdomain pending-diff vsan 10

Current Configured Allowed Domains

----------------------------------

VSAN 10

Assigned or unallowed domain IDs: 24,100.

[User] configured allowed domain IDs: 1-239.

Pending Configured Allowed Domains

----------------------------------

VSAN 10

Assigned or unallowed domain IDs: 1-9,24,100,231-239.

[User] configured allowed domain IDs: 10-230.

セッションステータスの表示

配信セッションのステータスは show fcdomain session-status vsanコマンドを使用して表示できま
す。

switch# show fcdomain session-status vsan 1

Last Action Time Stamp : None
Last Action : None
Last Action Result : None
Last Action Failure Reason : none

連続ドメイン IDの割り当て

デフォルトでは、連続ドメイン割り当てはディセーブルです。下位スイッチが主要スイッチに複

数の不連続ドメインを要求した場合は、次のようになります。

•主要スイッチで連続ドメイン割り当てがイネーブルの場合、主要スイッチは連続ドメインを
特定し、それらを下位スイッチに割り当てます。連続ドメインが使用できない場合、スイッ

チソフトウェアはこの要求を拒否します。

•主要スイッチで連続ドメイン割り当てがディセーブルの場合、主要スイッチは使用可能なド
メインを下位スイッチに割り当てます。

連続ドメイン ID割り当ての有効化

特定の VSAN（または VSAN範囲）で連続ドメインをイネーブルに設定できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. fcdomain contiguous-allocation vsan vsan-id

3. no fcdomain contiguous-allocation vsan vsan-id
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DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

指定された VSAN範囲で連続割り当てオプションを
イネーブルにします。

fcdomain contiguous-allocation vsan vsan-id

Example:

Step 2

Noteswitch(config)# fcdomain contiguous-allocation vsan
22-30 contiguous-allocationオプションは実行時に即座に有

効になります。fcdomainを再起動する必要はありま
せん。

指定された VSANで連続割り当てオプションをディ
セーブルにし、出荷時の設定に戻します。

no fcdomain contiguous-allocation vsan vsan-id

Example:

Step 3

switch(config)# no fcdomain contiguous-allocation
vsan 7

FC ID
SANスイッチにログインしたNポートには、FC IDが割り当てられます。デフォルトでは、固定
的 FC ID機能はイネーブルです。この機能がディセーブルの場合は、次のようになります。

• Nポートは SANスイッチにログインします。要求元 NポートのWWNおよび割り当てられ
た FC IDが維持され、揮発性キャッシュに格納されます。この揮発性キャッシュの内容は、
再起動時に保存されません。

•スイッチは、FC IDとWWNのバインディングをベストエフォート方式で保持するように設
計されています。たとえば、スイッチから 1つの Nポートを切断したあとに、別のデバイス
から FC IDが要求されると、この要求が許可されて、WWNと初期 FC IDの関連付けが解除
されます。

•揮発性キャッシュには、WWNと FC IDのバインディングのエントリを 4000まで格納できま
す。このキャッシュが満杯になると、新しい（より最近の）エントリによって、キャッシュ

内の最も古いエントリが上書きされます。この場合、最も古いエントリの対応するWWNと
FC IDの関連付けが失われます。

• Nポートを取り外し、同じスイッチの任意のポートに接続すると、（このポートが同じVSAN
に属するかぎり）この Nポートには同じ FC IDが割り当てられます。
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永続的 FC ID

永続的 FC IDがイネーブルの場合は、次のようになります。

• fcdomain内の現在使用中の FC IDは、再起動後も保存されます。

• fcdomainは、デバイス（ホストまたはディスク）をポートインターフェイスに接続したあと
に学習されたダイナミックエントリを、自動的にデータベースに入力します。

AIXまたは HP-UXホストからスイッチに接続する場合は、それらのホストに接続する VSANで
固定的 FC ID機能をイネーブルにする必要があります。

Note

永続的 FC IDがイネーブルである場合、再起動後に FC IDを変更できません。FC IDはデフォル
トではイネーブルですが、各 VSANに対してディセーブルにできます。

Note

Fポートに割り当てられた固定的 FC IDは、インターフェイス間を移動させることができ、同じ
固定的 FC IDをそのまま維持することができます。

永続的 FC ID機能の有効化

永続的 FC ID機能をイネーブルに設定できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. fcdomain fcid persistent vsan vsan-id

3. no fcdomain fcid persistent vsan vsan-id

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

指定された VSANの FC ID永続性をアクティブ（デ
フォルト）にします。

fcdomain fcid persistent vsan vsan-id

Example:

Step 2

switch(config)# fcdomain fcid persistent vsan 78
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PurposeCommand or Action

指定された VSANの FC ID永続性機能をディセーブ
ルにします。

no fcdomain fcid persistent vsan vsan-id

Example:

Step 3

switch(config)# no fcdomain fcid persistent vsan
33

永続的 FC ID設定時の注意事項

固定的 FC ID機能をイネーブルにすると、固定的 FC IDサブモードを開始して、FC IDデータベー
スにスタティックまたはダイナミックエントリを追加できるようになります。デフォルトでは、

追加されたすべてのエントリはスタティックです。固定的 FC IDは VSAN単位で設定します。

永続的 FC IDを手動で設定するための要件は、次のとおりです。

•必要な VSAN内で固定的 FC ID機能がイネーブルになっていることを確認します。

•目的の VSANがアクティブ VSANであることを確認します。永続的 FC IDは、アクティブ
VSANだけで設定できます。

• FC IDのドメイン部分が必要な VSAN内の実行時ドメイン IDと同じであることを確認しま
す。ソフトウェアがドメインの不一致を検出した場合、コマンドは拒否されます。

•エリアを設定するときに、FCIDのポートフィールドが0（ゼロ）であることを確認します。

永続的 FC IDの構成

永続的 FC IDを構成設定できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. fcdomain fcid database
3. vsan vsan-id wwn 33:e8:00:05:30:00:16:df fcid fcid

4. vsan vsan-id wwn 11:22:11:22:33:44:33:44 fcid fcid dynamic
5. vsan vsan-id wwn 11:22:11:22:33:44:33:44 fcid fcid area

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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PurposeCommand or Action

FC IDデータベースコンフィギュレーションサブ
モードを開始します。

fcdomain fcid database

Example:

Step 2

switch(config)# fcdomain fcid database

指定の VSANのデバイスWWN
（33:e8:00:05:30:00:16:df）に FC ID 0x070128を設定
します。

vsan vsan-id wwn 33:e8:00:05:30:00:16:df fcid fcid

Example:
switch(config-fcid-db)# vsan 26 wwn
33:e8:00:05:30:00:16:df fcid 4

Step 3

Note
重複 FC IDの割り当てを回避するには、show
fcdomain address-allocation vsanコマンドを使用し
て、使用中の FC IDを表示します。

ダイナミックモードで、指定の VSANのデバイス
WWN（11:22:11:22:33:44:33:44）に FC ID 0x070123
を設定します。

vsan vsan-id wwn 11:22:11:22:33:44:33:44 fcid fcid
dynamic

Example:
switch(config-fcid-db)# vsan 13 wwn
11:22:11:22:33:44:33:44 fcid 6 dynamic

Step 4

指定の VSANのデバイスWWN
（11:22:11:22:33:44:33:44）に FC ID 0x070100～
0x701FFを設定します。

vsan vsan-id wwn 11:22:11:22:33:44:33:44 fcid fcid
area

Example:

Step 5

switch(config-fcid-db)# vsan 88 wwn
11:22:11:22:33:44:33:44 fcid 4 area

Note
この fcdomainのエリア全体を保護するには、FC ID
の末尾 2文字に 00を割り当てます。

HBAに対する一意のエリア FC ID

ここに記載された説明は、ホストバスアダプタ（HBA）ポートとストレージポートが同じスイッ
チに接続されている場合にのみお読みください。

Note

HBAとストレージポートが同じスイッチに接続されている場合は、それぞれのポートに異なるエ
リア IDを設定しなければならないことがあります。たとえば、ストレージポートFCIDが0x6f7704
の場合、このポートのエリアは 77です。この場合、HBAポートのエリアには 77以外の値を構成
できます。HBAポートの FC IDは、ストレージポートの FC IDと異なる値に手動で構成する必要
があります。

Cisco SANスイッチでは、FC IDの永続性機能によってこの要件が満たされます。この機能を使用
すると、ストレージポートまたは HBAポートに異なるエリアを持つ FC IDを事前に割り当てる
ことができます。
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HBAに対する一意のエリア FC IDの設定

HBAポートに異なるエリア IDを設定できます。

次のタスクでは、111（16進値では 6f）のスイッチドメインの設定例を使用します。サーバは
FCoEを介してスイッチに接続されます。HBAポートはインターフェイス vfc20に接続され、ス
トレージポートは同じスイッチのインターフェイス fc2/3に接続されます。

Procedure

Step 1 show flogi databaseコマンドを使用して、HBAのポートWWN（Port Nameフィールド）IDを取得します。
switch# show flogi database

-----------------------------------------------------------------

INTERFACE VSAN FCID PORT NAME NODE NAME

------------------------------------------------------------------

vfc20 3 0x6f7703 50:05:08:b2:00:71:c8:c2 50:05:08:b2:00:71:c8:c0

vfc23 3 0x6f7704 50:06:0e:80:03:29:61:0f 50:06:0e:80:03:29:61:0f

Note
この設定では、両方の FC IDに同じエリア 77が割り当てられています。

Step 2 SANスイッチの HBAインターフェイスをシャットダウンします。
switch# configure terminal

switch(config)# interface vfc 20

switch(config-if)# shutdown

switch(config-if)# end

Step 3 show fcdomain vsanコマンドを使用して、FC ID機能がイネーブルであることを確認します。
switch# show fcdomain vsan 3

...

Local switch configuration information:

State: Enabled

FCID persistence: Disabled

この機能がディセーブルの場合は、次の手順に進み、永続的 FC IDをイネーブルにします。

この機能がすでにイネーブルの場合は、その後の手順にスキップします。

Step 4 SANスイッチで永続的 FC IDをイネーブルにします。
switch# configure terminal

switch(config)# fcdomain fcid persistent vsan 3

switch(config)# end

Step 5 異なるエリアアロケーションの新しい FC IDを割り当てます。この例では、77を eeに置き換えます。
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switch# configure terminal

switch(config)# fcdomain fcid database

switch(config-fcid-db)# vsan 3 wwn 50:05:08:b2:00:71:c8:c2
fcid 0x6fee00 area

Step 6 SANスイッチの HBAインターフェイスをイネーブルにします。
switch# configure terminal

switch(config)# interface vfc 20

switch(config-if)# no shutdown

switch(config-if)# end

Step 7 show flogi databaseコマンドを使用して、HBAの pWWN IDを確認します。
switch# show flogi database

------------------------------------------------------------------

INTERFACE VSAN FCID PORT NAME NODE NAME

------------------------------------------------------------------

vfc20 3 0x6fee00 50:05:08:b2:00:71:c8:c2 50:05:08:b2:00:71:c8:c0

vfc23 3 0x6f7704 50:06:0e:80:03:29:61:0f 50:06:0e:80:03:29:61:0f

Note
これで、両方の FC IDにそれぞれ異なるエリアが割り当てられました。

固定的 FC IDの選択消去

固定的 FC IDは、選択的に消去できます。現在使用中のスタティックエントリおよび FC IDは、
削除できません。次の表に、永続的 FC IDが消去されると削除または保持される FC IDエントリ
を示します。

Table 19:消去される FC ID

アクション固定的 FC IDの使用状
態

固定的 FC IDの状
態

削除されませ

ん

利用中スタティック

削除されませ

ん

使用しないスタティック

削除されませ

ん

利用中ダイナミック

Deleted使用しないダイナミック
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永続的 FC IDの消去

永続的 FC IDを消去できます。

SUMMARY STEPS

1. purge fcdomain fcid vsan vsan-id

2. purge fcdomain fcid vsan vsan-id

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

指定の VSANの未使用のダイナミック FC IDをすべ
て消去します。

purge fcdomain fcid vsan vsan-id

Example:

Step 1

switch# purge fcdomain fcid vsan 667

指定の VSAN範囲の未使用のダイナミック FC IDを
すべて消去します。

purge fcdomain fcid vsan vsan-id

Example:

Step 2

switch# purge fcdomain fcid vsan 50-100

fcdomain構成の確認

fcdomain機能がディセーブルである場合、表示された実行時ファブリック名は設定済みファブリッ
ク名と同じです。

Note

次に、fcdomain設定に関する情報を表示する例を示します。
switch# show fcdomain vsan 2

指定されたVSANに属するすべてのスイッチのドメイン IDリストを表示するには、showfcdomain
domain-listコマンドを使用します。このリストには、各ドメイン IDを所有するスイッチのWWN
が記載されています。この例では次の値が使用されています。

• 20:01:00:05:30:00:47:dfのWWNを持つスイッチが主要スイッチで、ドメインは 200です。

• 20:01:00:0d:ec:08:60:c1のWWNを持つスイッチはローカルスイッチ（CLIコマンドを入力し
てドメインリストを表示したスイッチ）で、ドメインは 99です。

• IVRマネージャは 20:01:00:05:30:00:47:dfを仮想スイッチのWWNとして使用して仮想ドメイ
ン 97を取得しました。

switch# show fcdomain domain-list vsan 76

Number of domains: 3

Domain ID WWN
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--------- -----------------------

0xc8(200) 20:01:00:05:30:00:47:df [Principal]

0x63(99) 20:01:00:0d:ec:08:60:c1 [Local]

0x61(97) 50:00:53:0f:ff:f0:10:06 [Virtual (IVR)]

このスイッチに設定された許可ドメイン IDのリストを表示するには、show fcdomain allowed vsan
コマンドを使用します。

switch# show fcdomain allowed vsan 1

Assigned or unallowed domain IDs: 1-96,100,111-239.

[Interoperability Mode 1] allowed domain IDs: 97-127.

[User] configured allowed domain IDs: 50-110.

このスイッチに interop 1モードが必要な場合は、要求されたドメイン IDがスイッチソフトウェ
アチェックに合格することを確認してください。

次に、指定の VSANの既存の永続的 FC IDをすべて表示する例を示します。unusedオプションを
指定すると、未使用の永続的 FC IDだけを表示できます。
switch# show fcdomain fcid persistent vsan 1000

次に、指定の VSANまたは SANポートチャネルのフレームおよびその他の fcdomain統計情報を
表示する例を示します。

switch# show fcdomain statistics vsan 1

VSAN Statistics

Number of Principal Switch Selections: 0
Number of times Local Switch was Principal: 0
Number of non disruptive reconfigurations: 0
Number of disruptive reconfigurations: 0

次に、割り当てられた FC IDおよび空いている FC IDのリストを含めて、FC ID割り当てに関す
る統計情報を表示する例を示します。

switch# show fcdomain address-allocation vsan 1

次に、有効なアドレス割り当てキャッシュを表示する例を示します。ファブリックから取り除か

れたデバイス（ディスクやホスト）を元のファブリックに戻す場合、主要スイッチはキャッシュ

を使用して FC IDを再度割り当てます。キャッシュ内では、VSANはこのデバイスを含む VSAN
を、WWNは FC IDを所有していたデバイスを、マスクは FC IDに対応する 1つのエリアまたは
エリア全体を表します。

switch# show fcdomain address-allocation cache

ファイバチャネルドメインのデフォルト設定

次の表は、すべての fcdomainパラメータのデフォルト設定を示します。

Table 20:デフォルト fcdomainパラメータ

デフォルトパラメータ

[有効（Enabled）]fcdomain機能
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デフォルトパラメータ

0（ゼロ）設定済みドメイン ID

優先（Preferred）設定済みドメイン

ディセーブルauto-reconfigureオプション

ディセーブルcontiguous-allocationオプション

128プライオリティ

1～ 239許可リスト

20:01:00:05:30:00:28:dfファブリック名

ディセーブルrcf-reject

[有効（Enabled）]固定的 FC ID

ディセーブル許可ドメイン IDリスト設定の配
信

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS SAN Switching Configuration Guide, Release 10.5(x)
181

ファイバチャネルドメインパラメータの構成

ファイバチャネルドメインのデフォルト設定



Cisco Nexus 9000 Series NX-OS SAN Switching Configuration Guide, Release 10.5(x)
182

ファイバチャネルドメインパラメータの構成

ファイバチャネルドメインのデフォルト設定



第 11 章

FCoEの VLANおよび仮想インターフェイス
の設定

この章は、次の内容で構成されています。

•仮想インターフェイスの概要, on page 183
• FCoE VLANおよび仮想インターフェイスに関する注意事項および制約事項, on page 184
•仮想インターフェイスの設定（186ページ）
•仮想インターフェイスの確認 , on page 194
• VSANから VLANへのマッピングの設定例 （197ページ）
• FCoE over Enhanced vPC（199ページ）
• vPCによる SANブート（203ページ）

仮想インターフェイスの概要
Cisco Nexusデバイスでは、Fibre Channel over Ethernet（FCoE）がサポートされています。これに
より、スイッチとサーバーの間の同じ物理イーサネット接続上でファイバチャネルおよびイーサ

ネットトラフィックを伝送できます。

FCoEのファイバチャネル部分は、仮想ファイバチャネルインターフェイスとして設定されま
す。論理ファイバチャネル機能（インターフェイスモードなど）は、仮想ファイバチャネルイ

ンターフェイスで設定できます。

仮想ファイバチャネルインターフェイスは、いずれかのインターフェイスにバインドしたうえで

使用する必要があります。バインド先は、コンバージドネットワークアダプタ（CNA）が Cisco
Nexusデバイスに直接接続されている場合は物理イーサネットインターフェイス、CNAがレイヤ
2ブリッジにリモート接続されている場合はMACアドレス、CNAが仮想ポートチャネル（vPC）
を介してファイバチャネルフォワーダ（FCF）に接続されている場合は EtherChannelとなりま
す。
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VEポート

仮想拡張（VE）ポートは、FCoEネットワークで拡張ポートとして機能します。VEポートは、
ネットワーク内の複数のFCoEスイッチを接続できます。VEポートは、物理イーサネットポート
またはポートチャネルにバインドできます。

Cisco Nexus 9000シリーズスイッチでは、VE_Portがバインドされるポートチャネルのメンバ間
のトラフィックは、SID、DID、および OXIDに基づいてロードバランシングされます。

FCoEトラフィックに対し、すべてのリンクがポートチャネルで使用できるように、port-channel
load-balance ethernet source-dest-portコマンドを入力して、ポートチャネルのロードバランシング
を「source-dest-port」に設定します。この設定では、「source-destination-oxid」ロードバランシン
グが FCoEトラフィックに使用されます。

FCoE VLANおよび仮想インターフェイスに関する注意事
項および制約事項

FCoE VLANと仮想ファイバチャネル（vFC)インターフェイスには、以下の注意事項と制約事項
があります。

•それぞれのvFCインターフェイスは、FCoE対応イーサネットインターフェイス、EtherChannel
インターフェイス、またはリモート接続されたアダプタのMACアドレスにバインドする必
要があります。FCoEは 10ギガビット、25ギガビット 40ギガビット、よび 100ギガビット
イーサネットインターフェイスでサポートされます。

•仮想ファイバチャネルインターフェイスは、いずれかのインターフェイスにバインドしたう
えで使用する必要があります。バインド先は、物理イーサネットインターフェイス（コン

バージドネットワークアダプタ（CNA）が Cisco Nexusデバイスに直接接続されている場
合）、MACアドレス（CNAがレイヤ 2ブリッジにリモート接続されている場合）、または
EtherChannelです。

• vFCインターフェイスにバインドするイーサネットインターフェイスまたは EtherChannelイ
ンターフェイスを設定する際は、次の点に注意してください。

•イーサネットまたはEthernetChannelインターフェイスは、トランクポートにする必要が
あります（switchport mode trunkコマンドを使用します）。

• vFCの VSANに対応する FCoE VLANは、許可 VLANリストに含まれている必要があり
ます。

•インターフェイスにMTU 9216および QoSポリシーを設定します。デフォルト（サービ
スポリシータイプ qos input default-fcoe-in-policy）またはカスタム QoSポリシーを使用
できます。

• FCoE VLANをトランクポートのネイティブ VLANとして設定しないでください。
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トランク上のデフォルトの VLANはネイティブ VLANです。タグなし
フレームはいずれも、ネイティブVLANトラフィックとしてトランクを
通過します。

Note

• FCoEには FCoE VLANだけを使用する必要があります。

•デフォルト VLANの VLAN1を FCoE VLANとして使用しないでください。

•イーサネットインターフェイスは、PortFastとして設定する必要があります（spanning-tree
port type edge trunkコマンドを使用します）。

スイッチインターフェイスのトランキングが有効に設定されている場合

でも、サーバインターフェイスにトランキングを設定する必要はありま

せん。サーバから送信される FCoE以外のトラフィックはすべて、ネイ
ティブ VLAN上を通過します。

Note

• vFCインターフェイスは、FCoE Initialization Protocol（FIP）スヌーピングブリッジに接続さ
れた複数のメンバポートを持つイーサネットポートチャネルにバインドできます。

•各 vFCインターフェイスは、ただ 1つの VSANに対応付けられます。

• vFCインターフェイスに関連付けられた VSANは、専用の FCoE対応 VLANにマッピングす
る必要があります。

•プライベート VLANでは、FCoEはサポートされません。

• LANの代替パス用に（同一または別の SANファブリックにある）統合アクセススイッチを
イーサネットリンク経由で相互に接続する必要がある場合は、すべての FCoE VLANをメン
バーシップから除外することを、これらのリンクに対して明示的に設定する必要があります。

• SAN-Aおよび SAN-Bファブリックの FCoEに対してはそれぞれ別々の FCoE VLANを使用す
る必要があります。

• vPCを介した pre-FIP CNAへの FCoE接続はサポートされていません。

•ポートチャネルにバインド可能な vFCsの最大数は 48です。

•ポートチャネルにバインド可能な vFCの最大数は 48（Nexus 6001の場合は 24）です。

仮想インターフェイスは、管理状態がダウンに設定された状態で作成されます。仮想インターフェ

イスを動作させるためには、管理状態を明示的に設定する必要があります。

Note
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仮想インターフェイスの設定

VSANから VLANへのマッピング
SAN内の VSANごとにトラフィックを伝送できるよう、それぞれの統合アクセススイッチには
一意の専用 VLANを設定する必要があります（VSAN 1用に VLAN 1002、VSAN 2用に VLAN
1003など）。マルチスパニングツリーが有効に設定されている場合、FCoE VLANには別個の
MSTインスタンスを使用する必要があります。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# vlan vlan-id

3. switch(config-vlan)# fcoe [vsan vsan-id]
4. switch(config-vlan)# exit
5. (Optional) switch(config)# show vlan fcoe
6. (Optional) switch(config-if)# copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalStep 1

VLANコンフィギュレーションモードを開始しま
す。VLAN番号の有効範囲は 1～ 4,096です。

switch(config)# vlan vlan-idStep 2

指定された VLANで FCoEをイネーブルにします。
VSAN番号を指定しない場合は、対象の VLANから
番号が同じ VSANへマッピングが作成されます。

switch(config-vlan)# fcoe [vsan vsan-id]Step 3

対象のVLANから指定したVSANへのマッピングを
設定します。

VLANコンフィギュレーションモードを終了しま
す。Cisco Nexusデバイスで設定されたコマンドを実
行するには、このモードを終了する必要があります。

switch(config-vlan)# exitStep 4

VLANの FCoE設定に関する情報を表示します。(Optional) switch(config)# show vlan fcoeStep 5

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュレー

ションをスタートアップコンフィギュレーションに

コピーして、変更を継続的に保存します。

(Optional) switch(config-if)# copy running-config
startup-config

Step 6
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Example

次の例は、VLAN 200を VSAN 2にマッピングする方法を示したものです。
switch(config)# vlan 200

switch(config-vlan)# fcoe vsan 2

仮想ファイバチャネルインターフェイスの作成

仮想ファイバチャネルインターフェイスを作成できます。仮想ファイバチャネルインターフェ

イスは、いずれかの物理インターフェイスにバインドしたうえで使用する必要があります。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# interface vfc vfc-id

3. switch(config-if)# bind {interface {ethernet slot/port | port-channel channel-number} | mac-address
MAC-address}

4. (Optional) switch(config-if)# no bind {interface {ethernet slot/port | port-channel channel-number} |
mac-address MAC-address}

5. (Optional) switch(config)# no interface vfc vfc-id

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalStep 1

仮想ファイバチャネルインターフェイスがまだ存在

していない場合、それを作成し、インターフェイス

コンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface vfc vfc-idStep 2

仮想ファイバチャネルインターフェイス IDの有効
範囲は、1～ 8192です。

指定されたインターフェイスに仮想ファイバチャネ

ルインターフェイスをバインドします。

switch(config-if)# bind {interface {ethernet slot/port |
port-channel channel-number} | mac-address
MAC-address}

Step 3

Note
これが 10Gブレイクアウトポートの場合、slot/port
構文は QSFP-module/portになります。

指定されたインターフェイスに対する仮想ファイバ

チャネルインターフェイスのバインドを解除します。

(Optional) switch(config-if)# no bind {interface {ethernet
slot/port | port-channel channel-number} | mac-address
MAC-address}

Step 4
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PurposeCommand or Action
Note
これが 10Gブレイクアウトポートの場合、slot/port
構文は QSFP-module/portになります。

仮想ファイバチャネルインターフェイスを削除しま

す。

(Optional) switch(config)# no interface vfc vfc-idStep 5

Example

次の例は、イーサネットインターフェイスに仮想ファイバチャネルインターフェイスを

バインドする方法を示したものです。

switch# configure terminal
switch(config)# interface vfc 4
switch(config-if)# bind interface ethernet 1/4

次の例は、Cisco Nexus 2232PPファブリックエクステンダ（FEX）イーサネットインター
フェイスに仮想ファイバチャネルインターフェイスをバインドする方法を示したもので

す。

switch# configure terminal
switch(config)# interface vfc 1001
switch(config-if)# bind interface ethernet 100/1/1

次の例は、ポートチャネルに仮想ファイバチャネルインターフェイスをバインドする方

法を示したものです。

switch# configure terminal
switch(config)# interface vfc 3
switch(config-if)# bind interface port-channel 1

次の例は、Nexusデバイス 2232PP FEX上の仮想ファイバチャネルインターフェイスをバ
インドして vPCを作成する方法を示したものです。
switch# configure terminal
switch(config)# interface vfc 1001
switch(config-if)# bind interface ethernet 100/1/1

FCoEをサポートしていない Cisco Nexus FEXにインターフェイスをバインドしようとす
ると、エラーメッセージが表示されます。

Note

次の例は、MACアドレスに仮想ファイバチャネルインターフェイスをバインドする方法
を示したものです。

switch# configure terminal
switch(config)# interface vfc 2
switch(config-if)# bind mac-address 00:0a:00:00:00:36
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次の例は、Cisco Nexus 2232PP FEXのMACアドレスに仮想ファイバチャネルインター
フェイスをバインドする方法を示したものです。

switch# configure terminal
switch(config)# interface vfc 1001
switch(config-if)# bind mac-address 00:01:0b:00:00:02

次の例は、仮想ファイバチャネルインターフェイスを削除する方法を示したものです。

switch# configure terminal
switch(config)# no interface vfc 4

次の例は、イーサネットインターフェイスから仮想ファイバチャネルインターフェイス

をバインド解除する方法を示したものです。

switch# configure terminal
switch(config)# int vfc17
switch(config-if)# no bind interface ethernet 1/17
switch(config-if)# exit

vFCインターフェイスの構成
次の手順は、マルチメンバーポートチャネルのメンバーポートへの vPCインターフェイスを設
定する方法を示しています。

4ポート vPCの設定を解除できるのは、ポートチャネルからメンバーポートを削除した後だけで
す。単一のメンバーポートチャネルでのみ設定を解除できます。

（注）

手順の概要

1. マルチメンバーポートチャネルを作成します。

2. 個々のメンバーポートをマルチメンバーポートチャネルに追加します。

3. マルチメンバーポートチャネルのメンバーポートに vPCを関連付けます。

手順の詳細

手順

Step 1 マルチメンバーポートチャネルを作成します。

switch(config-vlan)# interface port-channel 500

switch(config-vlan)# [no]fcoe multi-vfc

Step 2 個々のメンバーポートをマルチメンバーポートチャネルに追加します。

switch(config-vlan)# interface ethernet 100/1/1

switch(config-vlan)# channel-group 500

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS SAN Switching Configuration Guide, Release 10.5(x)
189

FCoEの VLANおよび仮想インターフェイスの設定

vFCインターフェイスの構成



switch (config)# interface ethernet 100/1/2

switch(config-if)# channel-group 500

Step 3 マルチメンバーポートチャネルのメンバーポートに vPCを関連付けます。
switch(config)# interface vfc 10011

switch(config-vlan)# bind interface ethernet 100/1/1

switch(config-vlan)# interface vfc 10012

switch (config)# bind interface ethernet 100/1/2

仮想ファイバチャネルインターフェイスと VSANとの関連付け
SAN内の仮想ファブリック（VSAN）ごとにトラフィックを伝送できるよう、それぞれの統合ア
クセススイッチには一意の専用 VLANを設定する必要があります（VSAN 1用に VLAN 1002、
VSAN 2用に VLAN 1003など）。MSTが有効に設定されている場合、FCoE VLANには別個の
MSTインスタンスを使用する必要があります。

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# vsan database
3. switch(config-vsan)# vsan vsan-id interface vfc vfc-id

4. （任意） switch(config-vsan)# no vsan vsan-id interface vfc vfc-id

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalStep 1

VSANコンフィギュレーションモードを開始します。switch(config)# vsan databaseStep 2

VSANと仮想ファイバチャネルインターフェイスの
関連付けを設定します。

switch(config-vsan)# vsan vsan-id interface vfc vfc-idStep 3

VSAN番号は、仮想ファイバチャネルインターフェ
イスにバインドされた物理イーサネットインターフェ

イスの上の VLANにマッピングする必要がありま
す。

VSANと仮想ファイバチャネルインターフェイスの
関連付けを解除します。

（任意） switch(config-vsan)# no vsan vsan-id interface
vfc vfc-id

Step 4
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例

次の例は、仮想ファイバチャネルインターフェイスを VSANに関連付ける方法を示した
ものです。

switch# configure terminal

switch(config)# vsan database

switch(config-vsan)# vsan 2 interface vfc 4

暗黙的仮想ファイバチャネルポートチャネルインターフェイスの作

成

仮想ファイバーチャネル（vFC）を構築し、1つのコマンドを使用してそれをイーサネットイン
ターフェイスまたはポートチャネルに暗黙的にバインドすることができます。このためには、vFC
識別子がイーサネットインターフェイスまたはポートチャネル識別子とマッチする必要がありま

す。イーサネットインターフェイスは、モジュール（スロットまたはポート）インターフェイス

（スロット/QSFP-モジュール/ポート）にすることができます。

ブレイクアウトポートに暗黙的な vFCを構築することはできません。Note

仮想ファイバチャネルインターフェイスの設定

Before you begin

• FCoEの正しいライセンスがインストールされていることを確認します。

• FCoEがイネーブルになっていることを確認します。

Procedure

Step 1 グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

switch# configure terminal

Step 2 vFCを構築します（まだ存在しない場合）。

さらに、vfc slot/portは、vFCをイーサネットスロット/ポートインターフェイスにバインドします。vFCス
ロット/QSFPモジュール/ポートは、vFCをブレークアウトインターフェイスにバインドします。

switch(config) # interface vfc {id | slot/port | slot/QSFP-module/port }

Step 3 vFCインターフェイスを起動します。

switch(config-if) # no shutdown
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Step 4 Required:インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了します。

switch(config-if) # exit

仮想ファイバチャネルインターフェイスの設定

次の例は、イーサネットインターフェイスに仮想ファイバチャネルインターフェイスを

暗黙的にバインドする方法を示したものです。

switch# configure terminal
switch(config)# interface eth1/11
switch(config-if)# switchport mode trunk
switch(config-if)# mtu 9216
switch(config-if)# service-policy type qos input default-fcoe-in-policy
switch(config-if)# no shutdown

switch(config)# interface vfc1/11
switch(config-if)# no shutdown
switch(config-if)# exit
switch(config)#

switch(config)# vsan database
switch(config-vsan-db)# vsan 10
switch(config-vsan-db)# exit
switch(config)#

switch(config)# vlan 10
switch(config-vlan)# fcoe vsan 10
switch(config-vlan)# exit
switch(config)#

switch(config)# vsan database
switch(config-vsan-db)# vsan 10 interface vfc1/11
switch(config-vsan-db)# exit
switch(config)#
switch(config)# show interface vfc1/11
vfc1/11 is trunking (Not all VSANs UP on the trunk)
Bound interface is Ethernet1/11
Hardware is Ethernet
Port WWN is 20:0b:00:de:fb:9d:0e:a0
Admin port mode is F, trunk mode is on
snmp link state traps are enabled
Port mode is TF
Port vsan is 10
Operating Speed is 10 Gbps
Admin Speed is auto
Trunk vsans (admin allowed and active) (1,10)
Trunk vsans (up) (10)
Trunk vsans (isolated) ()
Trunk vsans (initializing) (1)
11 fcoe in packets
1692 fcoe in octets
0 fcoe out packets
0 fcoe out octets
Interface last changed at Mon Dec 16 09:03:33 2019

switch(config)#
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仮想ファイバチャネルの設定：ポートチャネルインターフェイス

Procedure

Step 1 グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

switch# configure terminal

Step 2 番号に基づいてイーサネットポートチャネルに暗黙的にバインドする vFCを構築します。

ポート番号の範囲は 1～ 4096です。

switch(config) # interface vfc-port-channel port number

Step 3 vFCポートを起動します。

switch(config-if) # no shutdown

Step 4 Required:現在のインターフェイスコンフィギュレーションモードを終了します。

switch(config-if) # exit

仮想ファイバチャネルの設定：ポートチャネルインターフェイス

この例は、イーサネットポートチャネルに暗黙的にバインドする vFCポートチャネルを
構築する方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# interface port-channel 10
switch(config-if)# switchport
switch(config-if)# switchport mode trunk
switch(config-if)# mtu 9216
switch(config-if)# service-policy type qos input default-fcoe-in-policy
switch(config-if)# no shutdown
switch(config-if)# exit

switch(config)# interface eth1/49
switch(config-if)# channel-group 10 force
switch(config-if)# no shutdown
switch(config-if)# exit

switch# configure terminal
switch(config)# interface vfc-port-channel 10
switch(config-if)# no shutdown
switch(config-if)# exit

switch(config)# vlan 10
switch(config-vlan)# fcoe vsan 10
switch(config-vlan)# exit
switch(config)#

switch(config)# vsan database
switch(config-vsan-db)# vsan 10 interface vfc-port-channel 10
switch(config-vsan-db)# exit
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switch(config)# show interface vfc-port-channel 10
vfc-po10 is trunking (Not all VSANs UP on the trunk)
Bound interface is port-channel10
Hardware is Ethernet
Port WWN is 25:1b:00:de:fb:9d:0e:a0
Admin port mode is F, trunk mode is on
snmp link state traps are enabled
Port mode is TF
Port vsan is 10
Operating Speed is 40 Gbps
Admin Speed is auto
Trunk vsans (admin allowed and active) (1,10)
Trunk vsans (up) (10)
Trunk vsans (isolated) ()
Trunk vsans (initializing) (1)
11 fcoe in packets
1236 fcoe in octets
0 fcoe out packets
0 fcoe out octets
Interface last changed at Mon Dec 16 08:56:13 2019

仮想インターフェイスの確認
仮想インターフェイスに関する設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

目的コマンド

指定されたファイバチャネルインターフェイスの詳細な設定を

表示します。

switch# show interface vfc vfc-id

すべてのインターフェイスのステータスが表示されます。switch# show interface brief

FCoE VLANから VSANへのマッピングを表示します。switch# show vlan fcoe

次の例は、イーサネットインターフェイスにバインドされた仮想ファイバチャネルインターフェ

イスを表示する方法を示したものです。

switch# show interface vfc 11

vfc11 is trunking (Not all VSANs UP on the trunk)

Bound interface is Ethernet1/11
Hardware is Ethernet
Port WWN is 20:0a:00:de:fb:9d:0e:df
Admin port mode is F, trunk mode is on
snmp link state traps are enabled
Port mode is TF
Port vsan is 10
Operating Speed is 10 Gbps
Admin Speed is auto
Trunk vsans (admin allowed and active) (1,10)
Trunk vsans (up) (10)
Trunk vsans (isolated) ()
Trunk vsans (initializing) (1)
2 fcoe in packets
152 fcoe in octets
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0 fcoe out packets
0 fcoe out octets
Interface last changed at Wed Dec 18 10:36:58 2019

次の例は、MACアドレスにバインドされた仮想ファイバチャネルインターフェイスを表示する
方法を示したものです。

switch# show interface vfc 11

vfc11 is trunking (Not all VSANs UP on the trunk)
Bound MAC is 0090.faf8.7513
Hardware is Ethernet
Port WWN is 20:0a:00:de:fb:9d:0e:df
Admin port mode is F, trunk mode is on
snmp link state traps are enabled
Port mode is TF
Port vsan is 10
Operating Speed is 10 Gbps
Admin Speed is auto
Trunk vsans (admin allowed and active) (1,10)
Trunk vsans (up) (10)
Trunk vsans (isolated) ()
Trunk vsans (initializing) (1)
3 fcoe in packets
228 fcoe in octets
0 fcoe out packets
0 fcoe out octets
Interface last changed at Mon Dec 16 09:09:02 2019

次の例は、スイッチ上のすべてのインターフェイスのステータスを表示する方法を示したもので

す（簡略化のため、出力の一部は省略）。

switch# show interface brief

--------------------------------------------------------------------------------
Port VRF Status IP Address Speed MTU
--------------------------------------------------------------------------------
mgmt0 -- up 9.9.9.9 1000 1500
--------------------------------------------------------------------------------
Ethernet VLAN Type Mode Status Reason Speed Port
Interface Ch #
--------------------------------------------------------------------------------
Eth1/1 1 eth trunk up none 100G(D) 1
Eth1/2 1 eth trunk up none 100G(D) 1
Eth1/3 -- eth routed down Administratively down auto(D) --
Eth1/4 -- eth routed down XCVR not inserted auto(D) --
Eth1/5 -- eth routed down Administratively down auto(D) --
Eth1/6 -- eth routed down Administratively down auto(D) --
Eth1/7 1 eth trunk up none 40G(D) 601
Eth1/8 -- eth routed down XCVR not inserted auto(D) --
Eth1/14 -- eth routed down XCVR not inserted auto(D) --
Eth1/16 -- eth routed down XCVR not inserted auto(D) --
Eth1/17 -- eth routed down XCVR not inserted auto(D) --
Eth1/18/1 1 eth trunk up none 10G(D) 181
Eth1/18/2 1 eth trunk up none 10G(D) 560
Eth1/18/3 1 eth trunk up none 10G(D) 560
Eth1/18/4 1 eth trunk up none 10G(D) 560
Eth1/19 -- eth routed down Administratively down auto(D) --
Eth1/20 -- eth routed down Administratively down auto(D) --
Eth1/21 -- eth routed down XCVR not inserted auto(D) --
Eth1/22 -- eth routed down XCVR not inserted auto(D) --
Eth1/23 -- eth routed down XCVR not inserted auto(D) --
Eth1/24 -- eth routed down XCVR not inserted auto(D) --
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Eth1/25 1 eth trunk up none 100G(D) 2500
Eth1/26 1 eth trunk up none 40G(D) 26
Eth1/27 -- eth routed down XCVR not inserted auto(D) --
Eth1/28 -- eth routed down XCVR not inserted auto(D) --
Eth1/29 -- eth routed down XCVR not inserted auto(D) --
Eth1/31 1 eth trunk up none 40G(D) 559
Eth1/32 -- eth routed down XCVR not inserted auto(D) --
Eth1/33 -- eth routed down XCVR not inserted auto(D) --
Eth1/34 -- eth routed down XCVR not inserted auto(D) --
Eth1/35 -- eth routed down Administratively down auto(D) --
Eth1/36/1 -- eth routed down Administratively down auto(D) --
Eth1/36/2 -- eth routed down Administratively down auto(D) --
Eth1/36/3 -- eth routed down Administratively down auto(D) --
Eth1/36/4 -- eth routed down Administratively down auto(D) --

------------------------------------------------------------------------------------------
Port-channel VLAN Type Mode Status Reason Speed Protocol
Interface
------------------------------------------------------------------------------------------
Po1 1 eth trunk up none a-100G(D) lacp
Po26 1 eth trunk up none a-40G(D) none
Po181 1 eth trunk up none a-10G(D) none
Po559 1 eth trunk up none a-40G(D) none
Po560 1 eth trunk up none a-10G(D) none
Po601 1 eth trunk up none a-40G(D) none
Po2500 1 eth trunk up none a-100G(D) none

-------------------------------------------------------------------------------
Interface Vsan Admin Admin Status SFP Oper Oper Port
Mode Trunk Mode Speed Channel
Mode (Gbps)
-------------------------------------------------------------------------------
fc1/9/1 1 E on trunking swl TE 8 224
fc1/9/2 1 E on trunking swl TE 8 224
fc1/9/3 1 E on trunking swl TE 8 224
fc1/9/4 1 E on trunking swl TE 8 224
fc1/10/1 1 E on trunking swl TE 8 224
fc1/10/2 1 E on trunking swl TE 8 224
fc1/10/3 1 E on trunking swl TE 8 224
fc1/10/4 1 E on trunking swl TE 8 224
fc1/11/1 1 E on trunking swl TE 8 224
fc1/11/2 1 E on trunking swl TE 8 224
fc1/11/3 1 E on trunking swl TE 8 224
fc1/11/4 1 E on trunking swl TE 8 224
fc1/12/1 1 auto on down swl -- -- --
fc1/12/2 1 auto on down swl -- -- --
fc1/12/3 1 auto on down swl -- -- --
fc1/12/4 1 auto on down swl -- -- --
fc1/13/1 1 E on trunking swl TE 8 225
fc1/13/2 1 E on trunking swl TE 8 225
fc1/13/3 1 E on trunking swl TE 8 225
fc1/13/4 1 E on trunking swl TE 8 225
fc1/15/1 501 auto off up swl F 32 --
fc1/15/2 501 F on trunking swl TF 32 114
fc1/15/3 501 F off up swl F 32 --
fc1/15/4 1 F on trunking swl TF 32 118
fc1/30/1 1 E off notConnected swl -- -- --
fc1/30/2 1 E off notConnected swl -- -- --
fc1/30/3 1 E on trunking swl TE 32 --
fc1/30/4 1 E on notConnected swl -- -- --

-------------------------------------------------------------------------------
Interface Vsan Admin Status Oper Oper IP
Trunk Mode Speed Address
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Mode (Gbps)
-------------------------------------------------------------------------------
san-port-channel114 501 on trunking TF 32 --
san-port-channel118 1 on trunking TF 32 --
san-port-channel224 1 on trunking TE 88 --
san-port-channel225 1 on trunking TE 32 --

-------------------------------------------------------------------------------
Interface Vsan Admin Admin Status Bind Oper Oper
Mode Trunk Info Mode Speed
Mode (Gbps)
-------------------------------------------------------------------------------
vfc1 501 F on trunking Ethernet1/26 TF 40
vfc2 501 F on trunking e02f.6d08.cda9 TF auto
vfc560 1 F on trunking port-channel560 TF 30
vfc1/25 501 F on trunking Ethernet1/25 TF 100

-------------------------------------------------------------------------------
Interface Vsan Admin Admin Status Bind Oper Oper
Mode Trunk Info Mode Speed
Mode (Gbps)
-------------------------------------------------------------------------------
vfc-po559 1 F on trunking port-channel559 TF 40
vfc-po601 501 F on trunking port-channel601 TF 40

次の例は、スイッチにおけるVLANとVSANとのマッピングを表示する方法を示したものです。
switch# show vlan fcoe

VLAN VSAN Status

-------- -------- --------

15 15 Operational

20 20 Operational

25 25 Operational

30 30 Non-operational

VSANから VLANへのマッピングの設定例
次に示すのは、FCoE VLANおよび仮想ファイバチャネルインターフェイスの設定例です。

手順の概要

1. 関連する VLANを有効にし、その VLANを VSANへマッピングします。
2. 物理イーサネットインターフェイス上で VLANを設定します。
3. 仮想ファイバチャネルインターフェイスを作成し、それを物理イーサネットインターフェイ

スにバインドします。

4. 仮想ファイバチャネルインターフェイスを VSANに関連付けます。
5. （任意）VSANのメンバーシップ情報を表示します。
6. （任意）仮想ファイバチャネルインターフェイスに関するインターフェイス情報を表示しま

す。
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手順の詳細

手順

Step 1 関連する VLANを有効にし、その VLANを VSANへマッピングします。
switch(config)# vlan 200

switch(config-vlan)# fcoe vsan 2

switch(config-vlan)# exit

Step 2 物理イーサネットインターフェイス上で VLANを設定します。
switch(config)# interface eth1/11

switch(config)# spanning-tree port type edge trunk

switch(config-if)# switchport mode trunk

switch(config-if)# switchport trunk allowed vlan 1,200

switch(config-if)# mtu 9216

switch(config-if)# service-policy type qos input default-fcoe-in-policy

switch(config-if)# exit

Step 3 仮想ファイバチャネルインターフェイスを作成し、それを物理イーサネットインターフェイスにバインド

します。

switch(config)# interface vfc 11

switch(config-if)# bind interface ethernet 1/4

switch(config-if)# no shutdown

switch(config-if)# exit

（注）

デフォルトでは、仮想ファイバチャネルインターフェイスはすべて VSAN 1上に存在します。VLANから
VSANへのマッピングを VSAN 1以外の VSANに対して行う場合は、ステップ 4へ進みます。

Step 4 仮想ファイバチャネルインターフェイスを VSANに関連付けます。
switch(config)# vsan database

switch(config-vsan-db)# vsan 2

switch(config-vsan-db)# vsan 2 interface vfc 11

switch(config-vsan)# exit

Step 5 （任意）VSANのメンバーシップ情報を表示します。
switch# show vsan 2 membership
vsan 2 interfaces

vfc 11
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Step 6 （任意）仮想ファイバチャネルインターフェイスに関するインターフェイス情報を表示します。

switch# show interface vfc 11

vfc11 is trunking (Not all VSANs UP on the trunk)
Bound interface is Ethernet1/11
Hardware is Ethernet
Port WWN is 20:0a:00:de:fb:9d:0e:df
Admin port mode is F, trunk mode is on
snmp link state traps are enabled
Port mode is TF
Port vsan is 2
Operating Speed is 10 Gbps
Admin Speed is auto
Trunk vsans (admin allowed and active) (1-2,10)
Trunk vsans (up) (2)
Trunk vsans (isolated) ()
Trunk vsans (initializing) (1,10)
2 fcoe in packets
152 fcoe in octets
0 fcoe out packets
0 fcoe out octets
Interface last changed at Mon Dec 16 09:22:25 2019

FCoE over Enhanced vPC
イーサネットトラフィックは、Enhanced vPCトポロジでは FEXとスイッチペア間でデュアル
ホーム接続されますが、FCoEトラフィックは、SAN分離を維持するためにシングルホーム接続
される必要があります。したがって、Enhanced vPCが FCoEをサポートする一方で、SAN分離と
高 FCoE帯域幅が必要な場合は、シングルホーム接続の FEXトポロジの方が望ましいこともあり
ます。

シングルホーム接続のトポロジに対する、Enhanced vPCのデメリットを考慮してください。

•一般的な SANネットワークには、SAN Aと SAN Bという 2つのファブリックがあり、その
間のトラフィックは分離されています。Enhanced vPCトポロジでは、各スイッチは FEXに
よってペア化されており（シングルホーム）、1つの FEXからの FCoEトラフィックが 1つ
のスイッチにしか送信されないようになっています。一方、イーサネットトラフィックは、

各 FEXと両方のスイッチ間でデュアルホーム接続されます。FEXからの FCoEトラフィック
は 1つのスイッチにしか送受信されず、イーサネットトラフィックは両方に送受信されるた
め、FEXアップリンクのトラフィック負荷は均等化されません。

• 8つのアップリンクポートを持つ FEXでは、イーサネットトラフィックは 8ポートをすべて
使用しますが、シングルホーム接続の FCoEトラフィックは、このトポロジでは 4つのポー
トしか使用しないよう制限されているため、FCoEで使用可能な最大帯域幅も制限されます。
さらに、共有リンクのデフォルトの QoSテンプレートは、FCoEトラフィックに対してリン
ク帯域幅の半分しか割り当てず、残りの半分はイーサネットトラフィックに割り当てられる

という制限もあります。
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• FEXを使用する Enhanced vPCトポロジでは、ホスト vPCは 2ポートに制限されており、FEX
あたり 1ポートずつ使用します。

次の図は、それぞれ異なる Cisco Nexusデバイスに関連付けられた、2つの Cisco Nexus 2000 FEX
を使用するシステムの FCoEトラフィックフローを示します。

図 21 : FCoE over Enhanced vPC

FCoE over Enhanced vPCの設定
SAN分離を維持するため、FCoEトラフィックはシングルホーム接続される必要があります。ま
ず、FEXを 1つのスイッチと関連付けます。FEXとスイッチが関連付けられると、仮想ファイバ
チャネル（vFC）インターフェイスを作成し、ポートにバインドします。

最初のピアでFEXとスイッチをペアリングすると、SANトラフィックを分離できるよう別のポー
ト番号を使用して 2番目のピアでも同じ設定を繰り返します。設定が異なっても、整合性エラー
が発生することはありません。これは、Enhanced vPC設定の FCoEの部分は、vPC整合性チェッ
クの対象となっていないためです。

始める前に

FCoE over Enhanced vPC（199ページ）の制限事項を確認してください。

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config) # fex fex-chassis_ID

3. switch(config-fex) # fcoe
4. switch(config-fex) # interface vfc vfc-id

5. switch(config-if) # bind interface ethernet [fex-chassis-ID/]slot/port

6. switch(config-if) # no shutdown
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7. （任意） switch(config-if) # end

8. （任意） switch(config)# copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalStep 1

指定されたFEXのコンフィギュレーションモードを
開始します。

switch(config) # fex fex-chassis_IDStep 2

fex-chassis_IDの範囲は 100～ 199です。

このスイッチにのみ FCoEトラフィックを送信する
よう、FEXを設定します。

switch(config-fex) # fcoeStep 3

仮想ファイバチャネルインタフェースのコンフィ

ギュレーションモードを開始します。インターフェ

switch(config-fex) # interface vfc vfc-idStep 4

イスが存在しない場合は、このコマンドにより、イ

ンターフェイスが作成されます。

vfc-idの範囲は、1～ 8192です。

vFCインターフェイスを指定された物理イーサネッ
トインターフェイスにバインドします。

switch(config-if) # bind interface ethernet
[fex-chassis-ID/]slot/port

Step 5

fex-chassis_IDの範囲は 100～ 199です。slotは 1に
する必要があります。FCoEでは、portの範囲は 1～
32です。

（注）

これが 10Gブレイクアウトポートの場合、slot/port
構文は QSFP-module/portになります。

インターフェイスを、デフォルトの操作状態に戻し

ます。

switch(config-if) # no shutdownStep 6

特権 EXECモードに戻ります。（任意） switch(config-if) # endStep 7

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュレー

ションをスタートアップコンフィギュレーションに

コピーして、変更を継続的に保存します。

（任意） switch(config)# copy running-config
startup-config

Step 8
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例

この例では、各FEXをFCoEトラフィックのスイッチにペアリングする方法を示します。
nexus5000-sanA# configure terminal
nexus5000-sanA(config) # fex 101
nexus5000-sanA(config-fex) # fcoe
nexus5000-sanA(config-fex) # interface vfc 1
nexus5000-sanA(config-if) # bind interface ethernet 101/1/1
nexus5000-sanA(config-if) # no shutdown
nexus5000-sanA(config-if) # end
nexus5000-sanA# copy running-config startup-config
nexus5000-sanA#

nexus5000-sanB# configure terminal
nexus5000-sanB(config) # fex 102
nexus5000-sanB(config-fex) # fcoe
nexus5000-sanB(config-fex) # interface vfc 1
nexus5000-sanB(config-if) # bind interface ethernet 102/1/1
nexus5000-sanB(config-if) # no shutdown
nexus5000-sanB(config-if) # end
nexus5000-sanB# copy running-config startup-config
nexus5000-sanB#

nexus5500-sanA# configure terminal
nexus5500-sanA(config) # fex 101
nexus5500-sanA(config-fex) # fcoe
nexus5500-sanA(config-fex) # interface vfc 1
nexus5500-sanA(config-if) # bind interface ethernet 101/1/1
nexus5500-sanA(config-if) # no shutdown
nexus5500-sanA(config-if) # end
nexus5500-sanA# copy running-config startup-config
nexus5500-sanA#

nexus5500-sanB# configure terminal
nexus5500-sanB(config) # fex 102
nexus5500-sanB(config-fex) # fcoe
nexus5500-sanB(config-fex) # interface vfc 1
nexus5500-sanB(config-if) # bind interface ethernet 102/1/1
nexus5500-sanB(config-if) # no shutdown
nexus5500-sanB(config-if) # end
nexus5500-sanB# copy running-config startup-config
nexus5500-sanB#

nexus6000-sanA# configure terminal
nexus6000-sanA(config) # fex 101
nexus6000-sanA(config-fex) # fcoe
nexus6000-sanA(config-fex) # interface vfc 1
nexus6000-sanA(config-if) # bind interface ethernet 101/1/1
nexus6000-sanA(config-if) # no shutdown
nexus6000-sanA(config-if) # end
nexus6000-sanA# copy running-config startup-config
nexus6000-sanA#

nexus6000-sanB# configure terminal
nexus6000-sanB(config) # fex 102
nexus6000-sanB(config-fex) # fcoe
nexus6000-sanB(config-fex) # interface vfc 1
nexus6000-sanB(config-if) # bind interface ethernet 102/1/1
nexus6000-sanB(config-if) # no shutdown
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nexus6000-sanB(config-if) # end
nexus6000-sanB# copy running-config startup-config
nexus6000-sanB#

vPCによる SANブート
1つの VFCインターフェイスが vPCメンバーにバインドされている場合、Cisco Nexusシリーズ
スイッチはSANブートを使用できます。複数のインターフェイスを複数のメンバにバインドする
ことはできません。

• vPCに割り当てられたポートを含む FEXが Nexusスイッチに関連付けられていること。

• vPCメンバには、1つの VFCインターフェイスしかバインドされていないこと。複数のイン
ターフェイスを複数のメンバにバインドすることはできません。

以前のすべての設定、および対応トポロジとの下位互換性を確保するには、Enhanced vPCを使用
しないストレート-スルー FEXトポロジで FEXを設定する必要があります。

（注）

vPCによる SANブートの設定例
この例では、仮想ファイバチャネルインターフェイス 1はファブリック Aの物理イーサネット
インターフェイス 101/1/1、およびファブリック Bのインターフェイス 102/1/1にバインドされて
います。インターフェイスはまた、両方のファブリックの仮想ポートチャネル 1にも関連付けら
れています。

nexus5000-sanA(config) # interface vfc 1
nexus5000-sanA(config-if) # bind interface eth 101/1/1
nexus5000-sanA(config) # interface eth 101/1/1
nexus5000-sanA(config-if) # channel-group 1 mode active
nexus5000-sanA(config-if) # interface port-channel 1
nexus5000-sanA(config-if) # vpc 1
nexus5000-sanA(config-if) #

nexus5000-sanB(config) # interface vfc 1
nexus5000-sanB(config-if) # bind interface eth 102/1/1
nexus5000-sanB(config) # interface eth 102/1/1
nexus5000-sanB(config-if) # channel-group 1 mode active
nexus5000-sanB(config-if) # interface port-channel 1
nexus5000-sanB(config-if) # vpc 1
nexus5000-sanB(config-if) #

nexus5500-sanA(config) # interface vfc 1
nexus5500-sanA(config-if) # bind interface eth 101/1/1
nexus5500-sanA(config) # interface eth 101/1/1
nexus5500-sanA(config-if) # channel-group 1 mode active
nexus5500-sanA(config-if) # interface port-channel 1
nexus5500-sanA(config-if) # vpc 1
nexus5500-sanA(config-if) #

nexus5500-sanB(config) # interface vfc 1
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nexus5500-sanB(config-if) # bind interface eth 102/1/1
nexus5500-sanB(config) # interface eth 102/1/1
nexus5500-sanB(config-if) # channel-group 1 mode active
nexus5500-sanB(config-if) # interface port-channel 1
nexus5500-sanB(config-if) # vpc 1
nexus5500-sanB(config-if) #

nexus5600-sanA(config) # interface vfc 1
nexus5600-sanA(config-if) # bind interface eth 101/1/1
nexus5600-sanA(config) # interface eth 101/1/1
nexus5600-sanA(config-if) # channel-group 1 mode active
nexus5600-sanA(config-if) # interface port-channel 1
nexus5600-sanA(config-if) # vpc 1
nexus5600-sanA(config-if) #

nexus5600-sanB(config) # interface vfc 1
nexus5600-sanB(config-if) # bind interface eth 102/1/1
nexus5600-sanB(config) # interface eth 102/1/1
nexus5600-sanB(config-if) # channel-group 1 mode active
nexus5600-sanB(config-if) # interface port-channel 1
nexus5600-sanB(config-if) # vpc 1
nexus5600-sanB(config-if) #

nexus6000-sanA(config) # interface vfc 1
nexus6000-sanA(config-if) # bind interface eth 101/1/1
nexus6000-sanA(config) # interface eth 101/1/1
nexus6000-sanA(config-if) # channel-group 1 mode active
nexus6000-sanA(config-if) # interface port-channel 1
nexus6000-sanA(config-if) # vpc 1
nexus6000-sanA(config-if) #

nexus6000-sanB(config) # interface vfc 1
nexus6000-sanB(config-if) # bind interface eth 102/1/1
nexus6000-sanB(config) # interface eth 102/1/1
nexus6000-sanB(config-if) # channel-group 1 mode active
nexus6000-sanB(config-if) # interface port-channel 1
nexus6000-sanB(config-if) # vpc 1
nexus6000-sanB(config-if) #
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第 12 章

FLOGI、ネームサーバー、およびRSCNデー
タベースの管理

この章では、FLOGI、ネームサーバー、および RSCNデータベースの設定と管理方法について説
明します。

この章は、次の項で構成されています。

• FLOGI、ネームサーバー、および RSCNデータベースの管理（205ページ）

FLOGI、ネームサーバー、およびRSCNデータベースの管
理

ファブリックログイン

ファイバチャネルファブリックでは、ホストまたはディスクごとに FC IDが必要です。FLOGI
テーブルにストレージデバイスが表示されるどうかを確認するには、次の例のように show flogi
コマンドを使用します。必要なデバイスがFLOGIテーブルに表示されていれば、FLOGIが正常に
行われます。ホストHost Bus Adapter（HBA）および接続ポートに直接接続されているスイッチ上
の FLOGIデータベースを検査します。ポートあたりの FLOGIまたは FDISCの最大数は 256で、
スイッチあたりの FLOGIまたは FDISCの最大数は 1000です。

次に、FLOGIテーブルのストレージデバイスを確認する例を示します。
switch# show flogi database
---------------------------------------------------------------------------
INTERFACE VSAN FCID PORT NAME NODE NAME
---------------------------------------------------------------------------
vfc23 1 0xb200e2 21:00:00:04:cf:27:25:2c 20:00:00:04:cf:27:25:2c
vfc23 1 0xb200e1 21:00:00:04:cf:4c:18:61 20:00:00:04:cf:4c:18:61
vfc23 1 0xb200d1 21:00:00:04:cf:4c:18:64 20:00:00:04:cf:4c:18:64
vfc23 1 0xb200ce 21:00:00:04:cf:4c:16:fb 20:00:00:04:cf:4c:16:fb
vfc23 1 0xb200cd 21:00:00:04:cf:4c:18:f7 20:00:00:04:cf:4c:18:f7
vfc31 2 0xb30100 10:00:00:05:30:00:49:63 20:00:00:05:30:00:49:5e
Total number of flogi = 6.

次に、特定のインターフェイスに接続されたストレージデバイスを確認する例を示します。
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switch# show flogi database interface vfc1/1

INTERFACE VSAN FCID PORT NAME NODE NAME

---------------------------------------------------------------------------

vfc1/1 1 0x870000 20:00:00:1b:21:06:58:bc 10:00:00:1b:21:06:58:bc

Total number of flogi = 1.

次に、VSAN（仮想 SAN）1に関連付けられたストレージデバイスを確認する例を示します。
switch# show flogi database vsan 1

show flogi database vsan 1
-------------------------------------------------------------------------------------
INTERFACE VSAN FCID PORT NAME NODE NAME
-------------------------------------------------------------------------------------
fc1/17 1 0xee0000 21:00:00:24:ff:17:08:2e 20:00:00:24:ff:17:08:2e
fc1/18 1 0xee0020 10:00:00:90:fa:dc:0f:08 20:00:00:90:fa:dc:0f:08
fc1/37 1 0xee00ef 50:06:01:6a:08:60:7c:67 50:06:01:60:88:60:7c:67
Total number of flogi = 3.

ネームサーバープロキシ

ネームサーバー機能は、各 VSAN内のすべてのホストおよびストレージデバイスの属性を含む
データベースを維持します。ネームサーバーでは、情報を最初に登録したデバイスによるデータ

ベースエントリの変更が認められます。

プロキシ機能は、別のデバイスによって登録されたデータベースエントリの内容を変更（更新ま

たは削除）する必要がある場合に役立ちます。

ネームサーバ登録要求はすべて、パラメータが登録または変更されたポートと同じポートから発

信されます。同一ポートから送られない場合、要求は拒否されます。

この許可を使用すると、WWNが他のノードに代わって特定のパラメータを登録できるようにな
ります。

ネームサーバプロキシの登録について

ネームサーバ登録要求はすべて、パラメータが登録または変更されたポートと同じポートから発

信されます。同一ポートから送られない場合、要求は拒否されます。

この許可を使用すると、WWNが他のノードに代わって特定のパラメータを登録できるようにな
ります。

ネームサーバープロキシの登録

ネームサーバープロキシを登録できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. fcns proxy-port wwn-id vsan vsan-id
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DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

指定した VSANのプロキシポートを設定します。fcns proxy-port wwn-id vsan vsan-id

Example:

Step 2

switch(config)# fcns proxy-port
11:22:11:22:33:44:33:44 vsan 300

重複 pWWNの拒否

FC標準では、NX-OSは同一スイッチ、同一VSAN、および同一 FCドメインですでにログインし
ている pWWNの任意のインターフェイスでのログインを受け入れます。同じ pWWNが、異なる
インターフェイスで同じスイッチにログインしないようにするには、ポートセキュリティ機能を

使用します。

デフォルトでは、同一 VSANの異なるスイッチでの（重複する pWWNによる）今後の FLOGIは
すべて拒否され、以前の FLOGIが維持されます。これは FC標準に準拠していません。

このオプションを無効にすると、以前の FCNSエントリを削除することで、同一 VSANの異なる
スイッチでの（重複する pWWNによる）今後の FLOGIはすべて許可されます。

重複 pWWNの拒否

FC標準では、NX-OSは同一スイッチ、同一VSAN、および同一 FCドメインですでにログインし
ている pWWNの任意のインターフェイスでのログインを受け入れます。同じ pWWNが、異なる
インターフェイスで同じスイッチにログインしないようにするには、ポートセキュリティ機能を

使用します。

デフォルトでは、同一 VSANの異なるスイッチでの（重複する pWWNによる）今後の FLOGIは
すべて拒否され、以前の FLOGIが維持されます。これは FC標準に準拠していません。

このオプションを無効にすると、以前の FCNSエントリを削除することで、同一 VSANの異なる
スイッチでの（重複する pWWNによる）今後の FLOGIはすべて許可されます。

重複 pWWNを拒否するには、次の手順を実行します。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. fcns reject-duplicate-pwwn vsan vsan-id

3. no fcns reject-duplicate-pwwn vsan vsan-id
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DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

異なるスイッチでの（重複するpWWNによる）今後
の FLOGIはすべて拒否され、以前の FLOGIが維持
されます（デフォルト）。

fcns reject-duplicate-pwwn vsan vsan-id

Example:
switch(config)# fcns reject-duplicate-pwwn vsan
100

Step 2

以前のFLOGIエントリを削除することで、異なるス
イッチでの（重複するpWWNによる）今後のFLOGI
はすべて許可されます。

no fcns reject-duplicate-pwwn vsan vsan-id

Example:
switch(config)# no fcns reject-duplicate-pwwn vsan
256

Step 3

ただし、他のスイッチのFLOGIデータベースには以
前のエントリがまだ含まれています。

ネームサーバーデータベースエントリ

ネームサーバーはすべてのホストのネームエントリを FCNSデータベースに保管しています。
ネームサーバーは、Nxポートが他のホストの属性を取得するために（ネームサーバーへの）
PLOGIを実行するときに、Nxポートによる属性の登録を許可します。Nxポートが明示的または
暗黙的にログアウトする時点で、これらの属性は登録解除されます。

マルチスイッチファブリック構成では、各スイッチ上で稼働するネームサーバーインスタンス

が分散型データベースで情報を共有します。スイッチごとに 1つのネームサーバープロセスのイ
ンスタンスが実行されます。

ネームサーバーのデータベースエントリの表示

次に、すべての VSANのネームサーバーデータベースを表示する例を示します。
switch# show fcns database

VSAN 1:
--------------------------------------------------------------------------
FCID TYPE PWWN (VENDOR) FC4-TYPE:FEATURE
--------------------------------------------------------------------------
0xe90000 N 20:00:00:6b:f1:70:08:ec (Cisco) scsi-fcp:init fc-gs
0xec0020 N 21:00:00:24:ff:7f:37:05 (Company A) scsi-fcp:target
0xec0040 N 50:08:01:60:01:59:49:33 scsi-fcp:init
0xec0060 N 20:12:00:11:0d:9d:06:00 scsi-fcp:init
0xec0080 N 50:08:01:60:08:df:19:11 scsi-fcp:init
0xec00a0 N 20:00:d8:b1:90:41:1d:d1 (Cisco)
0xec00ef N 50:06:01:61:08:60:7a:ab (Company B) scsi-fcp:both
0xee0000 N 50:08:01:60:08:df:19:10 scsi-fcp
0xee0020 N 20:13:00:11:0d:9d:07:00 scsi-fcp:target
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0xee0040 N 10:00:00:90:fa:d1:ef:12 (Company C) scsi-fcp:init
0xee0060 N 20:00:00:6b:f1:70:08:ed (Cisco) scsi-fcp:init fc-gs
0xef0020 N 50:08:01:60:01:59:49:32 scsi-fcp
0xef0040 N 20:11:00:11:0d:96:e7:00 scsi-fcp:init

Total number of entries = 13

VSAN 2:
--------------------------------------------------------------------------
FCID TYPE PWWN (VENDOR) FC4-TYPE:FEATURE
--------------------------------------------------------------------------
0x5e0020 N 25:6b:28:6f:7f:21:03:f6 (Cisco) npv
0x5e0040 N 25:6b:e0:0e:da:49:c2:2a (Cisco) npv
0x5e0080 N 21:ed:00:2a:10:7a:89:1d (Cisco) npv
0x840000 N 20:0f:2c:d0:2d:50:d3:48 (Cisco) npv
0x840040 N 25:52:2c:d0:2d:50:d3:48 (Cisco) npv

Total number of entries = 5

次に、指定された VSANのネームサーバーデータベースおよび統計情報を表示する例を示しま
す。

switch# show fcns database vsan 1

VSAN 1:
--------------------------------------------------------------------------
FCID TYPE PWWN (VENDOR) FC4-TYPE:FEATURE
--------------------------------------------------------------------------
0xe90000 N 20:00:00:6b:f1:70:08:ec (Cisco) scsi-fcp:init fc-gs
0xec0020 N 21:00:00:24:ff:7f:37:05 (Company A) scsi-fcp:target
0xec0040 N 50:08:01:60:01:59:49:33 scsi-fcp:init
0xec0060 N 20:12:00:11:0d:9d:06:00 scsi-fcp:init
0xec0080 N 50:08:01:60:08:df:19:11 scsi-fcp:init
0xec00a0 N 20:00:d8:b1:90:41:1d:d1 (Cisco)
0xec00ef N 50:06:01:61:08:60:7a:ab (Company B) scsi-fcp:both
0xee0000 N 50:08:01:60:08:df:19:10 scsi-fcp
0xee0020 N 20:13:00:11:0d:9d:07:00 scsi-fcp:target
0xee0040 N 10:00:00:90:fa:d1:ef:12 (Company C) scsi-fcp:init
0xee0060 N 20:00:00:6b:f1:70:08:ed (Cisco) scsi-fcp:init fc-gs
0xef0020 N 50:08:01:60:01:59:49:32 scsi-fcp
0xef0040 N 20:11:00:11:0d:96:e7:00 scsi-fcp:init

Total number of entries = 13

次に、すべての VSANのネームサーバーデータベースを表示する例を示します。
switch# show fcns database detail

show fcns database detail
------------------------
VSAN:200 FCID:0xee0000
------------------------
port-wwn (vendor) :21:00:00:24:ff:17:08:2e (Qlogic)
node-wwn :20:00:00:24:ff:17:08:2e
class :3
node-ip-addr :0.0.0.0
ipa :ff ff ff ff ff ff ff ff
fc4-types:fc4_features :scsi-fcp:init
symbolic-port-name :
symbolic-node-name :QLE2742 FW:v8.05.44 DVR:v2.1.73.0
port-type :N
port-ip-addr :0.0.0.0
fabric-port-wwn :20:11:00:de:fb:53:a3:a0
hard-addr :0x000000
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permanent-port-wwn (vendor) :21:00:00:24:ff:17:08:2e (Qlogic)
connected interface :fc1/17
switch name (IP address) :sw (192.168.1.1)
------------------------
VSAN:200 FCID:0xee0020

次に、すべての VSANのネームサーバーデータベース統計を表示する例を示します。
switch# show fcns statistics

show fcns statistics
Name server statistics for vsan 1
===================================
registration requests received = 0
deregistration requests received = 0
queries received = 0
queries sent = 0
reject responses sent = 0
RSCNs received = 0
RSCNs sent = 0

Name server statistics for vsan 200
===================================
registration requests received = 18
deregistration requests received = 0
queries received = 78
queries sent = 0
reject responses sent = 0
RSCNs received = 0
RSCNs sent = 8

Name server statistics for vsan 201
===================================
registration requests received = 0
deregistration requests received = 0
queries received = 0
queries sent = 0
reject responses sent = 0
RSCNs received = 0
RSCNs sent = 0

Name server statistics for vsan 202
===================================
registration requests received = 0
deregistration requests received = 0
queries received = 0
queries sent = 0
reject responses sent = 0
RSCNs received = 0
RSCNs sent = 0

FDMI
Cisco Nexus N9K-C93180YC-FX、N9K-C93360YC-FX2、および N9K-C9336C-FX2-Eスイッチは、
FC-GS-4規格で説明されているように、ファブリックデバイス管理インターフェイス (FDMI)機
能をサポートします。FDMIを使用すると、ファイバチャネルHBAなどのデバイスをインバンド
通信によって管理できます。この機能を追加することにより、既存のファイバチャネルネーム

サーバーおよび管理サーバーの機能を補完します。
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FDMI機能を使用すると、独自のホストエージェントをインストールしなくても、スイッチソフ
トウェアによって接続先 HBAおよびホストオペレーティングシステムに関する次のような管理
情報を抽出できます。

•製造元、モデル、およびシリアル番号

•ノード名およびノードのシンボリック名

•ハードウェア、ドライバ、およびファームウェアのバージョン

•ホストオペレーティングシステム（OS）の名前およびバージョン番号

FDMIエントリはすべて永続ストレージに保存され、FDMIプロセスを起動した時点で取り出され
ます。

FDMIの表示
次に、指定された VSANのすべての HBAの詳細情報を表示する例を示します。
switch# show fdmi database detail vsan 1

この例では、すべての VSANの HBAリストを表示します。
switch# sh fdmi database
Registered HBA List for VSAN 10
10:00:00:90:fa:c7:e1:f6

Registered HBA List for VSAN 108
20:04:00:11:0d:dd:00:00
20:05:00:11:0d:dd:00:00

この例では、特定の VSANの HBAリストを表示します。
switch# sh fdmi database vsan 10
Registered HBA List for VSAN 10
10:00:00:90:fa:c7:e1:f6

この例では、HBAリストのすべての詳細を表示します。
switch# sh fdmi database detail
Registered HBA List for VSAN 10
-------------------------------
HBA-ID: 10:00:00:90:fa:c7:e1:f6
-------------------------------
Node Name :20:00:00:90:fa:c7:e1:f6
Manufacturer :Emulex Corporation
Serial Num :FC61659139
Model :LPe32002-M2
Model Description:Emulex LightPulse LPe32002-M2 2-Port 32Gb Fibre Channel Adapter
Hardware Ver :0000000c
Driver Ver :11.4.33.1
ROM Ver :11.4.204.25
Firmware Ver :11.4.204.25
OS Name/Ver :VMware ESXi 6.7.0 Releasebuild-8169922
CT Payload Len :245760
Port-id: 10:00:00:90:fa:c7:e1:f6
Supported FC4 types:1 scsi-fcp fc-gs
Supported Speed :8G 16G 32G
Current Speed :16G
Maximum Frame Size :2048
OS Device Name :vmhba8
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Host Name :localhost
Registered HBA List for VSAN 108
-------------------------------
HBA-ID: 20:04:00:11:0d:dd:00:00
-------------------------------
Node Name :20:04:00:11:0d:23:b4:00
Manufacturer :QLogic Corporation
Serial Num :RFD1743U70327
Model :QLE2742
Model Description:Cisco QLE2742 Dual Port 32Gb FC to PCIe Gen3 x8 Adapter
Hardware Ver :BK3210407-43 B
Driver Ver :8.07.00.34.Trunk-SCST.18-k
ROM Ver :3.60
Firmware Ver :8.08.204 (785ad0
Port-id: 20:04:00:11:0d:dd:00:00
Supported FC4 types:scsi-fcp 40 fc-av
Supported Speed :8G 16G 32G
Current Speed :32G
Maximum Frame Size :2112
OS Device Name :qla2xxx:host7
Host Name :VirtuaLUN

-------------------------------
HBA-ID: 20:05:00:11:0d:dd:00:00
-------------------------------
Node Name :20:05:00:11:0d:23:b5:00
Manufacturer :QLogic Corporation
Serial Num :RFD1743U70327
Model :QLE2742
Model Description:Cisco QLE2742 Dual Port 32Gb FC to PCIe Gen3 x8 Adapter
Hardware Ver :BK3210407-43 B
Driver Ver :8.07.00.34.Trunk-SCST.18-k
ROM Ver :3.60
Firmware Ver :8.08.204 (785ad0
Port-id: 20:05:00:11:0d:dd:00:00
Supported FC4 types:scsi-fcp 40 fc-av
Supported Speed :8G 16G 32G
Current Speed :32G
Maximum Frame Size :2112
OS Device Name :qla2xxx:host8
Host Name :VirtuaLUN

この例では、特定の VSANの HBAリストのすべての詳細を表示します。
switch# sh fdmi database detail vsan 10
Registered HBA List for VSAN 10
-------------------------------
HBA-ID: 10:00:00:90:fa:c7:e1:f6
-------------------------------
Node Name :20:00:00:90:fa:c7:e1:f6
Manufacturer :Emulex Corporation
Serial Num :FC61659139
Model :LPe32002-M2
Model Description:Emulex LightPulse LPe32002-M2 2-Port 32Gb Fibre Channel Adapter
Hardware Ver :0000000c
Driver Ver :11.4.33.1
ROM Ver :11.4.204.25
Firmware Ver :11.4.204.25
OS Name/Ver :VMware ESXi 6.7.0 Releasebuild-8169922
CT Payload Len :245760
Port-id: 10:00:00:90:fa:c7:e1:f6
Supported FC4 types:1 scsi-fcp fc-gs
Supported Speed :8G 16G 32G
Current Speed :16G
Maximum Frame Size :2048
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OS Device Name :vmhba8
Host Name :localhost

RSCN
Registered State Change Notification（RSCN）は、ファブリック内で行われた変更について各ホスト
に通知するためのファイバチャネルサービスです。ホストは、（State Change Registration（SCR）
要求によって）ファブリックコントローラに登録することにより、この情報を受信できます。次

のいずれかのイベントが発生した場合、適宜通知されます。

•ファブリックへのディスクの加入または脱退

•ネームサーバの登録変更

•新しいゾーンの実施

• IPアドレスの変更

•ホストの動作に影響する、その他の同様なイベント

スイッチRSCN（SW-RSCN）は、登録されたホストおよびファブリック内の到達可能なすべての
スイッチに送信されます。

スイッチは RSCNを送信して、登録済みのノードに変更が発生したことを通知します。ネーム
サーバーに再度クエリーを発行して新しい情報を取得するのは、各ノードの責任範囲です。スイッ

チが各ノードに送信する RSCNには、変更に関する詳細情報は含まれていません。

Note

RSCN情報の概要

スイッチRSCN（SW-RSCN）は、登録されたホストおよびファブリック内の到達可能なすべての
スイッチに送信されます。

スイッチは RSCNを送信して、登録済みのノードに変更が発生したことを通知します。ネーム
サーバーに再度クエリーを発行して新しい情報を取得するのは、各ノードの責任範囲です。スイッ

チが各ノードに送信する RSCNには、変更に関する詳細情報は含まれていません。

Note

RSCN情報の表示

次に、登録済みデバイス情報を表示する例を示します。

switch# show rscn scr-table vsan 1

show rscn scr-table vsan 1
SCR table for VSAN: 1
---------------------------------------------
FC-ID REGISTERED FOR
---------------------------------------------
0xee0000 fabric and nport detected rscns
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0xee0020 fabric and nport detected rscns
0xee00ef fabric and nport detected rscns

Total number of entries = 3

SCRテーブルは設定不可能です。ホストがRSCN情報と一緒にSCRフレームを送信する場合にか
ぎり、入力されます。ホストがRSCN情報を受信しない場合、show rscn scr-tableコマンドはエン
トリを返しません。

Note

multi-pidオプション

RSCNの multi-pidオプションがイネーブルな場合、登録済みの Nxポートに対して生成された
RSCNには、関連ポート IDを複数格納できます。この場合、ゾーン分割ルールを適用してから、
影響を受けた複数のポート IDが 1つの RSCNにまとめられます。このオプションをイネーブルに
することによって、RSCNの数を減らすことができます。たとえば、スイッチ 1に 2つのディス
ク（D1、D2）および 1台のホスト（H）が接続されていると仮定します。ホスト Hは、RSCNを
受信するように登録済みです。D1、D2、および Hは、同じゾーンに属しています。ディスク D1
および D2が同時にオンラインである場合、次のどちらかの処理が適用されます。

•スイッチ1でmulti-pidオプションがディセーブルになります。ホストHに対して2つのRSCN
が生成されます（1つはディスク D1用、もう 1つはディスク D2用）。

•スイッチ 1でmulti-pidオプションがイネーブルになります。ホストHに対して RSCNが 1つ
生成され、RSCNペイロードによって関連ポート IDがリストされます（この場合は D1およ
び D2）。

Nxポートには、multi-pid RSCNペイロードをサポートしないものがあります。その場合は、RSCN
の multi-pidオプションをディセーブルにしてください。

Note

PORT_OFFLINEイベントの場合、multi-pidオプションが有効か無効かに関係なく、複数の RSCN
が生成され (ポートの数に応じて)、すぐに送信されます。

PORT_ONLINEイベントの場合、

• multi-pidオプションが有効になっていると、ポートの数に関係なく単一のRSCNが生成され、
すぐに送信されます。この RSCNには、起動するすべてのポートに関する情報を含む複数の
ページが含まれています。

• multi-pidオプションが無効になっている場合、（ポートの数に応じて）複数の RSCNが生成
され、すぐに送信されます。

Note
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[multi-pid]オプションの設定

multi-pidオプションを設定できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. rscn multi-pid vsan vsan-id

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

指定されたVSANの RSCNをmulti-pidフォーマット
で送信します。

rscn multi-pid vsan vsan-id

Example:

Step 2

switch(config)# rscn multi-pid vsan 405

ドメインフォーマット SW-RSCNの抑制

ドメインフォーマット SW-RSCNは、ローカルスイッチ名またはローカルスイッチ管理 IPアド
レスが変更されるとすぐに送信されます。このSW-RSCNは、ISLを介して、他のすべてのドメイ
ンおよびスイッチに送信されます。リモートスイッチから、ドメインフォーマット SW-RSCNを
開始したスイッチに対して GMALコマンドおよび GIELNコマンドを発行すると、変更内容を判
別できます。ドメインフォーマットSW-RSCNによって、一部の他社製のSANスイッチで問題が
発生することがあります。

これらの SW-RSCNの ISLを介した送信を抑制できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. rscn suppress domain-swrscn vsan vsan-id

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1
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PurposeCommand or Action
switch# configure terminal
switch(config)#

指定されたVSANのドメインフォーマットSW-RSCN
の送信を抑制します。

rscn suppress domain-swrscn vsan vsan-id

Example:

Step 2

switch(config)# rscn suppress domain-swrscn vsan
250

RSCN統計情報のクリア

カウンタをクリアしたあとに、それらのカウンタを別のイベントに関して表示することができま

す。たとえば、特定のイベント（ONLINEまたはOFFLINEイベントなど）で生成されたRSCNま
たは SW-RSCNの個数を追跡できます。このような統計情報を利用して、VSAN内で発生する各
イベントへの応答を監視できます。

次に、指定された VSANの RSCN統計情報をクリアする例を示します。
switch# clear rscn statistics vsan 1

RSCN統計情報をクリアした後、show rscn statisticsコマンドを使用してクリアされたカウンタを
表示できます。

switch# show rscn statistics vsan 1

RSCNタイマーの設定

RSCNは、VSAN単位のイベントリストキューを維持します。RSCNイベントは、生成されると、
このキューに入れられます。最初の RSCNイベントがキューに入ると、VSAN単位のタイマーが
始動します。タイムアウトになると、すべてのイベントがキューから出され、結合 RSCNが登録
済みユーザに送信されます。デフォルトのタイマー値の場合に、登録済みユーザーに送信される

結合 RSCNの数が最小になります。配置によっては、ファブリック内の変更を追跡するために、
イベントタイマー値をさらに小さくする必要が生じることがあります。

RSCNタイマー値は、VSAN内のすべてのスイッチで同一にする必要があります。Note

CFSはデフォルトでイネーブルです。ファブリック内のすべてのデバイスで CFSをイネーブルに
設定しないと配信は受信されません。アプリケーションに対して CFSがディセーブルになってい
ると、そのアプリケーションからコンフィギュレーションは配信されず、ファブリック内の他の

デバイスからの配信も受け取ることができません。CFSを有効にするには、cfs distributeコマン
ドを使用します。

Note
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ダウングレードを実行する場合は、事前に、ネットワーク内の RSCNタイマー値をデフォルト値
に戻してください。デフォルト値に戻しておかないと、VSANおよびその他のデバイスを経由す
るリンクがディセーブルになります。

Note

RSCNタイマーを設定できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. rscn distribute
3. rscn event-tov timeout vsan vsan-id

4. no rscn event-tov timeout vsan vsan-id

5. rscn commit vsan vsan-id

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

RSCNタイマーの設定の配布をイネーブルにします。rscn distribute

Example:

Step 2

switch(config)# rscn distribute

指定した VSANのイベントタイムアウト値（ミリ
秒）を設定します。有効値は 0～ 2000ミリ秒です。

rscn event-tov timeout vsan vsan-id

Example:

Step 3

値をゼロ（0）に設定すると、タイマーはディセーブ
ルになります。

switch(config)# rscn event-tov 1000 vsan 501

デフォルト値（ファイバチャネル VSANの場合、
2000ミリ秒）に戻します。

no rscn event-tov timeout vsan vsan-id

Example:

Step 4

switch(config)# no rscn event-tov 1100 vsan 245

配布する RSCNタイマー設定を指定された VSAN内
のスイッチにコミットします。

rscn commit vsan vsan-id

Example:

Step 5

switch(config)# rscn commit vsan 25
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RSCNタイマー設定の確認

RSCNタイマー設定を確認するには、showrscnevent-tovvsanコマンドを使用します。次に、VSAN
10の RSCN統計情報をクリアする例を示します。
switch# show rscn event-tov vsan 10

Event TOV : 1000 ms

RSCNタイマー設定の配布

各スイッチのタイムアウト値は、手動で設定されるため、異なるスイッチが別々の時間にタイム

アウトになると、誤設定が生じます。ネットワーク内の異なる Nポートが別々の時間に RSCNを
受信してしまうことがあります。Cisco Fabric Service（CFS）インフラストラクチャでは、RSCN
タイマー設定情報をファブリック内のすべてのスイッチに自動的に配布することで、この状況を

解消します。また、SW-RSCNの数も削減します。

RSCNは、配布と非配布の 2つのモードをサポートしています。配布モードでは、RSCNは CFS
を使用して、ファブリック内のすべてのスイッチに設定を配布します。非配布モードでは、影響

を受けるのはローカルスイッチに対するコンフィギュレーションコマンドだけです。

すべてのコンフィギュレーションコマンドが配布されるわけではありません。配布されるのは、

rscn event-tov tov vsan vsanコマンドだけです。

Note

RSCNタイマー設定だけが配布されます。Caution

RSCNタイマーは、初期化およびスイッチオーバーの実行時に CFSに登録されます。ハイアベイ
ラビリティを実現するため、RSCNタイマー配布がクラッシュし再起動する場合、またはスイッ
チオーバーが発生した場合には、クラッシュまたはスイッチオーバーが発生する前の状態から、

通常の機能が再開されます。

追加情報については、ご使用のデバイスの『System Management Configuration Guide』の「Using
Cisco Fabric Services」を参照してください。

RSCNタイマー設定の配布のイネーブル化

RSCNタイマー設定の配布をイネーブルに設定できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. rscn distribute
3. no rscn distribute
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DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

RSCNタイマーの設定の配布をイネーブルにします。rscn distribute

Example:

Step 2

switch(config)# rscn distribute

RSCNタイマーの配布をディセーブル（デフォルト）
にします。

no rscn distribute

Example:

Step 3

switch(config)# no rscn distribute

ファブリックのロック

データベースを変更するときの最初のアクションによって、保留中のデータベースが作成され、

VSAN内の機能がロックされます。ファブリックがロックされると、次のような状況になります。

•他のユーザーがこの機能の設定に変更を加えることができなくなります。

•コンフィギュレーションデータベースのコピーが、最初のアクティブ変更と同時に保留中の
データベースになります。

RSCNタイマー設定の変更のコミット

アクティブデータベースに加えられた変更をコミットする場合、ファブリック内のすべてのス

イッチに設定がコミットされます。コミットが正常に行われると、設定の変更がファブリック全

体に適用され、ロックが解除されます。

RSCNタイマー設定の変更をコミットできます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. rscn commit vsan timeout
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DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

RSCNタイマーの変更をコミットします。rscn commit vsan timeout

Example:

Step 2

switch(config)# rscn commit vsan 500

RSCNタイマー設定の変更の廃棄

保留中のデータベースに加えられた変更を廃棄（中断）する場合、コンフィギュレーションデー

タベースは影響を受けないまま、ロックが解除されます。

RSCNタイマー設定の変更を廃棄できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. rscn abort vsan timeout

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

RSCNタイマーの変更を廃棄し、保留中のコンフィ
ギュレーションデータベースをクリアします。

rscn abort vsan timeout

Example:

Step 2

switch(config)# rscn abort vsan 800

ロック済みセッションのクリア

RSCNタイマー設定を変更したが、変更をコミットまたは廃棄してロックを解除するのを忘れた
場合、管理者はファブリック内の任意のスイッチからロックを解除できます。管理者がこの操作

を行うと、ユーザーによる保留データベースの変更は廃棄され、ファブリックのロックは解除さ

れます。
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保留中のデータベースは揮発性ディレクトリでだけ有効で、スイッチが再起動されると廃棄され

ます。

管理者の特権を使用して、ロックされた RSCNセッションを解除するには、EXECモードで clear
rscn sessionコマンドを使用します。次に、VSAN 10のRSCNセッションをクリアする例を示しま
す。

switch# clear rscn session vsan 10

RSCN設定の配布情報の表示

次に、RSCN設定の配布の登録ステータスを表示する例を示します。
switch# show cfs application name rscn

Enabled : Yes

Timeout : 5s

Merge Capable : Yes

Scope : Logical

結合対象のファブリックの RSCNタイマー値が異なる場合、結合は失敗します。Note

次に、設定のコミット時に有効な一連のコンフィギュレーションコマンドを表示する例を示しま

す。

保留中のデータベースには、既存設定と変更された設定の両方が含まれます。Note

switch# show rscn pending vsan 1

rscn event-tov 2000 ms vsan 1

rscn event-tov 2000 ms vsan 2

rscn event-tov 300 ms vsan 10

次に、保留中の設定とアクティブな設定の違いを表示する例を示します。

switch# show rscn pending-diff vsan 10

- rscn event-tov 2000

+ rscn event-tov 1001

RSCNのデフォルト設定
次の表に、RSCNのデフォルト設定を示します。

Table 21:デフォルトの RSCN設定値

デフォルトパラメータ

2000ミリ秒（ファイバチャネルVSAN）RSCNタイマー値
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デフォルトパラメータ

ディセーブルRSCNタイマー設定の配
布

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS SAN Switching Configuration Guide, Release 10.5(x)
222

FLOGI、ネームサーバー、および RSCNデータベースの管理

RSCNのデフォルト設定



第 13 章

DDAS

この章では、デバイスエイリアスサービスの配信方法について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• DDAS, on page 223

DDAS
Cisco SANのスイッチは、ファブリック規模単位で配信デバイスエイリアスサービス（デバイス
エイリアス）をサポートします。

デバイスエイリアスについての情報

Cisco SANのスイッチは、ファブリック規模単位で配信デバイスエイリアスサービス（デバイス
エイリアス）をサポートします。

Cisco SANスイッチで（ゾーン分割など）異なる機能を設定するためにデバイスのポートWWN
（pWWN）が指定されている必要がある場合、設定を行うたびに適切なデバイス名を割り当てな
ければなりません。不適切なデバイス名は、予想外の結果を招くことがあります。pWWNにわか
りやすい名前を定義し、必要とされるすべてのコンフィギュレーションコマンドでこの名前を使

用すれば、こうした問題を回避できます。このようなわかりやすい名前をデバイスエイリアスと

呼びます。

デバイスエイリアスの機能

デバイスエイリアスには、次のような特徴があります。

•デバイスエイリアス情報は、VSAN設定とは無関係です。

•デバイスエイリアス設定および配布は、ゾーンサーバおよびゾーンサーバデータベースと
は無関係です。

•データを失うことなく、従来のゾーンエイリアス設定をインポートできます。
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•デバイスエイリアスアプリケーションは Cisco Fabric Services（CFS）インフラストラクチャ
を使用して、効率的なデータベースの管理および配布を実現します。デバイスエイリアス

は、協調型配布モードおよびファブリック規模の配布範囲を使用します。

•基本および拡張および拡張モード。

•ゾーンを設定するために使用されたデバイスエイリアスは、それぞれの pWWNと一緒に、
showコマンド出力に自動的に表示されます。

追加情報については、ご使用のデバイスの『System Management Configuration Guide』の「Using
Cisco Fabric Services」を参照してください。

Related Topics

デバイスエイリアスのモード, on page 226

デバイスエイリアスの前提条件

デバイスエイリアスには、次の要件があります。

•デバイスエイリアスを割り当てることができるのは pWWNだけです。

• pWWNとマッピングされるデバイスエイリアスは、1対 1の関係である必要があります。

•デバイスエイリアス名には、最大 64文字の英数字を使用でき、次の文字を 1つまたは複数
加えることができます。

• a～ zおよび A～ Z

•デバイスエイリアス名は、先頭の文字が英数字である必要があります（a～ zまたは A
～ Z）。

• 1～ 9

• -（ハイフン）および _（下線）

• $（ドル記号）および ^（キャレット）記号

ゾーンエイリアスとデバイスエイリアスの比較

次の表で、ゾーンベースのエイリアス設定とデバイスエイリアス設定の違いを比較します。

Table 22:ゾーンエイリアスとデバイスエイリアスの比較

デバイスエイリアスゾーンベースのエイリアス

VSAN番号を指定せずにデバイスエイリアスを定
義できます。また、同一の定義を何の制約もなく

1つまたは複数の VSANで使用できます。

エイリアスは指定した VSANに限定されま
す。
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デバイスエイリアスゾーンベースのエイリアス

pWWNを使用するすべての機能にデバイスエイリ
アスを使用できます。

ゾーンエイリアスは、ゾーン分割設定の一部

です。他の機能の設定にはエイリアスマッピ

ングを使用できません。

pWWNだけがサポートされます。エンドデバイスを指定するのにすべてのゾー

ンメンバタイプを使用できます。

デバイスエイリアスは、ゾーン分割に限定されて

いません。デバイスエイリアス設定はFCNS、ゾー
ン、および fcpingアプリケーションで使用するこ
とができます。

設定はゾーンサーバデータベース内に含ま

れ、他の機能では使用できません。

デバイスエイリアスデータベース

デバイスエイリアス機能は 2つのデータベースを使用して、デバイスエイリアス設定を受け入
れ、実装します。

•有効なデータベース：ファブリックが現在使用しているデータベース

•保留中のデータベース：保留中のデバイスエイリアス設定の変更は保留中のデータベースに
保存されます。

デバイスエイリアス設定を変更する場合、変更している間はファブリックがロックされたままの

状態なので、変更をコミットまたは廃棄する必要があります。

デバイスエイリアスデータベースの変更は、アプリケーションによって検証されます。いずれか

のアプリケーションがデバイスエイリアスデータベースの変更を受け入れることができない場

合、これらの変更は拒否されます。これは、コミットまたは結合の操作によって行われたデバイ

スエイリアスデータベースの変更に適用されます。

デバイスエイリアスの作成

保留データベースにデバイスエイリアスを作成できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. device-alias database
3. device-alias name device-name pwwn pwwn-id

4. no device-alias name device-name

5. device-alias rename old-device-name new-device-name
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DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

保留データベースコンフィギュレーションサブモー

ドを開始します。

device-alias database

Example:

Step 2

switch(config)# device-alias database
switch(config-device-alias-db)#

pWWNによって識別されるデバイスのデバイス名を
指定します。これが最初に入力されたデバイスエイ

device-alias name device-name pwwn pwwn-id

Example:

Step 3

リアスコンフィギュレーションコマンドであるたswitch(config-device-alias-db)# device-alias name
mydevice pwwn 21:01:00:e0:8b:2e:80:93 め、保留データベースへの書き込みを開始し、同時

にファブリックをロックします。

pWWNによって識別されるデバイスのデバイス名を
削除します。

no device-alias name device-name

Example:

Step 4

switch(config-device-alias-db)# no device-alias
name mydevice

既存のデバイスエイリアスを新しい名前に変更しま

す。

device-alias rename old-device-name new-device-name

Example:

Step 5

switch(config-device-alias-db)# device-alias rename
mydevice mynewdevice

例

次に、デバイスエイリアス設定を表示する例を示します。

switch# show device-alias name x

device-alias name x pwwn 21:01:00:e0:8b:2e:80:93

デバイスエイリアスのモード

基本モード（デフォルトモード）で動作する場合、デバイスエイリアスはすぐに pWWNに展開
されます。基本モードで、デバイスエイリアスがたとえば新しい Host Bus Adapter（HBA）を指
定するように変更された場合、その変更はゾーンサーバには反映されません。ユーザーは以前の

HBAの pWWNを削除して新しい HBAの pWWNを追加し、ゾーンセットを再度アクティブ化す
る必要があります。
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Cisco NX-OS Release 10では、基本デバイスエイリアスモードと拡張デバイスエイリアスモード
の両方がサポートされています。 1(1) 2(1)F。

Note

拡張モードで動作する場合、アプリケーションはネイティブ形式でのデバイスエイリアス名を受

け入れます。デバイスエイリアスを pWWNに展開する代わりに、デバイスエイリアス名が設定
に保存され、ネイティブデバイスエイリアス形式で配布されます。このため、ゾーンサーバー

などのアプリケーションは、自動的にデバイスエイリアスメンバーシップの変更を追跡し、それ

に応じて変更を実行します。拡張モードでの動作の主な利点は、変更の実施を 1カ所で行えると
いうことです。

デバイスエイリアスモードを変更すると、デバイスエイリアスの配布がイネーブルまたはオン

の場合にだけ、変更がネットワーク内のほかのスイッチに配布されます。イネーブルまたはオン

以外の場合、モード変更はローカルスイッチでだけ行われます。

拡張モードまたはネイティブデバイスエイリアスベースの設定は、interopモードの VSANでは
受け入れられません。対応するゾーンにネイティブデバイスエイリアスベースのメンバがある

場合、IVRゾーンセットのアクティベーションは interopモードの VSANで失敗します。

Note

デバイスエイリアスサービスに対するデバイスエイリアスのモードの注意事項と制限

事項

デバイスエイリアスサービス設定時の注意事項と制限事項は次のとおりです。

•異なるデバイスエイリアスモードで稼働している 2つのファブリックが結合されると、デバ
イスエイリアスの結合は失敗します。結合プロセス中、一方のモードまたは他方のモードに

自動的に変換できません。このような状況では、どちらか一方のモードを選択する必要があ

ります。

•拡張モードから基本モードに変更する前に、最初にローカルスイッチとリモートスイッチの
両方からすべてのネイティブデバイスエイリアスベースの設定を明示的に削除するか、ま

たはすべてのデバイスエイリアスベース設定のメンバを対応する pWWNに置き換える必要
があります。

•デバイスエイリアスデータベースからデバイスエイリアスを削除すると、すべてのアプリ
ケーションは対応するデバイスエイリアスの実行を自動的に中止します。対応するデバイス

エイリアスがアクティブなゾーンセットの一部である場合、そのpWWNを出入りするすべて
のトラフックが中断されます。

•デバイスエイリアス名を変更すると、デバイスエイリアスデータベース内のデバイスエイ
リアス名が変更されるだけでなく、すべてのアプリケーションの対応するデバイスエイリア

ス設定も置き換えられます。

•デバイスエイリアスデータベースに新しいデバイスエイリアスが追加され、そのデバイス
エイリアスにアプリケーション設定が存在する場合、設定は自動的に有効になります。たと
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えば、対応するデバイスエイリアスがアクティブなゾーンセットの一部で、デバイスがオン

ラインの場合、ゾーン分割が自動的に実行されます。ゾーンセットを再度アクティブ化する

必要はありません。

•デバイスエイリアス名が新しいHBAの pWWNにマッピングされると、それに応じてアプリ
ケーションの適用方法が変更されます。この場合、ゾーンサーバーは、新しいHBAのpWWN
に基づいて自動的にゾーン分割を適用します。

デバイスエイリアスモードの設定

拡張モードで動作するデバイスエイリアスを設定できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. device-alias mode enhanced
3. no device-alias mode enhance

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

拡張モードで動作するデバイスエイリアスを割り当

てます。

device-alias mode enhanced

Example:

Step 2

switch(config)# device-alias mode enhanced

基本モードで動作するデバイスエイリアスを割り当

てます。

no device-alias mode enhance

Example:

Step 3

switch(config)# no device-alias mode enhance

例

次に、現在のデバイスエイリアスモード設定を表示する例を示します。

switch# show device-alias status

Fabric Distribution: Enabled

Database:- Device Aliases 0 Mode: Basic

Locked By:- User "admin" SWWN 20:00:00:0d:ec:30:90:40

Pending Database:- Device Aliases 0 Mode: Basic
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デバイスエイリアスの配布

デフォルトでは、デバイスエイリアスの配布はイネーブルになっています。デバイスエイリアス

機能は CFSを使用して、ファブリック内のすべてのスイッチに変更内容を配布します。

デバイスエイリアスの配布がディセーブルの場合、データベースの変更内容はファブリック内の

スイッチに配布されません。ファブリック内のすべてのスイッチで同じ変更を手動で行い、デバ

イスエイリアスデータベースを最新の状態に維持する必要があります。すぐにデータベースの変

更が行われるので、保留中のデータベースおよびコミットまたは中断の操作もありません。変更

をコミットしていない状態で配布をディセーブルにすると、コミット作業は失敗します。

CFSはデフォルトでイネーブルです。ファブリックのすべてのデバイスでは CFSが有効になって
いる必要があります。そうでない場合、デバイスは配信を受け入れません。アプリケーションで

CFS配信が無効にされている場合、そのアプリケーションは構成を配信せず、またファブリック
内の他のデバイスからの配信も受け入れません。CFSを有効にするには、cfs distributeコマンド
を使用します。

Note

次に、失敗したデバイスエイリアスのステータスを表示する例を示します。

switch# show device-alias status

Fabric Distribution: Disabled

Database:- Device Aliases 25

Status of the last CFS operation issued from this switch:

==========================================================

Operation: Commit

Status: Failed (Reason: Operation is not permitted as the fabric distribution is

currently disabled.)

ファブリックのロック

デバイスエイリアス設定作業を行うと（どのデバイスエイリアス作業かに関係なく）、ファブ

リックはデバイスエイリアス機能に対して自動的にロックされます。ファブリックがロックされ

ると、次のような状況になります。

•他のユーザーがこの機能の設定に変更を加えることができなくなります。

•有効なデータベースのコピーが取得され、保留データベースとして使用されます。保留中の
データベースに対して、以降の変更が行われます。保留データベースへの変更をコミットす

るかまたは破棄（abort）するまで、保留データベースは使用されます。

変更のコミット

変更をコミットできます。

保留中のデータベースに行われた変更内容をコミットした場合、次のイベントが発生します。

•有効なデータベースの内容が、保留中のデータベースの内容に上書きされます。
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•保留中のデータベースがファブリック内のスイッチに配布され、これらのスイッチの有効な
データベースが新しい変更内容に上書きされます。

•保留中のデータベースの内容が空になります。

•ファブリックロックがこの機能に対して解除されます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. device-alias commit

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

現在アクティブなセッションに対する変更をコミッ

トします。

device-alias commit

Example:

Step 2

switch(config)# device-alias commit

変更の破棄

デバイスエイリアスのセッション変更を破棄できます。

保留中のデータベースで行われた変更内容を廃棄した場合、次のイベントが発生します。

•有効なデータベースの内容は影響を受けません。

•保留中のデータベースの内容が空になります。

•ファブリックロックがこの機能に対して解除されます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. device-alias abort
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DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

現在アクティブなセッションを廃棄します。device-alias abort

Example:

Step 2

switch(config)# device-alias abort

例

次に、破棄操作のステータスを表示する例を示します。

switch(config)# show device-alias status

Fabric Distribution: Enabled
Database:- Device Aliases 2 Mode: Basic
Checksum: 0x22a1d11a2762bdb3cae50f16a21a1e1
Locked By:- User "CLI/SNMPv3:admin" SWWN 20:00:00:de:fb:9d:0e:a0
Pending Database:- Device Aliases 3 Mode: Basic

次に、中断操作のステータスを表示する例を示します。

switch(config)# device-alias abort
switch(config)#

switch(config)# show device-alias session status
Last Action Time Stamp : Mon Nov 4 09:10:11 2019
Last Action : Abort
Last Action Result : Success
Last Action Failure Reason : none
switch(config)#

ファブリックロックの上書き

ロック操作（クリア、コミット、中断）は、デバイスエイリアスの配布がイネーブルの場合にだ

け使用できます。ユーザーがデバイスエイリアス作業を行ったが、変更のコミットや廃棄を行っ

てロックを解除するのを忘れていた場合、管理者はファブリック内の任意のスイッチからロック

を解除できます。管理者がこの操作を行うと、ユーザーによる保留データベースの変更は廃棄さ

れ、ファブリックのロックは解除されます。

スイッチを再起動した場合、変更はvolatileディレクトリでだけ使用でき、また廃棄される場合も
あります。

管理者の権限を使用して、ロックされたデバイスエイリアスセッションを解除するには、EXEC
モードで clear device-alias sessionコマンドを使用します。
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switch# clear device-alias session

次に、クリア操作のステータスを表示する例を示します。

switch# show device-alias status

Fabric Distribution: Enabled

Database:- Device Aliases 24

Status of the last CFS operation issued from this switch:

==========================================================

Operation: Clear Session<--------------------Lock released by administrator

Status: Success<-----------------------------Successful status of the operation

デバイスエイリアスの配布のディセーブル化とイネーブル化

デバイスエイリアスの配布をディセーブルまたはイネーブルに設定できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. no device-alias distribute
3. device-alias distribute

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

配布をディセーブルにします。no device-alias distribute

Example:

Step 2

switch(config)# no device-alias distribute

配布をイネーブルにします（デフォルト）。device-alias distribute

Example:

Step 3

switch(config)# device-alias distribute

例

次に、デバイスエイリアスの配布のステータスを表示する例を示します。

switch# show device-alias status

Fabric Distribution: Disabled
Database:- Device Aliases 3 Mode: Basic
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Checksum: 0x284031ab5aade498a7e89cef1b04d7f
switch(config)#

次に、配布がディセーブルな場合のデバイスエイリアスの表示例を示します。

switch# show device-alias status

Fabric Distribution: Disabled
Database:- Device Aliases 3 Mode: Basic
Checksum: 0x284031ab5aade498a7e89cef1b04d7f
switch(config)#

レガシーゾーンエイリアスの構成

次の制約事項を満たす場合、レガシーゾーンエイリアス設定をインポートし、データを失うこと

なくこの機能を使用できます。

•各ゾーンエイリアスには、メンバが 1つだけあります。

•メンバのタイプは pWWNです。

名前または定義の競合が存在する場合、ゾーンエイリアスはインポートされません。

設定に応じて、必要とされるゾーンエイリアスをデバイスエイリアスデータベースにコピーし

てください。

インポート操作が終了し、commit操作を行うと、変更されたエイリアスデータベースが物理ファ
ブリック内のほかのすべてのスイッチに配布されます。ファブリック内の他のスイッチに設定を

配信する必要がない場合は、abort処理を実行して、マージ変更内容をすべて破棄できます。

ゾーンエイリアスのインポート

特定の VSANのゾーンエイリアスをインポートできます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. device-alias import fcalias vsan vlan-id

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

指定された VSANの fcalias情報をインポートしま
す。

device-alias import fcalias vsan vlan-id

Example:

Step 2
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PurposeCommand or Action
switch(config)# device-alias import fcalias vsan

デバイスエイリアスデータベースの結合の注意事項

2つのデバイスエイリアスデータベースを結合する場合は、次の注意事項に従ってください。

•名前が異なる 2つのデバイスエイリアスが同一の pWWNにマッピングされていないことを
確認します。

• 2つの同一の pWWNが 2つの異なるデバイスエイリアスにマッピングされていないことを確
認します。

•両方のデータベースのデバイスエイリアスの合計数が、Cisco MDS SAN-OS Release 3.0（x）
以前が稼働しているファブリックでは 8K（8191個のデバイスエイリアス）、Cisco MDS
SAN-OS Release 3.1（x）以降が稼働しているファブリックでは 20Kを超えていないことを確
認します。

•両方のデータベースのデバイスエイリアスの総数が、20Kを超えていないことを確認してく
ださい。

両方のデータベースのデバイスエントリの合計数がサポートされる設定制限値を超えた場合、結

合は失敗します。たとえば、データベース Nに 6000個のデバイスエイリアス、データベース M
に 2192個のデバイスエイリアスがあり、SAN-OS Release 3.0(x)以前が稼働している場合、この結
合操作は失敗します。デバイスエイリアスモードが一致していない場合も、結合操作は失敗しま

す。

追加情報については、ご使用のデバイスの『System Management Configuration Guide』の「CFS
Merge Support」を参照してください。

デバイスエイリアス構成の確認

デバイスエイリアス情報を表示するには、次のいずれかの作業を実行します。

目的コマンド

ゾーンセット情報のデバイスエイリアスを表

示します。

show zoneset [active]

デバイスエイリアスデータベースを表示しま

す。

show device-alias database [pending |
pending-diffs]

指定された pWWNまたはエイリアスのデバイ
スエイリアス情報を表示します。

show device-alias {pwwn pwwn-id | name
device-name } [pending]

FLOGIデータベースのデバイスエイリアス情報
を表示します。

show flogi database [pending]
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目的コマンド

FCNSデータベースのデバイスエイリアス情報
を表示します。

show fcns database [pending]

デバイスエイリアスサービスのデフォルト設定

次の表に、デバイスエイリアスパラメータのデフォルト設定を示します。

Table 23:デフォルトのデバイスエイリアスパラメータ

デフォルトパラメータ

イネーブルデバイスエイリアスの配布

基本（Basic）：デバイスエイリアスのモード

有効なデータベース使用中のデータベース

保留中のデータベース変更を受け入れるデータベース

最初のデバイスエイリアス作業でロックされ

る

デバイスエイリアスファブリックロックの状態
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第 14 章

ゾーンの設定と管理

この章では、ゾーンの設定と管理方法について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

•ゾーンに関する情報, on page 237

ゾーンに関する情報
ゾーン分割により、ストレージデバイス間またはユーザーグループ間でアクセスコントロール

の設定ができます。ファブリックで管理者権限を持つユーザーは、ゾーンを作成してネットワー

クセキュリティを強化し、データ損失またはデータ破壊を防止できます。ゾーン分割は、送信元/
宛先 IDフィールドを検証することによって実行されます。

Cisco NX-OSリリース 10.2(1)は、基本、拡張、およびスマートゾーニングをサポートします。
FC-GS-4および FC-SW-3規格で指定されている高度なゾーン分割機能がサポートされます。既存
の基本ゾーン分割機能または規格に準拠した高度なゾーン分割機能のどちらも使用できます。

Note

CiscoNX-OSリリース9.3(5)は、拡張ゾーニングとスマートゾーニングをサポートします。FC-GS-4
および FC-SW-3規格で指定されている高度なゾーン分割機能がサポートされます。既存の基本
ゾーン分割機能または規格に準拠した高度なゾーン分割機能のどちらも使用できます。

ゾーン分割に関する情報

ゾーン分割の特徴

ゾーン分割には、次の特徴があります。

•ゾーンは、複数のゾーンメンバで構成されます。

•ゾーンのメンバ同士はアクセスできますが、異なるゾーンのメンバ同士はアクセスでき
ません。
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•ゾーン分割がアクティブでない場合、すべてのデバイスがデフォルトゾーンのメンバと
なります。

•ゾーン分割がアクティブの場合、アクティブゾーン（アクティブゾーンセットに含ま
れるゾーン）にないデバイスがデフォルトゾーンのメンバとなります。

•ゾーンのサイズを変更できます。

•デバイスは複数のゾーンに所属できます。

•物理ファブリックでは、最大 16,000メンバを収容できます。これには、ファブリック内
のすべての VSANが含まれます。

•ゾーンセットは、1つまたは複数のゾーンで構成されます。

•ゾーンセットは、単一エンティティとしてファブリックのすべてのスイッチでアクティ
ブまたは非アクティブにできます。

• VSAN内でアクティブにできるのは、常に 1つのゾーンセットだけです。

• 1つのゾーンを複数のゾーンセットのメンバにできます。

•ゾーンスイッチあたりの最大ゾーンセット数は 1000です。

•ゾーン分割は、ファブリックの任意のスイッチから管理できます。

•任意のスイッチからゾーンをアクティブにした場合、ファブリックのすべてのスイッチ
がアクティブゾーンセットを受信します。また、ファブリック内のすべてのスイッチに

フルゾーンセットが配布されます（送信元スイッチでこの機能が基本ゾーニングモー

ドでイネーブルであり、拡張ゾーニングモードでデフォルトである場合）。

•既存のファブリックに新しいスイッチが追加されると、新しいスイッチによってゾーン
セットが取得されます。

•ゾーンの変更を中断せずに設定できます。

•影響を受けないポートまたはデバイスのトラフィックを中断させることなく、新しいゾー
ンおよびゾーンセットをアクティブにできます。

•ゾーンメンバーシップは、次のデバイスエイリアスメンバーを使用して指定できます。

• Port World Wide Name（pWWN）：スイッチに接続された Nポートの pWWNをゾーンの
メンバとして指定します。

•ファブリック pWWN：ファブリックポートのWWN（スイッチポートのWWN）を指定
します。このメンバーシップは、ポートベースゾーン分割とも呼ばれます。

• FC ID：スイッチに接続された Nポートの FC IDをゾーンのメンバとして指定します。

•インターフェイスおよび Switch WWN（sWWN）：sWWNによって識別されたスイッチ
のインターフェイスを指定します。このメンバーシップは、インターフェイスゾーン分

割とも呼ばれます。
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•インターフェイスおよびドメイン ID：ドメイン IDによって識別されたスイッチのイン
ターフェイスを指定します。

•ドメイン IDおよびポート番号：シスコスイッチドメインのドメイン IDを指定し、さら
に他社製スイッチに所属するポートを指定します。

•デバイスエイリアス：デバイスエイリアス名を指定します。

• FCエイリアス：FCエイリアスの名前を指定します。

仮想ファイバチャネルインターフェイスのスイッチに接続された Nポートでは、ログインデバ
イスのデバイスエイリアス、Nポートの pWWN、Nポートの FC ID、または仮想ファイバチャネ
ルインターフェイスのファブリックpWWNを使用して、ゾーンメンバーシップを指定できます。

Note

•デフォルトゾーンメンバーシップには、特定のメンバーシップとの関係を持たないすべての
ポートまたはWWNが含まれます。デフォルトゾーンメンバ間のアクセスは、デフォルト
ゾーンポリシーによって制御されます。

• VSANあたり最大 8000ゾーン、スイッチ上の全 VSANで最大 8000ゾーンを設定できます。

•最大 4000のゾーン ACLエントリがサポートされています。

•ゾーンACLエントリの数が 4000を超えると、ゾーンはソフトゾーニングモードに移行する
可能性があります。

インターフェイスベースゾーン分割は、Cisco SANスイッチでのみ機能します。インターフェイ
スベースゾーン分割は、interopモードで設定された VSANでは機能しません。

Note

ゾーン分割の例

次の図に、ファブリックの 2つのゾーン（ゾーン 1およびゾーン 2）で構成されるゾーンセット
を示します。ゾーン 1は、3つすべてのホスト（H1、H2、H3）からストレージシステム S1と S2
に存在するデータへのアクセスを提供します。ゾーン 2では、S3のデータに H3からだけアクセ
スできます。H3は、両方のゾーンに存在します。

Figure 22: 2つのゾーンによるファブリック

ほかの方法を使用して、このファブリックを複数のゾーンに分割することもできます。次の図は、

別の方法を示します。新しいソフトウェアをテストするために、ストレージシステム S2を分離
する必要があると想定します。これを実行するために、ホスト H2とストレージ S2だけを含む
ゾーン 3が設定されます。ゾーン 3ではアクセスを H2と S2だけに限定し、ゾーン 1ではアクセ
スを H1と S1だけに限定できます。
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Figure 23: 3つのゾーンによるファブリック

ゾーン実装

Cisco SANスイッチは、自動的に次の基本的なゾーン機能をサポートします（設定を追加する必
要はありません）。

•ゾーンが VSANに含まれます。

•ハードゾーン分割を手動でディセーブルにすることはできません。

•ネームサーバークエリーがソフトゾーン分割されます。

•アクティブゾーンセットだけが配布されます。

•ゾーン分割されていないデバイスは、相互にアクセスできません。

•各 VSANに同一名のゾーンまたはゾーンセットを含めることができます。

•各 VSANには、フルデータベースとアクティブデータベースがあります。

•アクティブゾーンセットを変更するには、フルゾーンデータベースをアクティブ化する必
要があります。

•アクティブゾーンセットは、スイッチの再起動後も維持されます。

•フルデータベースに加えた変更は、明示的に保存する必要があります。

•ゾーンの再アクティブ化（ゾーンセットがアクティブの状態で、別のゾーンセットをアク
ティブ化する場合）しても、既存のトラフィックは中断しません。

必要に応じて、さらに次のゾーン機能を設定できます。

• VSAN単位ですべてのスイッチにフルゾーンセットを伝播します。

•ゾーン分割されていないメンバのデフォルトポリシーを変更します。

• VSANを interopモードに設定することによって、他のベンダーと相互運用できます。相互に
干渉することなく、同じスイッチ内で 1つの VSANを interopモードに、別の VSANを基本
モードに設定することもできます。

• Eポートを分離状態から復旧します。

アクティブおよびフルゾーンセット

ゾーンセットを設定する前に、次の注意事項について検討してください。

•各 VSANは、複数のゾーンセットを持つことができますが、アクティブにできるのは常に 1
つのゾーンセットだけです。

•ゾーンセットを作成すると、そのゾーンセットは、フルゾーンセットの一部となります。
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•ゾーンセットがアクティブな場合は、フルゾーンセットからのゾーンセットのコピーがゾー
ン分割の実行に使用されます。これは、アクティブゾーンセットと呼ばれます。アクティブ

ゾーンセットは変更できません。アクティブゾーンセットに含まれるゾーンは、アクティ

ブゾーンと呼ばれます。

•管理者は、同一名のゾーンセットがアクティブであっても、フルゾーンセットを変更でき
ます。ただし、加えられた変更が有効になるのは、再アクティブ化したときです。

•アクティブ化が実行されると、永続的なコンフィギュレーションにアクティブゾーンセット
が自動保存されます。これにより、スイッチのリセットにおいてもスイッチはアクティブ

ゾーンセット情報を維持できます。

•ファブリックのその他すべてのスイッチは、アクティブゾーンセットを受信するので、それ
ぞれのスイッチでゾーン分割を実行できます。

•ハードおよびソフトゾーン分割は、アクティブゾーンセットを使用して実装されます。変
更は、ゾーンセットのアクティブ化によって有効になります。

•アクティブゾーンセットに含まれない FC IDまたはNxポートは、デフォルトゾーンに所属
します。デフォルトゾーン情報は、他のスイッチに配信されません。

1つのゾーンセットがアクティブな場合に、別のゾーンセットをアクティブにすると、現在アク
ティブなゾーンセットが自動的に非アクティブになります。新しいゾーンセットをアクティブに

する前に、現在のアクティブゾーンセットを明示的に非アクティブにする必要はありません。

Note

次の図は、アクティブなゾーンセットに追加されるゾーンを示します。

Figure 24:アクティブおよびフルゾーンセット

ゾーンの設定

ゾーンを設定し、ゾーン名を割り当てることができます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. zone name zone-name vsan vsan-id

3. member type value
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DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

指定された VSANにゾーンを設定します。zone name zone-name vsan vsan-id

Example:

Step 2

Note
すべての英数字か、または記号（$、-、^、_）のう
ち 1つがサポートされます。

switch(config)# zone name test vsan 5

指定されたタイプ（pWWN、ファブリックpWWN、
FC ID、FCエイリアス、デバイスエイリアス、ドメ

member type value

Example:

Step 3

イン ID、またはインターフェイス）および値に基づ
いて、指定されたゾーンにメンバを設定します。

switch(config-zone)# member interface 4

Caution
同じファブリック内に FabricWareを実行する Cisco
MDS 9020スイッチがある場合には、Cisco NX-OS
を実行するすべての SANスイッチには、pWWNタ
イプのゾーン分割だけを設定する必要があります。

Tip
該当する表示コマンド（たとえば、show interfaceま
たは show flogi databaseコマンド）を使用して、必
要な値を 16進表記で取得します。

設定例

show wwn switchコマンドを使用して sWWNを取得します。sWWNを指定しない場合、ソフト
ウェアは自動的にローカル sWWNを使用します。

Tip

次の例では、ゾーンメンバを設定します。

switch(config)# zone name MyZone vsan 2

pWWNの例：
switch(config-zone)# member pwwn 10:00:00:23:45:67:89:ab

ファブリック pWWNの例：
switch(config-zone)# member fwwn 10:01:10:01:10:ab:cd:ef
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FC IDの例：
switch(config-zone)# member fcid 0xce00d1

FCエイリアスの例：
switch(config-zone)# member fcalias Payroll

デバイスエイリアスの例：

switch(config-zone)# member device-alias finance

ドメイン IDの例：
switch(config-zone)# member domain-id 2 portnumber 23

Show WWNの例:
switch# show wwn switch

ローカル sWWNインターフェイスの例：
switch(config-zone)# member interface vfc 21

リモート sWWNインターフェイスの例：
switch(config-zone)# member interface vfc 21 swwn 20:00:00:05:30:00:4a:de

ドメイン IDインターフェイスの例：
switch(config-zone)# member interface vfc 21 domain-id 25

system default zone default-zone permitおよび system default zone distribute fullなどのゾーンのデ
フォルトシステム設定は、設定を手動で適用した後に、新しく作成されたVSANでのみ有効にな
ります。これらの設定は、FCセットアップスクリプトの一部として設定されている場合でも、
VSAN 1に適用されない場合があります。

Note

次に、異なるタイプのメンバエイリアスを設定する例を示します。

switch(config)# fcalias name AliasSample vsan 3

pWWNの例：
switch(config-fcalias)# member pwwn 10:00:00:23:45:67:89:ab

fWWNの例：
switch(config-fcalias)# member fwwn 10:01:10:01:10:ab:cd:ef

FC IDの例：
switch(config-fcalias)# member fcid 0x222222

ドメイン IDの例：
switch(config-fcalias)# member domain-id 2 portnumber 23

デバイスエイリアスの例：

switch(config-fcalias)# member device-alias devName

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS SAN Switching Configuration Guide, Release 10.5(x)
243

ゾーンの設定と管理

設定例



ゾーンセット

次の図では、それぞれ独自のメンバーシップ階層とゾーンメンバを持つセットが 2つ作成されま
す。

Figure 25:ゾーンセット、ゾーン、ゾーンメンバーの階層

ゾーンは、アクセスコントロールを指定するための方式を提供します。ゾーンセットは、ファブ

リックでアクセスコントロールを実行するためのゾーンの分類です。ゾーンセットAまたはゾー
ンセット Bのいずれか（両方でなく）をアクティブにできます。

ゾーンセットはメンバゾーンおよび VSAN名で設定します（設定された VSANにゾーンセット
が存在する場合）。

Tip

ゾーンセットのアクティブ化

既存のゾーンセットをアクティブまたは非アクティブにできます。

ゾーンセットに加えた変更は、それがアクティブ化されるまで、フルゾーンセットには反映さ

れません。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. zoneset activate name zoneset-name vsan vsan-id

3. no zoneset activate name zoneset-name vsan vsan-id

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

指定されたゾーンセットをアクティブにします。zoneset activate name zoneset-name vsan vsan-id

Example:

Step 2

switch(config)# zoneset activate name test vsan 34

指定されたゾーンセットを非アクティブにします。no zoneset activate name zoneset-name vsan vsan-id

Example:

Step 3
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PurposeCommand or Action
switch(config)# no zoneset activate name test vsan
30

デフォルトゾーン

ファブリックの各メンバは（デバイスが Nxポートに接続されている状態）、任意のゾーンに所
属できます。どのアクティブゾーンにも所属しないメンバは、デフォルトゾーンの一部と見なさ

れます。したがって、ファブリックにアクティブなゾーンセットがない場合、すべてのデバイス

がデフォルトゾーンに所属するものと見なされます。メンバは複数のゾーンに所属できますが、

デフォルトゾーンに含まれるメンバは、その他のゾーンに所属できません。接続されたポートが

起動すると、スイッチは、ポートがデフォルトゾーンのメンバか判別します。

設定されたゾーンとは異なり、デフォルトゾーン情報は、ファブリックの他のスイッチに配信さ

れません。

Note

トラフィックをデフォルトゾーンのメンバ間で許可または拒否できます。この情報は、すべての

スイッチには配信されません。各スイッチで設定する必要があります。

スイッチが初めて初期化されたとき、ゾーンは設定されておらず、すべてのメンバがデフォルト

ゾーンに所属するものと見なされます。メンバは、相互に通信する許可を受けていません。

Note

ファブリックの各スイッチにデフォルトゾーンポリシーを設定します。ファブリックの 1つのス
イッチでデフォルトゾーンポリシーを変更する場合、必ずファブリックの他のすべてのスイッチ

でも変更してください。

デフォルトゾーン設定のデフォルト設定値は変更できます。Note

デフォルトポリシーがpermitとして設定される場合、またはゾーンセットがアクティブのとき、
デフォルトゾーンメンバは明示的に表示されます。デフォルトポリシーが denyとして設定され
ている場合、アクティブゾーンセットを表示すると、このゾーンのメンバの一覧表示は明示され

ません。

デフォルトゾーンのアクセス権限の設定

デフォルトゾーン内のメンバに対してトラフィックを許可または拒否するには、次の作業を行い

ます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. zone default-zone permit vsan vsan-id
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3. no zone default-zone permit vsan vsan-id

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

デフォルトゾーンメンバへのトラフィックフローを

許可します。

zone default-zone permit vsan vsan-id

Example:

Step 2

switch(config)# zone default-zone permit vsan 13

デフォルトゾーンメンバへのトラフィックフローを

拒否（デフォルト）します。

no zone default-zone permit vsan vsan-id

Example:

Step 3

switch(config)# no zone default-zone permit vsan
40

FCエイリアスの作成

次の値を使用して、エイリアス名を割り当て、エイリアスメンバを設定できます。

• pWWN：Nポートの 16進表記のWWN（10:00:00:23:45:67:89:abなど）

• fWWN：ファブリックポートの 16進表記のWWN（10:00:00:23:45:67:89:abなど）

• FC ID：0xhhhhhh形式の Nポート ID（0xce00d1など）

•ドメインID：ドメインIDは 1～ 239の整数です。このメンバーシップ設定を完了するには、
他社製スイッチの必須ポート番号が必要です。

•インターフェイス：インターフェイスベースゾーン分割は、スイッチインターフェイスが
ゾーンを設定するのに使用される点でポートベースゾーン分割と似ています。スイッチイン

ターフェイスをローカルスイッチとリモートスイッチの両方でゾーンメンバとして指定で

きます。リモートスイッチを指定するには、特定の VSAN内のリモート Switch WWN
（sWWN）またはドメイン IDを入力します。

•デバイスエイリアス：デバイスエイリアス名を指定します。

スイッチは、VSANあたり最大 2048のエイリアスをサポートします。Tip
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FCエイリアスの作成

エイリアスを作成します。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal

2. エイリアス名 vsan-id fcalias name vsan
3. member type value

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

エイリアス名を設定します。名称は64文字以内の英
数字のストリング（大文字と小文字を区別）で指定

します。

エイリアス名 vsan-id fcalias name vsan

Example:
switch(config)# fcalias name testname vsan 50

Step 2

指定されたタイプ（pWWN、ファブリックpWWN、
FC ID、ドメイン ID、またはインターフェイス）お

member type value

Example:

Step 3

よび値に基づいて、指定されたFCエイリアスにメン
バーを設定します。

switch(config-fcalias)# member pwwn
20:00:20:94:00:00:00:01

Note
複数のメンバを複数の行で指定できます。

FCエイリアスの作成例

Table 24: memberコマンドのタイプおよび値の構文

member device-alias device-aliasデバイスエイリアス

ドメイン ID番号 member domain-id portnumberドメイン ID

member fcid fcidFC ID

member fwwn fwwn-idファブリック pWWN
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member interface type slot/port

Note
これがQSFP+ GEMまたはブレイクアウトポートの場合、port構
文は QSFP-module/portになります。

Note
これが 10Gブレイクアウトポートの場合、slot/port構文は
QSFP-module/portになります。

ローカルsWWNインターフェ
イス

member interface type slot/port domain-id domain-id

Note
これがQSFP+ GEMまたはブレイクアウトポートの場合、port構
文は QSFP-module/portになります。

Note
これが 10Gブレイクアウトポートの場合、slot/port構文は
QSFP-module/portになります。

ドメイン IDインターフェイ
ス

member interface type slot/port swwn swwn-id

Note
これがQSFP+ GEMまたはブレイクアウトポートの場合、port構
文は QSFP-module/portになります。

Note
これが 10Gブレイクアウトポートの場合、slot/port構文は
QSFP-module/portになります。

リモートsWWNインターフェ
イス

member pwwn pwwn-idpWWN

次に、異なるタイプのメンバエイリアスを設定する例を示します。

switch(config)# fcalias name AliasSample vsan 3

pWWNの例：
switch(config-fcalias)# member pwwn 10:00:00:23:45:67:89:ab

fWWNの例：
switch(config-fcalias)# member fwwn 10:01:10:01:10:ab:cd:ef

FC IDの例：
switch(config-fcalias)# member fcid 0x222222

ドメイン IDの例：
switch(config-fcalias)# member domain-id 2 portnumber 23

ローカル sWWNインターフェイスの例：
switch(config-fcalias)# member interface vfc 21
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リモート sWWNインターフェイスの例：
switch(config-fcalias)# member interface vfc 21 swwn 20:00:00:05:30:00:4a:de

ドメイン IDインターフェイスの例：
switch(config-fcalias)# member interface vfc21 domain-id 25

デバイスエイリアスの例：

switch(config-fcalias)# member device-alias devName

ゾーンセットの作成とメンバゾーンの追加

ゾーンセットを作成して複数のメンバーゾーンを追加できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. zone set name zoneset-name vsan vsan-id

3. member name

4. zone name zone-name

5. member fcid fcid

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

設定したゾーンセット名でゾーンセットを設定しま

す。

zone set name zoneset-name vsan vsan-id

Example:

Step 2

Tipswitch(config)# zone set name new vsan 23

ゾーンセットをアクティブにするには、まずゾーン

とゾーンセットを 1つ作成する必要があります。

以前指定したゾーンセットのメンバーとしてゾーン

を追加します。

member name

Example:

Step 3

Tipswitch(config-zoneset)# member new

指定されたゾーン名が事前に設定されていない場

合、このコマンドを実行すると「Zone not present」
エラーメッセージが返されます。
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PurposeCommand or Action

指定されたゾーンセットにゾーンを追加します。zone name zone-name

Example:

Step 4

Tip
ゾーンセットプロンプトからゾーンを作成する必

要がある場合は、このステップを実行します。

switch(config-zoneset)# zone name trial

新しいゾーンに新しいメンバを追加します。member fcid fcid

Example:

Step 5

Tip
ゾーンセットプロンプトからゾーンにメンバを追

加する必要がある場合は、このステップを実行しま

す。

switch(config-zoneset-zone)# member fcid 0x222222

アクティブゾーンセットを保存するために、実行コンフィギュレーションをスタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーする必要はありません。ただし、フルゾーンセットを明示的に保

存するには、実行コンフィギュレーションをスタートアップコンフィギュレーションにコピーす

る必要があります。

Tip

ゾーンの実行

ゾーン分割は、ソフトとハードの 2つの方法で実行できます。各エンドデバイス（Nポート）
は、ネームサーバにクエリーを送信することでファブリック内の他のデバイスを検出します。デ

バイスがネームサーバーにログインすると、ネームサーバーはクエリー元デバイスがアクセスで

きる他のデバイスのリストを返します。Nポートがゾーンの外部にあるその他のデバイスのFCID
を認識しない場合、そのデバイスにアクセスできません。

ソフトゾーン分割では、ゾーン分割の制限がネームサーバーとエンドデバイス間の対話時にだ

け適用されます。エンドデバイスが何らかの方法でゾーン外部のデバイスの FCIDを認識できる
場合、そのデバイスにアクセスできます。

ハードゾーン分割は、Nポートから送信される各フレームでハードウェアによって実行されま
す。スイッチにフレームが着信した時点で、送信元/宛先 IDと許可済みの組み合わせが照合され
るため、ワイヤスピードでフレームを送信できます。ハードゾーン分割は、ゾーン分割のすべて

の形式に適用されます。

ハードゾーン分割は、すべてのフレームでゾーン分割制限を実行し、不正なアクセスを防ぎま

す。

Note

Cisco SANスイッチは、ハードとソフトの両方のゾーン分割をサポートします。
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ゾーンセットの配信

フルゾーンセットは、EXECモードレベルで zoneset distribute vsanコマンドを使用する一時配
信、またはコンフィギュレーションモードレベルで zoneset distribute full vsanコマンドを使用す
るフルゾーンセット配信のどちらかの方式を使用して配信できます。次の表に、これらの方式の

相違点を示します。

Table 25:ゾーンセット配信の相違点

フルゾーンセット配信

zoneset distribute full vsanコマンド（コンフィギュ
レーションモード）

一時配信

zoneset distribute vsanコマンド（EXECモード）

フルゾーンセットはすぐには配信されません。フルゾーンセットはすぐに配信されます。

アクティブ化、非アクティブ化、または結合時に

は、アクティブゾーンセットと同時にフルゾー

ンセット情報を伝播します。

アクティブ化、非アクティブ化、または結合

時には、アクティブゾーンセットと同時にフ

ルゾーンセット情報を伝播しません。

フルゾーンセットの配信のイネーブル化

すべての Cisco SANスイッチは、新しい Eポートリンクが立ち上がったとき、または新しいゾー
ンセットが VSANでアクティブにされたときに、アクティブゾーンセットを配信します。ゾー
ンセットの配信は、隣接スイッチへのマージ要求の送信時、またはゾーンセットのアクティブ化

の際に行われます。

VSAN単位で、VSAN上のすべてのスイッチへのフルゾーンセットおよびアクティブゾーンセッ
トの配信をイネーブルに設定できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. zoneset distribute full vsan vsan-id

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

アクティブゾーンセットとともにフルゾーンセッ

トの送信をイネーブルにします。

zoneset distribute full vsan vsan-id

Example:

Step 2
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PurposeCommand or Action
switch(config)# zoneset distribute full vsan 12

ワンタイム配信のイネーブル化

ファブリック全体に、非アクティブで未変更のゾーンセットを一度だけ配信します。

この配信を実行するには、EXECモードで zoneset distribute vsan vsan-idコマンドを使用します。

switch# zoneset distribute vsan 2

Zoneset distribution initiated. check zone status

このコマンドではフルゾーンセット情報の配信だけを実行し、スタートアップコンフィギュレー

ションへの情報の保存は行いません。フルゾーンセット情報をスタートアップコンフィギュレー

ションに保存する場合は、copy running-config start-configコマンドを明示的に入力する必要があ
ります。

Cisco Nexus 9000では、相互運用モード 3のみがサポートされています。Note

ゾーンセット一時配信要求のステータスを確認するには、show zone status vsan vsan-idコマンド
を使用します。

switch# show zone status vsan 3

VSAN: 3 default-zone: permit distribute: active only Interop: 100

mode:basic merge-control:allow

session:none

hard-zoning:enabled

Default zone:

qos:none broadcast:disabled ronly:disabled

Full Zoning Database :

Zonesets:0 Zones:0 Aliases: 0

Active Zoning Database :

Name: nozoneset Zonesets:1 Zones:2

Status: Zoneset distribution completed at 04:01:06 Aug 28 2010

リンクの分離からの回復

ファブリックの2つのスイッチがTEポートまたはEポートを使用して結合される場合、アクティ
ブゾーンセットのデータベースが 2つのスイッチまたはファブリック間で異なると、この TE
ポートおよびEポートが分離する可能性があります。TEポートまたはEポートが分離した場合、
次の 3つのオプションのいずれかを使用して分離状態からポートを回復できます。

•近接スイッチのアクティブゾーンセットのデータベースをインポートし、現在のアクティブ
ゾーンセットと交換します（次の図を参照）。

•現在のデータベースを近接スイッチにエクスポートします。
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•フルゾーンセットを編集し、修正されたゾーンセットをアクティブにしてから、リンクを
立ち上げることにより、手動で矛盾を解決します。

Figure 26:データベースのインポートとエクスポート

ゾーンセットのインポートおよびエクスポート

ゾーンセット情報を隣接スイッチにエクスポート、または隣接スイッチからインポートできま

す。

SUMMARY STEPS

1. switch# zoneset import interface vfc vfc-id vsan vsan-id

2. zoneset import interface {vfc | vfc-port-channel} if-number vsan vsan-id

3. zoneset export vsan vsan-id

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

VSANまたはVSANの範囲の指定されたインターフェ
イスを介して接続された隣接スイッチからゾーンセッ

トをインポートします。

switch# zoneset import interface vfc vfc-id vsan vsan-idStep 1

VSANまたはVSANの範囲の指定されたインターフェ
イスを介して接続された隣接スイッチからゾーンセッ

トをインポートします。

zoneset import interface {vfc | vfc-port-channel}
if-number vsan vsan-id

Example:
switch# zoneset import interface 6 vsan 10

Step 2

指定されたVSANまたはVSANの範囲を介して接続
された隣接スイッチにゾーンセットをエクスポート

します。

zoneset export vsan vsan-id

Example:
switch# zoneset export vsan 5

Step 3

ゾーンセットの複製

コピーを作成し、既存のアクティブゾーンセットを変更することなく編集できます。アクティブ

ゾーンセットを bootflash:ディレクトリ、volatile:ディレクトリ、または slot0から次のいずれか
のエリアにコピーできます。

•フルゾーンセット

•リモートロケーション（FTP、SCP、SFTP、または TFTPを使用）
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アクティブゾーンセットは、フルゾーンセットに含まれません。フルゾーンセットが失われた

場合または伝播されなかった場合に、既存のゾーンセットに変更を加えても、アクティブにでき

ません。

同一名のゾーンがフルゾーンデータベースにすでに存在する場合、アクティブゾーンセットを

フルゾーンセットにコピーすると、その同一名のゾーンが上書きされることがあります。

Caution

ゾーンセットのコピー

Cisco SANスイッチでは、アクティブゾーンセットは編集できません。ただし、アクティブゾー
ンセットをコピーして、編集可能な新しいゾーンセットを作成できます。

SUMMARY STEPS

1. zone copy active-zoneset full-zoneset vsan vsan-id

2. zone copy vsan vsan-id active-zoneset scp://guest@myserver/tmp/active_zoneset.txt

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

指定された VSANのアクティブゾーンセットのコ
ピーをフルゾーンセットに作成します。

zone copy active-zoneset full-zoneset vsan vsan-id

Example:

Step 1

switch# zone copy active-zoneset full-zoneset vsan
301

SCPを使用して、指定された VSANのアクティブ
ゾーンをリモートロケーションにコピーします。

zone copy vsan vsan-id active-zoneset
scp://guest@myserver/tmp/active_zoneset.txt

Example:

Step 2

switch# zone copy vsan 55 active-zoneset
scp://guest@myserver/tmp/active_zoneset.txt

ゾーン、ゾーンセット、およびエイリアスの名前の変更

ゾーン、ゾーンセット、FCエイリアス、またはゾーン属性グループの名前を変更できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. zoneset rename oldname newname vsan vsan-id

3. zone rename oldname newname vsan vsan-id

4. fcalias rename oldname newname vsan vsan-id

5. zone-attribute-group rename oldname newname vsan vsan-id

6. zoneset activate name newname vsan vsan-id
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DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

指定されたVSANのゾーンセット名を変更します。zoneset rename oldname newname vsan vsan-id

Example:

Step 2

switch(config)# zoneset rename test myzoneset vsan
60

指定された VSANのゾーン名を変更します。zone rename oldname newname vsan vsan-id

Example:

Step 3

switch(config)# zone rename test myzone vsan 50

指定された VSANの fcalias名を変更します。fcalias rename oldname newname vsan vsan-id

Example:

Step 4

switch(config)# fcalias rename test myfc vsan 200

指定された VSANのゾーン属性グループ名を変更し
ます。

zone-attribute-group rename oldname newname vsan
vsan-id

Example:

Step 5

switch(config)# zone-attribute-group rename test
mygroup vsan 12

ゾーンセットをアクティブにし、アクティブゾーン

セット内の新しいゾーン名に更新します。

zoneset activate name newname vsan vsan-id

Example:

Step 6

switch(config)# zoneset activate name myzone vsan
50

ゾーンのクローニング、ゾーンセットと FCエイリアス

ゾーン、ゾーンセット、および FCエイリアスを複製できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. zoneset clone oldname newname vsan vsan-id

3. zone clone oldname newname vsan number

4. fcalias clone oldname newname vsan vsan-id

5. zone-attribute-group clone oldname newname vsan vsan-id

6. zoneset activate name newname vsan vsan-id
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DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

指定されたVSANのゾーンセットをコピーします。zoneset clone oldname newname vsan vsan-id

Example:

Step 2

switch(config)# zoneset clone test myzoneset2 vsan
2

指定された VSAN内のゾーンをコピーします。zone clone oldname newname vsan number

Example:

Step 3

switch(config)# zone clone test myzone3 vsan 3

指定された VSANの FCエイリアス名をコピーしま
す。

fcalias clone oldname newname vsan vsan-id

Example:

Step 4

switch(config)# fcalias clone test myfcalias vsan
30

指定された VSANのゾーン属性グループをコピーし
ます。

zone-attribute-group clone oldname newname vsan
vsan-id

Example:

Step 5

switch(config)# zone-attribute-group clone test
mygroup2 vsan 10

ゾーンセットをアクティブにし、アクティブゾーン

セット内の新しいゾーン名に更新します。

zoneset activate name newname vsan vsan-id

Example:

Step 6

switch(config)# zoneset activate name myzonetest1
vsan 3

ゾーンサーバーデータベースのクリア

指定された VSANのゾーンサーバーデータベース内のすべての設定情報をクリアできます。

ゾーンサーバーデータベースをクリアするには、次のコマンドを使用します。

switch# clear zone database vsan 2

clear zone databaseコマンドを入力したあとに、明示的に copy running-config startup-configを入
力して、次にスイッチを起動するときに確実に実行構成が使用されるようにする必要があります。

Note
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ゾーンセットをクリアすると、フルゾーンデータベースだけが消去され、アクティブゾーン

データベースは消去されません。

Note

ゾーン設定の確認

ゾーン情報を表示するには、showコマンドを使用します。特定のオブジェクトの情報（たとえ
ば、特定のゾーン、ゾーンセット、VSAN、エイリアス、または briefや activeなどのキーワー
ド）を要求する場合、指定されたオブジェクトの情報だけが表示されます。

目的コマンド

すべての VSANのゾーン情報の表示show zone

特定の VSANのゾーン情報の表示show zone vsan
vsan-id

VSAN範囲に設定されたゾーンセットの表示show zoneset vsan
vsan-id

特定のゾーンのメンバの表示show zone name
zone-name

fcalias設定の表示show fcalias vsan
vsan-id

メンバが属しているすべてのゾーンの表示show zone member
pwwn pwwn-id

他のスイッチと交換された制御フレーム数の表示show zone
statistics

アクティブゾーンセットの表示show zoneset active

アクティブゾーンの表示show zone active

ゾーンステータスの表示show zone status

拡張ゾーン分割

ゾーン分割機能は、FC-GS-4および FC-SW-3規格に準拠しています。どちらの規格も、前の項で
説明した基本ゾーン分割機能と、この項で説明する拡張ゾーン分割機能をサポートしています。

拡張ゾーン分割

ゾーン分割機能は、FC-GS-4および FC-SW-3規格に準拠しています。どちらの規格も、前の項で
説明した基本ゾーン分割機能と、この項で説明する拡張ゾーン分割機能をサポートしています。
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拡張ゾーンモードでスケールゾーン構成が再生される場合は、保存されたスケールゾーン構成

を実行構成に適用する前に、ローカルゾーンデータベースを手動でクリアする必要があります。

Note

次の表は、基本ゾーニングと拡張ゾーニングの違いを比較したものです。

Table 26:拡張ゾーン分割の利点

拡張ゾーン分割の利点拡張ゾーン分割基本ゾーン分割

ファブリック全体を 1つの
コンフィギュレーション

セッションで設定するた

め、ファブリック内での整

合性が確保されます。

単一のコンフィギュレーショ

ンセッションですべての設

定を実行できます。セッショ

ンを開始すると、スイッチは

変更を行うファブリック全体

をロックします。

複数の管理者が設定変更を同時に行う

ことができます。アクティブ化する

と、ある管理者が別の管理者の設定変

更を上書きできます。

ゾーンが参照されるため、

ペイロードサイズが縮小さ

れています。データベース

が大きくなるほど、そのサ

イズが重要になります。

ゾーンが定義されると、必要

に応じて、ゾーンセットが

ゾーンを参照します。

ゾーンが複数のゾーンセットに含ま

れる場合、各ゾーンセットにこのゾー

ンのインスタンスを作成します。

ポリシーがファブリック全

体に適用されるため、トラ

ブルシューティングの時間

が短縮されます。

ファブリック全体でデフォル

トゾーン設定を実行および

交換します。

デフォルトゾーンポリシーがスイッ

チごとに定義されます。ファブリック

をスムーズに動作させるため、ファブ

リック内のスイッチはすべて同一のデ

フォルトゾーン設定を使用する必要

があります。

エラー通知機能が強化され

ているため、トラブル

シューティングが容易で

す。

各リモートスイッチからア

クティブ化の結果と問題の特

性を取得します。

スイッチ単位でのアクティブ化の結果

を取得するため、管理スイッチはアク

ティブ化に関する複合ステータスを提

供します。この場合、障害のあるス

イッチは特定されません。

アクティブ化せずにゾーン

セットを配信すると、ス

イッチのハードゾーン分割

のハードウェア変更が回避

されます。

ゾーン分割データベースに対

して変更を行い、再度アク

ティブ化することなく変更を

配信します。

ゾーン分割データベースを配信するに

は、同じゾーンセットを再度アクティ

ブ化する必要があります。再度アク

ティブ化すると、ローカルスイッチ

およびリモートスイッチのハード

ゾーン分割のハードウェア変更に影響

することがあります。
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拡張ゾーン分割の利点拡張ゾーン分割基本ゾーン分割

ベンダータイプが一意で

す。

メンバタイプを一意に識別

するために、ベンダー固有の

タイプ値とベンダー IDが提
供されます。

シスコ固有のゾーンメンバタイプ

（シンボリックノード名およびその

他のタイプ）は他社製スイッチによっ

て使用されることがあります。結合時

に、シスコ固有のタイプは他社製ス

イッチによって誤って解釈されること

があります。

fWWNベースのメンバタイ
プは標準化されています。

標準の interopモード
（interopモード1）で fWWN
ベースのメンバーシップがサ

ポートされます。

fWWNベースのゾーンメンバーシッ
プは、シスコの interopモードでだけ
サポートされます。

基本ゾーン分割から拡張ゾーン分割への変更

基本ゾーンモードから拡張ゾーンモードに変更できます。

Procedure

Step 1 ファブリック内のすべてのスイッチが拡張モードで動作可能であることを確認してください。

Step 2 1つ以上のスイッチが拡張モードで動作できない場合、拡張モードへの変更要求は拒否されます。

Step 3 動作モードを拡張ゾーン分割モードに設定します。

拡張ゾーン分割から基本ゾーン分割への変更

Cisco SANスイッチでは、ほかの Cisco NX-OSリリースへのダウングレードおよびアップグレー
ドを可能にするために、拡張ゾーン分割から基本ゾーン分割に変更できます。

Procedure

Step 1 アクティブおよびフルゾーンセットに拡張ゾーン分割モード固有の設定が含まれていないことを確認しま

す。

Step 2 このような設定が存在する場合は、次に進む前にこれらの設定を削除します。既存の設定を削除しないと、

スイッチソフトウェアは自動的にこれらの設定を削除します。

Step 3 動作モードを基本ゾーン分割モードに設定します。
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拡張ゾーン分割のイネーブル化

VSAN内で拡張ゾーン分割をイネーブルに設定できます。

デフォルトでは、拡張ゾーン分割機能は Cisco MDS 9000スイッチはディセーブルです。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. zone mode enhanced vsan vsan-id

3. no zone mode enhanced vsan vsan-id

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

指定された VSANで拡張ゾーン分割をイネーブルに
します。

zone mode enhanced vsan vsan-id

Example:

Step 2

switch(config)# zone mode enhanced vsan 22

指定された VSANで拡張ゾーン分割をディセーブル
にします。

no zone mode enhanced vsan vsan-id

Example:

Step 3

switch(config)# no zone mode enhanced vsan 30

ゾーンデータベースの変更

VSAN内のゾーン分割データベースに対する変更をコミットまたは廃棄できます。

ゾーンデータベースに対する変更は、セッション内で実行されます。セッションは、コンフィ

ギュレーションコマンドが初めて正常に実行されたときに作成されます。セッションが作成され

ると、ゾーンデータベースのコピーが作成されます。セッションでの変更は、ゾーン分割データ

ベースのコピー上で実行されます。ゾーン分割データベースのコピー上で行われる変更は、コミッ

トするまで有効なゾーン分割データベースには適用されません。変更を適用すると、セッション

はクローズします。

ファブリックが別のユーザーによってロックされ、何らかの理由でロックがクリアされない場合

は、強制的に実行し、セッションをクローズします。このスイッチでロックをクリアする権限

（ロール）が必要です。また、この操作は、セッションが作成されたスイッチから実行する必要

があります。
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SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. zone commit vsan vsan-id

3. switch(config)# zone commit vsan vsan-id force
4. switch(config)# no zone commit vsan vsan-id

5. no zone commit vsan vsan-id force

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

拡張ゾーンデータベースに変更を適用し、セッショ

ンをクローズします。

zone commit vsan vsan-id

Example:

Step 2

switch(config)# zone commit vsan 679

拡張ゾーンデータベースに変更を強制的に適用し、

別のユーザーが作成したセッションをクローズしま

す。

switch(config)# zone commit vsan vsan-id force

Example:
switch(config)# zone commit vsan 34 force

Step 3

拡張ゾーンデータベースへの変更を廃棄し、セッショ

ンをクローズします。

switch(config)# no zone commit vsan vsan-id

Example:

Step 4

switch(config)# no zone commit vsan 22

拡張ゾーンデータベースへの変更を強制的に廃棄し、

別のユーザーが作成したセッションをクローズしま

す。

no zone commit vsan vsan-id force

Example:
switch(config)# no zone commit vsan 34 force

Step 5

ゾーンデータベースロックの解除

VSAN内のスイッチのゾーン分割データベースのセッションロックを解除するには、最初にデー
タベースをロックしたスイッチから no zone commit vsanコマンドを使用します。

switch# configure terminal

switch(config)# no zone commit vsan 2

no zone commit vsanコマンドを実行したあとも、リモートスイッチ上でセッションがロックされ
たままの場合、リモートスイッチ上で clear zone lock vsanコマンドを使用できます。

switch# clear zone lock vsan 2
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ファブリック内のセッションロックを解除するには、最初に no zone commit vsanコマンドを使用
することを推奨します。それが失敗した場合には、セッションがロックされたままのリモートス

イッチで、clear zone lock vsanコマンドを使用してください。

Note

拡張ゾーン情報の確認

次に、指定された VSANのゾーンステータスを表示する例を示します。
switch# show zone status vsan 2

データベースのマージ

結合方式は、ファブリック全体の結合制御設定によって異なります。

•制限：2つのデータベースが同一でない場合、スイッチ間の ISLは分離されます。

•許可：2つのデータベースは、次の表で指定された結合規則を使用して結合されます。

Table 27:データベースのゾーン結合ステータス

結合結果結合ス

テータス

隣接データベースローカルデータベース

データベースmegeが成功した場
合、ISLは分離されません。

成功データベースには同じ名前のゾーンセットが含ま

れます。拡張ゾーン分割モードでは、interopモー
ド 3のアクティブゾーンセットには名前がありま
せん。ゾーンセット名はフルゾーンセットにのみ

存在しますが、異なるゾーン、エイリアス、属性

グループになります。

ローカルデータベースには隣接

データベースの情報が存在しま

す。ISLは分離されます。

失敗データベースには、同じ name1を持つものの、異
なるメンバーを持つゾーン、FCエイリアス、また
はゾーン属性グループオブジェクトが含まれます。

ローカルデータベースおよび隣

接データベースが結合されま

す。

成功データありデータなし

隣接データベースにはローカル

データベースの情報が存在しま

す。

成功データなしデータあり

結合プロセスは次のように動作します。

•ソフトウェアがプロトコルバージョンを比較します。プロトコルバージョンが異なる場合、
ISLは分離されます。

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS SAN Switching Configuration Guide, Release 10.5(x)
262

ゾーンの設定と管理

拡張ゾーン情報の確認



•プロトコルバージョンが同じである場合、ゾーンポリシーが比較されます。ゾーンポリシー
（デフォルトゾーニング：許可/拒否、スマートゾーニング：有効/無効、マージポリシー -
許可/制限を含む）が異なる場合、ISLは分離されます。

•ゾーン結合オプションが同じである場合、結合制御設定に基づいて比較が行われます。

•設定が「制限」の場合、アクティブゾーンセットとフルゾーンセットが同じになる必
要があります。これらが同じでない場合、リンクは分離されます。

•設定が「許可」の場合、結合規則を使用して結合が行われます。

ゾーンマージ制御ポリシーの設定

マージ制御ポリシーを設定できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. zone merge-control restrict vsan vsan-id

3. no zone merge-control restrict vsan vsan-id

4. zone commit vsan vsan-id

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

現在の VSANの結合制御設定を「制限」に設定しま
す。

zone merge-control restrict vsan vsan-id

Example:

Step 2

switch(config)# zone merge-control restrict vsan
24

現在のVSANの結合制御設定をデフォルトの「許可」
に設定します。

no zone merge-control restrict vsan vsan-id

Example:

Step 3

switch(config)# no zone merge-control restrict vsan
33

指定された VSANに対する変更をコミットします。zone commit vsan vsan-id

Example:

Step 4

switch(config)# zone commit vsan 20
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デフォルトのゾーンポリシー

デフォルトゾーン内のトラフィックを許可または拒否できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. zone default-zone permit vsan vsan-id

3. no zone default-zone permit vsan vsan-id

4. zone commit vsan vsan-id

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

デフォルトゾーンメンバへのトラフィックフローを

許可します。

zone default-zone permit vsan vsan-id

Example:

Step 2

switch(config)# zone default-zone permit vsan 12

デフォルトゾーンメンバへのトラフィックフローを

拒否し、出荷時の設定に戻します。

no zone default-zone permit vsan vsan-id

Example:

Step 3

switch(config)# no zone default-zone permit vsan
12

指定された VSANに対する変更をコミットします。zone commit vsan vsan-id

Example:

Step 4

switch(config)# zone commit vsan 340

システムのデフォルトゾーン分割設定値の設定

スイッチ上の新しい VSANのデフォルトのゾーンポリシーおよびフルゾーン配信のデフォルト
設定値を設定できます。
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system default zone default-zone permitおよび system default zone distribute fullなどのゾーンのデフォ
ルトシステム設定は、設定を手動で適用した後に、新しく作成されたVSANでのみ有効になりま
す。これらの設定は、FCセットアップスクリプトの一部として設定されている場合でも、VSAN
1に適用されない場合があります。

FCスクリプトを使用してゾーン設定を構成することもできます。FCスクリプトを使用したデフォ
ルトゾーン設定の構成の詳細については Cisco Nexus 9000シリーズ NX-OS基本構成ガイドを参照
してください。

Note

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. system default zone default-zone permit
3. no system default zone default-zone permit
4. system default zone distribute full
5. no system default zone distribute full

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

スイッチ上の新しいVSANのデフォルトゾーン分割
ポリシーとして permit（許可）を設定します。

system default zone default-zone permit

Example:

Step 2

switch(config)# system default zone default-zone
permit

スイッチ上の新しいVSANのデフォルトゾーン分割
ポリシーとして deny（拒否）（デフォルト）を設定
します。

no system default zone default-zone permit

Example:
switch(config)# no system default zone default-zone
permit

Step 3

スイッチ上の新しい VSANのデフォルトとして、フ
ルゾーンデータベース配信をイネーブルにします。

system default zone distribute full

Example:

Step 4

switch(config)# system default zone distribute full

スイッチ上の新しい VSANのデフォルトとして、フ
ルゾーンデータベース配信をディセーブル（デフォ

no system default zone distribute full

Example:

Step 5
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PurposeCommand or Action

ルト）にします。アクティブゾーンデータベースだ

けが配信されます。

switch(config)# no system default zone distribute
full

スマートゾーン分割の概要

スマートゾーン分割では、従来必要とされていたよりも少ないハードウェアリソースで、大きな

ゾーンのハードゾーン分割が行われます。従来のゾーン分割方式では、ゾーン内の各デバイスが

相互に通信できます。管理者はゾーン設定ガイドラインに従って個々のゾーンを管理する必要が

あります。スマートゾーン分割では、1つのターゲットゾーンへの 1つのイニシエータを作成す
る必要がありません。FCNSのデバイスタイプ情報を分析することで、Cisco NX-OSソフトウェ
アによりハードウェアレベルで有用な組み合わせが実装されます。使用されていない組み合わせ

は無視されます。たとえば、イニシエータとイニシエータのペアではなく、イニシエータとター

ゲットのペアが設定されます。次の場合、デバイスは不明なものとして扱われます。

•デバイスに関して FC4タイプが登録されいない。

•ゾーン変換時に、デバイスがファブリックにログインしていない。

•ゾーンは作成されているが、イニシエータとターゲットのいずれかまたは両方が指定されて
いない。

スマートゾーン内の各デバイスのデバイスタイプ情報は、ファイバチャネルネームサーバー

（FCNS）データベースから host、target、または bothとして自動的に取り込まれます。この情報
により、イニシエータターゲットペアが指定され、ハードウェアではそれらのペアだけが設定さ

れるため、スイッチハードウェアをより効率的に使用できるようになります。特殊な状況（別の

ディスクコントローラと通信する必要があるディスクコントローラなど）では、完全な制御を実

現するため、スマートゾーン分割のデフォルトが管理者により上書きされることがあります。

•スマートゾーン分割は VSANレベルで有効にできますが、ゾーンレベルで無効にすること
もできます。

• DMM、IOA、または SMEアプリケーションが有効になっている VSANでは、スマートゾー
ン分割はサポートされていません。

Note

スマートゾーン分割のメンバー設定

次の表に、サポートされているスマートゾーン分割のメンバー設定を示します。

Table 28:スマートゾーン分割の設定

サポートあ

り

機能

はいPWWN
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サポートあ

り

機能

はいFCID

はいFCエイリアス

はいデバイスエイリアス

いいえインターフェイス

いいえIPアドレス

いいえシンボルノード名

いいえFWWN

いいえドメイン ID

VSANでのスマートゾーン分割の有効化

VSANに対して smart zoning を設定するには、次の手順を実行します。

Procedure

Step 1 switch# configure terminal

コンフィギュレーションモードに入ります。

Step 2 switch(config)# zone smart-zoning enable vsan 1

VSANでスマートゾーン分割を有効にします。

Step 3 switch(config)# no zone smart-zoning enable vsan 1

VSANでスマートゾーン分割を無効にします。

スマートゾーン分割のデフォルト値の設定

デフォルト値を設定するには、次の手順を実行します。

Procedure

Step 1 switch# configure terminal

コンフィギュレーションモードに入ります。
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Step 2 switch(config)# system default zone smart-zone enable

指定されたデフォルト値に基づいて作成された VSANでスマートゾーン分割を有効にします。

Step 3 switch(config)# no system default zone smart-zone enable

VSANでスマートゾーン分割を無効にします。

スマートゾーン分割へのゾーンの自動変換

ネームサーバーからデバイスタイプ情報を取得し、その情報をメンバーに追加するには、次の手

順を実行します。これは、ゾーン、ゾーンセット、FCエイリアス、および VSANのレベルで実
行できます。ゾーンセットがスマートゾーン分割に変換されたら、ゾーンセットをアクティブ

にする必要があります。

Procedure

Step 1 switch# configure terminal

コンフィギュレーションモードに入ります。

Step 2 switch(config)# zone convert smart-zoning fcalias name <alias-name> vsan <vsan no>

FCエイリアスメンバーのデバイスタイプ情報をネームサーバーから取得します。

Note
zone convertコマンドを実行すると、FC4タイプは SCSI-FCPになります。SCSI-FCPには、デバイスがイニ
シエータかターゲットかを決定するビットがあります。イニシエータとターゲットの両方が設定されている

場合、デバイスは両方として扱われます。

Step 3 switch(config)# zone convert smart-zoning zone name <zone name> vsan <vsan no>

ゾーンメンバーのデバイスタイプ情報をネームサーバーから取得します。

Step 4 switch(config)# zone convert smart-zoning zoneset name <zoneset name> vsan <vsan no>

指定されたゾーンセットで、すべてのゾーンとFCエイリアスメンバーのデバイスタイプ情報をネームサー
バーから取得します。

Step 5 switch(config)# zone convert smart-zoning vsan <vsan no>

VSAN内に存在するすべてのゾーンセットのすべてのゾーンと FCエイリアスメンバーのデバイスタイプ
情報をネームサーバーから取得します。

Step 6 switch(config)# show zone smart-zoning auto-conv status vsan 1

VSANの以前の自動変換ステータスが表示されます。

Step 7 switch(config)# show zone smart-zoning auto-conv log errors
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スマートゾーン分割自動変換のエラーログが表示されます。

What to do next

デバイスがイニシエータ、ターゲット、またはその両方であるかどうかを確認するには、showfcns
databaseコマンドを使用します。

switch# show fcns database
VSAN 1:
--------------------------------------------------------------------------
FCID TYPE PWWN (VENDOR) FC4-TYPE:FEATURE
--------------------------------------------------------------------------
0x9c0000 N 21:00:00:e0:8b:08:96:22 (Company 1) scsi-fcp:init
0x9c0100 N 10:00:00:05:30:00:59:1f (Company 2) ipfc
0x9c0200 N 21:00:00:e0:8b:07:91:36 (Company 3) scsi-fcp:init
0x9c03d6 NL 21:00:00:20:37:46:78:97 (Company 4) scsi-fcp:target

ゾーンメンバーのデバイスタイプの設定

ゾーンメンバーのデバイスタイプを設定するには、次の手順を実行します。

Procedure

Step 1 switch# configure terminal

コンフィギュレーションモードに入ります。

Step 2 switch(config-zoneset-zone)# member device-alias name both

デバイスエイリアスメンバーのデバイスタイプを bothとして設定します。サポートされる各メンバータ
イプでは、init、target、および bothがサポートされています。

Step 3 switch(config-zoneset-zone)# member pwwn number target

pwwnメンバーのデバイスタイプを targetとして設定します。サポートされる各メンバータイプでは、init、
target、および bothがサポートされています。

Step 4 switch(config-zoneset-zone)# member fcid number

FCIDメンバーのデバイスタイプを設定します。設定されている特定のデバイスタイプがありません。サ
ポートされる各メンバータイプでは、init、target、および bothがサポートされています。

Note
ゾーンメンバーに対して特定のデバイスタイプが設定されていない場合は、バックエンドで、生成された

ゾーンエントリがデバイスタイプ bothとして作成されます。

スマートゾーン分割設定の削除

スマートゾーン分割設定を削除するには、次の手順を実行します。
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Procedure

Step 1 switch(config)# clear zone smart-zoning fcalias name alias-name vsan number

指定された FCエイリアスのすべてのメンバーのデバイスタイプ設定を削除します。

Step 2 switch(config)# clear zone smart-zoning zone name zone name vsan number

指定されたゾーンのすべてのメンバーのデバイスタイプ設定を削除します。

Step 3 switch(config)# clear zone smart-zoning zoneset name zoneset name vsan number

指定されたゾーンセットの FCエイリアスとゾーンのすべてのメンバーのデバイスタイプ設定を削除しま
す。

Step 4 switch(config)# clear zone smart-zoning vsan number

VSANの指定されたゾーンセットのFCエイリアスとゾーンのすべてメンバーのデバイスタイプ設定を削除
します。

基本ゾーン分割モードにおけるゾーンレベルでのスマートゾーン分割の無効化

基本ゾーン分割モードのVSANに対してゾーンレベルでスマートゾーン分割を無効にするには、
次の手順を実行します。

Procedure

Step 1 switch# configure terminal

コンフィギュレーションモードに入ります。

Step 2 switch(config)# zone name zone1 vsan 1

ゾーン名を設定します。

Step 3 switch(config-zone)# attribute disable-smart-zoning

選択されたゾーンに対してスマートゾーン分割を無効にします。

Note
このコマンドでは、選択されたゾーンのスマートゾーン分割が無効になるだけです。デバイスタイプ設定

は削除されません。
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拡張ゾーン分割モードのVSANに対するゾーンレベルでのスマートゾーン分割の無効化

拡張ゾーン分割モードのVSANに対してゾーンレベルでスマートゾーン分割を無効にするには、
次の手順を実行します。

Procedure

Step 1 switch# configure terminal

コンフィギュレーションモードに入ります。

Step 2 switch(config)# zone-attribute-group name disable-sz vsan 1

拡張ゾーンセッションを作成します。

Step 3 switch(config-attribute-group)#disable-smart-zoning

選択されたゾーンに対してスマートゾーン分割を無効にします。

Note
このコマンドでは、選択されたゾーンのスマートゾーン分割が無効になるだけです。デバイスタイプ設定

は削除されません。

Step 4 switch(config-attribute-group)# zone name prod vsan 1

ゾーン名を設定します。

Step 5 switch(config-zone)# attribute-group disable-sz

選択されたゾーンのグループ属性名を割り当てるように設定します。

Step 6 switch(config-zone)# zone commit vsan 1

選択された VSANに対するゾーン分割の変更を確定します。

ゾーンデータベースの圧縮

過剰なゾーンを削除し、VSANのゾーンデータベースを圧縮できます。

スイッチが VSANあたり 2000を超えるゾーンをサポートしていても、ネイバーがサポートして
いない場合、結合は失敗します。また、そのスイッチが VSANあたり 2000を超えるゾーンをサ
ポートしていても、ファブリック内のすべてのスイッチが VSANあたり 2000を超えるゾーンを
サポートしていない場合には、ゾーンセットのアクティブ化に失敗することがあります。

Note

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
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2. no zone name zone-name vsan vsan-id

3. zone compact vsan vsan-id

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ゾーンを削除し、ゾーン数を 2000以下にします。no zone name zone-name vsan vsan-id

Example:

Step 2

switch(config)# no zone name myzone vsan 35

指定されたVSANのゾーンデータベースを圧縮し、
ゾーンが削除されたときに開放されたゾーン IDを回
復します。

zone compact vsan vsan-id

Example:
switch(config)# zone compact vsan 42

Step 3

ゾーンおよびゾーンセットの分析

スイッチ上のゾーンおよびゾーンセットをより的確に管理するために、show zone analysisコマン
ドを使用して、ゾーン情報とゾーンセット情報を表示できます。

次に、フルゾーン分割の分析を表示する例を示します。

switch# show zone analysis vsan 1

次に、アクティブゾーニングの分析を表示する例を示します。

switch# show zone analysis active vsan 1

コマンド出力に表示される情報の詳細については、ご使用のデバイスの『Command Reference』を
参照してください。

ゾーンのデフォルト設定

次の表に、基本ゾーンパラメータのデフォルト設定を示します。

Table 29:デフォルトの基本ゾーンパラメータ

デフォルトパラメータ

すべてのメンバで拒否デフォルトゾーンポリ

シー
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デフォルトパラメータ

フルゾーンセットは配信されな

い

フルゾーンセット配信

ディセーブル拡張ゾーン分割
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第 15 章

拡張ファイバチャネル機能

この章では、拡張ファイバチャネル機能を設定する方法について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

•拡張ファイバチャネル機能および概念（275ページ）

拡張ファイバチャネル機能および概念

ファイバチャネルタイムアウト値

ファイバチャネルプロトコルに関連するスイッチのタイマー値を変更するには、次のタイムアウ

ト値（TOV）を設定します。

• Distributed Services TOV（D_S_TOV）：有効範囲は 5,000～ 10,000ミリ秒です。

• Error Detect TOV（E_D_TOV）：有効範囲は 1,000～ 4,000ミリ秒です。デフォルトは 2,000
ミリ秒です。この値は、ポート初期化中に他端と比較されます。

• Resource Allocation TOV（R_A_TOV）：有効範囲は 5,000～ 10,000ミリ秒です。デフォルト
は 10,000ミリ秒です。この値は、ポート初期化中に他端と比較されます。

Fabric Stability TOV（F_S_TOV）定数は設定できません。Note

すべての VSANのタイマー設定

ファイバチャネルプロトコルに関連するスイッチのタイマー値を変更できます。

D_S_TOV、E_D_TOV、および R_A_TOV値をグローバルに変更するには、スイッチのすべての
VSAN（仮想 SAN）を中断する必要があります。

Caution
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タイマー値を変更するときに VSANを指定しない場合は、変更された値がスイッチ内のすべての
VSANに適用されます。

Note

すべての VSANにファイバチャネルタイマーを設定できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. fctimer R_A_TOV timeout

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

すべての VSANの R_A_TOVタイムアウト値を設定
します。単位はミリ秒です。

fctimer R_A_TOV timeout

Example:

Step 2

このタイプの設定は、すべての VSANが一時停止さ
れていないかぎり、許可されません。

switch(config)# fctimer R_A_TOV 8008000

VSANごとのタイマー設定

指定された VSANに fctimerを発行して、ファイバチャネルなどの特殊なリンクを含む VSANに
別の TOV値を設定することもできます。VSANごとに異なる E_D_TOV、R_A_TOV、および
D_S_TOV値を設定できます。アクティブ VSANのタイマー値を変更すると、VSANは一時停止
されてからアクティブになります。

この設定はファブリック内のすべてのスイッチに伝播させる必要があります。ファブリック内の

すべてのスイッチに同じ値を設定してください。

Note

VSANファイバチャネルタイマーごとに設定できます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. fctimer D_S_TOV timeout vsan vsan-id
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DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

指定された VSANの D_S_TOVタイムアウト値（ミ
リ秒）を設定します。VSANが一時的に停止します。

fctimer D_S_TOV timeout vsan vsan-id

Example:

Step 2

必要に応じて、このコマンドを終了することもでき

ます。
switch(config#)# fctimer D_S_TOV 9009000 vsan 15

例

次に、VSAN 2のタイマー値を設定する例を示します。
switch(config#)# fctimer D_S_TOV 6000 vsan 2

Warning: The vsan will be temporarily suspended when updating the timer value This

configuration would impact whole fabric. Do you want to continue? (y/n) y

Since this configuration is not propagated to other switches, please configure the same

value in all the switches

fctimerの配布

ファブリック内のすべての Cisco SANスイッチに対して、VSAN単位での fctimerのファブリック
配布をイネーブルにできます。fctimerの設定を実行して、配布をイネーブルにすると、ファブリッ
ク内のすべてのスイッチにその設定が配布されます。

スイッチの配布をイネーブルにしたあとで最初のコンフィギュレーションコマンドを入力する

と、ファブリック全体のロックを自動的に取得します。fctimerアプリケーションは、有効データ
ベースと保留データベースモデルを使用し、使用中のコンフィギュレーションに基づいてコマン

ドを格納またはコミットします。

CFSはデフォルトでイネーブルです。ファブリックのすべてのデバイスでは CFSが有効になって
いる必要があります。そうでない場合、デバイスは配信を受け入れません。アプリケーションで

CFS配信が無効にされている場合、そのアプリケーションは構成を配信せず、またファブリック
内の他のデバイスからの配信も受け入れません。CFSを有効にするには、cfs distributeコマンド
を使用します。

Note

追加情報については、ご使用のデバイスの『System Management Configuration Guide』の「Using
Cisco Fabric Services」を参照してください。

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS SAN Switching Configuration Guide, Release 10.5(x)
277

拡張ファイバチャネル機能

fctimerの配布



fctimerの配布の有効化と無効化

fctimerのファブリック配布をイネーブルまたはディセーブルにできます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. fctimer distribute
3. no fctimer distribute

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ファブリック内のすべてのスイッチに対する fctimer
設定の配布をイネーブルにします。ファブリックの

fctimer distribute

Example:

Step 2

ロックを取得して、その後の設定変更をすべて保留

データベースに格納します。
switch(config)# fctimer distribute

ファブリック内のすべてのスイッチに対する fctimer
設定の配布をディセーブル（デフォルト）にします。

no fctimer distribute

Example:

Step 3

switch(config)# no fctimer distribute

fctimer設定変更のコミット

fctimerの設定変更をコミットすると、有効データベースは保留データベースの設定変更によって
上書きされ、ファブリック内のすべてのスイッチが同じ設定を受け取ります。セッション機能を

実行せずに fctimerの設定変更をコミットすると、fctimer設定は物理ファブリック内のすべてのス
イッチに配布されます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. fctimer commit
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DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ファブリック内のすべてのスイッチに対して fctimer
の設定変更を配布し、ロックを解除します。保留デー

fctimer commit

Example:

Step 2

タベースに対する変更を有効データベースに上書き

します。
switch(config)# fctimer commit

fctimer設定変更の廃棄

設定変更を加えたあと、変更内容をコミットする代わりに廃棄すると、この変更内容を廃棄でき

ます。いずれの場合でも、ロックは解除されます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. fctimer abort

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

保留データベースの fctimerの設定変更を廃棄して、
ファブリックのロックを解除します。

fctimer abort

Example:

Step 2

switch(config)# fctimer abort

ファブリックロックの上書き

ユーザーが fctimerを設定して、変更のコミットや廃棄を行ってロックを解除するのを忘れていた
場合、管理者はファブリック内の任意のスイッチからロックを解除できます。管理者がこの操作

を行うと、ユーザーによる保留データベースの変更は廃棄され、ファブリックのロックは解除さ

れます。
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変更は volatileディレクトリだけで使用でき、スイッチを再起動すると廃棄されます。

管理者特権を使用して、ロックされた fctimerセッションを解除するには、clear fctimer sessionコ
マンドを使用します。

switch# clear fctimer session

ファブリックデータベースの結合の注意事項

2つのファブリックを結合する場合は、次の注意事項に従ってください。

•次の結合条件を確認します。

• fctimer値を配布する結合プロトコルが実行されない。ファブリックを結合する場合、
fctimer値を手動で結合する必要があります。

• VSAN単位の fctimer設定は物理ファブリック内で配布される。

• fctimer設定は、変更された fctimer値を持つ VSANが含まれるスイッチだけに適用され
る。

•グローバルな fctimer値は配布されない。

•配布がイネーブルになっている場合は、グローバルタイマーの値を設定しないでください。

保留できる fctimer設定操作の回数は 15回以内です。15回を超えて設定操作を行う場合には、保
留設定をコミットするか、中止する必要があります。

Note

追加情報については、ご使用のデバイスの『System Management Configuration Guide』の「CFS
Merge Support」を参照してください。

構成された fctimer値の確認

構成された fctimer値を表示するには、show fctimerコマンドを使用します。次に、設定されてい
るグローバルタイムアウト値（TOV）を表示する例を示します。
switch# show fctimer

F_S_TOV D_S_TOV E_D_TOV R_A_TOV

----------------------------------------

5000 ms 5000 ms 2000 ms 10000 ms

showfctimerコマンドの出力には、（構成されていない場合でも）F_S_TOV定数が表示されます。Note

次の例では、VSAN 10の構成済み TOVが表示されています。
switch# show fctimer vsan 10

vsan no. F_S_TOV D_S_TOV E_D_TOV R_A_TOV
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-------------------------------------------------

10 5000 ms 5000 ms 3000 ms 10000 ms

World Wide Names（WWN）
スイッチのWorld Wide Name（WWN）は、イーサネットMACアドレスと同等です。MACアド
レスと同様に、デバイスごとにWWNを一意に対応付ける必要があります。主要スイッチを選択
するとき、およびドメイン IDを割り当てるときは、WWNを使用します。

Cisco SANスイッチは、3つの Network Address Authority（NAA）アドレスフォーマットをサポー
トします（次の表を参照してください）。

Table 30:標準化された NAA WWNフォーマット

WWNフォーマットNAAタイプNAAアドレ
ス

48ビットMACアドレス000 0000 0000bタイプ1 = 0001bIEEE 48ビッ
トアドレス

48ビットMACアドレスローカルに割り当てタイプ2 = 0010bIEEE拡張

VSID：36ビットIEEE企業 ID：24ビットタイプ5 = 0101bIEEE登録

WWNの変更は、管理者または、スイッチの操作に精通した担当者が実行してください。Caution

WWN設定の確認

WWN設定のステータスを表示するには、showwwnコマンドを使用します。次に、すべてのWWN
のステータスを表示する例を示します。

switch# show wwn status

Type Configured Available Resvd. Alarm State

---- ---------- -------------- ------ -----------

1 64 48 ( 75%) 16 NONE

2,5 524288 442368 ( 84%) 73728 NONE

次に、ブロック ID 51の情報を表示する例を示します。
switch# show wwn status block-id 51

WWNs in this block: 21:00:ac:16:5e:52:00:03 to 21:ff:ac:16:5e:52:00:03

Num. of WWNs:: Configured: 256 Allocated: 0 Available: 256

Block Allocation Status: FREE

次に、特定のスイッチのWWNを表示する例を示します。
switch# show wwn switch

Switch WWN is 20:00:ac:16:5e:52:00:00
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リンク初期化WWNの使用方法

Exchange Link Protocol（ELP）および Exchange Fabric Protocol（EFP）は、リンク初期化の際に
WWNを使用します。ELPと EFPはどちらも、デフォルトでは、リンク初期化時に VSAN WWN
を使用します。ただし、ELPの使用方法はピアスイッチの使用方法に応じて変わります。

•ピアスイッチの ELPがスイッチのWWNを使用する場合、ローカルスイッチもスイッチの
WWNを使用します。

•ピアスイッチのELPがVSANのWWNを使用する場合、ローカルスイッチもVSANのWWN
を使用します。

セカンダリMACアドレスの設定

セカンダリMACアドレスを割り当てることができます。

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. wwn secondary-mac wwn-id range value

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

セカンダリMACアドレスを設定します。このコマ
ンドは元に戻せません。

wwn secondary-mac wwn-id range value

Example:

Step 2

switch(config)# wwn secondary-mac
33:e8:00:05:30:00:16:df range 55

例

次に、セカンダリMACアドレスを設定する例を示します。
switch(config)# wwn secondary-mac 00:99:55:77:55:55 range 64

This command CANNOT be undone.

Please enter the BASE MAC ADDRESS again: 00:99:55:77:55:55

Please enter the mac address RANGE again: 64

From now on WWN allocation would be based on new MACs. Are you sure? (yes/no) no

You entered: no. Secondary MAC NOT programmed
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HBAの FC ID割り当て
ファイバチャネル標準では、任意のスイッチの Fポートに接続された Nポートに、一意の FC ID
を割り当てる必要があります。使用する FC ID番号を節約するために、Cisco SANスイッチでは
特殊な割り当て方式を使用しています。

一部のHost Bus Adapter（HBA）は、ドメインとエリアが同じ FC IDを持つターゲットを検出しま
せん。スイッチソフトウェアは、この動作が発生しないテスト済みの企業 IDのリストを保持し
ています。これらの HBAには単一の FC IDが割り当てられます。HBAが同じドメインおよびエ
リア内のターゲットを検出できる場合、完全なエリアが割り当てられます。

多数のポートを持つスイッチのスケーラビリティを高めるため、スイッチソフトウェアは、同じ

ドメインおよびエリア内のターゲットを検出できる HBAのリストを維持しています。各 HBA
は、ファブリックログイン時に pWWNで使用される会社 ID（組織固有識別子（OUI）とも呼ば
れます）によって識別されます。リストされている会社 IDを持つ Nポートに完全な領域が割り
当てられ、その他の場合は、単一の FC IDが割り当てられます。割り当てられる FC IDのタイプ
（エリア全体または単一）に関係なく、FC IDエントリは永続的です。

デフォルトの企業 IDリスト

すべての Cisco SANスイッチには、エリア割り当てが必要な企業 IDのデフォルトリストが含ま
れています。この企業 IDを使用すると、設定する永続的 FC IDエントリの数が少なくなります。
これらのエントリは、CLIを使用して設定または変更できます。

永続的エントリは、企業 IDの設定よりも優先されます。HBAがターゲットを検出しない場合は、
HBAとターゲットが同じスイッチに接続され、FCIDのエリアが同じであることを確認してから、
次の手順を実行します。

1. HBAに接続されているポートをシャットダウンします。
2. 永続的 FC IDエントリをクリアします。
3. ポートWWNから企業 IDを取得します。
4. エリア割り当てを必要とするリストに企業 IDを追加します。
5. ポートをアップにします。

Caution

企業 IDのリストには、次の特性があります。

•永続的 FC IDの設定は常に企業 IDリストよりも優先されます。エリアを受け取るように企業
IDが設定されている場合でも、永続的 FC IDの設定によって単一の FC IDが割り当てられま
す。

•後続のリリースに追加される新規の企業 IDは、既存の企業 IDに自動的に追加されます。

•企業 IDのリストは、実行コンフィギュレーションおよび保存されたコンフィギュレーション
の一部として保存されます。
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•企業 IDのリストが使用されるのは、fcinteropの FC ID割り当て方式が autoモードの場合だけ
です。変更されないかぎり、interopの FC ID割り当ては、デフォルトで autoに設定されてい
ます。

fcinteropの FC ID割り当て方式を autoに設定し、企業 IDリストと永続
的 FC ID設定を使用して、FC IDのデバイス割り当てを行うことをお勧
めします。

Tip

FC IDの割り当てを変更するには、fcinterop FCID allocation autoコマンドを使用し、現在割
り当てられているモードを表示するには、show running-configコマンドを使用します。

• write eraseを入力すると、リストは該当するリリースに付属している企業 IDのデフォルト
リストを継承します。

企業 IDの設定の確認

設定された企業 IDを表示するには、show fcid-allocation areaコマンドを使用します。最初にデ
フォルトエントリが表示され、次にユーザーによって追加されたエントリが表示されます。エン

トリがデフォルトリストの一部で、あとで削除された場合でも、エントリは表示されます。

次に、デフォルトおよび設定された企業 IDのリストを表示する例を示します。
switch# show fcid-allocation area

FCID area allocation company id info:

00:50:2E <--------------- Default entry

00:50:8B

00:60:B0

00:A0:B8

00:E0:69

00:30:AE + <------------- User-added entry

00:32:23 +

00:E0:8B * <------------- Explicitly deleted entry (from the original default list)

Total company ids: 7

+ - Additional user configured company ids.

* - Explicitly deleted company ids from default list.

削除済みエントリの印が付いていない企業 IDのリストを組み合わせると、特定のリリースに付属
するデフォルトエントリを暗黙的に導き出すことができます。

また、show fcid-allocation company-id-from-wwnコマンドを使用すると、特定のWWNの企業 ID
を表示または取得することもできます。一部のWWN形式では、企業 IDがサポートされていませ
ん。この場合、FC IDの永続的エントリを設定する必要があります。

次に、指定されたWWNの企業 IDを表示する例を示します。
switch# show fcid-allocation company-id-from-wwn 20:00:00:05:30:00:21:60
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Extracted oui: 0x000530

スイッチの相互運用性

相互運用性を使用すると、複数ベンダーによる製品の間で相互に通信することができます。ファ

イバチャネル標準規格では、ベンダーに対して共通の外部ファイバチャネルインターフェイス

を使用することを推奨しています。

同じ方法で標準規格に準拠していないベンダーもあるため、相互運用モードが必要になります。

ここでは、これらのモードの基本的な概念について簡単に説明します。

各ベンダーには標準モード、および同等の相互運用モードがあります。相互運用モードでは拡張

機能または独自の機能が無効になり、標準に準拠した実装が可能になります。

Cisco Nexusデバイススイッチでの相互運用性の設定方法に関する詳細は、Cisco MDS 9000 Family
Switch-to-Switch Interoperability Configuration Guideを参照してください。

Note

Interopモードの概要

ソフトウェアは、1つの相互運用モード（モード 3—Brocadeネイティブモード（コア PID 1））
のみをサポートします。相互運用モードのモード 3では、ネイティブモードを変更することな
く、コア PID 1（Brocadeネイティブモード）の Brocadeスイッチをシームレスに追加できます。
その他すべての機能は同じままです。

•モード 1：標準ベースの interopモード。ファブリック内の他のベンダー製品もすべて interop
モードになっている必要があります。

•モード 2：Brocadeネイティブモード（Core PID 0）

•モード 3：Brocadeネイティブモード（Core PID 1）

•モード 4：McDataネイティブモード

interopモード 2、3、および 4の設定方法については、次の URLにある Cisco MDS 9000 Family
Switch-to-Switch Interoperability Configuration Guideを参照してください。http://www.cisco.com/en/
US/docs/storage/san_switches/mds9000/interoperability/guide/intopgd.html

次の表に、相互運用性モードを有効にした場合のスイッチ動作の変更点を示します。これらは、

interopモードの Cisco Nexusデバイススイッチに固有の変更点です。
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Table 31:相互運用モードが有効の場合のスイッチ動作の変更点

相互運用モードがイネーブルの場合の変更点スイッチ機能

一部のベンダーは、ファブリック内の 239のドメインを完全には使用でき
ません。

ドメイン IDは 97～ 127の範囲に制限されます。これは、McDataの公称
制限をこの同じ範囲内に収めるためです。ドメイン IDは Staticまたは
Preferredに設定できます。それぞれの動作は次のとおりです。

• Static：シスコスイッチは 1つのドメイン IDだけを受け入れ、そのド
メイン IDを取得できない場合には、ファブリックから隔離します。

• Preferred：スイッチが要求したドメイン IDを取得できない場合、割り
当てられた任意のドメインを受け入れます。

ドメイン ID

ISL（スイッチ間リンク）を確立するときにファイバチャネルタイマー値
がEポートで交換されるので、すべてのスイッチでこれらのタイマーをす
べて同じにする必要があります。タイマーには、F_S_TOV、D_S_TOV、
E_D_TOV、および R_A_TOVがあります。

タイマー

Fabric Stability TOVタイマーが正確に一致するかどうかを確認してくださ
い。

F_S_TOV

Distributed Services TOVタイマーが正確に一致するかどうかを確認してく
ださい。

D_S_TOV

Error Detect TOVタイマーが正確に一致するかどうかを確認してください。E_D_TOV

Resource Allocation TOVタイマーが正確に一致するかどうかを確認してく
ださい。

R_A_TOV

2つの異なるベンダー製のスイッチ間では、トランキングはサポートされ
ません。この機能は、ポート単位またはスイッチ単位で無効にできます。

トランキング

ゾーンのデフォルトの許可動作（すべてのノードから他のすべてのノード

を認識可能）または拒否動作（明示的にゾーンに配置されていないすべて

のノードが隔離される）は変更できます。

デフォルトゾーン

ゾーンをpWWNに制限したり、その他の独自のゾーン分割方式（物理ポー
ト番号）を除去することができます。

Note
Brocadeスイッチでは、cfgsaveコマンドを使用して、ファブリック全体の
ゾーン分割設定を保存します。このコマンドは、同じファブリックに属す

るCisco SANスイッチには影響を及ぼしません。各Cisco SANスイッチで
明示的に設定を保存する必要があります。

ゾーン分割属性
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相互運用モードがイネーブルの場合の変更点スイッチ機能

一部のベンダーは、他のスイッチに完全なゾーン設定を受け渡さないで、

アクティブゾーンセットだけを受け渡します。

ファブリック内の他のスイッチにアクティブゾーンセットまたはゾーン設

定が正しく伝播されたかどうかを確認してください。

ゾーンの伝播

interopモードは、指定された VSANにだけ有効です。VSAN

シスコスイッチと Cisco SAN以外のスイッチを接続する場合は、TEポー
トおよびSANポートチャネルを使用できません。CiscoSAN以外のスイッ
チに接続できるのは、Eポートだけです。interopモードの場合でも、TE
ポートおよび SANポートチャネルを使用すると、シスコスイッチをほか
の Cisco SANスイッチに接続することができます。

TEポートおよび
SANポートチャネル

interopモードにしても、ファブリック内のフレームのルーティングは変更
されません。スイッチは引き続き src-id、dst-id、およびox-idを使用して、
複数の ISLリンク間でロードバランスします。

FSPF

これは、スイッチ全体に影響するイベントです。BrocadeおよびMcDataで
は、ドメイン IDを変更するときにスイッチ全体をオフラインモードにし
たり、再起動したりする必要があります。

ドメインの中断再設

定

これは、関連する VSANに限定されるイベントです。Cisco SANスイッチ
には、スイッチ全体ではなく、関連する VSANのドメインマネージャプ
ロセスだけを再起動する機能が組み込まれています。

ドメインの非中断再

設定

すべてのベンダーのネームサーバーデータベースに正しい値が格納され

ているかを確認してください。

ネームサーバー

interopモード 3の設定

Cisco SANスイッチの interopモード 3を中断または非中断に構成できます。

Brocadeスイッチから Cisco SANスイッチまたはMcDataスイッチに接続する前に、Brocadeの
msplmgmtdeactivateコマンドを明示的に実行する必要があります。このコマンドは Brocade独自
のフレームを使用して、Cisco SANスイッチまたはMcDataスイッチが認識しないプラットフォー
ム情報を交換します。これらのフレームを拒否すると、一般的な Eポートが隔離されます。

Note

Procedure

PurposeCommand or Action

switch# configuration terminal他ベンダー製スイッチに接続する Eポートの VSAN
を相互運用モードにします。

Step 1
switch(config)# vsan database
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PurposeCommand or Action
switch(config-vsan-db)# vsan 10 interop 3

switch(config-vsan-db)# exit

97（0x61）～ 127（0x7F）の範囲でドメイン IDを割
り当てます。

Step 2 Note
これは、McDataスイッチに適用される制限です。

Cisco SANスイッチの場合、デフォルトでは、主要
スイッチから IDが要求されます。Preferredオプショ
ンを使用した場合、Cisco SANスイッチは固有の ID
を要求しますが、主要スイッチから別の IDが割り当
てられた場合もファブリックに参加します。Staticオ
プションを使用した場合、要求された IDを主要ス
イッチが承認して、これを割り当てないかぎり、Cisco
SANスイッチはファブリックに参加しません。

Note
ドメイン IDを変更すると、Nポートに割り当てら
れた FC IDも変更されます。

FCタイマーを変更します（システムデフォルトから
変更された場合）。

Step 3 Note
Cisco SANスイッチ、Brocade、およびMcDataの FC
Error Detect（ED_TOV）と Resource Allocation
（RA_TOV）のタイマーは、デフォルトで同一の値
に設定されています。これらの値は、必要に応じて

変更できます。RA_TOVのデフォルト値は 10秒、
ED_TOVのデフォルト値は 2秒です。FC-SW2標準
に基づく場合、これらの値は、ファブリック内の各

スイッチで一致している必要があります。

switch(config)# fctimer e_d_tov ?

<1000-100000> E_D_TOV in
milliseconds(1000-100000)

switch(config)# fctimer r_a_tov ?

<1000-4000> E_D_TOV in milliseconds(1000-4000)

ドメインを変更するときに、変更された VSANのド
メインマネージャ機能の再起動が必要な場合と、不

要な場合があります。

Step 4 • disruptiveオプションを使用して、ファブリック
を強制的に再設定する場合は次のようになりま

す。

switch(config)# fcdomain restart disruptive
vsan 1

または
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PurposeCommand or Action

•ファブリックを強制的に再設定しない場合は次
のようになります。

switch(config# fcdomain restart vsan 10

相互運用ステータスの確認

ここでは、ファブリックが起動していて、相互運用モードで稼働していることを確認するための

コマンドについて説明します。

任意の Cisco Nexusデバイスで相互運用性コマンドを入力した場合のステータスを確認する手順
は、次のとおりです。

SUMMARY STEPS

1. ソフトウェアバージョンを確認します。

2. インターフェイスの状態が使用中の設定に必要な状態になっているかどうかを確認します。

3. 目的のコンフィギュレーションが稼働しているかどうかを確認します。

4. 相互運用性モードがアクティブであるかどうかを確認します。

5. ドメイン IDを確認します。
6. ローカル主要スイッチのステータスを確認します。

7. スイッチのネクストホップおよび宛先を確認します。

8. ネームサーバ情報を確認します。

DETAILED STEPS

Procedure

Step 1 ソフトウェアバージョンを確認します。

Example:
switch# show version

Cisco Nexus Operating System (NX-OS) Software

TAC support: http://www.cisco.com/tac

Copyright (c) 2002-2008, Cisco Systems, Inc. All rights reserved.

The copyrights to certain works contained herein are owned by

other third parties and are used and distributed under license.

Some parts of this software are covered under the GNU Public

License. A copy of the license is available at

http://www.gnu.org/licenses/gpl.html.

Software

BIOS: version 1.2.0
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loader: version N/A

kickstart: version 4.0(1a)N1(1)

system: version 4.0(1a)N1(1)

BIOS compile time: 06/19/08

kickstart image file is: bootflash:/n5000-uk9-kickstart.4.0.1a.N1.latest.bin

kickstart compile time: 11/25/2008 6:00:00 [11/25/2008 14:17:12]

system image file is: bootflash:/n5000-uk9.4.0.1a.N1.latest.bin

system compile time: 11/25/2008 6:00:00 [11/25/2008 14:59:49]

Hardware

cisco Nexus5020 Chassis ("40x10GE/Supervisor")

Intel(R) Celeron(R) M CPU with 2074308 kB of memory.

Processor Board ID JAB120900PJ

Device name: switch

bootflash: 1003520 kB

Kernel uptime is 0 day(s), 1 hour(s), 29 minute(s), 55 second(s)

Last reset at 510130 usecs after Wed Nov 26 18:12:23 2008

Reason: Reset Requested by CLI command reload

System version: 4.0(1a)N1(1)

Service:

plugin

Core Plugin, Ethernet Plugin

Step 2 インターフェイスの状態が使用中の設定に必要な状態になっているかどうかを確認します。

Example:
switch# show interface brief

-------------------------------------------------------------------------------

Interface Vsan Admin Admin Status SFP Oper Oper Port

Mode Trunk Mode Speed Channel

Mode (Gbps)

-------------------------------------------------------------------------------

fc3/1 1 E on trunking swl TE 2 --

fc3/2 1 auto on sfpAbsent -- -- --

fc3/3 1 E on trunking swl TE 2 --

fc3/4 1 auto on sfpAbsent -- -- --

fc3/5 1 auto auto notConnected swl -- --

fc3/6 1 auto on sfpAbsent -- -- --

fc3/7 1 auto auto sfpAbsent -- -- --

fc3/8 1 auto auto sfpAbsent -- -- --

Step 3 目的のコンフィギュレーションが稼働しているかどうかを確認します。

Example:
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switch# show running-config

Building Configuration...

interface fc2/1

no shutdown

interface fc2/2

no shutdown

interface fc2/3

interface fc2/4

<snip>
interface mgmt0

ip address 6.1.1.96 255.255.255.0

switchport encap default

no shutdown

vsan database

vsan 1 interop

boot system bootflash:/nx5000-system-23e.bin

boot kickstart bootflash:/nx5000-kickstart-23e.bin

callhome

fcdomain domain 100 preferred vsan 1

ip route 6.1.1.0 255.255.255.0 6.1.1.1

ip routing

line console

databits 5

speed 110

logging linecard

ssh key rsa 512 force

ssh server enable

switchname switch

username admin password 5 $1$Li8/fBYX$SNc72.xt4nTXpSnR9OUFB/ role network-admin

Step 4 相互運用性モードがアクティブであるかどうかを確認します。

Example:
switch# show vsan 1

vsan 1 information

name:VSAN0001 state:active

interoperability mode:yes <-------------------- verify mode

loadbalancing:src-id/dst-id/oxid

operational state:up

Step 5 ドメイン IDを確認します。
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Example:
switch# show fcdomain vsan 1

The local switch is a Subordinated Switch.

Local switch run time information:

State: Stable

Local switch WWN: 20:01:00:05:30:00:51:1f

Running fabric name: 10:00:00:60:69:22:32:91

Running priority: 128

Current domain ID: 0x64(100) <---------------verify domain id

Local switch configuration information:

State: Enabled

Auto-reconfiguration: Disabled

Contiguous-allocation: Disabled

Configured fabric name: 41:6e:64:69:61:6d:6f:21

Configured priority: 128

Configured domain ID: 0x64(100) (preferred)

Principal switch run time information:

Running priority: 2

Interface Role RCF-reject

---------------- ------------- ------------

fc2/1 Downstream Disabled

fc2/2 Downstream Disabled

fc2/4 Upstream Disabled

---------------- ------------- ------------

Step 6 ローカル主要スイッチのステータスを確認します。

Example:
switch# show fcdomain domain-list vsan 1

Number of domains: 5

Domain ID WWN

--------- -----------------------

0x61(97) 10:00:00:60:69:50:0c:fe

0x62(98) 20:01:00:05:30:00:47:9f

0x63(99) 10:00:00:60:69:c0:0c:1d

0x64(100) 20:01:00:05:30:00:51:1f [Local]

0x65(101) 10:00:00:60:69:22:32:91 [Principal]

--------- -----------------------

Step 7 スイッチのネクストホップおよび宛先を確認します。

Example:
switch# show fspf internal route vsan 1
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FSPF Unicast Routes

---------------------------

VSAN Number Dest Domain Route Cost Next hops

-----------------------------------------------

1 0x61(97) 500 fc2/2

1 0x62(98) 1000 fc2/1

fc2/2

1 0x63(99) 500 fc2/1

1 0x65(101) 1000 fc2/4

Step 8 ネームサーバ情報を確認します。

Example:
switch# show fcns data vsan 1

VSAN 1:

------------------------------------------------------------------

FCID TYPE PWWN (VENDOR) FC4-TYPE:FEATURE

------------------------------------------------------------------

0x610400 N 10:00:00:00:c9:24:3d:90 (Emulex) scsi-fcp

0x6105dc NL 21:00:00:20:37:28:31:6d (Seagate) scsi-fcp

0x6105e0 NL 21:00:00:20:37:28:24:7b (Seagate) scsi-fcp

0x6105e1 NL 21:00:00:20:37:28:22:ea (Seagate) scsi-fcp

0x6105e2 NL 21:00:00:20:37:28:2e:65 (Seagate) scsi-fcp

0x6105e4 NL 21:00:00:20:37:28:26:0d (Seagate) scsi-fcp

0x630400 N 10:00:00:00:c9:24:3f:75 (Emulex) scsi-fcp

0x630500 N 50:06:01:60:88:02:90:cb scsi-fcp

0x6514e2 NL 21:00:00:20:37:a7:ca:b7 (Seagate) scsi-fcp

0x6514e4 NL 21:00:00:20:37:a7:c7:e0 (Seagate) scsi-fcp

0x6514e8 NL 21:00:00:20:37:a7:c7:df (Seagate) scsi-fcp

0x651500 N 10:00:00:e0:69:f0:43:9f (JNI)

Total number of entries = 12

Note
シスコスイッチネームサーバにはローカルエントリおよびリモートエントリが表示され、エントリはタイ

ムアウトしません。

高度なファイバチャネル機能のデフォルト設定

次の表に、この章で説明した機能のデフォルト設定を示します。
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Table 32:拡張機能のデフォルト設定値

デフォルトパラメータ

ディセーブ

ル

CIMサーバー

HTTPCIMサーバーセキュリティプロトコル

5,000ミリ秒D_S_TOV

2,000ミリ秒E_D_TOV

10,000ミリ
秒

R_A_TOV

5秒fctraceを呼び出すタイムアウト時間

5フレームfcping機能によって送信されるフレーム数

TCPリモートキャプチャ接続プロトコル

Passiveリモートキャプチャ接続モード

10フレームローカルキャプチャフレーム制限

autoモードFC IDの割り当てモード

ディセーブ

ル

ループモニタリング

ディセーブ

ル

interopモード
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